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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アメリカ国務省国家安全情報局、中央アジア担当責任者よりの報告。

〈報告書番号Ａ七三八Ｓ六八五四〉

　中央アジア旧ソビエト連れん邦ぽうセリカスタンにおける内戦は、センドルク大統領率いるセルム族が政府軍の地上及び空軍戦力をおおむね掌しよう握あくした。各有力部族との戦闘は継続中であるも、軍事的優勢は動かないものと思し料りようされる。

〈報告書番号Ａ七三八Ｓ六八五五〉

　セリカスタンにおける内戦に、想定外のアクシデント発生。

　レアメタル埋まい蔵ぞう地区を実効支配するキンリ族に、優秀なる軍事指導者出現との未確認情報もあり。同区域は中国及びモンゴルとの国境地帯であり、中国国家保安局のエージェントの関与の可能性を現在調査中。

〈報告書番号Ａ七三八Ｓ六八五六〉

　政府軍によるレアメタル埋蔵区域の制圧が遅ち延えんせし場合は、国際市場における中国の支配力がさらに強まるものと予想されることから、企業によるＧＰＳ誘導爆ばく弾だんの供与数を増加せしめ、レアメタル埋蔵区域の制圧を援助するべきと思料する。







　　　第一章　「波紋」







「おい、聞いたか？」

「ああ、聞いた、キンリの里に攻こう撃げきをかけたリューコフの第一機き甲こう団が撃げき退たいされたそうだな」

「キンリ族に、とてつもない知恵者がついたらしいぞ、名前はシマオオカミ」

「そうだ、聞いたところによると、なんでも異国のものらしい」

「異国の？　巫み女この血族であるキンリ族にか？」

「うむ、どうやら、なんらかの異能者らしい、テンジンの子孫ではないかというウワサだ」

「テンジンの？　まさか、あれは伝説だろう？」

「いや、わからんぞ、なんせあいつらは巫女の一族だからな……」




　セリカスタン中の街やバザールの屋台では、キンリ族が政府軍の戦車部隊の攻撃を撃退した、という話題で持ちきりだった。

　セリカスタンには、いわゆる日本や西側諸国で言うところのマスコミが存在しない。

　出版や音楽や放送という、広く人々にメッセージを伝える手段は、ほとんど政府が押さえており、新聞や雑誌などはどれも皆、政府の息がかかったセンドルク大統領の宣伝機関でしかなかった。

　放送についても当然、民放などがあるはずもなく国営放送の放送局が一つあるだけであり、その一つの放送局がラジオとテレビの番組を作って放送している。

　そして、ニュースの時間に流されるのは、政府にとって都合の良いことだけである。

　セリカスタンで正確なことを知りたければ、街に出て人々のうわさを聞いた方がよい。新聞を読んだりテレビを見たりラジオを聴くよりはるかに正確な情報が手に入る。

　セリカスタンの人々の間を「キンリ族勝利」という正確なウワサが流れ飛んでいた頃。

　中国と国境を接したいわゆる東部州と呼ばれる地域にある大きな街ヌルカでは、この東部州を勢力下に置くナガス族の長老たちが定例会議を開いていた。

　ヌルカの街は古くからシルクロード沿いに栄えた交易都市であり、周囲を大きな城壁で囲った旧市街地の真中にはいくつもの尖せん塔とうが立った古い神しん殿でんがある。

　尖塔の中には、紀元前にこの地を支配した民族が信仰していたガンダーラ様式の仏像が置かれているが、その後この地にやってきた偶像崇拝を禁じるイスラム勢力によって、それらの仏像のほとんどが顔面を削けずり落とされてしまっている。

　塔に囲まれた神殿の奥にある大広間には、色鮮あざやかな毛織物が敷き詰められ、それぞれに色とりどりの布をサッシュのように身体からだに巻いた十数人の老人が車座に座っていた。

　その老人たちが巻いている布の色は、ナガス族の内部の地位を示している。

　車座の真中に並んだ緑色の布を巻いた六人の老人が、俗にナガスの六賢けん人じんと呼ばれる最高幹部だった。

　緑色の布を巻いた六人の中で一番瘦やせている老人が、感心したように言った。

「それにしても、キンリ族にあれほどの力があったとはな」

　それを聞いていた別の小太りの老人が首を振った。

「力ではない、あれは知恵じゃ。その証しよう拠こに、リューコフの戦車軍団はほとんど無傷じゃ。敵を追い払ったにすぎん」

「勝ったのではなく、凌しのいだわけですな」

「勝つには、敵を叩たたき潰つぶす力とその力を使いこなす知恵が必要じゃ。だが、凌ぐだけなら知恵があれば充分じゃて。まして相手は馬鹿のリューコフじゃ」

　老人たちは互いの顔を見合わせると、小声で、こふこふ、と笑い合った。

　緑の布を巻いた六人の中で一番若そうな、灰色の髪かみとひげを持つ、がっちりとした体型の男が居並ぶ長老たちを見回して静かに聞いた。

「で……我々としては、いかが致しましょう？」

「キンリの里に使者を送っておこう。このたびの戦いぶり、感服いたしました、とでも言っておけばよい」

「では、共闘は？」

「共闘したところで利にはならぬよ、我々が手を結ぶべきは武器や弾だん薬やくを送ってくれる相手じゃ」

　灰色の髪かみの男の目が光った。

「では……中国からの使者の話……受けますか？」

　老人たちは互いの顔を見合わせた。そして白髪しらがの瘦やせた老人が首を振った。

「無条件に受け取っては禍か根こんを残す……今しばらく様子を見るが一番じゃ」

　その言葉を聞いた残りの老人たちもそれぞれに同意するようにうなずいた。

「センドルクの小こ僧ぞうの相手は、オードン族にやらせておけばよい」

「共倒れになってくれれば言うことはないのじゃが……戦力から見て、センドルクの方がいささか有利じゃろう」

「共倒れまで望んではバチが当る。双そう方ほう共に痛手を負ってさえくれればいいのじゃ」

「いずれにせよ、いずれ政府軍と一戦交えねばならん。それまでに戦力の充実を図らねばな」

「国内に散らばっているナガス族の兵士を早急に呼び集めねばな」

　そう言い合った老人の中にいた一人が、六賢けん人じんで一番若い、灰色の髪と髭ひげを持つ頑がん固こそうな男に話しかけた。

「そういえばシャクドーよ、軍のパイロットをやっておった、お前さんのところの総そう領りよう息子むすこは、どうなっておるのじゃ？　空軍とはいえ士官は士官、我々の軍にとっては貴重な人材じゃ」

　シャクドーと呼ばれた頑固そうな男は小さく首を振った。

「この内乱が始ってから全く音信不通でして……ナガス族の一大事だというのに、申し訳ござらん」

　シャクドーに話しかけた老人は、顔の前で手を振った。

「ああ、いや、気にせんでくれ。戦力の充実ということを考えたときに、ふと気になったものでな……聞いた話では、軍の中にいるセルム族以外の部族の兵士は、ひとまとめにされて、懲ちよう罰ばつ部隊のように危険な任務に使われているそうじゃ、無事ならばよいがのう」

「はあ……お心遣づかいかたじけない。このようなことになる前に、ここに帰ってこいと再さい三ぞう申したのですが、あの馬鹿は、飛行機に乗れないから嫌いやだ、などというわけのわからんことを言って政府軍に残りまして……」

「確かに、息子さんはセリカスタン空軍一のパイロットとして名が売れておったからな……その腕うでを惜しまれて、案外無事でおるかもしれんぞ」

「なら……よいのですが」

　そう答えたあとで、シャクドーは小さくため息をついて、天てん井じようを見上げた。

　……チミカめ……あの馬鹿息子は、いったいどこにおるのやら。




　東部州を勢力下に置くナガス族が、日和ひより見みを決め込むことを決定していたその頃。

　セリカスタンの首都、アーディンにある大統領府でも、同じように政府の幹部による会議が開かれていた。

　大きな装飾が建物の縁ふちや窓の周りに突き出した、実に威圧的で偉そうな雰囲気を振りまいている大統領府の建物の最上階にある最高会議室。

　その中央には、大きな装飾物で飾られた大きな背もたれがついた、これまた偉そうな椅い子すがあり、そこに、実に不ふ機き嫌げんそうな顔つきの、目つきの鋭い中肉の四十歳さい半ばくらいの男が座っていた。

　彼こそが、このセリカスタンの国家指導者であるセンドルク大統領である。

　彼は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔のまま、自分たちの一族で固めたセリカスタン軍部の最高責任者たちを見回して言った。

「リューコフは、陸軍病院に入院中で今日の会議には出席できんという報告がきたが……。前回の会議であれだけ大口を叩たたいた挙あげ句くがこの様ざま、となれば顔を出したくとも出せないというのが本当のところだろうな……」

　リューコフの代理として陸軍総司令部から来ていたバンユー少しよう将しようは、居心地悪そうにその大きな身体からだを丸め、無言で小さく頭を下げた。

　最初に口を開いたのは、空軍司令官のソナムルだった。

「このアーディンにいればいいものを、戦車部隊にくっついていって、狙そ撃げきを食らって負傷して……おかげで戦車部隊は攻こう撃げきどころの騒ぎじゃなくなって撤てつ退たい……将しようたる者のやることではありませんな。リューコフは陸軍大臣の器ではありません、せいぜい戦車大隊の大隊長というところが適任でしょう。私は彼の解任をお勧めしますよ、大統領閣かつ下か」

　肩かたをすくめて小馬鹿にしたように笑うソナムルを見て、センドルク大統領は忌いま々いましげにうなずいた。

「解任することも視野に入れておる。だが、この戦いのさなかに陸軍総司令官の首をそう簡単にすげ替えることはできん。問題はリューコフに取って代わるだけの人材が我がセルム族の中にいるかどうかだ」

「しかし大統領閣下、今回のこの作戦失敗によって政府軍陸軍部隊の威信が、地に落ちたことは明白です。街中では政府軍弱し、という風評が飛び交っております。この風評をなんとかしませんと、政府軍全体の士気に関わるかと……」

「わかっておる……」

　大統領はソナムルをにらみつけたあとで、会議の出席者を見回してゆっくりと言った。

「まずレアメタルの埋まい蔵ぞう地区を押さえ、それを担たん保ぽに外国資本からの豊富な資金提供を受けて政府軍の装備を近代化する。そしてセリカスタン全土を一気に制圧するという当初の計画は、リューコフの失敗のために白紙に戻った。

　幸いなことに外国資本の代表部から、レアメタルの採掘権さえ確保できれば、少々時間がかかっても問題ないという回答がきた……と、いうことで、作戦を変更する」

　大統領が合図をすると、会議室の後ろの方で控えていた秘書官がやってきて出席者にレジュメを配り始めた。

　全員にレジュメが行き渡ったのを確認して、センドルク大統領は手元にある同じレジュメを開きながら自分の斜め後ろに立っていた、子こ飼がいの部下らしい男に指で合図した。

　部下の男は会議室の中央に進み出ると深々と一礼してから、ゆっくりとした口調で話し始めた。

「私は大統領閣かつ下か直属の参さん謀ぼう本部におりますディナル少しよう佐さと申します。

　ご列席の皆様に、新作戦の概要についてご説明いたします。

　知ってのとおり、セリカスタンの国土のうち、我々優秀なるセルム族からなるセリカスタン政府がその実効支配に置いているのは三分の一に過ぎず、南部州はオードン族、東部州はナガス族が今も支配中です。

　この二つの部族の正面装備、及び火力については双そう方ほう共に十年前のソビエト崩ほう壊かい時のどさくさにまぎれて手に入れた劣悪な旧政府軍の装備を所有しているだけであります。兵士の質にあってもほとんどが正規の兵士としての訓練を受けたことの無い民兵で構成されており、戦力的にはたいしたことはありません。警戒すべきは、兵士として動員可能な人数が我々より多いという点だけであります。

　ですが、オードン族に関しては、ご存知のとおり、一族の誰かが他ほかの部族の者に殺された場合、相手の部族の者の命を奪わぬ限り、殺されたオードン族の魂たましいは地上をさまよい続ける。従って殺された者の親族は、必ず『血の復ふく讐しゆう』を行わねばならないという野や蛮ばんな風習があり、実に閉鎖的かつ好戦的な部族であります……」

　ディナル少佐の言葉を聞いていたソナムル空軍司令官が、嘲ちよう笑しようするような口調で言った。

「仕方あるまい、人間ではなく熊が族長をやっているくらいだからな」

　会議室に低い笑いが満ちた。

「熊」というのは、オードン族の族長サゴン・タキモルのあだ名である。

　センドルク大統領も同じように笑いながら言った。

「確かにサゴンは、外見も熊だが、頭の中も熊だな。狡こう猾かつなようでどこか間が抜けておる」

　会議室の中に広がった笑いが一段落したのを見計らって、ディナル少佐は説明を続けた。

「……確かに、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体格と赤い髪かみの毛というサゴンの外見は熊そっくりです。しかし、その熊男が、このセリカスタンの三分の一を支配しているというのも事実なのです。

　そして、同じようにこのセリカスタンの三分の一を支配しているもう一つの部族、ナガス族については、ご存知のとおり族長が存在しません。

　ナガス族を構成する氏族の代表者の中から選ばれた六人の長老による集団指導体制を取っており、そのために感情ではなくあくまでも利益で動きます。

　ナガス族は、利益を示すことによって交渉ができる相手です。そういった意味においてある意味オードン族と対照的とも言えるでしょう。

　皆さんに配られたレジュメの『新・千年王国作戦』をご覧戴いただければおわかりと思いますが、新作戦とは、オードン族とナガス族のこの二大部族を屈服させ、セリカスタン全土を実効支配下に置き、最後にレアメタル埋まい蔵ぞう地域であるキンリ族の攻略に当たることを目的としたものです……」

　センドルク大統領の斜め前に座って手元に配られたレジュメを見ていた、落ち着いた風ふう貌ぼうの中年女性が小さくため息をついた。

　彼女の名前はリネム・センドルク。セリカスタンの内務大臣にして、センドルク大統領の姉である。

　リネムは、顔に出さずに心の中で肩かたをすくめた。

　……新作戦って言ったって、結局は攻略する順番を変えただけのものじゃない。形式主義にもほどがあるわ。内容の無い報告書ほど見出しや書式で目を引きたがるのと同じね。

　政府軍も参さん謀ぼう本部も、センドルクの指示でセルム族だけで固めたはいいけど、結局は人材が足りないってことなのかしら。

　リネムの感慨など知る由よしも無いディナル少しよう佐さの得意げな説明は続いていた。

「……では、オードン族とナガス族、このどちらを叩たたくか、結論は簡単です。ナガス族とは取引ができますが、オードン族とは交渉は不可能です。利益という名前の飴あめを示しても動かぬものは武力という鞭むちで叩くしかありません。まず叩くべきはオードン族です」

　リネムが手を上げて聞いた。

「オードン族を叩く間にナガス族が攻勢に出るという可能性は？　いくら政府軍の装備が優すぐれていても二正面作戦を展開する余よ裕ゆうは無いはずでは？」

「確かにその恐れも無きにしも非あらずです。しかし、ナガス族は機を見るに敏、という部族ではありません。集団指導体制特有の決断の遅おそさと、思おも惑わくを読むことに慣れた部族性から見て、ナガス族が攻勢に出る可能性は無いと思われます……」

　ディナル少佐はそこで言葉を切って唇くちびるの端はしに笑いを浮かべた。

「ナガス族とオードン族は、長い間フェルマル湖の水利権を争ってきた仲です。今までにも集落単位で何度も武力衝しよう突とつを起こしており、互いに相手を仇きゆう敵てきと見なしております。

　我々がオードン族を叩けば、それを諸もろ手てを上げて歓迎こそすれ、オードン族に利するような妨ぼう害がい行為は一切やらないと断言できます」

「確かに、オードン族のためにナガス族が動くとは思えません……しかし、オードン族を血の復ふく讐しゆうだの何だのと言えないほどに叩けば、その姿を見たナガス族は、自分たちの利権を守るために、我々に対し攻勢に出る可能性があるのではないですか？　となれば、結局は二つの部族を相手にすることになるのではありませんか？」

　ディナル少しよう佐さが答えるより早く、口を開いたのはセンドルク大統領だった。

「確かに考えようによっては、我々は二つの部族と戦火を交えることになる。いかに装備に優れていようとも、兵士の絶対数が限られている以上、たとえ勝ったにしても国力は疲ひ弊へいし、生産力は低下するだろう。だが、そうなる前にナガス族に利益を示し、交渉のテーブルに着くように呼びかけるつもりだ。ナガス族はオードン族と違い話が通じる相手だからな」

　センドルクの答えを聞いたリネム大だい臣じんは、ほっとしたような表情を浮かべて聞いた。

「わかりました。戦うばかりが作戦ではありませんからね……で？　ナガス族に対し、どのような利益を約束するおつもりですか？」

「生きる喜びを与えてやるつもりだ……」

　センドルク大統領は、邪じや悪あくな笑みを浮かべて、言葉を続けた。

「オードン族どもを、根ね絶だやし寸前にまで追い込んで、その事実を持ってナガス族と交渉に当たればよい。我々に降りれば、部族は滅亡せずに済むのだと知れば、交渉は実にスムーズに進むだろう。人間にとって生きる、ということは最大の喜びだ。それを保証してやるのだ、これほどの利益はあるまい？」

「……それは……」

　交渉ではなく脅きよう迫はくだ、とリネムが言おうとしたとき、ソナムルが、わが意を得たり、という顔で、目を輝かせて叫ぶように言った。

「すばらしい！　陸軍部隊の不始末によって乱れ飛ぶ風評を消すことができるのは、事実だけです！　我がセルム族こそがこのセリカスタンを支配するにふさわしいということを見せ付けてやればいいだけのことですからな！

　オードン族の勢力圏内は、モンゴル、中国との国境に近いキンリの里と違って、空くう爆ばくを加えることに何一つ問題はありません。圧倒的な兵力の差というのを、あの蛮ばん族ぞくどもに思い知らせてやりましょう！」

　そしてソナムルは、地図の上にある都市の一つを指差した。

「このハネイスは南部州第二の都市で、オードン族の事実上の本ほん拠きよ地ちです。学校、病院、水道、というインフラが発達しており、市内のバザールはオードン族の経済基き盤ばんを支えています。我々が目標とすべきはこのハネイス以外にありません」

「よかろう、空爆する許可を与えよう、しかし、学校や病院には国連のユニセフや国際赤十字の職員が配置されている。そこは空爆目標から外したまえ。

　我々はセリカスタンに正義と秩序を取り戻すための戦いを行っているのだ。この国の主権と正義が我々にあることをアピールするためにも、ここで国際的な非難を浴びるのは得策ではない」

　……実にあっさりと決定してしまうところは、子供の頃のまんまだわ。

　私がフォローしないと見落としだらけで、先に進もうとするんだから……。

　リネムは、心の中でため息をつきながら、手を上げて発言した。

「大統領閣かつ下か。オードン族は、血気盛んな部族です。勢力下にある都市に空くう爆ばくを仕掛ければ、必ず報復行動に出るでしょう。現在各都市にはテロ行為の未然防止のために、夜間外出禁止令を出し、警察部隊を投入しておりますが、もしオードン族が大規模な軍事行動を起こした場合、警察部隊では対応できません。空爆前に各都市の陸軍部隊に対し防衛行動を取るよう命令を出しておいた方がよろしいかと……」

「巣穴に爆ばく竹ちくを放り込まれた熊が、怒って巣穴を飛び出してくるかもしれん、というわけか。戦略的に考えるならば空爆と同時に陸軍部隊を投入し、オードン族の勢力が空爆の混乱から立ち直る前にそれを叩たたき潰つぶすべきなのだろうが、わが陸軍部隊は敵の本ほん拠きよ地ちに乗り込んでいくのが不ふ得え手てらしいからな、仕方あるまい」

　センドルク大統領から、皮肉っぽい視線を送られた陸軍代表のバンユー少しよう将しようが、ポーカーフェイスで、大統領の言葉を聞き逃したふりをしているのを見て、内務大臣のリネムは小さく同情のため息を漏もらした。

『そのとおりでございます大統領』なんて言うわけにもいかず、かといって代理の身では『それは違います大統領』なんて言うわけにもいかない。

　となれば『さて？　なんのことやら？』と、ポーカーフェイスを貫くしかないというのも辛つらいところね。

　リネムは、考え込むような素振りを見せたあとで大統領に話しかけた。

「大統領閣下、これは考えようによっては、実に効率の良い戦いです。攻こう撃げき側は防衛側の三倍の兵力を必要とする、ということを考えれば、こちらから攻めるのではなく、オードン族側に攻撃させ、それを完かん膚ぷなきまでに叩いたほうが、あとの戦いは楽になりますわ」

「ふむ、確かにゲリラ戦のイニシアティヴは常に攻撃側にある、一いち撃げき離り脱だつの奇き襲しゆうをかけることで戦力差をカバーするわけだ。しかし、こちらが攻撃があることを予測し、準備をととのえておけば、そのアドバンテージははるかに低くなるということか……」

　センドルク大統領は、椅い子すから立ち上がると、テーブルの上に広げられたセリカスタン全図を見下ろした。

「南部のハネイスを空爆した場合、頭に血が上ったオードン族の馬サ鹿ゴ熊ンは、どこに反撃してくると思うかね？」

　同じように椅子から立ち上がって地図を覗のぞき込んだバンユー少将は、南部の小都市を二箇所指差して言った。

「南部州一帯の基地はすべてオードン族の勢力圏内です。十年前のソビエトロシア崩ほう壊かいまでは、どの地方の守備隊にも各部族出身の兵士が等分に割り振られておりましたが、ご存知のとおりセリカスタン独立後は、各地方の守備隊はその地方の部族出身者で固められるようになり、軍ぐん閥ばつと化しております。かろうじて、我々セルム族の指揮官と兵士から構成されている正規政府軍が駐ちゆう屯とんしているのが、このザケンとインナルドの、二つの都市にある駐屯地です。

　二つの都市の防衛を固め、復ふく讐しゆうに燃えたオードン族が攻略してくるのを待ち、一気にそれを叩たたくのが効率的ということかと思われます」

「どうやって叩く？」

「オードン族の装備は、旧政府軍のものをそのまま使用しております。以前の内戦の際に軍の基地から持ち出した中隊規模の戦車部隊や重火器がありましたが、戦車は部品の消しよう耗もうのために機動力を失い、今は本ほん拠きよ地ちの都市の周辺で固定陣じん地ちと化しております。

　今、オードン族の戦力の主体となっているのは、機関銃じゆうを小型トラックの荷台に乗せた戦闘車両数十台と、ロケット砲ほうが十数門、そして馬に乗った騎き兵へいです」

　バンユー少しよう将しようは、地図の上にあるザケンとインナルドの南側に広がる扇せん状じよう地ちを指差して言った。

「この静寂の草原は身を隠かくす場所もなく、砲ほう撃げきの効果が最も上がる場所です。こちらも砲兵部隊のロケット砲部隊をザケン、及びインナルドに配置し、オードン族の部隊が谷を出てこの草原に達したときに、ロケット弾だんの集中砲火を浴びせてこれを粉ふん砕さいします」

「よろしい、その作戦を許可しよう、早急に迎げい撃げき態勢を整えたまえ」

「かしこまりました」

　小さく頭を下げたバンユー少将を見たあとで、リネムが聞いた。

「大統領閣かつ下か、ナガス族はいかが致しますか？」

　セリカスタンの地図を見て、大統領は忌いま々いましげにつぶやいた。

「今までどおり、陸軍部隊二個師団と対地攻こう撃げきヘリ部隊を貼はり付けて、動きを封じ、出で方かたを見るとしよう」

　そう言って会議室に居並ぶ面々を見回したセンドルク大統領を見るソナムルの目に、嘲ちよう笑しようするような光が走ったのを、リネム内務大臣は見逃さなかった。

　あれは、空くう爆ばくの許可が出たことを喜ぶ目ではない。

　……何か企たくらんでいるわね、ソナムルめ。




　セルム族による完全独裁を企むセリカスタン政府が、空爆作戦を立てていたその頃。

　自分たちに対する空爆が決定されたことなど知る由も無いオードン族たちの幹部が、その空爆目標であるハネイスの街に集まって、作戦会議を立てていた。

　セリカスタン南部州第二の都市ハネイスは人口約七千人、セリカスタンの中では大都市の部類に入る街である。

　内陸国であるセリカスタンには海は無い。

　南側にある天てん山ざん山脈の峰みねに降った雪が融とけ、谷を下り川となったその流れは、海ではなく、内陸にある大きな湖に注ぎ込まれる。

　川とならずに地下に浸透した雪融け水は、山が平地となるあたりにできる扇せん状じよう地ちと平原の境目あたりに湧わき出して、小さなオアシスをいくつも作り上げた。

　ハネイスは、この天山山脈から流れ下る小さな川とセリカスタンを東西に抜けるシルクロードと呼ばれる交易路の交差する場所に自然発生的に生まれた街である。

　周辺のオアシス群のもたらす水は、耕作地を支え、そこで産出した作物が、このハネイスに運ばれた。人と物が集まれば街は大きくなる。

　街道沿いの小さな村が町に、そして町が市になるのにそう時間はかからなかった。

　そして、十九世紀の中ごろにイギリスがセリカスタンの実効支配を企くわだてたときに、このハネイスの街にはイギリスの総そう督とく府ふが置かれたため、いわゆる西欧の基準による都市設計が行われた。

　イギリス統治下の時代はそう長くは続かなかったが、他ほかの交易路沿いに発達した町とは、街並みがどことなく違うのはそういう理由があるのだろう。

　このハネイスを本ほん拠きよ地ちにしているオードン族たちは勇ゆう猛もう果か敢かんで、戦うことが生きることだと信じている。

　彼らは、個人単位で考えればおそらくセリカスタンで最強の部族だろう。

　今からおよそ百年前、このセリカスタンを支配しようとしたイギリスが、どうしても制圧できずに最後に手を引かざるを得なかったのは、このオードン族の強さにあったと言っても過言ではない。

　しかし、いかにオードン族が強くても、その強さは個人レベルであり、オードン族自体で、セリカスタンの支配権を握ることができるほどの力はない。

　オードン族の戦い方は実に稚ち拙せつである。

　単なる力押しの集団戦であり、五百年前の頃の戦争のやり方から一歩も出ていない。

『英雄一人が弱兵百人を率いて戦うは惰だ弱じやくの軍、英雄百人を集めし軍は最強の軍。われらオードンに弱兵はおらず！　我らは千人の英雄なり！　馬と銃じゆうこそが勇者の印である！』

　オードン族の中に伝わるこの掟おきては、個人の戦技のみを重視し、集団戦を惰弱な者たちの戦い方だと決め付け、オードン族の中に作戦や戦略という概念を育ててこなかったのである。

　オードン族の若き族長サゴンは、このオードン族の価値観を体現するような筋骨隆りゆう々りゆうとした体格の持ち主の、血気盛んな好戦的な男だった。

　力の強いもの、戦闘能力が高いものが幹部となる、という実に体育会系のピラミッド型のヒエラルキーで固められたオードン族の会議は、会議と言うよりも族長であるサゴンの意志を伝達する一方通行の場に過ぎない。

　ハネイスの市庁舎にある会議室の中で、肩かたと腕うでに包ほう帯たいを巻いたサゴンが、部下の幹部に向かって吼ほえていた。

　その包ほう帯たいは、グィーランの街で開かれた部族長会議の会議場だったホテルが政府軍の手で爆ばく破はされたとき、兵士に自動小しよう銃じゆうで撃うたれた傷だった。

　身体からだを貫通した弾だん丸がんが、運良く動脈や内臓を傷つけなかったのと、政府軍の兵士が旧式のＡＫ47ではなく新型の小口こう径けい弾を撃つＡＫ74を装備していたために、弾丸のダメージが少なくて済んだのだが、本当の理由は誰よりも悪運が強いということなのかもしれない。

「諸君！　我々にとって新たなる敵が出現した！　それはキンリ族だ！　まさか、あいつらにリューコフの戦車軍団を撃げき退たいするほどの力を秘めているとは思いもよらなかった。やつらを今までのように弱小部族と見くびっていては、えらい目に遭あうかもしれん！」

　政府軍から『熊』というあだ名で呼ばれる原因でもある、たてがみのように後頭部に延ばした赤毛を振って熱弁を振るうサゴンに向かって、部下の一人が遠えん慮りよがちに答えた。

「しかし族長、キンリ族は人の数も兵士の数も、我々オードン族とは比べ物にならないほど少ないうえに、あいつらは、あのキンリの里から出てきません。そんなに気にすることも無いのではありませんか？」

　サゴンは、うなずいたあとで、その部下を見て言った。

「確かにキンリ族は数が少ないし、あの雪割り谷からは出てこない。だからといって力を持っていないというわけではない。キンリの巫み女こはどの部族の村にもいる。どの部族の戦士もキンリの巫女から護ご符ふをもらっておる、これがどういうことかわかるか？　キンリ族の権威は、民たみの間に知れ渡っておる、ということだ。

　キンリ族の軍事力は実に小さい、本来ならば、とうの昔に他ほかの部族に揉もみ潰つぶされていたに違いない。だが、やつらはみずからの手を汚けがすことをせず、巫女の権威のみで狡こう猾かつに生き残ってきた。今まで、我がオードン族もナガス族も、そしてセンドルク率いるセルム族も、キンリ族などただの巫女の飾り物だとしか考えてこなかった。

　しかし、政府軍の、あのリューコフの戦車軍団を撃退させるほどの力があるとなれば話は別だ。

　民の支持とそして力、この二つを手にしたキンリ族は巫女の飾り物などではない！　強大な敵なのだ！

　我がオードン族にとって、当面の敵は政府軍とナガス族だった……だが、キンリ族もまた敵として視野に入れねばなるまい」

　部下たちは互いの顔を見合わせた。

　その中にいた、さっきサゴンに質問した男が、再び聞いた。

「しかし、族長。敵に回すと言っても、キンリ族の本ほん拠きよ地ち雪割り谷ははるかに北方です、間には首都を勢力圏に置いた政府軍がいます。こちらから攻めに行くわけにもいかないと思いますが？」

　サゴンは、笑った。

「我がオードンの民にとって戦いとは力を持って敵を叩たたき伏せることを言う。それのみが戦いの本質だと信じる者も多い。だが、戦いを挑むというのは、軍ぐん勢ぜいを差し向けることを指すのではない。キンリ族の脅きよう威いとは、その戦力ではない。どこからか呼び寄せた『軍ぐん師し』つまり軍事的指導者こそが脅威なのだ。それさえ取り除いてしまえば、あいつらは単なる巫み女このお守もり役にすぎん。我々にとって脅威ではなくなるのだ」

「……と、言いますと？」

　怪け訝げんな顔のままの部下を見渡して、サゴンはワニのような笑いを浮かべた。

「軍師を殺す！　シマオオカミを葬ほうむってしまえばいいだけのことだ。いかに知恵者と言えども、一人の人間に変わりあるまい。我がオードン族の闇やみ師しの毒どく手しゆにかけてくれよう」

　その言葉を聞いた部下の間にざわめきが広がった。

「闇師だと？」

「あの暗殺者集団か！」

「首都で爆ばく破はテロに従事しているあいつらを使うというのか？」

　サゴンはざわめく部下に向かってうなずいて見せた。

「闇師は、ソビエト時代にソビエト軍の特殊部隊であるスペツナズで、潜せん入にゆう破壊工作訓練を受けたオードン族の精鋭だ。暗殺と爆破はお手の物だからな。キンリの里に忍び込んでシマオオカミとやらを殺すことぐらい、わけもあるまい……」

「……いかに闇師といえども、人の心を読むというキンリの巫女を相手に、暗殺ができるものだろうか？」

「うむ、それにウワサではシマオオカミは見み目め麗うるわしく、壮健なる美び丈じよう夫ぶで、めったにキンリの里の表おもてには出てこないと聞く……」

「あの洞どう窟くつの奥には誰も入れん。どうやって暗殺するというのだ？」

　互いに不安げな顔を見合わせて小声で言葉を交わす部下たちを見て、サゴンは唇くちびるの端はしに自信ありげな薄笑いを浮かべた。

「うむ、我にシマオオカミ暗殺の秘策あり……まあ見ているがいい」




　その部屋は薄暗く、澱よどんだ空気の中には水の匂においが混じっていた。

　乾燥したセリカスタンの大地では、まず水の匂いがすることはない。水は地下を掘り進んで造られた地下水路によってオアシスから街に運ばれるのが普通である。

　と、なると、この部屋はどこかの建物の地下にあるのかもしれない。

　その薄暗い部屋の入り口に片膝ひざをついてしゃがみこんでいたのは、一人の少年だった。

　身長は百四十センチくらいだろうか、長い布を身体からだに巻きつける民族衣装の長衣トーガからは陽ひに焼けた、エンピツのように細く長い手首と足首が突き出している。

　顔に巻きつけた布の間から見える大きな目を伏せて、その少年はトーンの高い子供の声で言った。

「お招きにより参上いたしましたシーデめにございます」

　部屋の奥の暗がりの中にいる人物がサゴンの声で答えた。

「シーデ、私に呼び出された理由は聞いているな」

「はい、お兄様」

　サゴンは、シーデと呼んだ目の前の少年に向かって不ふ機き嫌げんな声で答えた。

「兄と呼ぶな！　族長と呼べ」

　その声の底にある冷たさを感じ取ったかのようにシーデはびくっと首をすくめた。

「申し訳ございません……族長」

　サゴンは冷たい口調のまま言葉を続けた。

「その歳としで兵士コマンドとして選ばれ、闇やみ師しの長おさに預けられたのは、お前の身体からだに流れる我が一族の血が認められたからだ、お前ごときが認められたのではない！　増長するな！」

　シーデは黙ったまま頭を垂れていた。下を向いたまま唇くちびるを嚙かんでいることはサゴンにもわかったが、サゴンの口調は変わらなかった。

「本来ならばお前のような子供にこのような重大な任務を与えることすらありえぬのだが、今回は特別だ。
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　雪割り谷の奥にあるキンリの里。そこに赴おもむき、キンリ族に雇われた軍ぐん師しシマオオカミを屠ほふるというこの仕事。子供であるお前にしかできぬからだ。闇やみ師しの長おさの言うことに疑問を抱いだいてはならぬ。長の言うことは私の言うことだと知れ！　よいか、重ねて言う。自分が選ばれた人間だなどと間違っても思うな！　妾しよう腹ふくとはいえ貴様には我が一族の血が流れている……その血と一族の名を汚けがすな！」

　シーデは顔を上げて真剣な目でサゴンを見た。

「お伺いしたきことがございます！」

「なんだ？　申してみよ……」

　怪け訝げんな顔をするサゴンの顔をひたと見つめてシーデは言った。

「見事任務を果たしたそのときは、僕は一人前の兵士コマンドとして認められ、給金をもらえ、母を病院に連れていけるようにもなるであろうと、闇師の長はおっしゃいました……その言葉、族長よりもお聞きしたいと思います！」

　サゴンは一瞬小さく目を見開いたあとで、小さくうなずいた。

「闇師の長の言葉に間違いは無い。この任務を見事果たしたとき、お前はオードンの兵士として認められ、名前が登録されるだろう。給金が支給され、病院、学校などの優先権を得るであろう……その件、この私が約束しよう」

「ありがとうございます！」

　その場に両手を着いて頭を下げるシーデを見て、サゴンは迷い込んだ野の良ら猫ねこを追い払うかのように手を振った。

「言いたいことはそれだけか、ではさっさと支度をしろ！」

「かしこまりました」

　シーデは感情を抑おさえた声でそう答えると、もう一度小さく一礼して部屋を出ていった。




　シーデとの面会を終えて市庁舎の建物の渡り廊下を歩いていたサゴンは、後ろから一人の老人に呼び止められた。

　黒い長衣トーガをまとった白髪しらがの老人は七十歳さいくらいだろうか。身につけた装飾品や後ろに二人の若い女の従者を連れているところを見ると、オードン族の中でも名のある長老の一人なのだろう。

　その老人は、立ち止まったサゴンに追いつくと、糾きゆう弾だんするような口調で言った。

「シーデを闇師として使うというのは本当かサゴン！」

　サゴンは表情も変えずに答えた。

「ええ、そのつもりですが？」

　老人は驚きよう愕がくするように目を見開いた。

「シーデは、まだ年とし端はもいかぬ子供ではないか。キンリの里は数多くの巡じゆん礼れいの者が訪れる場所だ。誰を差し向けても疑われぬはずだ！　なにゆえにあのような子供を！」

「だからですよ、父上。確かにキンリの里は巡じゆん礼れいの地であり、いかなる旅人でも受け入れております。しかし、大人おとなは里にこそ入れますが、その奥にある巫み女この域には入れませぬ。

　巫女の域のすぐ近くまで入ることが許されておるのは子供だけでございます……こちらに入っている情報ですと、軍ぐん師しシマオオカミは巫女の域にある客人まろうどの間にいるとのこと。この仕事、シーデでなくては務まらぬと思われます」

　老人はあえぐように言った。

「しかし……生まれ出いでた母こそ違え、シーデはお前の……」

　サゴンは、老人の言葉をさえぎるように強い口調で言った。

「最も困難で危険な任務であるからこそ、肉親を使うのではありませんか！　一族の上に立つ者にとって、優先すべきは自分の血族の利益ではなくオードン族全体の利益である……という父上の教えに従ったまでのことです。では、作戦会議がございますので、これで失礼します」

　そう言い残して渡り廊下を歩き出したサゴンは、自分を見送っている先代の族長である父親の視線を背中に感じながらつぶやいた。

「老いたな……父上も」

　……年を取ってから子供など作るものではない……いかなる覇は王おうでも……老いと親心には勝てぬのだな。







　　　第二章　「虚像」







　セリカスタンという国の中で「シマオオカミ」の名前は、畏い怖ふと尊敬と恐怖と憧どう憬けいと、そして敵意の対象となっていた。

　生まれも育ちも、本当の名前も知らぬ異国の男。

　人を語る際に、出身部族とそして血けつ縁えんが重要視されるこのセリカスタンでは、そのすべてが明らではない「シマオオカミ」の存在は、一種の超自然的な存在として扱われていた。

　キンリ族は、龍たつ也やの存在を大っぴらに公開はしていない。しかし、キンリの里に出入りする商人や巡じゆん礼れいなどの口から、シマオオカミの正体である龍也の風ふう貌ぼうや行動がかなり広がっていたのは事実である。

　しかし、人々はその正確な情報、つまり、

『シマオオカミを名乗っているのは十七歳さいくらいの、見るからに冴さえない風貌と顔色の、メガネをかけた外国人の若者である』

　……という情報を信じようとはしなかった。

　人々が信じたのは、

『シマオオカミはキンリの姫ひめ巫み女こを守るためにテンジンが遣つかわした軍ぐん師しであり、その外見は見み目め麗うるわしく、眼光鋭く、その目で見つめられるといかなる企たくらみも謀はかりごともたちまちのうちに見破られてしまう』

　……という、どこかの民族の伝承物語に出てくるヒーローのような情報だった。

　相反する二つの情報がもたらされたとき、人が真実として信じるのは、『信じたい方』の情報である。

　セリカスタンの人々にしてみれば、最強と言われていたリューコフの戦車部隊を見事に撃げき退たいしてのけた謎なぞの軍師が、うすらぼやーっとした冴さえない十七歳さいの男である。などという情報の方が信じられなかったのだ。

　そして、その頃、本物の「シマオオカミ」こと天あま山やま龍たつ也や（十七歳）は……。

　キンリの里の奥にある客人まろうどの間でねっころがって鼻くそをほじっていた。

「あー、ヒマだ」

　本当にヒマだった。

　ここ、セリカスタンでは時間を潰つぶすための手段が何一つ無いのだ。

　テレビもラジオも、ＤＶＤも。

　龍也の視線が、部屋の隅すみに置いてあるパソコンに飛んだ。

　……ＨＤＤにインストールしたギャルゲーもやりつくしたし、ソリティアとマインスィーパーだけやっていても虚むなしいだけだしなあ。これでせめてインターネットに繫つなぐことができたらちょっとは気晴らしになるんだけどなあ……。

　サラサが持っている衛星携帯電話のイリジウムでインターネットに接続することはできるが、ブロードバンドで常時接続というわけにはいかない。まして、サラサは『こいつは黙って政府のものを借りているわけだから、そう大っぴらに使うわけにはいかない』と言って、あのあとほとんど使わせてもらえないのだ。

　事実、あのあと、龍也が使ったのは、一回だけ、家に無事を知らせるメールを送ったときだけである。

　客人の間に敷き詰められた毛織物の上に大だいの字になった龍也は、天てん井じようを見上げて考えた。

　……考えてみれば、このキンリの里で、ヒマなのは俺おれだけなのかもしれない。

　キンリの里の人間はみんな働いている。年寄りも子供も朝から晩まで。

　谷底を流れる川から水を汲くんでくるのは、子供の仕事だし、俺がねっころがっている床に敷き詰められたような毛織物を織るのは年寄りの仕事だ。

　働き盛りの人たちは農作業に出たり、放牧している羊やヤギの面倒を見ている。

　水力発電が使えるのだから電動ポンプで水を汲み上げればいいじゃないかとサラサさんに言ったら、そんなものを買う金がどこにある！　と怒られたけど……。

　日本じゃあ、蛇じや口ぐちをひねれば水が出るのは当たり前だし、ガスや電気もあって当たり前だ。

　洗濯だって、料理だって、本当に機械まかせであっと言う間に終わってしまう。

　どこか遠くに行きたければ、自動車や電車に乗ればいい。歩いて三日かかる距離も、たった数時間で着いてしまう。

　日本人は、そうやって、便利な生活を手に入れて、その代わりに『自由に使える時間』というやつを手に入れている。

　でも、そうやって手に入れた自由な時間を、俺おれは何に使っていたんだろう？

　龍たつ也やは仰あお向むけに寝転がったまま天てん井じようを見上げて、日本にいた頃の自分の生活を思い浮かべた。

　……学校行っていた頃は、毎日変わり映えのない時間を過ごして、学校帰りに本屋で立ち読みして、繁はん華か街がいのゲーセンで、オンラインのロボットバトルゲームやって……。

　龍也の脳裏に、３Ｄ画面で派手にミサイルを撃うち合う対戦ゲームの画面とそして身体からだを揺する低周波サラウンドスピーカーの轟ごう音おんが蘇よみがえった。

「あーゲーセン行きてえなあ」

　思わず、そう、つぶやいたとき部屋のドアをノックする音と共にサラサの声がした。

「入るぞ、ええか？」

　龍也はがばっと起き上がると、あたりに散らかった着替えやパソコンのコードを慌あわててかき集めながら答えた。

「ええ、どうぞ！」

「うむ」

　ドアを開けて部屋の中に入ってきたサラサは、一瞬ふっと眉まゆをひそめると、無言でつかつかと窓に近づき、カーテンを引っぱって大きく窓を押し開けた。

「どうしたの？」

　部屋の中に差し込んだ外の明かりに目を瞬しばたたかせながら龍也が聞くと、外の明かりを背中に受けたサラサが、眉をひそめて言った。

「部屋ん中に妙みような匂においと気がこもっとるの……若い男が何なんもせんと、ゴロゴロしとると気も心も腐くさるぞ」

「だって、何もやることが無いんだから仕方ないだろう？」

　唇くちびるを尖とがらせて不満そうに答えた龍也を見て、サラサは怒ったように言った。

「何かをしてもらうことしか考えんのか？　自分で何かをしようとは思わんのか？」

「いや……だって、俺、サラサさんがいてくんないと言葉もわかんないし……」

　そう言って目をそらした龍也を見て、サラサは小さくため息をついてから優しく微笑ほほえんだ。

「この四日ほど、わしは里におらんかったけぇ。心細かったかもしれんが、わしもそうそうお前だけに構うておれんのじゃ。悪いがのぉ……」

　その優しい微笑みを見た龍也は、少し赤くなってから、再び目を逸そらした。
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「あ、いや、サラサさんが忙しい人だってことはわかってるから……」

「そこでの。龍たつ也やにプレゼントを持ってきたわい」

「プレゼント？」

　サラサは手に持っていた二枚のＣＤを見せてうなずいた。

「うむ、言葉がわからんと苦労するじゃろうけぇ。これはセリカスタン語をロシア語に翻訳するソフトじゃ。ちょいと首都に行っての、手に入れてきたわ」

　しれっとした口調でこともなげに言うサラサを見て、龍也は前を丸くした。

「サラサさんは、お尋ね者なんだろう？　首都なんかに行って捕つかまったらどうすんの？」

「安心せぇ。お前もわしの変装の腕うで前まえは知っとるじゃろ？　その辺の政府軍の検問なんかは怖こおう無いわ」

「でもさあ、この前やってきた特殊部隊みたいな連中が相手だとしたら、そうもいかないんじゃないの？　あいつらプロだってサラサさんも言っていたじゃん？」

　サラサはにやっと笑った。

「ああ、大統領警護隊の連中か。心配せんでええ。実を言うとあいつらは顔見知りでの。隊長のシャリフ大たい尉いは、わしと一緒にスペツナズ訓練所で特殊部隊の訓練を受けた元同僚じゃ。さすがにあいつらと会おうたら困ったことになるが、あいつらはこの前の空くう爆ばくで同士討うちを食ろうて、今は再編成と再訓練中じゃ。まず出くわすことは無いわい。

　実を言うと今回の首都への潜せん入にゆうは、そのシャリフに会おうためじゃ。例の……イリジウムのバッテリーがダメになってきおってのぅ。それを交換せにゃならんかったんで、入院中のシャリフに会おうてきたんじゃ」

「入院中の敵に会って、イリジウムのバッテリー交換してきたって……」

　目を白黒させている龍たつ也やを見て、サラサは小さく、ふふふっと笑った。

「まあ、色々とあるんじゃ。あのイリジウムの通話料金はセリカスタン内務省が払うとるし、セリカスタン政府ん中も一枚岩ではないけぇ」

「そういえば、ネマコルさんが、サラサさんとあの部隊の隊長は仲がいい、みたいなことを……」

　龍也の言葉をさえぎるように、サラサがＣＤロムを投げつけた。

「うるさい、妙みようなことを覚える前に、セリカスタン語の一つでも覚えぇ！　そのパソコンには日本語とロシア語の音声認識翻訳ソフトが入っとるじゃろうが」

「うん、このツァーに参加するときに、役に立つかな？　と思ってアキバで買ってきてインストールしたんだけど……この里の人ってロシア語じゃなくてセリカスタン語しか話さないから宝の持ち腐ぐされなんだよなあ」

　サラサは腕うでを組んで、小さくため息をついた。

「うむ、確かにのぉ。この国の公用語は一応はロシア語なんじゃが、ちゃんとした教育を受けとらんと、満足に話すこともできんけぇ……」

　龍也の視線が、自分が腕を組んだその中に盛り上がっている部分にちらっと走るのをサラサは見逃さなかった。

「……ったく、若い男の子じゃけぇしょうがないが……別のことで発散させぇ！」

　自分の目がサラサの胸に行っていたことを指摘された龍也は、慌あわてて視線をそらした。

　そのどぎまぎした表情を見たサラサは、笑いながら龍也の前にある二枚のＣＤを指差した。

「そいつはウィンドウズで動く翻訳ソフトじゃ。残念なことに音声認識はせんがの。やる気がありゃあ、勉強する方法はいくらでもあるんじゃ」

「それはそうだけど……パソコン相手に一人でぼそぼそつぶやいてるってのも、なんか力が入らないよなあ」

「そうか、一人でやるんじゃ力が入らんか……」

「うん、知らない人が見たら危ない人だと思われちゃうかもしれないし……」

　サラサは、龍也の顔を見て、にやっと笑ってみせた。

「ほんなら大丈夫じゃ。お前のためにリューカ姫ひめ様が個人教授を申し出て下さったけぇ。リューカ姫はロシア語も堪たん能のうじゃ。セリカスタン語でわからんかったらロシア語でも教えてくれる。ロシア語を日本語にするんはパソコンで可能なんじゃろ？」

　龍也は目を丸くした。

「ええっ？　リューカ姫ひめが？」

「ほうじゃ、ありがたく思えよ」

「うわ！　こんなところに座り込んでいる場合じゃない！」

　龍たつ也やは、サラサの言葉を聞いていなかった。

　ばたばたと部屋の中を走り回って、とっ散らかった服や、荷物を慌あわてて片付け始めた龍也を見たサラサは、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「わしを迎えたときとはえろう気の使いようが違うのぉ……」

「だって、サラサさんはお姉ねえさんみたいなものだけど、リューカ姫は……」

「姫は……なんじゃ？」

　龍也は一瞬言葉に詰まったあとで、赤くなって答えた。

「も……護モリ人トとして、護まもるべき大事なお方です……」

　サラサはしばらく黙ったまま龍也の顔を見ていたが、その必死に真ま面じ目めになろうとしている表情を見て、こらえきれずに吹き出した。

「まあええ。お前さんなら大丈夫じゃろう。なんだかんだ言ゆうても根は正直で純情な男じゃけぇの……」

　そして、サラサは顔から微笑を消すと、龍也の顔を正面から見て言った。

「じゃが、念のために言ゆうておくで……くれぐれも妙みような真ま似ねはするなよ？　姫様に手ぇ出したりしたらキンリの里の掟おきてに従おうて、手足の先から一寸刻みに切り刻んで、荒野にばら撒まいてオオカミのエサにするけぇの。覚えとれよ」

「しませんしません！」

　龍也が、ぶんぶんと音がするほど首を振ったとき、ドアをノックする音とリューカ姫の声がした。

『よろしいですか？』

　部屋の中をさっと見回したあとで、サラサが答えた。

『大丈夫です、お入り下さい、龍也が必死に片付けていましたから足の踏み場も無い、ということはなさそうです』

　ドアの向こうで小さく、くすっ、という笑い声が聞こえたあとで、ドアを開けてリューカ姫が姿を見せた。

　そこに立つ、長い髪かみを白いヘアリボンでまとめ、薄いブルーのトレーナーとジーンズという、どこにでもいる女の子を見たとき、一瞬、龍也はその子がリューカ姫だとは気がつかなかった。

　ここしばらく、民族衣装を身にまとい、姫巫み女ことしてキンリの里の人々や巡じゆん礼れい者に祖そ霊れいの神しん託たくを告げるときの姿しか見ていなかった龍也が、見間違えるのも無理は無かった。

　リューカ姫は、そんな龍也をちらっとにらんだあとで微笑ほほえんだ。

　その微笑を見て、龍也は我に返った。

「あ、ああ、どうぞ、えーと、この辺が片付いていますので……」

　パソコンが置かれた座卓の前を指差すと、リューカ姫ひめはにこにこ笑いながら部屋の中に入ってきて、そこに、ちょこんと座った。

　龍たつ也やは、慌あわててリューカ姫の前に座ると、パソコンのドライブを開き、サラサが持ってきてくれた翻訳ソフトのインストールを始めた。

「えーと、ちょっと待って下さい、まだ準備が終わってないもので……」

　ばたばたとソフトをインストールする龍也を、リューカ姫は優しく微笑ほほえみながら見つめていた。

　……うわ、そんな風に見つめられると、頭の中が飽ほう和わ状態になりそうだ。

　えーと、よくわかんないけど、きっとこのエグゼファイルでいいはずだ……。

　でも、その前にインストール済みのロシア語の翻訳ソフトを立ち上げておかなくっちゃ。

　龍也が翻訳ソフトを起動させると、ノートパソコンの画面の中に、ロシア語特有のキリル文字が浮かび、スピーカーから女性の声が流れた。
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　その声を聞いたリューカ姫は目を丸くして、身体からだを乗り出した。そしてそれがパソコンの画面から流れた声だと知ると、立ち上がって、くるっと座卓を回り込み、龍也の脇わきに座って、一緒にパソコンの画面を覗のぞき込んだ。

　龍也の肩かたにぴったりと身体を寄せたリューカ姫の長い髪かみが、龍也の視界をふわっと流れ、なんとも言いようの無い、いい匂においを運んできた。

　……うわあ。

　思わず耳の先まで赤くした龍也を見上げて、リューカ姫がロシア語で聞いた。
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　その音声を拾ったのだろう、パソコンの画面に日本語が表示された。

『これはなんですか』

　リューカ姫が喜びに顔を輝かせて何かを言ったが、今度はパソコンは黙ったままだった。

「ふむ、ロシア語はなんとかなるが、やはりセリカスタン語は無理なようじゃの……まあ、ロシア語と日本語の翻訳がなんとかなるなら、意思の疎そ通つうもできるじゃろ」

　サラサは龍也に日本語でそう言うと、リューカ姫にもセリカスタン語で同じような内容を告げ、そして二人に向かって手を振った。

「ほんじゃ、わしはこれから首都で仕入れてきたいろんな情報を報告せにゃいけんけぇ。しっかり勉強するんじゃぞ」

「うん、わかった……」

　半分上うわの空でそう答えた龍也の横では、ぴったり寄り添ったリューカ姫が興味しんしん、という風に目を輝かせてパソコンをいじっていた。

　サラサは、小さく笑うと、そのまま部屋を出ていった。

　自分の膝ひざに身体からだを預けているリューカ姫ひめの体温を感じながら、龍たつ也やはぼんやり考えていた。

　……萌もえるセリカスタン語講座。

　これも略すと「萌えタン」って言うのかな？




　キンリの里の奥にある客人まろうどの間で、龍也がまともな思考力を失いかけていたその頃。

　里の広場にあるバザールの一番隅すみの方にある荷物置き場では、一メートル四方ほどもある大きな毛織物の包みを積み上げた山の影に隠かくれるように、目つきの鋭い五人の男と、瘦やせた一人の少年が小声で話をしていた。

　あたりを窺うかがうような視線を走らせたあとで、一人の男が、瘦せた少年に声をかけた。

「シーデよ、用意はいいか？」

「はい、毒を塗った短剣と……小型拳けん銃じゆう、この懐ふところにしっかりと持っております」

「お守りの神像はどうした？」

「あ、はい、あれは大きく重いので、懐には隠せませぬゆえ……」

「あの神像は我ら闇やみ師しにとって真の守り神じゃ、決して身体からだから離すでないぞ。常に持ち歩くのじゃ！　袋に入れ肩かたからかけておけ！」

「はい！　忘れませぬ！」

　そう言って小さくうなずいたシーデに向かって、暗殺集団の長おさらしい瘦せた顔色の悪い男がつぶやくような低い声で言った。

「キンリの里の住民の話によると、シマオオカミは、巫み女この域の奥にある客人の間に閉じこもり、めったに姿を現わさぬそうだ……なにやら大きな作戦を立てているというウワサもある」

　他ほかの男がうなずいた。

「その作戦が、わがオードン族に仇あだなすものかもしれぬ。危険の芽は伸びる前に摘つむに越したことは無い。お前はそのために選ばれたのだ、神の加護を信じて行け。見事シマオオカミを討うち果たし、家門の誇りとなるのだ」

「わかりました」

　懐に隠し持った短剣と小型拳銃の重みを感じながら小さく頭を下げたシーデの脳裏に、無理を押してハネイスで働く母の姿が浮かんだ。

　母は、身分の低い家に生まれ、読み書きも満足にできぬ女だった。

　先代の族長であったサゴンの父親の屋敷の下働きをしているうちに、サゴンの父親が手をつけてシーデを身ごもった。

　サゴンを初めとする正妻の子供達はシーデの母を、あくまでも使用人として扱い、そして、シーデも表向き兄弟としては扱われなかった。

　そして三年前、族長が代替わりしてサゴンがオードン族の新族長になったとき、サゴンたち正妻の息子むすこや娘むすめたちは、シーデと、その母親を家から追い出した。

　満足に教育を受けたことの無い母親にできる仕事は少なく、毛織物の工場の下働きとして低賃金で長時間働かなくてはならなかった。

　そして、一年前。シーデが十一歳さいのときに、無理を重ねて働き続けてきた母親が身体からだを壊こわして倒れた。

　頼る者もないシーデは、サゴンの家に走った。しかし、サゴンは冷たい目で見るだけで何一つしてくれようとはしなかった。見るに見かねた父親である前族長が、当座しのぎのお金をくれたが、それとて使ってしまえば、何一つ収入の道は無かった。

　地面に頭を擦こすり付けて泣きながらサゴンに頼み込んだシーデを、サゴンは冷たい目で見み据すえて言った。

『闇やみ師しの長おさが、手て駒ごまに使える子供を欲しがっている。オードン族のために働け。成果を出せば兵士コマンドとして認めてやろう。お前の母親も病院に連れていってやろう……』

　シーデにとって、他ほかに道は無かった。

　教育も受けさせてもらえず、族長の一族としても扱ってもらえない。ただの文もん無しの子供にとって、サゴンの誘いは素す晴ばらしいものに思えた。

　兵士として名を上げれば、認めてもらえる！

　そう決めた日から、シーデの兵士としての日々が始まった。

　シーデの脳裏に浮かんだ追つい憶おくを吹き飛ばすように、闇師の長の声が飛んだ。

「先ほど巡じゆん礼れいに混じって巫み女この域の前まで行ってきたが、あそこから先に入るのは我々では無理だ、警戒が厳しすぎる。だが……成長の祝福を受ける子供はあの奥に入り、護ご符ふに姫ひめ巫み女こから祝しゆく印いんをもらうことができる……では……行け！」

「はっ！」

　小さく一礼して、シーデはバザールの人ごみの中に向かって駆かけ出した。

　賑にぎやかに人々が行き交うバザールの中を小走りに進みながらシーデは、懐ふところの武器を握り締めた。

　刀身を鞘さやの中の毒液に浸ひたらせた短剣と、そして小型のマカロフ拳けん銃じゆう。

　……殺す、僕はシマオオカミを殺して名を挙あげてみせる！

　闇師の長が僕にくれたこの武器があれば僕はシマオオカミを殺せるはずだ！　僕はそのために短剣の使い方とそして拳銃の撃うち方を教わってきたんだ！

　バザールの人ごみの中に消えていったシーデを見送った五人の闇師の中の一人が、つぶやくように言った。

「子供を使うのは気が進まぬが……族長の命令とあらば仕方あるまい」

　それを聞きつけた闇師の長が、嘲ちよう笑しようするような口調で答えた。

「……お前にそのような殊しゆ勝しような心があったとはな。我ら闇やみ師しは闇に生きるもの。もはや人の道も獣けものの道も我らには歩けぬ。我らが歩くは闇の道のみ……」

　別の闇師がうなずいた。

「サゴン族長は我々に確実を求めておる。めったに外に姿を見せぬシマオオカミを確実に殺すにはこの方法しかあるまい」

　シーデが巫み女この域まで入ったころを見計らって、遠えん隔かく爆ばく破はスイッチを押し、シーデが持っている神像型の爆ばく薬やくを爆ばく発はつさせ、洞どう窟くつの中の巫女ごと爆ばく殺さつするというこの方法だ」

　闇師の長おさはうなずいた。

「闇師の訓練を受けたとはいえ、あんな子供に満足に暗殺などできるわけがない。できるのはせいぜい爆ばく弾だんの運うん搬ぱん役というところだ」

　そのとき、周りにいくつも積み上げてあった毛織物の包みのてっぺんに立ってあたりを見張っていた闇師の一人が小声で報告した。

「洞窟に入りました！」

「よし、三分後に爆破スイッチを押す……混乱に乗じて脱出する。荷物は捨てていけ」

　闇師の長の言葉に、部下たちは黙ってうなずいた。

　彼らは、ソビエト時代にスペツナズと呼ばれる特殊部隊に属し、中国やベトナム、そしてアフリカなどで、暗殺や施設爆破などの秘密工作を行ってきたその道のプロだった。

　ソビエトロシアが崩ほう壊かいしたあと、組織が縮小され、勤め先を失った彼らはセリカスタンに戻り、自分たちの出身部族であるオードン族のために働くこととなった。

　ソビエト崩壊後、出身国に戻った彼らのような、元スペツナズで結成された特殊工作部隊は、旧ソビエト圏の各国に存在する。

　チェチェン共和国とロシア共和国の間で発生したいわゆるチェチェン紛争の際には、チェチェン側の元スペツナズの工作員の潜せん入にゆう破壊工作を受けたロシア軍の後方輸送部隊が、一晩で百人近い兵士コマンドを殺害され、車両七十五台が走行不能にされて壊かい滅めつしたという記録も残されている。

　彼らは、いわば国家の闇の中に生きる現代の忍者なのだ。




　洞窟の中には、祖そ霊れいの声を聞くための巡じゆん礼れい者が列を作っていた。

　巡礼の洞窟に足を踏み入れたシーデが、どうしたらいいのかわからずに戸と惑まどっていると、列の中にいた中年のオバサンが、声をかけてきた。

「どうしたの？　迷子まいごになったのかい？」

「あ、いえ、これを……」

　シーデが慌あわてて闇師の長から渡された祝福の護ご符ふを見せると、そのオバサンはにっこり笑って言った。

「ああ、祝福の印しるしか。姫ひめ巫女様から印を貰もらう子供は、この列に並ばずに、そのまま奥に進んでいいんだよ」

「あ、そうなんですか……ありがとうございます！」

　素直にそうお礼を言ってぴょこんと頭を下げたシーデは、そのまま巡じゆん礼れい者の列の横を抜けて奥に向かった。

　壁面に無数に並んだ蠟ろう燭そくの明かりが、大きな洞どう窟くつの中に玄げん妙みような空間を作り出している。

　この洞窟は大きな岩がん盤ばんをくり抜いて造られており、内部はアリの巣のようにいくつもの小部屋に分かれている。

　壁面に並んだ蠟燭の熱によって暖められた洞窟内の空気は、天てん井じように作られた通気口へと流れ、洞窟内には常に新鮮な外気が流れ込むようになっているのだ。

　焚たかれている香こうの煙けむりが自分の背せ丈たけほどのところを漂ただよって、流れていくのを見ながら、シーデは、懐ふところに抱えた剣を握り締めた。

　手のひらが汗ばんでいるのがわかる。

　……大丈夫だろうか？　本当に僕にシマオオカミが倒せるんだろうか？

　シマオオカミは、見み目め麗うるわしき、逞たくましい若い男で、神じん通つう力りきを持つという話だ。そんな英雄を僕のような子供が倒せるんだろうか？

　……いや、闇やみ師しの長おさは僕に教えてくれた。

　どんなに身分が高く、何万という軍ぐん勢ぜいを意のままにできる偉い人物でも、人間という目で見れば怖れることはない。刺せば死ぬ。撃うてば死ぬ。そして二度と蘇よみがえらない。

　数万の軍勢を壊かい滅めつさせたければ、兵を殺すのではなく兵を従えた者を殺せばよい。歴史を作るのは大砲でも選挙でもない。一発の弾だん丸がんだ。

　シーデは額ひたいに滲にじんだ冷や汗を着ていた長衣トーガの端はしでぬぐった。

　……なんで、こんなに不安なんだろう？

　やっぱり、あのお守りの神像を置いてきちゃったからかな？

　闇師の長は、ああ言っていたけど……あの神像は重すぎる。あんなものを入れた袋ふくろを肩かたから下げたまま格闘なんかできやしない。

　……大人おとななら、あの神像くらいの重さなんか気にすることも無くシマオオカミを仕留めることができるんだろうけど、子供の僕には無理だ。

　だから、あの神像を、そっと闇師の見守り役の方々の荷物の中に置いてきたんだけど……やっぱり持っていないと、成功しないのかもしれない。

　僕がシマオオカミの暗殺に失敗したら、きっとバザールの中は徹底的に調べられる。そうしたら見守り役の人たちも捕つかまってしまうかもしれない。

　僕が失敗したら、闇師の人たちにも迷めい惑わくがかかるんだ。

　……でも、もしそんなことになっても、見守り役の方は、きっとあの神像のご加護で無事にハネイスに戻れるに違いない……それを祈って、僕は僕の任務を果たそう。

　僕がシマオオカミを殺せたら……母さんを病院に連れていくことができる。兵士コマンドとして一人前の給金も、もらえるんだ！

　シーデは小さくうなずくと、巫み女この域の奥にある子供達に祝福を与える部屋に向かった。

　巡じゆん礼れいの入れる場所と巫女の域とを隔へだてる柵さくには二人の護モリ人トと呼ばれる戦士が立っていたが、シーデが闇やみ師しの長おさから受け取った祝福の護ご符ふを見せると、黙ってうなずいただけだった。

　……よし！　巫女の域に入った！

　柵を越えたシーデが、大きく安あん堵どのため息をついたあとで、両手の手のひらでほっぺたを、ぱん！　と一回叩たたいてもう一度自分に気合を入れたそのとき。

　バザールの一番隅すみで毛織物の包みを積み上げた闇師たちの前線本部では、時計を見ていた闇師の長が、にやっと笑って言った。

「三分経過した、スイッチを押せ！」




　その瞬間、バザールの隅で大爆ばく発はつが起こった。

　轟ごう音おんとともに、積み上げられた包みが噴ふき飛び、爆ばく風ふうと共に色とりどりのフェルトの敷き物が天高く舞い上がった。

　その音は、洞どう窟くつの中にも響き渡った。

　不安げにざわめく巡礼の人々の声を背中に聞きながらシーデは思った。

　……あの爆発音は？　ああ、そうか！　騒ぎを起こし、その隙すきにシマオオカミを討うち果たせ！　ということなんだ！

　僕にこのことを教えなかったのは、きっと僕の気の緩ゆるみを心配したからに違いない！

　ご安心下さい！　僕は見事にシマオオカミを討ち果たしてみせます！

　シーデは懐ふところの短剣を握る手に力を込めると、巫女の域の先にある客人まろうどの間を目指して足を速めた。

　本当は走りたかった。しかし、走れば疑われるということを、シーデはしっかり教え込まれていた。




　バザールで起こった大爆発の轟音は、龍たつ也やのいる客人の間の開け放たれた窓からダイレクトに飛び込んできた。

「な、なんだ？」

　慌あわてて立ち上がって窓の方に行こうとする龍也の腕うでをリューカ姫ひめがつかんだ。

「え？」

　振り返る龍也をリューカ姫は真剣な目で見て首を振った。

「あ、いや、だって、様子を見ないと……」

　リューカ姫は何かセリカスタン語でまくし立てたあとで、ライフル銃じゆうを構えるような格好をしてから、龍たつ也やに近づくと、人差し指で龍也の眉み間けんをつん、と突いた。

「そ、狙そ撃げき？」

　恐い顔でうなずいたリューカ姫ひめを見たとき、龍也の脳裏に、リューコフの戦車隊を撃げき退たいしたあとでサラサに言われた言葉が蘇よみがえった。

『……お前は今日から天あま山やま龍也であるのと同時に軍ぐん師しシマオオカミじゃ。セリカスタンの他ほかの部族にとって天山龍也は敵ではないが、シマオオカミは敵じゃ。命を狙ねらわれるかもしれんから、用心するのじゃぞ……』

　……あのときは、気にも留とめないでさらっと聞き流していたけど。

　うわあああ、俺おれ、狙われてんのかよ！

　そして、自分の命が狙われているのかもしれないということに気がついたとき、龍也は、さっきリューカ姫が引きとめた理由が腑ふに落ちた。

　……俺おれは、この部屋からほとんど出ない。もし、狙撃するとしたら、俺が窓の所に立って外を見たときだ。でも、俺がいつ窓から顔を出すのかなんて誰にもわからない。

　ならば、窓から外を見る理由を作ってやればいい、今の爆ばく発はつみたいな騒ぎがバザールで起これば、誰だって、外を見るだろう。

　もし、リューカ姫が俺を止めなければ、俺はのこのこ窓のところに行って、そこから身体からだを乗り出したかもしれない。

　龍也は、大きくため息を吐ついて、リューカ姫に頭を下げた。

「ごめん、ありがとう」

　自分の意思が伝わったのがわかったのだろう、リューカ姫の顔がほころんだ。

　そしてリューカ姫は座卓の上にあるパソコンの前にしゃがみこむと、内臓マイクに向かってロシア語で話しかけたあとで、エンターキーを押した。

　画面に日本語の文字が並んでいた。

『様子を見に行く、ここにいるように』

「あ、ああ、わかった」

　そう答えたあとで、龍也はロシア語を思い出した。
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　リューカ姫はにこっと微笑ほほえむと、部屋を出ていった。

　その後ろ姿を見送ったあとで、龍也は自分の部屋の中を見回した。

　……俺は、どうすればいいんだろう？　とりあえずパソコンを片付けてバッグに仕舞っていつでも逃げ出せるようにしなくちゃな……。

　そう考えた龍也の目が、壁に立てかけられている茶色い革かわ製の棍こん棒ぼうに止まった。

　それは、あの日、リューカ姫を護まもると決めたときに、手に持っていた『エスカリボルグ』と名づけた棍棒だった。

　龍たつ也やの心の中に、何か湧わき上がるものがあった。

　……いや、逃げちゃいけない。

　……俺おれは護モリ人トだ！　ここで逃げちゃダメなんだ。

　龍也が大きくうなずいて、エスカリボルグに手を延ばしたそのとき。

　ドアが音も無く開いた。

　……あれ？　リューカ姫ひめが戻ってきたのかな？

　龍也が顔を上げるのと、一人の少年がつむじ風のように踊り込んできたのは同時だった。

　声を上げる間もなく龍也に飛びかかったシーデは、左手で龍也の胸元をがしっとつかむと、懐ふところから抜いた短剣を龍也の首筋に突きつけた。

　あと少し力を入れれば、龍也は死ぬだろう。龍也の命は今、シーデの手の中にあった。

　そして、シーデは勝ち誇ったように言った。

「言え！　シマオオカミはどこにいる！」

「へ？」

　龍也の耳には、セリカスタン語のシマオオカミという単語だけが聞き取れた。

「それって……俺おれのこと？」

　龍也は震え声で答えたが、シーデに日本語がわかるはずもなかった。

　自分が短剣を突きつけている異国の言葉を話す、見るからに冴さえないその男が自分の目標だと気づかぬまま、シーデは舌打ちをした。
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「くそ！　ただの旅行者か！」

　そのとき、部屋のなかに一人の少女が飛び込んできた。

　姫ひめ巫み女この衣装は着ていなくとも、シーデには、その少女の正体がわかった。

「姫巫女！」

　一瞬、シーデの脳裏に考えが浮かんだ。

　……姫巫女なら、間違いなくシマオオカミの居場所を知っている！

　シーデはつかんでいた龍たつ也やの胸元を放して突き飛ばすと、そのまま短剣を振りかざしてリューカ姫にとびかかった。

　リューカ姫は素早く飛びすさって間合いを取った。

　一瞬の間が開いたそのとき、龍也は目の前にあったエスカリボルグを手にとっていた。

　無我夢中のままエスカリボルグを振り上げた龍也は、そのまま目の前にいたシーデの後頭部を思いっきり殴なぐりつけた。

　ぼく！

　鈍い音が部屋の中に響き……。

　シーデが、糸が切れた操あやつり人形のように、くたっと、床に崩くずれ落ちた。

　後頭部から血を流して倒れているその人間が、自分より明らかに一回り小さいことに気がついた龍也は、目を見開いて、そっと顔を覗のぞき込んだ。

　顔に巻きつけた布の間から覗くその顔は、誰が見ても子供、それも十二歳さいくらいの子供の顔だった。

　それが、自分のやったことだと気がついたとき、龍也の足が震えだした。

　……うわ、やばい！　殺しちゃったかな？　よく見たら子供だよな、こいつ……どうしよう？　俺おれ、殺人犯かよ！

　そこにサラサが飛び込んできた。

「どうした！　何があったんじゃ？　リューカ姫が人を呼んだそうじゃが……」

「あ、サラサさん！　こいつがリューカ姫にナイフ振り回したんで、思わずぶん殴なぐっちゃったんだけど、死んじゃったかな？　この棍こん棒ぼうには撲ぼく殺さつしても、呪じゆ文もん唱えたら生き返るとかそういう効果はないよね？」

　床に倒れた子供を覗き込んで、手から離れた短剣をそっと持ち上げて調べていたサラサが怪け訝げんな顔で振り向いた。

「呪文で生き返る？　何なんの話をしとるんじゃお前は」

「あ、いや、なんでもない」

　サラサは手に持った短剣の刀身を伝う薄緑色の液体を見て眉まゆをひそめた。

「毒剣か……こいつ。サゴンのところの闇やみ師しじゃ」

「闇やみ師し？」

　怪け訝げんな顔をする龍たつ也やを見て、サラサはうなずいた。

「元はソ連軍の特殊部隊じゃったやつを集めて作ったオードン族の暗殺部隊じゃ。今、首都とかで頻ひん発ぱつしとる爆ばく弾だんテロもそいつらの仕し業わざじゃ……」

「だって……こいつ、子供だよ？」

「子供だろうが女だろうが老人だろうが関係はないんじゃ、テロ言ゆうんは。

　このキンリの里の客人まろうどの間に入るんには巫女の域から奥に入らんといかん……入れるんは祝福の護ご符ふを持った子供だけじゃ。ほじゃけぇ子供を使うたんじゃろう」

　サラサはそう言いながら、床に倒れた子供の懐ふところを探り、小型の拳けん銃じゆうを取り出して舌打ちをした。

「……マカロフか。九ミリショートとは言ゆうても、子供に持たせるんには無理がある銃じゃの。どうやら失敗しても構わんと思うとったんじゃろう……」

　サラサが着ていた長衣トーガをめくりあげて手を突っ込むと、倒れていた子供が小さくうめき声を上げた。

「生きてる？」

「ああ、安心せぇ。脳しんとうを起こしとるだけじゃ。この傷も深いもんじゃない……頭じゃけぇ出血は多いが頭ず蓋がい骨こつまでは達しとらんじゃろう……」

　そこまで言ったとき子供の身体からだをまさぐっていたサラサが怪け訝げんな顔になった。

「おりゃ？」

　サラサはそう言うと、子供の長衣の裾すそを大きくめくりあげた。

「どうしたの？」

　覗のぞきこもうとした龍たつ也やを、サラサは慌あわてて追い払った。

「あっちに行け。暗殺者じゃゆうても……こン子は女の子じゃ」

「女の子ぉ？」

　十二歳さいくらいの女の子の暗殺者……それはもう龍也の想像力を超えていた。







　　　第三章　「アサシン少女」







　客人まろうどの間の天てん井じようから下がっている白熱電球が小さく瞬またたいた。

　それは、雪割り谷を流れ落ちる谷川を利用した水力発電機の発電量にロスがあるために、時時起こる現象だった。

　チカチカと瞬いた電球が元の明るさを取り戻すのを見ていた龍也は、視線を目の前にいるサラサに戻して聞いた。

「あんな小さな女の子が暗殺者だなんて信じられない……そりゃあ確かに短剣とピストルを持っていたわけなんだけど……」

「いや、あの子の持っとった剣と銃じゆうは、飾りのようなもんじゃ。あんな不確実な方法を使うわけないけぇ。おそらく爆ばく弾だんを使つこうて龍也を爆ばく殺さつするつもりじゃったんじゃろう。同時刻に市場で起きた爆ばく発はつで吹っ飛んだ連中は、あの子の仲間じゃ。何かの間違いで、あの女の子が爆弾を持って行っとらんかったんかもしれん。もしかすると自分が爆弾を持ってく役目じゃゆうて知らされとらんかったんかもしれんのぉ」

「そんな……」

　顔をしかめた龍たつ也やを見て、サラサは首を振った。

「子供に爆弾を持たせて敵てき陣じんに送り込んで、ほんで子供もろとも爆ばく破はするゆうのは昔からようある。子供は疑われんけぇ、爆弾を運ばせるにはもってこいなんじゃ」

　龍也は不ふ機き嫌げんそうな声で聞いた。

「ひでえ話だな……そんなことが日常茶さ飯はん事じなんて、どっか狂っているよ……で、どうなるの？　あの子は」

　サラサは真剣な目でうなずいた。

「姫ひめ巫み女こに毒の刃物を向けたけぇの、当然広場の真ン中で縛しばり首じゃ。見せしめのために三日三晩さらし者にしたあとで荒野に捨て、平原オオカミに食わせる。それが掟おきてじゃ」

　龍也は思わず声を上げた。

「そんな！　だって、女の子だよ？　それも十二歳さいくらいの！　女の子を見せしめのために公開処刑するなんて、そんな欝うつ展開、俺おれは嫌いやだよ！」

　その単語は、サラサの語ご彙いに無かったのだろう、怪け訝げんな顔でサラサは聞いた。

「なんじゃい、そのウツテンカイゆうのは？」

「いや、だからさ、本当なら死ななくてもいいはずの女の子とかが、死んじゃうとか、そういった、楽しくない話のことを欝展開って言うんだ」

「本当も何なんも、姫ひめ巫み女こを殺そうとした者は殺さにゃならん。それがキンリの掟おきてじゃ」

　龍たつ也やは食い下がった。

「だって……未み遂すいじゃないか、それにそれはあの子が決めたことじゃないだろう？　いわばあの子は道具じゃないか」

「ほじゃけぇ、その道具を使った者もんに警告せにゃいかんのじゃ！　お前がやろうとしたのは失敗したゆうて教えてやらにゃいけん。そのための見せしめとして公衆の面前で縛しばり首にして殺し、さらし者にしたあとでオオカミの餌えさにするんじゃ。これはキンリの掟として代々行われてきたんじゃ！　当たり前のことなんじゃぞ？」

「そんなひどいことをやってきたのか！」

　目を見開く龍也を見て、サラサは、何を言っているんだこいつは、という顔になった。

「どこがひどいんじゃ？　お前もオレヌ村での空くう爆ばくを見たじゃろう？　自分の部族以外はすべて敵なんじゃ。殺される前に殺さにゃ生き延びることができん、それがこのセリカスタンの常識じゃ！」

「そんなの……そんな常識間違ってる！　セリカスタンだから、とか日本だから、とかそういうことじゃなくて……人間として間違ってるよ、そんなの！」

「間違っとらん！　間違っとるのはお前じゃ、タツヤ。

　親類のものが殺されたら、部族でその仇かたきを討うつ。あきらめたら他ほかの部族から馬鹿にされる。なんもできん連中じゃ！　とな。その評判は子や孫にまで及ぶ。だから、何が何でも復ふく讐しゆうし仇を討とうとするんじゃ。誰も法律や警察や裁判なんてものを信じておらん。信じられるのは自分の部族の力だけじゃ。

　部族が違うとったら全部敵じゃ。他の部族とは言葉も違う、食べ物の嗜し好こうも違う、しきたりも違う、信じる神まで違うんじゃぞ。そんなやつらと仲良うできるわけが無かろうが。日本でも部族が違うたら敵じゃろうが」

　龍也は首を振った。

「日本でも……確かに大阪と東京は言葉も違うし、食べ物の嗜好も違うししきたりも違うけど……別に殺しあったりしないよ！」

「信じる神はどうじゃ？　神が違うたら価値観も違うはずじゃぞ」

「神は……違うけど、そんな理由で殺し合うやつなんかいないよ。だって正月には初はつ詣もうでに神社に行くし、結婚式はキリスト教の教会で挙あげるし、死んだら仏教でお坊ぼうさんがお経きようを上げるんだから」

　サラサはあっけに取られたように言った。

「なんじゃい、その節操の無さは！」

「だって、日本というのはそういう国なんだよ。確かに節操が無いとは思うけど……でも同じ国の中で、言葉が違うとか食べ物の嗜好が違うとかしきたりが違うとかで殺しあったりしない！　それが全部違う相手同士で結婚して、それなのに幸せに暮らしている人がいっぱいいるんだ！」

　龍たつ也やの言葉を聞いたサラサは、理解できないように首を大きく振った。

「……信じられんのぉ。違う部族どうしで結婚をするんか？　それを認めるんか？　そういや、龍也は何族なんじゃ？」

「え？　俺おれ？　俺みたいなのは、オタク族って呼ばれてるけど、それは同じ趣味の集まりを呼ぶときの言い方で、このセリカスタンみたいな血の繫つながりがあるものとは違うんだ」

　龍也の答えは理解を超えていたのだろう、サラサは腕うで組みをしたまま小さく首を振った。

「ふむ……理解できんの、想像もできん」

「とにかく、俺おれはあの、シーデって子を殺すのは反対だ……っていうか認めないよ！」

　駄だ々だをこねる子供のような答えを返した龍也を、サラサはしばらく怒ったようににらみつけていたが、やがてため息をついて立ち上がった。

「ほんなら、しょうがないの。とりあえず縛しばり首は延期じゃ……お前はキンリの里の客人まろうどにして英雄じゃけ、わしらはお前に借りがあるけえの……それがキンリの掟おきてじゃけえの……明日あした長老たちを説得してみるわい」

「ごめん……でも、俺やっぱり子供を殺すのって良くないと思うんだ！」

　サラサは部屋の出口で振り返ると、龍也を正面から見み据すえて言った。

「お前が言いたいことはようわかった、龍也……ほじゃが、お前が……間違っとる言ゆうたキンリの掟がお前を護まもっとるんじゃけぇの。そのことをよく覚えておくんじゃの」

　絶句した龍也を見て、サラサは唇くちびるの端はしに皮肉な微笑を浮かべた。

「一晩考えるんも悪うは無いじゃろ……ほじゃ、おやすみ」

　そう言い残して部屋を出ていったサラサを見送るように、龍也は立ち尽くしていた。

　やがて、ゆっくりと部屋の真ん中に座った龍也は、腕うで組みをして考え始めた。

　……確かに、このセリカスタンじゃ、俺のような考えは甘いのかもしれない。でも、サラサさんの言うように殺される前に殺せ、って考え方は間違っていると思う。

　どこが間違っているのか上う手まく言えないけど……俺はそう思う、そして俺は自分が間違ったことを言っているとは思わない。

　だって、甘いかもしれないけど、子供を人殺しの道具に使って暗殺したり、その仕返しにその子を殺したり、そんなことやりあっていたら、いつまでたっても争いは終わらない。

　同じことが、ずっと繰り返されるだけだ。

　……どうすれば、そのピンポンのラリーみたいな仕返しの繰り返しをやめることができるんだろう？

　そう考えたとき、龍也の脳裏に一つのアイディアが浮かんだ。

　そうか……ならば、俺のところでその繰り返しを止めてしまえばいいんだ。仕返しに殺すのをやめて、生かして返せばいい。

　また殺しに来るかもしれないけど……俺おれは、この国の人間じゃない。この騒さわぎが収まったら日本に帰るんだ。日本に帰ってしまえば関係ない。まさか日本にまで俺を殺しに来るわけが無いしな……。

　よし、明日あしたサラサさんに頼んで、あのシーデって子を釈放してもらおう。

　……人間って、やっぱり思いやりの心を持ってなくちゃダメだよなあ。

　その考えが名案に思えた龍たつ也やは、笑いながら小さくうなずいた。




　次の日、龍也はサラサと共に、護モリ人トの間の奥にある牢ろう獄ごくに来ていた。

　洞どう窟くつのさらに奥にある、行き止まりの鉄格子がはまった小部屋は、キンリの里で罪を犯した罪人を、裁きの日まで留置しておくための部屋だった。

　広さは日本で言うところの六畳じよう間ほどの大きさであり、灯あかりは廊ろう下かにぶら下がる小さな電球だけだ。

　牢ろう獄ごくの真中に、白い薄うす汚よごれた古いＴシャツとカーキ色のズボンに着替えさせられたシーデが、後ろ手に縛しばられて胡坐あぐらをかいて座っていた。

　頭に巻かれた包ほう帯たいが痛々しい。

　サラサとそして龍也を見たシーデが叫んだ。

「くそう！　殺しに来たのだな。さあ殺せ、見苦しい姿は見せぬ！　僕はオードン族の戦士として胸を張って死んでやる！」

　サラサがぶっきら棒に答えた。

「いや、殺さないよ」

「なぜだ！」

　そう叫んだあとでシーデは、はっと、何かに気づいたように目を見開き、青ざめた。

「で、では、僕を……女と知って……公衆の面前で陵りよう辱ぞくし、いたぶるつもりだな！　そ……そんな扱いを受けても、僕の戦士としての誇りは失わぬぞ！」

　声が震えていた。

　サラサは、肩かたをすくめると、後ろについていた龍也を振り返った。

「どうすんじゃ？　龍也、お前の言ゆうように釈放したら、間違いのうリターンマッチに戻ってくるで、こいつ。

　お前の正体にはまだ気づいとらんようじゃが、気づくんも時間の問題じゃろうな。ほしたら絶対にお前を付け狙ねらうで、それでも助けるつもりか？」

　龍也はしばらく黙ったまま、牢獄の真中で青ざめながらも虚勢を張っているシーデを見ていたが、やがて静かに言った。

「……うん、確かに俺の考えていることは甘いのかもしれない、セリカスタンじゃ非常識なのかもしれない……ここでこの子を縛しばり首にしてしまった方が楽なのかもしれない……でも、俺おれは嫌いやなんだ！　なんと言われても、俺は子供を殺したくない！　俺が憎にくむのはこの子じゃない！　この子に人を殺せと教えた大人おとななんだ。それに俺はずっとこのセリカスタンにいるわけじゃない。日本に帰ってしまえばもう狙ねらわれないだろう？」

　サラサは、しばらく黙ったまま龍也の言葉を苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で聞いていたが、やがて、ふっと皮肉な微笑ほほえみを浮かべて肩かたをすくめた。

「確かにこの子が日本までお前を追ってくことはないの。ほじゃが、お前が日本に帰るまでの毎日、誰がお前を護まもる思うとるんじゃ？　お前は自分で自分を護る能力はなかろうが？　お前のそのワガママのために、どれだけの人間がお前のために働いとるか、それを考えて言ゆうとるんか？」

　龍たつ也やは、はっとしたように目を見開いたあとで下を向いた。

「……ごめん。そんなこと考えていなかった……そうだよね。俺は明日あしたにでも日本に帰れるような気分でいたけど……実際には帰国のめどなんか立っていないんだよね」

　情けなさそうな顔でうなずく龍也を見ながらサラサは思った。

　……シーデは、まだまだ子供だ。暗殺をあきらめはしないだろう。でもその分対応は楽だ。

　きっと、あの子はあくまでも自分ひとりの手で暗殺を仕掛けようとするに違いない。

　これが、部族全体のため、とか考えて、組織的に動くことが予想される相手なら、龍也がなんと言おうと始末しなくちゃならなかっただろうけど……。

　……ちょっとくらい、危機感を抱かせた方がこいつのためかもしれないな。

　サラサは目の前にいる、いささか緊張した顔つきの龍也を見て小さくうなずいた。

「ま、自分がどれだけ他人の世話になっとるんか、それさえ知っとるならそれでええわ。お前はこのキンリの里の恩人じゃ。お前の頼みは断れんけぇの」

　そして、サラサは牢ろう番ばんの男に声をかけた。

「おい、牢番！　この鉄格子を開けてくれ」

　声をかけられた、牢番らしい大男が、のっそりとやってきて、鉄格子の鍵を開けながらつぶやくように言った。

「気をつけて下さい。このガキ、暴れオオカミみたいに暴れるは嚙かみつくは、着替えさせるだけで一苦労でした。せっかく治療してやって頭に巻いた包ほう帯たいもひきむしっちまうんで、仕方なしにああやって縛ってるんです」

「……まさしく暴れオオカミだな」

　サラサはそう言って笑うと、鉄格子をくぐってシーデに近づいた。

「こ……殺すんだな、僕を！」

　サラサは笑いながらシーデの後ろに回って腕うでを縛ってあった縄なわを解き、開いている鉄格子の扉を指差して短く言った。

「出ろ、そして二度と来るな」

　呆ぼう然ぜんとするシーデ。

「何をする気だ……」

　サラサは、小さく首を振った。

「何もしない、お前は自由だ、さっさと出ていけ。だが、今度キンリの里に足を踏み入れれば殺す！」

　シーデは叫んだ。

「ふざけるな！　敵に情なさけをかけられて、おめおめと帰れるものか！　殺せ！」

　サラサは、シーデをにらみつけた。

「殺すも生かすもこっちの勝手だ！　さっさとオードンの里に帰って族長のサゴンに言いな！　あんたのやり口じゃあ人は付いてこないよ、ってね！」

「兄あに者じやを馬鹿にするな！」

「兄者？」

　シーデは、しまった、という顔になったが、もう遅かった。

　サラサの目が光った。

「悪いが釈しやく放ほうはお預けだ、あんたからは、もう少し聞きたいことがある」




　その日の夕方。リューカ姫ひめとセリカスタン語の勉強をしている龍たつ也やのところに、サラサがやってきた。

「どうじゃ？　言葉の勉強は進んどるか？　時々様子を見にこんとお前は危あぶないけぇのぉ……」

「俺おれのことはいいからさ……結局どうしたの？　あの、シーデって子」

　龍也がそう聞くと、サラサは右手で頭の後ろを搔かきながら、まいったね、という表情で答えた。

「二言めには『殺せ！』とか『馬鹿にするな！』言ゆうてわめくんを無理やり荒地の端はしっこまで連れてって、そこで放したわ。三日分の水と食料を持たせての。まあ三日ありゃどっかの村にたどりつけるじゃろう」

「オオカミは大丈夫かな？」

「そこまでは知らんわい。命助けてやったゆうだけで大バーゲンじゃ」

　サラサは小さく肩かたをすくめてそう答えたあとで、嫌いやなものを見たような顔になった。

「……それにしても、オードン族の族長のサゴンゆうのはひどいやつじゃのぉ……お前は知らんかったろうが、あれ聞いたら憎にくむべきなんは道具にされた方じゃのうて道具を使つこうた方じゃゆうてお前の言っとった意味がわかるような気がしてきたで」

「……どういうこと？」

「あのシーデゆう子は、本当ならサゴン族長の妹になる血筋なんじゃそうな」

「妹？　実の妹に爆ばく弾だん持たせて吹っ飛ばすつもりだったの？」

　目を丸くする龍たつ也やに向かって、サラサは、シーデから聞き出したシーデの生い立ちや、なぜ暗殺者に志願することになったのか、その理由などを話して聞かせた。

　龍也には、サラサの言葉が信じられなかった。

「ねえ、サラサさん……十二歳さいの子供、それも女の子が、家族のために兵士になって、暗殺の片棒を担かつぐなんて、そんなことって、あるの？　そんなの、小説や映画の中の話じゃないの？」

　サラサは、難しい顔のまま答えた。

「お前は知らんかもしれんがの、十二歳未満の子供が兵士として駆かり出されるゆうんは、別に小説でも映画でものうて、現実に起こっとることなんじゃ。

　アフリカでは、反政府ゲリラが村を襲うて親を皆殺しにして子供達を拉ら致ちし、兵士として使うゆうんは日常茶さ飯はん事じじゃ。子供ならなんぼでも脅おどしがきくけ、逆らわんしの。ほれに善悪の区別もつかんうちに人殺しを覚えさせとけば、人を殺すゆうことや、手足を切り落とすゆう残ざん虐ぎやくなことも嫌いやがらんようなるんじゃ」

「なんで？　なんでそんなことができるようになるんだ？」

　龍也の顔を見て、サラサは痛いものを見るような目で答えた。

「お前には……想像もつかんのじゃろうな。そうやって育てられた子供にとってはの、人殺しや手足を切り落とすんは遊びなんじゃ。小さい子供が、虫を捕つかまえて殺したり足をばらばらにちぎって面白がるんと、全く同じなんじゃ」

　黙りこんだ龍也に向かって、サラサは言葉を続けた。

「わかったか龍也。お前が釈しやく放ほうしろ言ゆうた、あの女の子にとっては他人の命なんかどうでもええんじゃ。あの子にとって人間は……自分と母親だけなんじゃ。あの子の頭ン中に、それ以外の人間は存在しとらん。お前も……おそらくサゴン族長もあの子にとってはただの物にしか見えとらんじゃろう……お前の温情なんかこれっぽっちも恩義とは感じとらんよ。恩を仇あだで返すのが当たり前。甘っちょろい考えのやつがおったら、その甘さに付け込むんが正しいんじゃ、この国は……」

　黙りこんだ龍也を見て、リューカ姫ひめがセリカスタン語で聞いた。

『シーデというあの女の子のことですか？』

『そうです、あの子は龍也を殺すことをあきらめないでしょう、とゆう話をしておりました』

　リューカ姫はしばらく考え込んだあとで、小さくうなずくと、目の前にある龍也のノートパソコンにロシア語を打ち込み始めた。

　そして、一連の文章を打ち込んで、エンターキーを押した。

　パソコンの液晶画面にこんな文字が浮かび上がった。

『私は、わかります。雰囲気、などが。考えていることが、すこし、あいまいに、わかるのです。それが巫み女この一族、伝承の能力』

　文字を読んだ龍たつ也やは目を丸くした。

　……これって、もしかしてテレパシーってヤツ？　そんなマンガみたいなことあるのか？　そういえば初めて会ったときから、リューカ姫ひめは、なんとなく俺おれの考えていることがわかるみたいだった……。

　信じられないけど、でも、日本でも虫の知らせとか、第六感とか先読みとか、人の考えていることがなんとなくわかる人っているし、まんざらウソでもないのかもしれないな。

　リューカ姫は、にっこり笑って、次の文章を打ち込んだ。

『あなたは大事な人、私の力で私が護まもる！』

　龍也は赤い顔のまま頭を搔かいた。

「えーと、セリカスタン語でなんだっけ、そうだ『俺は護モリ人トです』だ……護人ってのは姫巫み女こ様を護るのが仕事なのに、その俺を姫様が護るってのは、どういうことなんだ？」

　龍也とリューカ姫は互いの顔をまじまじと見詰め合ったあとで、二人同時に、はっと目を見開くと赤くなって下を向いた。

　その様子を見ていたサラサが、不ふ機き嫌げんそうに言った。

「だー、見とられんのぉ。わかった、お前はわしが護る」

　そして、セリカスタン語でリューカ姫に向かって言った。

『姫様にご尽力いただければ言うことはありません……そうですね、里の入り口あたりで変装して、入ってくる馬車や人ごみの中に、シーデがいるかどうか気を配っていて下さるというのはいかがでしょうか？　あの子は余分なことは考えずに、敵意丸出しでやってくると思いますから、変な気配を感じたらすぐに私にお知らせ下されば。あとの始末はすべて私がやります』

『はい、わかりました』

　うなずくリューカ姫を見て、何か任務を任されたのだろうと見当をつけた龍也が聞いた。

「えーと……俺おれは何をすれば？」

　サラサは半目で龍也をにらんだ。

「お前は何なんもせんでええ。じっとしとれ。へたにうろちょろされたら護りにくいわい！」




　次の日の昼下がり。

　キンリの里への入り口となる、両側に岩山が切り立った細い道を、荷台に金物や日用品を積み上げた馬車に乗った行商人らしい男が差し掛かった。

　この細い道の脇わきには、黄色の長衣トーガを身体からだに巻きつけた少女と、老ろう婆ばがしゃがみこんでいた。

　少女と老婆の足元には、大きな素焼きの水みず瓶がめが置かれているところを見ると、谷に水を汲くみに行った帰りなのだろう。

　水道が整備されていない国では、生活用水を汲みに行く仕事は、主に女性と子供の仕事である。毎日一回は重い水みず瓶がめを川の流れる谷の底まで運び降ろし、水を汲くんで数倍の重さとなったそれを再び谷の上まで運び上げなくてはならないという重労働である。

　やっとのことで谷を登りきって、この道に出たあたりで一休みする人々の姿は、このキンリの里の日常の光景だった。

　馬車がゆっくりと近づいてきたとき、道みち端ばたにしゃがみ込んでいた水汲みの少女が、ふっと顔を上げて、馬車をじっと凝ぎよう視しした。

　二呼吸ほどすぎたとき、少女は何かを確信したように右手を挙あげて叫んだ。

「サラサ！」

　その声が響き渡るのと同時に、谷の下と、そして岩山の影から、サラサと、そしてキンリの里のリネト衆が飛び出してきて、行商人の馬車を取り囲んだ。

　何事かと、驚き慌あわてる行商人を制してサラサが言った。

「お主ぬしに用があるのではない。その馬車の荷台の下にへばりついているガキに用がある！」

　周りを取り囲まれた馬車の下を、ネマコルが覗のぞき込んで、小さく笑った。

「おお、いたいた、一いつ生しよう懸けん命めいこっちをにらんでますな」

「気をつけな、下へ手たに手を出すと嚙かみ付かれるよ」

　サラサはそう言うと、ネマコルの横から馬車の荷台の下を覗き込んで呼びかけた。

「おい、シーデ、出てきな。かくれんぼは終わりだ」

　やがて、馬車の荷台の下から、小さな人影が、ごそごそと這はい出してきた。

　そして、そいつは地面の上であぐらをかくと、腕うでを組んで叫んだ。

「くそうう！　見つかったからにはじたばたしない！　僕は誇りあるオードンの戦士だ！　さあ殺せ！」

　サラサは肩かたをすくめて笑った。

「殺さないって言ったでしょ、さっさとハネイスに帰んな」

　シーデは半分涙なみだ目めになってサラサをにらみつけると、立ち上がって叫んだ。

「覚えとけ！　僕を今、ここで殺さなかったことを後悔させてやる！」

「あんたも覚えときなさい、今、ここで殺されなかったってことを」

　大人おとなの余よ裕ゆうを見せて笑うサラサを、もう一度涙目で、キッ！　とにらみつけて、シーデは一目散に街道を走って逃げていった。

　その後ろ姿を見送ったネマコルがつぶやいた。

「……ありゃあ、また来るな。間違いなく」

「忙しいところに、余分な仕事増やしちゃってごめんね」

　ネマコルは、笑いながら首を振った。

「いやいや、サラサ殿どのが恐縮することはない。敵の潜せん入にゆうを食い止める訓練としてもってこいの相手だ。体が小さく、敏びん捷しような相手をいかに見つけ出すか。困難であればあるほどリネト衆の訓練になるからな」

「そう言ってもらえて助かるわ」

　サラサは心の底からほっとしたようにつぶやいた。




　その日の夜。キンリの里を取り囲むように切り立った岩の崖がけを、小さな人影が動いていた。

　どうやら崖の上から一本の細いロープを垂らし、それをたよりに崖を降りてきたらしい。

　途中で足を滑すべらせたり、ロープが岩の角にひっかかったりしながら、やっとあと三メートルほどで地面、というときに……。

　自動車のヘッドライトを改造したサーチライトがその小さな人影を照らし出した。

「はいご苦労さん、気を抜くと怪け我がをするから気をつけて降りて来い」

　ロープにしがみついたまま、シーデは叫んだ。

「ちくしょー！　殺せ！」




　そしてその次の日の昼下がり。

　キンリの里を見渡せる、岩山の頂上あたりにある岩の陰に伏せて里の様子をうかがうシーデの姿があった。

　……くそ、どこかに忍び込める場所があるはずだ。

　闇やみ師しの長おさから教わった方法は、あれだけじゃないんだからな。

　そのとき、シーデの頭を何か硬い棒のような物が突ついた。

「!!」

　振り返ったシーデの目の前にＡＫの銃じゆう口こうがあった。そして目を上げると、そこにはにっこり微笑ほほえむサラサの顔があった。

「立ちな」

　シーデはサラサをにらみつけた。

「約束が違うじゃないか！　僕はまだキンリの里には入っていない！　ここから様子をうかがっていただけだぞ！」

「うーん、そうなんだけどねえ、ちょっと状況が変わったのよ。悪いけど一緒に来てもらうわ」

　サラサは済まなそうに言うと、腰こしにつけてあったポーチから手を縛しばるための細いロープを取り出した。




　キンリの里の洞どう窟くつの奥にある牢ろう獄ごくは、全く日光が差し込まない。

　日本の常識で考えれば、さぞかしじめじめとした場所のように思えるだろう。しかし、室内は乾燥している。

　雨が多い日本と違って、内陸のこのあたりは雨が少なく、大地が乾燥しており、地下水脈もかなり深い場所を通っているために、洞どう窟くつといっても湿しめっぽい感覚は全く無い。

　キンリの里を構成している岩がん盤ばん自体が分厚い砂岩でできているため、室内の湿しつ気きをすべて壁や天てん井じようが吸い取ってしまうのかもしれない。

　その牢ろう獄ごくの中に、もはや定番となってしまったシーデの声が響き渡っていた。

「ちくしょー！　殺せ！」

「殺さないって言ってるだろう？　まったく聞き分けの無いガキだなお前も」

　ほとほと参った、という顔をするサラサをにらみつけて、シーデが叫んだ。

「また狙ねらってやる！　何度でもだ！　色々聞いて調べてわかった！　あのとき、あの部屋にいたあのぱっとしないメガネをかけたやつがシマオオカミだったんだな！　くそう！　僕はシマオオカミの喉のどを搔かき切ることができたのに！　今度こそ僕はしくじらない！　絶対にシマオオカミを殺してやる！」

「いや、それはもう無理だろうね」

「無理なものか！　ここから出たらすぐに舞い戻って……」

　サラサはにやっと笑った。

「いや、悪いがしばらくここから出すわけにはいかないんだ。政府軍に動きがあってね、どうやら地上軍の攻こう撃げきがありそうなんだ。こっちとしても、そうそうあんたの遊びにつきあってもいられないんでね」

「遊びじゃない！」

　そう言ってにらみつけるシーデに向かって、サラサは面白そうに答えた。

「あらそう？　私てっきりあんたは楽しんでやってるんだと思ってた」

「そんなわけ無いだろうが！　ちくしょう！　殺せ！」

「殺さないって言ってるだろう？　何度言ったらわかるんだ？」

　シーデは鉄格子をつかんで、それを揺さぶりながら叫んだ。

「なぜだ！　なぜ殺さない！　僕はあいつを殺しに来てるんだぞ！」

　サラサは小さくため息をつくと肩かたをすくめてみせた。

「さあね、私にもよくわかんない、ただ、あいつは……シマオオカミはあんたを殺すなって命じたんだ。あんたを憎にくむ気にはなれない、あんたに暗殺をしろと命じた人間を憎む、ってね……そういえば、あいつは、こんなことも言ってたね。同じ人間同士で殺しあうのは間違っているって……」

　その言葉を聞いたシーデは、ぽかんとした顔でサラサを見上げた。

「同じ人間？　どういうことだ？」

「さあね、知ってのとおり、あいつはセリカスタン人じゃない、外国人だ……あいつの国では部族に分かれて殺しあうことは無いそうだ」

　シーデは、ぶんぶんと首を振った。

「ウソだ！　そんなことあるわけがない！　部族が違えば言葉も習慣も食べる物も信じる神も違う！　部族が違えばみな敵のはずだ！」

「……その、部族とかいうものがないそうだ、あいつの国ではね……お前は何族だ？　と聞いたらオタク族だ、とか言っておったが、それとて仲間を意味する言葉で、血族の呼び名ではないらしい」

「……わからない……お前が何を言っているのか僕にはわからない」

　半分途方にくれたような顔で、つぶやくように言ったシーデを見て、サラサは微笑ほほえんだ。

「わかんなくて当たり前だ……私だってよくわからんのだ、あいつの言っていることが。同じ人間という考え方を、理想でもなく夢でもない、当たり前のことのように言える人間がいるとはな……」

　黙ってサラサの言葉を聞いていたシーデが、ぽつりと聞いた。

「僕を……どうするつもりだ？」

　サラサは、にたりと笑って言った。

「太らせてから食う」

「ひ！」

「信じるな、馬鹿」

　血の気の引いた顔で、思わず鉄格子から身を引いたシーデを見て、サラサがあきれたようにつぶやいたその頃。

　セリカスタン中央部からキンリの里がある雪割り谷へ通じる北ほつ国こく街道を、前後を装そう甲こう車しやに護まもられた二十台ほどのトラックの列が砂煙けむりを立てて北上していた。







　　　第四章　「幽霊谷」







　セリカスタンの幹線道路は、首都に近いあたりはアスファルトで舗ほ装そうされているが、首都を遠く離れるに従って未み舗ほ装そうの部分が多くなる。

　モータリゼーションが進んでいる日本でも、たかだか三十年ほど前までは、一級国道と言えども片側一車線がやっと、地方に行くと未舗装で穴だらけ、などという道路が珍しくなかった。

　ましてや、ここセリカスタンでは、首都から七百キロ以上離れた北部州あたりの幹線道路にアスファルトのかけらすら求めることは難しい。

　砂じや利りと土が踏み固められた未舗装の道路を一列になって走るＧＡＺ66軍用トラックは、どれも皆、タイヤが巻き上げる砂さ塵じんを頭から浴びて、白茶けた色に染まっていた。

　時折激しく揺れるトラックの荷台に詰め込まれている完全武装の兵士たちの顔には、一種の諦あきらめにも似た表情が浮かんでいた。

　それもそのはずである。彼らは確かに兵士ではあったが、歩兵としての訓練をほとんど受けていない空軍の兵士だったのだ。

　センドルク大統領が、このセリカスタンという国家の主要ポストを自分の出身部族であるセルム族によって独占したとき、セリカスタン政府軍もセルム族によって支配され、他ほかの部族出身者は、反乱の恐れがある敵性分子として拘こう束そくされた。

　そして、陸軍の歩兵として新生セリカスタン政府軍に協力するか、それとも強制収容所送りとなるか、二つに一つどちらかを選べ、と迫られたのである。

　今、このトラックに乗って北上を続けている部隊は、その陸軍の歩兵となることを選択した空軍兵士たちである。

　トラックの荷台に詰め込まれた兵士たちは皆みな無言だった。

　時折、隣同士で会話を始めることもあるが、幌ほろの隙すき間まから容よう赦しやなく吹き込む砂さ埃じんから口と鼻を守るために顔に巻きつけてる布のために声は低くくぐもり、トラックの騒音にかき消されて、会話の波紋が広がっていくことは無い。

　ましてやトラックの荷台の一番後方でＡＫを抱かかえて自分たちを監視している憲兵の姿を見れば、兵士たちの会話が弾はずむわけも無かった。

　そんなトラックの荷台に座った下か士し官かんの階級章をつけた兵士の一人が、横に座っている小太りの兵士に向かってぼやくような口調で話しかけた。

「あーくそ、ついに歩兵かよ。空軍野戦部隊なんてシャレにもなりゃしねえ。こちとらパイロット暮らしが長くて、鉄てつ砲ぽう持って野原駆かけ回るなんざここ十年やったこたあねえんだがな……おまけに持たされているのはＡＫじゃなくて、どこぞの倉庫からひっぱり出してきた、木製銃じゆう床しようつきの旧式ＳＫＳカービン銃だぜ」

「でもシャクドー中ちゆう尉いは、分隊長だからいいですよ～俺おれなんか工兵兼務ですよ、鉄てつ砲ぽうの他ほかにシャベルかついで地雷の撤てつ去きよやらされるんですから」

「中尉じゃねえよ、下士官に降格されて今は曹そう長ちようだ……カルケンだって整備軍ぐん曹そうから一等兵にされちまっただろ？」

「そりゃそうですけど、今まで中尉って呼んでましたから、どうにも馴な染じめないっす……それはそうと、俺おれたちはどこに連れていかれるんでしょう？」

　シャクドーは小さく肩かたをすくめた。

「さあな、ナガス族出身の兵士をナガス族相手の戦場に投入するわけがねえ、となればオードン族相手か、それとも弱小部族の制圧か……」

　その言葉を聞いたカルケンは目を見開いた。

「オードン族相手は嫌いやです、あいつら皆殺しにするかされるかだっていつも言って、降参しない代わりに降参も認めないんですから」

「……安心しろ、車は北に向った。俺たちの相手はオードン族じゃない」

「北って言いますと……？」

「キンリの里かもしれねえな」

　カルケンは再び目を見開くと、目に涙なみだを溜ためていやいやをするように首を振った。

「ええーっ！　キンリの巫み女こを殺すと七代祟たたるんですよ～子供が早死にする呪のろいをかけられて、一族が滅びるんですよ～そんなの嫌です～」

「ぴーぴー泣くな恥ずかしい！」

　顔をしかめたシャクドーが低い声で叱しかったが、カルケンは泣き言を並べるのをやめなかった。

「……だって、俺には将来の夢があるんですよ！　かわいい嫁よめさん貰もらって子供に恵まれて、明るいにぎやかな家庭を築いて孫に囲まれて死ぬって夢です。でも、キンリの巫女に呪われたら、その夢が消えちゃうんですよ～」

「だから、ぴーぴー泣くなって言ってるだろうが！　うっとおしい！」

　カルケンは涙目でシャクドーをにらんだ。

「中尉みたいに、パイロットはいつ死ぬかわかんねえんだから、今さえ良けりゃいい、みたいな、後あと先さき考えない刹せつ那な的な考え方で、片かたっ端ぱしから女の子に声かけて、振られまくるような人生を送ってる人にはわかんないんですよ、この気持ちは」

「うるせえ！」

　カルケンの頭を殴なぐる「ごん！」という鈍い音がトラックの中に響くのと同時に、カルケンの泣き声が上がった。

「痛い、痛いですよー」

「そこ！　静かにしろ！」

　憲兵ににらまれたシャクドーはカルケンのわき腹を突付いて言った。

「見ろ、憲兵ににらまれたじゃないか、お前のせいだぞ」

　カルケンが何か文句を言おうとしたそのとき、トラックがスピードを落とし始めた。




　トラックから降ろされ、分隊ごとに整列させられた空軍野戦連隊の兵士たちの目の前には、セリカスタンとモンゴル、及び中国との国境となっている北部山岳地帯が広がっていた。

　万年雪を頂いたその白い山の連なりを見て、シャクドーは、パイロットだった頃のことを思い出していた。

　……あの山に近づくと、必ずインカムに『中国及びモンゴル国境に接近しすぎている、直ちに方向転換を行え！』って航空管制官からの警告が飛び込んできたよなあ。

　空の上から見るのと、こうやって地面から見上げるのとはずいぶん違うものだな。

　ぼんやり山を見上げていると、カルケンが話しかけてきた。

「俺おれたち、これからどこに行くんでしょう？」

「さあな、きっと、あの山のふもとまで行かされるんだろうよ。リューコフの戦車部隊が尻尾しつぽ巻いて逃げ出したのは、このあたりを押さえているキンリ族の待ち伏せ攻こう撃げきを食らったからだ。俺たちはその待ち伏せている敵の位置を知るための囮おとりか、もしくは地雷探知機の代わりってところだろうな。上の連中も戦車で勝てなかった相手に歩兵で勝とうとは思っていないだろう」

「でも、応援部隊はやる気満々で、支援制圧射しや撃げきをしてくれるみたいですよ、兵員輸送車の上に取り付けられている重じゆう機関銃じゆうの銃じゆう手しゆがちゃんと機関銃をキンリの里の方に向けてますから」

　シャクドーは小さく肩かたをすくめて答えた。

「馬鹿め、よく見てみろ、その機関銃の銃じゆう口こうがどこを向いている？」

「へ？」

　カルケン軍ぐん曹そうは振り返った。そして、すぐに前を向いて、震える声で言った。

「重機関銃の銃口と……目が合っちゃいました」

「だろ？　あそこで機関銃構えてるのは応援部隊じゃねえ。野戦憲兵連隊から派は遣けんされている督とく戦せん隊たいだ。あいつらの目的は俺たちが逃げ出さねえように見張ることだ、支援なんかじゃない」

　そのシャクドーの言葉が終わらないうちに、後方の装そう甲こう車しやの車しや載さいスピーカーが命令を告げた。

『捜そう索さく前進を開始する！　各偵てい察さつ分隊は前方の谷に向かって前進せよ！』

　半分泣きべそをかきながら、カルケンが聞いた。

「どうすりゃいいんですか？　俺たち」

「前に進むしかねえだろう、後戻りしたらあの機関銃に撃うたれる、じっとしていても撃たれるんだ」

「前に出ても撃たれますよ～」

「ああ、でもキンリ族はオードン族と違って降参は認めねえ、皆殺しだ！　なんてことは言わないと思うぜ。だったら、前に進んだ方がまだ生き延びる望みはある。さあ行くぜ、こんなところにウロウロしていたんじゃ間違いなく後ろから撃うたれるぞ！」

　シャクドーは周りにいた仲間に声をかけたが、兵士たちは互いに顔を見合わせるだけで動こうとはしなかった。

　装そう甲こう車しやのハッチから身を乗り出して、双そう眼がん鏡きようで兵士たちの様子を見ていた士官が、督とく戦せん隊たいの司令官に報告した。

「空軍野戦連隊の威力偵てい察さつ部隊が前進しません！」

「前に行かなければどうなるか教えてやれ！　あの一かたまりになっているところに一連れん射しや撃ち込め！　死んでもかまわん！　ソビエトロシアはナチスドイツとの戦いで、こうやって兵士を前進させたのだ！　どうせあいつらは消しよう耗もう品のナガス族どもだ！」

　シャクドーが、自分の分隊員たちを叱咤しつたしてやっと歩き出したそのとき、後方で、装そう甲こう車しやに搭とう載さいされているデグチャレフ重じゆう機関銃じゆうの発射音が響き渡った。




　一ひと抱かかえもある発射炎えんと共に飛び出したいくつもの曳せん光こう弾だんが、兵士たちの足元に着弾して二メートルほどもある土の噴ふん水すいを噴ふき上げる。

　十二・七ミリ口径の重機関銃の弾だん丸がんは、一発でも当たればほぼ即死である。手足に当たれば簡単にそれをもぎ取るだけの威力があるのだ。

「うわぁ！　撃ちやがった！」

「進め！　前に出ろ！　前進しないと撃ち殺されるぞ！」

　ナガス族の兵士たちは、悲鳴じみた叫びを上げると、わらわらと蜘く蛛もの子を散らすように前進を開始した。




　そこから数キロ入ったところにある岩山の上で、双眼鏡を覗のぞいていたサラサが、笑いながら言った。

「来た来た……戦力は、ざっと一個大隊くらいかな」

「どうする？　皆殺しにしますか？」

　サラサは首を振った。

「いや、弾丸がもったいないし、あれはどうやら最初から捨ててかかっている兵隊みたいね」

「なぜわかるのですか？」

「さっき後ろから銃じゆう撃げき食らわされてやっと前進始めたのを見ると、どうにもやる気が無さそうだし、持っている銃を見ればわかるわ。一線部隊ならあんな旧式銃は持たせない」

　そう言ってサラサが差し出した双眼鏡を覗いたネマコルはうなずいた。

「本当だ、ＳＫＳカービンなんか、いまどき民兵だって持っていない銃だ……あいつら何者なのでしょう？　懲ちよう罰ばつ大隊でしょうか？」

　サラサは小さく首を振った。

「いや、もしかしたら、あれは政府軍部隊の中にいた他ほかの部族の連中かもしれない。政府軍は他の部族の兵士を地雷撤てつ去きよとか挺てい身しん隊たいとか、そういった危険な任務に送り込んでいるって話を聞いているからね」

「ひどい話ですな……セルム族にあらずば人にあらずってわけか……」

　ネマコルはそう答えて双そう眼がん鏡きようをサラサに返したあとで、真剣な目になって聞いた。

「さて、どうします？　徹底的に叩たたいて、こっちの配置とか兵力とかを教える気にもなれないし、かといってこのまま攻めてこられるのを黙って見ているわけにもいきませんよ」

　サラサはしばらく黙って考え込んでいたが、やがて小さくうなずいた。

「サライの岩山まで引くよ、岩山の影に引き込んでそこで各個撃げき破はしよう」

　ネマコルは親指を立ててそれを喉のど元もとで横に引いて喉を搔かき切る真ま似ねをした。

「これですか？」

「うん、できれば銃じゆうを使わずに……あれだけの数の兵士が、そのまま煙けむりのように消えてしまったように政府軍に思わせたいんだ」

　ネマコルは、にやっと笑った。

「キンリの里は恐ろしいところだと思わせるわけですな」

「そうよ、得体の知れない恐ろしさをね。それと、できる限り殺さずに、捕ほ虜りよにするように伝えて……政府軍の兵隊でも、セルム族じゃないなら、使い道があるから」

「色々注文が多いですな」

「リネト衆にはそれがやれるわ……私は間違っているかしら？」

「サラサ殿どのにはかないませぬな。わかりました、リネト衆の力お見せしましょう」

　ネマコルは肩かたをすくめてそう言うと、後ろに控えていた部下たちを呼び集めて、細かい指示を与え始めた。




　その頃、シャクドーたちは、荒地を抜けて岩山に近づき始めていた。

　目の前にある岩山は、かつて大きな岩がん盤ばんだったものが風化し、いくつもの小道が分かれるようにひび割れが走り、内部は迷路のような構造になっていた。

　西風が強い日にはこの岩山を吹き抜ける風が、まるで女の悲鳴のように聞こえることから、古くからこの近くを通る旅人の間で幽ゆう霊れい谷だにと呼ばれている場所だった。

　この岩山の脇わきには北ほつ国こく街道からキンリの里がある雪割り谷へと抜ける間かん道どうが通っており、雪割り谷を攻略する際に重要な戦略ポイントとなる場所でもあった。

「キンリ族は出てきませんね、今のところ地雷も埋うめてないみたいですし……」

　そう言ってほっとしたように手に持っていたシャベルを振ったカルケン軍ぐん曹そうを見て、シャクドーが小さくうなずいた。

「まあな、俺おれたちの後ろから距離をとって兵員輸送車と装そう甲こう車しやがついてきているからな。そう簡単に攻こう撃げきをかけるわけにもいかないんだろう。待ち伏せするポイントを簡単に教えるやつはいない」

　岩山の手前にきたとき、シャクドーが下げていたトランシーバーから、装甲車に乗っている指揮官の声が流れた。

『我々装甲輸送車は岩山の下の道路を行く。各分隊は先に岩山に入って待ち伏せが無いかどうか確認せよ！』

「第一偵てい察さつ分隊了解！」

　シャクドーは、半分投げやりな口調でトランシーバーに答えると、カルケンに向かって言った。

「聞いたとおりだ、さあ、行くぞ」

　カルケンは、目の前にある岩山を見上げて首をすくめた。

「うへえ、見るからに怪しいっすね、ここは……初任教養のときの戦術課程の教科書に『待ち伏せ攻撃はこういう場所を利用しろ』というコメントが付いた写真があったのを覚えていますけど、あの写真はここを撮影したのかもしれないなあ……いや、頭を使うキンリ族のことだ、裏をかいて誰が見ても怪しい場所には潜ひそんでいないかもしれないぞ」

「何をごちゃごちゃ言ってやがる。裏の裏をかいたら結局はここに潜んでいるって事になるだろうが」

「でも裏の裏の裏をかいたら……」

　シャクドーは、カルケンの言葉をさえぎって後ろを指差した。

「うるさいな、どっちにしろ俺おれたちには前に進むしか選択肢しはねえんだ。後ろを見ろ、督とく戦せん隊たいの連中が装甲車を降りてついてきてやがるだろう？」

　ちらっと振り返ったカルケンの顔がこわばった。

「こんどはＲＰＤ軽機関銃じゆう構えてますよ、あいつら……」

　シャクドーは覚かく悟ごを決めたように小さくうなずいた。

「そういうわけだ……前に進むぞ」

「うひぃ」

　カルケンは半分泣きそうな声を上げて、シャクドーのあとに続いて岩山の裂さけ目の中に足を踏み入れた。

　その頃、いくつものブラインドコーナーが続く岩陰には、数十人のリネト衆たちが潜んで兵士たちを待ち構えていた。

　岩山に足を踏み入れ、岩陰に不用意に顔を出した兵士は、銃を撃うつ暇ひまも無く次々に首にタオルのような布を巻きつけられて岩陰に引きずり込まれた。

　あるものは鞭むちのようなもので絡からめとられ、またあるものは当あて身みを食らい、そしてまたある者は銃じゆうを突きつけられてあっさりと降伏した。

　そして、部隊が岩山に足を踏み入れて十五分しないうちに……

『おい、第一分隊！　どうした？　報告しろ！　連絡が無いぞ！』

　砂の上に転がったトランシーバーが、がなり立てるその向こうに、頭の上に両手を乗せて座り込んだシャクドーとカルケンの姿があった。

「よかったっすね、中ちゆう尉い。オードン族なら今頃俺おれたち首落とされてますよ」

「まあな、とりあえず生かしておいてくれるみたいだな」

　シャクドーがそう答えたとき、ネマコルがブーツの踵かかとで、足元でがなりたてているトランシーバーを踏みつけて潰つぶした。

　念入りに二、三回さらに踏み潰してから、その場を離れようとしたネマコルを、シャクドーが呼び止めた。

「えーと、ちょっといいかな」

「なんだ？　無線機は使えんぞ」

　怪け訝げんな顔をするネマコルに向かって、シャクドーは小さく首を振った。

「いや、ぶっ潰したトランシーバーの残ざん骸がいを、そこに置いていかない方がいいと思うんだが……」

　ネマコルは目を見開くと、興味深そうに聞いた。

「ほう？　なぜだ？」

「いやね……何の痕こん跡せきも残さず俺たちが消えちまった方が、あんたらの不気味さをもっと強くアピールできると思うんだけど……」

　ネマコルは、面白そうに笑った。

「面白いことを言うやつだ、お前……名前はなんという？」

　シャクドーは、悪びれもせずに胸を張って答えた。

「チミカ・シャクドー、ナガス族のシャクドー家の者だ。空軍のパイロットやってた頃は中ちゆう尉いだったが、陸軍に回されたら曹そう長ちように格下げだ。新しい政府軍じゃあセルム族以外は士官になれないそうでね」

　シャクドーの言葉を聞いたネマコルの目が光った。

「シャクドー家と言うと、あのナガスの六長老のうちの一人か」

「確かに六長老の一人は俺のオヤジだよ、石頭でね。俺がパイロットになったのが気に食わねえらしい。言っとくけど俺を人質にしても無む駄だだぜ、ナガス族は何でも合議で決めるからな。俺のオヤジが何言っても、六長老全員の合意が無きゃナガス族は動かねえぜ」

　ネマコルはうなずいた。

「知っておるよ、それくらい。長老のご子し息そくとあればそれなりに敬意を示そうと思っただけのことだ……悪いが、諸君らの身柄は我がキンリ族で預からせて戴いただく」




　このあと、空軍野戦連隊の偵てい察さつ部隊百人が、キンリの里に程ほど近い幽ゆう霊れい谷だにで跡あと形かたも無く消え去ったというウワサが、キンリの里に仇あだなす者には恐ろしい祟たたりがあるという尾ひれをつけてセリカスタン中に広がることとなった。







　　　第五章　「空爆」







　セリカスタンの首都アーデンの国防総省の建物の中にある空軍総司令部の一室では、南部州にあるオードン族の本ほん拠きよ地ちの都市ハネイスの精密な模型を前に、ソナムル司令官以下の空軍の参さん謀ぼうたちが、空くう爆ばく目標の選定を行っていた。

「これが、航空写真を元に作りました、今回の空爆作戦の目標であるハネイスの模型であります。ご存知のとおりオードン族の本拠地である南部州第二の都市ハネイスは、他ほかの街道沿いにできた古い交易都市と違い、近代的な鉄筋コンクリート製の建物がいくつも存在する西欧的な都市であります」

　参謀はそこで言葉を切ると、手に持った白い指示棒を、市街地の模型の中にいくつも置かれているマッチ箱くらいのサイズの白い箱に、順番に当てた。

「主な建物は、この市庁舎、小学校、中学校、病院、水道局、などであります。戦略目標としてまず対象にするべきは、この市庁舎であると思われます。ここは今、オードン族の軍事的な拠きよ点てんとなっており、常時百人程度のオードン族幹部がここに詰めているという情報が入っております」

　そのとき、今まで黙ったまま模型を見つめていたソナムルが口を開いた。

「確かに、この市庁舎は今回の作戦の空爆目標にふさわしいだろう。実を言うとＧＰＳ誘導爆ばく弾だんのスポンサーから、小型バンカーバスター爆弾の効果を確認したいので鉄筋コンクリート製の建物に対する爆ばく撃げきを行って欲しいという申し入れがあったのだ。

　効果を判定するには、複数の建物に対し爆弾を投下する必要がある。市庁舎だけではなく、すべての鉄筋コンクリート製の建物に空爆目標を拡大しよう」

　ソナムルの言葉を聞いた空軍参さん謀ぼうは怪け訝げんな顔になった。

「しかし司令官殿どの、このハネイス市街地にある市庁舎以外の鉄筋コンクリート造りの建物といいますと、小学校と病院くらいのものですが」

「では、その小学校と病院を目標にしたまえ」

　こともなげに答えたソナムルの言葉を聞いて、参謀は目を見開いた。

「学校と病院を空爆するのですか？」

「そうだ、オードン族の子供は成長すればオードン族の戦士となる。女の子は母親となりオードン族の子を産むだろう。部族を根ね絶だやしにするには、まず子供から殺すに限る。病院も同じだ。せっかく傷つけたオードン族が病院で手当てを受けたのでは、空爆の意味が無いからな。やるなら徹底的に根絶やしにせねば意味が無い」

　酷こく薄はくな微笑を唇くちびるの端はしに浮かべて答えたソナムルに、参謀は首を振ってみせた。

「しかし、学校と病院には、ユニセフと赤十字のスタッフがおります！　センドルク大統領からも、国際的な非難を受ける恐れのある作戦行動は慎つつしめという……」

　ソナムルは笑って首を振った。

「なに、簡単なことだよ。誤ご爆ばくだということにしておけばよい。故意ではない、悪しき偶然が重なったのだ。遺い憾かんなことにわがセリカスタン空軍の技量は著しく低レベルで、目標を捉えることができなかったのだ、と弁解しておけばよい。いくら国際機関が我々を非難しようと、言わせておけばいいのだ。ユニセフも赤十字も我々に手出しはできん、赤十字が軍隊を持っているという話は聞いたことが無い……」

　そして、ソナムルはゆっくりと言葉を継いだ。

「次の便びんで小型バンカーバスターの試作品が届いたら作戦開始だ」

「了解しました」

　頭を下げる参謀たちを見ながら、ソナムルは脳裏に描く野望まで一歩近づいたことを実感していた。

　……このバンカーバスターの効果が判明すれば、それは私の野望の総仕上げとなる。

　ソナムルの脳裏には、首都の中心部にある広大な庭園を持つ大統領官邸の光景が浮かんでいた。

　……厚さ三メートルの耐たい爆ばくコンクリートの屋根の下にいるあの阿あ呆ほうを吹き飛ばし、私がこの国の実権を握る日が、もうすぐそこまできているのだ。

　真に優秀で真に偉大な人間でなければ、このセリカスタンという国を治めることはできない。

　そして、その真に優秀で偉大なる人間とは決してあのセンドルクなどではない。

　……子供の頃、あのセンドルクは背が低く醜みにくい子供だった。仲間が『チビ太』という仇あだ名なをつけて、よくからかっていたものだ。

　あのリネムという優秀な姉あねがついていなければ、あの男は今でも『チビ太』のままだったに違いない。

　……姉のスカートの影に隠かくれていた大統領など、私は認めんぞ。

　ソナムルは、嘲あざけるような微笑を唇くちびるの端はしに浮かべた。




　その日、ハネイス市の上空は快晴だった。

　セリカスタン空軍のパイロットであるカイト・シラキィ少しよう尉いは、自分の操そう縦じゆうするＬ39アルバトロス攻こう撃げき機が翼つばさの下に抱かかえ込んでいる細長い形状の爆ばく弾だんの目標が何なのか、それを知らされてはいなかった。

　その爆弾は、目標の位置座標から計算された地点と高度で投下すれば、搭とう載さいされているＧＰＳ誘導装置により、自分で方向と角度を調節し、目標に命中する自律型の爆弾である。

　パイロットは、目標に照準を合わせることも、目標が何なのか知らなくてもよい。単にその指定された位置と高度まで爆弾を運うん搬ぱんし、そこで投下するだけでいいのだ。

　シラキィ少尉は命令のとおりにアルバトロスを飛行させ、命令のとおりの位置と高度に達し、そこで爆弾投下スイッチを押した。

　一トンの重さから開放されたアルバトロスはふわっと上昇し、翼よく下かを離れたＧＰＳ爆弾は一直線に目標に向かって落ちていった。

『爆弾投下完了！　これより帰き還かんする』

　シラキィ少尉は管制官に向かって短く報告すると機首を廻めぐらせて帰還コースに乗った。

　爆撃の結果と効果の確認は、別の部隊が行うことになっており、シラキィ少尉は、爆撃の実行者でありながら、自分が何をしたのか全く知らなかった。

　その爆弾の目標の建物が何だったのかそれすら。




　ハネイスにある小学校は、セリカスタンにある学校としては珍しく二階建ての鉄筋コンクリートの建物だった。

　元々はソビエト時代に軍の建物として建てられたものだが、その後、軍の施設が郊外の駐ちゆう屯とん地ちに移転したため、現在は市内の子供たちが通う小学校と中学校の合同校舎として使われている。

　一階が小学校、そして二階が中学校であり、総生徒数は二百七十人。

　義務教育が行われているとはいえ、セリカスタンでは貧しい家庭の子供たちは小学校に通っていない者も多く、この学校に通っているのは、比較的裕ゆう福ふくな都市生活者の子供たちだった。

　爆ばく弾だんは、その校舎のコンクリートの天てん井じようを突き破り、二階の教室を通過してさらに二階の床ゆかを貫通し、一階の小学生の教室で爆ばく発はつした。

　高性能爆ばく薬やくの燃焼エネルギーは音速を超える衝しよう撃げき波はと爆ばく風ふうを伴って一瞬にしてすべての物を、人を破壊し、四散させた。

　そのとき、校舎の一番端はしにある給湯室では、一人の若い女性が、教師たちが昼に飲むチャイのコップを洗っていた。

　彼女はリーエという名前の見習い教員だった。

　ユニセフの基金を元にした教員育成プログラムに応募し選ばれた彼女は、一人前になることを夢見て、この小学校で教師の補助をしたり雑用をしたりしながら、教師の勉強をしていた。

　一階の教室で爆発した爆弾のエネルギーは、教室の間にあった壁を吹き飛ばし、廊ろう下かを吹き抜けてそのまま突き当たりのコンクリートの壁すら破壊した。

　その廊下の突き当りから少しだけ手前にあったこの給湯室は奇き跡せき的に爆風と衝撃波の直ちよく撃げきから逃れることができた。しかし、この小さな部屋は、さながらカクテルを作るシェイカーのように激しくかき回された。

　爆風によって吹き込んだコンクリートの破片や食器棚はシェイカーの中の氷のように何度もリーエの身体からだにぶつかり、そのショックと痛みと共にリーエは意識を失った。

　どれほどの時間、気を失っていたのだろうか。

　意識を取り戻したリーエは、右手を床に着こうとして、再び気を失うかと思うほどの激しい痛みに襲われた。

　……きっと、骨が折れているんだわ。

　コンクリートの破片が散乱する床の上に寝転がったまま、リーエは足を動かしてみた。

　何か重いものが乗っているようだが、足は動くようだった。

　そのままゆっくりと足を引き抜いて膝ひざに力を込める。

　……腰こしとお尻しりが持ち上がれば、立てるかもしれない。

　ゆっくりと膝を立てて身体を起こしたとき、膝の下でコンクリートの破片らしいものがじゃりっと動いたが、それらしい音は聞こえなかった。

　リーエはそのとき、自分の耳が聞こえなくなっていることに気がついた。

　自分の呼吸する音も、鼓こ動どうの音も聞こえない。耳の中に響くのはジーという単調な音だけだった。

　両足に力を入れて立ち上がったリーエは、よろよろと給湯室から廊下に出た。

　何が起こったのか、理解できなかったが、最初に意識の表面に浮かんだのは、教室にいるはずの子供たちのことだった。

　壁に手を突いて、前を見たとき、霞む視界の中に、廊ろう下かの壁沿いに立つ子供の人影が映った。

　……良かった。私のように助かった子供たちがいたんだ。

　リーエは、ほっと小さくため息をついて、その人影に近づいて……そして凍こおりついた。

　それは、人影ではあったが、人ではなかった。

　それは、壁に押された子供の形をした血のスタンプだった。

　爆ばく風ふうに吹き飛ばされ、壁に叩たたきつけられ、そこで砕くだけた子供の体から噴ふん出しゆつした血液が、子供の形のまま壁に残されたのだ。

　一列に並んだ、子供の形をした血のスタンプの前で、リーエは悲鳴を上げることもできずにそのままへたりこんだ。




　この日、ハネイスに投下されたＧＰＳバンカーバスター誘導爆ばく弾だんは四発。そのうちの三発が目標である学校と、病院と、そして上水道施設に命中し、市庁舎を狙ねらった一発は誘導装置の不調により、市街地の外れで爆ばく発はつした。

　市内に響き渡る轟ごう音おんと、そして上空に立ち昇る爆ばく煙えんは、ハネイスの街に大混乱を引き起こした。

　特に街の中央広場にあるバザールでは、逃げ惑まどう人々に混じって、爆発音に怯おびえた馬やロバが暴れ出し、露天に飛び込んでテントを引き倒した。揚げ物を売る屋台の鍋なべがひっくり返って、その油が引火して燃え上がるという火か災さいが発生したため、混乱はさらに広がった。

　爆発音を聞き、騒然となった市庁舎の中に飛び込んできた兵士の一人が大声で叫んだ。

「大変です！　敵襲です！」

　その兵士を、サゴンは一いつ喝かつした。

「騒ぐな！　攻こう撃げきを受けたことは言われんでもわかっておる！　どこからどのような攻撃を受けたのか、まずそれを確かめろ！　市内に戒かい厳げん令れいを出せ！　兵士を集合させて、市内の混乱を抑おさえ込むのだ！　市街地外周に配置してある防衛部隊から報告はきているのか？」

　サゴンの落ち着き振りを見た部下は少し、自分を取り戻したようだった。

「あ、いえ、防衛部隊からは何の連絡もきておりません」

「では、陸上部隊の攻撃ではなく、遠距離砲ほう撃げきもしくは空くう爆ばくの可能性があるな、いずれにしろ戦闘態勢を継続し、市内の秩序回復と被害確認を最優先で行え」

「わ、わかりました！」

　そう言い残して転がるように部屋を出ていった兵士を見送って、サゴンはつぶやいた。

「センドルクめ、ついに反はん撃げきに出てきたか……地上戦では損害が大きいと判断したと見える」

　しかし、そのサゴンの落ち着きも、空爆の被害が学校と病院、そして上水道施設だと知るまでだった。

「学校に空爆だと！　それは本当か！」

「建物に直ちよく撃げきを受けております！　特殊な爆ばく弾だんらしく、建物が崩ほう壊かいしておりまして……」

　サゴンは部下の報告を聞いていなかった。

　そのまま、ものも言わずに市庁舎を飛び出して、建物の前に止まっていた四輪駆く動どうの日本製のピックアップトラックの荷台に飛び乗り、運転手に向かって大声で叫んだ。

「学校に行け！　被害の状況をこの目で見る！」

「了解しました！」

　運転手は慌あわててエンジンをかけると、ピックアップトラックを発進させた。

　慌てふためいた人々が右往左往するハネイス市内の雑ざつ踏とうの中を、クラクションを鳴らしながら猛もうスピードで走り抜けるトラックの荷台で、据すえつけられている機関銃じゆうの銃じゆう架かにつかまって前方をにらみつけていたサゴンの目に、うっすらと立ち昇る煙けむりが見えてきた。

　……ルミアは無事だろうか？　いや、無事であってくれ！

　脳裏に浮かんでいたのは、一緒に暮らしている妹夫婦の一人娘むすめの姿だった。

　サゴンから見れば姪めいにあたるルミアは今年で十歳さい。快活でよく笑う女の子だった。

　今日の朝も、サゴンに元気な朝の挨あい拶さつをして、妹と一緒に家を出て行くのを見送ったばかりだった。

　サゴンがシーデを嫌きらうのは、どうしてもルミアと比べてしまうからだ。

　快活でよく笑うルミアを見れば見るほど、シーデの陰気さが際立ち、それがまたサゴンの嫌けん悪お感を誘っていた。

　シーデを嫌うその心の裏返しとして、サゴンはルミアを溺でき愛あいしていたのかもしれない。

　サゴンに自分の心を分析する余よ裕ゆうはなかった。

　ルミアが死ぬなどということは考えたくもなかった。

　……何かの間違いだ。学校が空くう爆ばくされるわけが無い。あそこにはユニセフの職員も常じよう駐ちゆうしているんだ。国連機関がいることをセンドルクが知らないわけが無い。

　ルミアは無事だ。学校に行けば、きっといつものように笑いながら飛びついてくるに違いないんだ！

　だが、そのサゴンの思い込みは、ものの見事に砕くだかれた。

　トラックが建物の角を曲がったとき、そこに学校が見えた。いや、正確にはかつて学校だった瓦が礫れきに覆おおわれた廃はい墟きよが見えた。

　二階建ての鉄筋コンクリートの建物は、爆ばく発はつによって柱と窓の無かった部分の壁だけを残し、ほとんどすべての壁と窓が吹き飛び、その吹き飛んだコンクリートの破片や、隔かく壁へき、窓枠わくそして机や椅い子すが奇き妙みようなオブジェのようにその建物の残ざん骸がいの周りに積み上げられ、その隙すき間まから薄く立ち昇る煙けむりの中に、子供たちを探して歩き回る人々の姿が見えた。

　車から降りて駆かけ寄ろうとしたサゴンの足が、何か柔らかい物を踏んだ。

　いやな予感がしたサゴンが下を見ると、ブーツの下に肉片のようなものがあった。

　それは、エンピツを握り締めた、子供の右腕うでだった。

　サゴンは慌あわてて飛びのいた。

　その腕には赤い洋服の袖そでがついていた。

　……女の子だ。

　この腕は……女の子の腕だ……まさか……ルミアの腕ではあるまいな。

　サゴンの膝ひざががくがくと震えた。

　今まで、銃じゆう弾だんの飛び交う中を走り回り、ロケット弾だんの炸さく裂れつする戦場を走り抜けても一度として震えなかったサゴンの膝が震えていた。

　崩くずれるようにそこにしゃがみこみ、腕を持ち上げようとしたとき、サゴンの姿を認めた部下の一人が駆かけ寄ってきて報告した。

「族長殿どの！　状況をご報告します！　政府軍は特殊な建物破壊用の爆ばく弾だんを使用したと思われます。爆弾は天てん井じようと二階の床ゆかを貫き、一階の教室で爆ばく発はつし……」

　サゴンは怒りに震える声で部下の報告をさえぎった。

「状況報告はあとでよい！　今は被害者の数と救出が先だ！　生存者は？　死者はどれくらいだ？」

　部下は眉まゆをひそめた。

「現在確認されている生存者は教師が二名、そして生徒が八十名ほどですが……」

　そのはっきりしない言い方にサゴンは苛いらついたように叫んだ。

「だからなんだ！　はっきり言え！」

「あ、はい。一応生存は確認されましたが、ほとんどの者は重傷で、生死をさまようほどの傷を負っております。病院も空くう爆ばくを受けており、どこにも搬はん送そうできないのです……生存者と呼べるかどうかわからない状態なので……」

　サゴンが、震える両膝に力を入れて立ち上がったとき、泣き叫ぶ女の声が耳に入った。

　それは、わが子を捜さがし求めて瓦が礫れきの間をさ迷い歩く一人の母親が、変わり果てた自分の子供を見つけた叫び声だった。

　そのとき、サゴンの目に、瓦礫の間に呆ぼう然ぜんと座り込む妹の姿が飛び込んできた。

　慌あわてて走り寄ろうとしたサゴンの足が止まった。

　もはや、泣く気力すら無くなったのだろう、魂たましいが抜けたように座り込んだ妹の足元には、赤いチェック地のボロ布の塊かたまりが横たわっていた。

　布の模様には見覚えがあった。

　その模様は、朝、元気に挨あい拶さつして家を出ていったルミアの着ていた服の模様だったのだ。

　サゴンは、よろよろと妹に近づくと、そのボロ布を見下ろした。

　そこに、ルミアの上半身だけがあった。

　妹が砂すな埃ぼこりを拭ぬぐったのだろう、白い、血の気の無い顔が薄く目を開けて微笑ほほえむように横たわっていた。

　サゴンは崩くずれ落ちるようにその場に両膝ひざを着いた。そして目の前にあるルミアの上半身を両手で持ち上げ、頭の上に差し上げて叫んだ。

「復ふく讐しゆうだ！　戦士を集めよ！　馬と銃じゆうこそが勇者の印だ！　セルム族に戦いを挑む！　触ふれを出せ！　オードン族の総力を結集するのだ！　オードン族の子供一人の血を流したことを後悔させてやるぞ！　センドルク！」

　この、血を吐はくようなサゴンの復讐の叫びは、瞬またたく間にオードン族の集落すべてに伝えられた。

　伝令が集落を回り、オードンの言葉を読み上げて回ったのだ。

「勇ゆう敢かんなるオードンの戦士諸君！　諸君らの力を見せるときが来た！　血には血を！　オードンの子供一人の血は他部族百人の血に相当する！　奪われた二百人の子供の魂たましいはセルム族二万人の命を奪うことによって初めて安らかに眠ねむることができる！

　これは我々に与えられた負ふ債さいであり、オードンの戦士は、皆みな等しくこの負債を負っている！　二万人の敵の首を切り落とし、大地にその血を注がぬ限り、二百人の子供たちの魂は安らぐことなくこの地に留とどまり泣き叫ぶであろう！　立て！　戦士諸君！」

　このサゴンの使者が訪れた集落から、一人、また一人と、馬に乗り銃を背負った男たちが走り出した。

　目に怒りの炎ほのおを燃やした彼らは一直線にハネイスに向かって馬を進めた。

　集落を出たところで、数人単位だった戦士の数は、道が合流するにしたがって数を増し、ついに数千騎きの騎き兵へいの群れとなってハネイスめがけて突き進み始めた。

　各集落から、続々と戦士が集まり始めた頃。ハネイスの市庁舎の中にある会議室では、オードン族の軍事的指導者と族長のサゴンが、集まった戦士をどう使うかで意見が対立していた。

　サゴンは、会議室のテーブルに広げられたセリカスタン南部州の地図の中にあるインナルドの街を指差して言った。

「各村々から血の復ふく讐しゆうを叫ぶ戦士が集まりつつある。その数は三千人を超えるだろう。これだけの戦力があれば、政府軍の支配するこのインナルドの街を攻め落とすことも可能ではないか？」

　サゴンのその提案を聞いたオードン族の軍事指導者であるビーゼンは首を振った。

「確かに兵力は増えたように見えます、しかし、その多くは正規の兵士として訓練を受けたこともない言わば民兵です。待ち伏せや、夜の闇やみにまぎれて少人数で一いち撃げき離脱攻こう撃げきをかけるゲリラ戦ならいざしらず、白昼、正面から攻め込むのは無理があります。

　インナルドの政府軍駐ちゆう屯とん地ちには重じゆう火器が運び込まれておるという情報もあります。火力の差がありすぎる状態で正面から騎兵攻撃をかければ、全滅してしまうかもしれません！　兵力を分散し、少人数のゲリラコマンドとして再編制して補給ラインを襲ったり、都市にロケット弾だんを撃うち込んで逃げるという一いち撃げき離脱攻こう撃げきを同時多発的に発生させた方がはるかに効果的だと思われます！」

　セリカスタンがソビエト連れん邦ぽうに所属していた頃の政府軍で、一いつ兵ぺい卒そつから佐さ官かんにまで昇りつめたビーゼンの言うことには説得力があった。しかし、部族の連帯感を強め、組織の引き締めを狙ねらってオードン族全体に向かって血の復ふく讐しゆうを呼びかけたサゴンにしてみれば、この部族全体の盛り上がりと集結した兵士を、そのような今までと変わらない戦い方に投じる気にはなれなかった。

　サゴンは首を振ってきっぱりと言った。

「いや、我々は誇りあるオードンの戦士だ！　この戦いは殺された二百人の子供たちの魂たましいの平へい穏おんのために行われる正義の戦いだ！　理は我々にある！　断じて行えば鬼き神しんもこれを避ける！　目標はインナルド！　作戦開始は三日後の午前四時！　いいな！」

　ビーゼンは、何か言いたそうな顔のまま黙って一礼した。

　オードン族の総力を挙あげて、政府軍の支配するインナルドの街を攻め落とす、という知らせは、瞬またたく間にオードン族の間に広まった。

　ハネイスの市庁舎の前には、臨時の補給所が設けられ、元の政府軍基地の弾だん薬やく庫こから運び出された弾薬箱が山積みにされていた。

　そこに、村ごとに編制された戦士たちが続々とやってきては、弾薬の補給を受け取って帰っていく。

　あるものはＲＰＧ７を担かつぎ、またあるものはＡＫを肩かたから提さげ、顔に決意をみなぎらせた戦士たちは、黙々と出しゆつ撃げき準備を続けていた。

　その光景を市庁舎の上から見下ろしていたビーゼンは、横に立っていた副官に向かって静かに言った。

「ＢＭ─21多連装ロケット弾発射機を用意しておいてくれないか？　敵に撃うたれる前に、こっちから撃って少しでも敵の火力を削そいでおきたい……」

　副官は小さくうなずいた。

「わかりました……弾たま数かずが残り少ないのですが……いかがいたしますか？」

「全部持っていこう。ここで十発二十発残しておいても意味がない。戦争というのは、結局は火力だ。戦場にどれだけの鉄量を叩たたき込めるかという、その数量が勝敗を左右する。

　騎き馬ばの兵士の数や意志の力でどうなるものでもない……歴史がそのことを教えているのだがな……」

「サゴン族長が、そのことをご存知ないとは思えないのですが……」

　怪け訝げんな顔をして聞いた副官に向かって、ビーゼンは小さく肩かたをすくめて答えた。

「サゴン族長も、当然そんなことはご存知だ。だがな、人間というのは過去の事実から、学べば学ぶほど、俺おれならもっとうまくやる、という考えを持ってしまうことがあるのだ」

　そして、窓の下に集まっている戦士を見下ろして、ビーゼンはつぶやくように言った。

「……あの戦士たちは、戦士であるのと同時に父親であり一家の稼かせぎ頭がしらだ。オードン族のために戦うことを望んだとは言え、本来の兵士ではない……死なせたくはないものだな」




　ハネイスに対する空くう爆ばくが、学校と病院に加えられたことを知ったセンドルク大統領は激怒した。

　大統領執務室からは、呼びつけたソナムル空軍司し令れい官かんに向かって大統領が浴びせる激しい罵ば声せいが聞こえていた。

「何ということをしてくれたのだ！　この件について世界中から非難が浴びせられている！　国連と、国際赤十字からの厳重な抗議！　そして我々のスポンサーとなっているカイトグループからも不快感を露骨に見せる抗議メッセージを受け取っている！

　カイトグループからのＧＰＳ爆ばく弾だんの提供が無ければ、貴様の空軍は役立たずだ！　自分で自分の首を絞しめたのだぞ！　わかっておるのか！」

　ソナムルは、恐縮するように頭を下げて見せた。

「まことに申し訳ありません。原因は誘導爆弾に座標入力時のミス、という実に初歩的なものでして弁解する言葉もございません……ただ、申し開きをさせていただくならば、カイトグループの効果測定チームからは、このミスによって別のデータが収集できたことを喜ぶ声も上がっております。カイトグループの抗議は責任を逃れるための表面的なものではないかと思われますがいかがなものでしょうか？」

　センドルク大統領は、カイトグループの内情が知られていたことに不快感をあらわにした。

「カイトグループからは、ＧＰＳ爆ぱく弾だんの試験提供は続行する旨むねの連絡もきておるのは確かだ。しかし、このような誤ご爆ばくを続けていたのでは、国際世論に負けて手を引く可能性もある！　情勢は流動的だ。我々の担たん保ぽは、未だ地の底に眠ねむっているレアメタルであり、いわばツケを先さき伸ばしにしているのに過ぎんのだぞ！　今回の誤爆に関して、どう責任をとるつもりだ？」

「私のご処分はいかようにも……問題は大統領閣かつ下かのお立場ではないかと……」

　上うわ目め遣づかいに言ったソナムルを見て、センドルク大統領は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「貴様に心配されんでもわかっとる！　どのみち頭を下げねばならんということぐらいな！」

「いえいえ、頭をお下げになるのは、国連と赤十字だけで結構ではないかと存じます。対外的には恐縮して見せて、国内的には高圧的に出るべきかと……」

　ソナムルの言葉を聞いたセンドルク大統領は怪け訝げんな顔になった。

「どういう意味だ？」

「国営放送を使って、国連と国際赤十字に謝罪する呼びかけを行うのです。国際的な非難をかわすのと同時に、このセリカスタンの国家主権は大統領閣下にあることを内外に主張し、今回の空くう爆ばくが国家に秩序を回復するための正しい力の行使であったことを国際社会に印象付けるべきでございましょう。

　今回の空くう爆ばくは、誤ご爆ばくではありますが、正しい目的のために行われた正義の戦いにおける不幸な錯さく誤ごであったとアピールするのです。それと同時に、国内の他ほかの部族に対しては、我々の持つＧＰＳ誘導爆ばく弾だんからは何なん人びとたりとも逃れることはできぬのだ、という事実を突きつけるのです……」

　そしてソナムルは酷こく薄はくな笑いを唇くちびるの端はしに浮かべて付け足した。

「……我々セルム族に歯向かうものは、女子供といえども容よう赦しやはしない。一族を根ね絶だやしにすることもできるのだと他の部族に教え込んでやるにはいい機会です。災わざわい転じて福と為す、というのはこういうことを言うのですよ、大統領閣かつ下か」

　センドルク大統領は考え込んだ。

「ふむ……それは確かに効果的かも知れんな……わかった、内務大臣のリネムとも相談してみよう、下がっていいぞ」

「では、失礼いたします」

　深々と一礼したソナムルは、胸の中でセンドルク大統領を嘲あざ笑わらった。

　……また、お姉ねえさまに相談かね、チビ太くん。

　今回のバンカーバスター爆弾の効果の意味も気がつかないとは、相変わらず能天気な男だ。

　私は、お前を葬ほうむり去る手段を手に入れたのだよ。お前の命は私の手の中にあるのだ。

　今はまだその時期ではないが、いずれ、空爆の恐ろしさと私の有能さが国内に知れ渡る。人人はお前ではなく、真に有能なこの私にひれ伏すだろう。

　……そのとき、お前の上に何が降ってくるのか楽しみにしているがいい。




　ハネイスに空爆が加えられた日から三日後の午前四時。

　まだ夜も明けぬ大平原に、三千人の騎き馬ば兵へいと、七十台の重じゆう機関銃じゆう搭とう載さい四輪駆く動どうトラック、そして十台のＢＭ─21多連装ロケット弾だん発射装置搭載トラックが並んでいた。

　オードン族の族長サゴンは、目の前に並んだ一族の戦士たちに向かって叫んだ。

「見ろ！　これがオードンの力だ！　我々は今までこれほどの大軍を持って敵に攻め入ったことはない！　我らが力、見せてくれようぞ！　復ふく讐しゆうだ！」

　三千人の騎き兵へいが手に持った銃を差し上げて一いつ斉せいに叫んだ。

「復讐だ！　血の復讐だ！」

「死を！　セルム族に死を！」

「血を！　セルム族の血を！」

　サゴンは大きく手を前に振って叫んだ。

「攻こう撃げき開始！」

　三千人の騎兵が大地に蹄ひづめの音を轟とどろかせて前進を開始する光景をサゴンの後ろで見ていたビーゼンは、傍かたわらにいた部下に向かって命令を下した。

「ロケット弾だん部隊を前進させ、騎き兵へいが谷を抜け、平原に出る直前に、インナルドの駐ちゆう屯とん地ちに向かってロケット弾を打ち込む。少しでも敵の火力を叩たたいておく必要があるからな」

「ＢＭ─21ロケット弾の射程は二十キロ以上ありますから、谷の手前からなら充分射程内ですが、命中精度は期待できません。四百発に満たない数のロケット弾では敵の火か砲ほう陣じん地ちに着ちやく弾だんしてくれるかどうか……」

　そう言って眉まゆをひそめた部下に向かって、ビーゼンは小さくうなずいた。

「遠距離から撃うったロケット弾が敵の火砲陣地に直ちよく撃げきを与えることを望むのは、まさしく神の気まぐれに期待するようなものだ。あれは本来面めん制圧のための兵器だからな……だが、敵陣じんに少しでも混乱を生じさせることができれば、攻こう撃げきの成功率は高くなる……それを望むしかない」

　ビーゼンの見ている前で、騎兵部隊は早駆がけに移った。

　三千頭の馬の蹄ひづめの音が夜明け前の平原の空に響き渡りはじめた。

　その音は平原のあちらこちらに、タコツボ塹ざん壕ごうを掘って潜ひそんでいたセリカスタン政府軍の斥せつ候こう部隊の耳にも届いていた。

『オードン族騎兵部隊！　インナルド駐ちゆう屯とん地ち方向に向かって前進開始！　数、およそ三千！』

　斥候部隊から無線で報告を受けた通信兵から、その情報を聞いたバンユー少しよう将しようは、前線指揮所の中で小さくため息をついて幕ばく僚りようの参さん謀ぼうたちに言った。

「オードン族の連中の頭の中は、ここ二百年進化してないのか？　第二次世界大戦でドイツ軍の陣じん地ちに突とつ撃げきしたモンゴル第四四騎き兵へい師団が、機関銃じゆうと防ぼう御ぎよ砲ほう火かの前に全滅した、という歴史的事実を知らんのか？」

「小規模のゲリラ戦しか戦ったことのない連中ですからな……人数さえ増やせば勝てると思っておるのでしょう。戦いの趨すう勢せいを決めるのは人数ではない、火力だ、ということを教えてやるべきですな」

　参さん謀ぼうの一人が唇くちびるの端はしに皮肉な笑いを浮かべながら答えたそのとき、ロケット弾の弾だん頭とうが空気を切り裂さいて落下する、きゅるるる！　という音とともに、インナルドの街のあちらこちらで爆ばく発はつ音が響き渡り始めた。

　土ど囊のうを積み上げて囲われた前線指揮所の上に張られた天幕を爆ばく風ふうが揺さぶる中で、バンユー少しよう将しようは、にやりと笑ってみせた。

「どうやら火力が勝敗を左右するということは向こうも知っていたようだ……だが、投入できるロケット弾の数はこっちの方がはるかに多い！　面攻撃が可能なロケット弾の恐ろしさを身を持って知ってもらうとしよう」

　少将の命令を受けた参謀が、無線機に向かって命令を復唱した。

「第四砲ほう兵へい連隊！　ロケット砲、砲ほう撃げき開始！」

　その命令が無線機から流れると同時に、インナルドの街の街外れに配置されていた一個連隊三十六台のＢＭ─21ロケットランチャートラックから、オレンジ色の炎ほのおを引いたロケット弾だんが発射された。

　一台のトラックが搭とう載さいしているロケット弾の数は四十発。つまり、このとき千四百四十発のロケット弾が発射されたことになる。

　その千四百発を超える数のロケット弾は、空気を切り裂さく金属音と共に、インナルドの街に向けて進撃を開始していた三千人の騎き兵へい部隊の上に降り注いだ。

　身を隠かくす物とてない平原を駆かけていた騎き乗じようの兵士たちにとって、それは悪夢としか言いようのない光景だった。

　一瞬にして大地が爆発の閃せん光こうで埋うめ尽くされ、おびただしい破片と爆ばく風ふうが兵士と馬を襲った。

　爆発の閃光と共に馬と人が宙を舞い、悲鳴と神に助けを求め叫ぶ声が爆風のなかで途切れていく。

　目の前で戦士たちが吹き飛ばされる光景を目にしたサゴンは。顔面蒼そう白はくになって叫んだ。

「散れ！　各個に突とつ撃げきしろ！」

　戦士たちは驚き暴れる馬たちをなだめながら、散開し突撃に移ったが、突撃に移るのと同時に二回目のロケット弾の雨が降り注いだ。

　約一キロ四方の大地が爆発と炎ほのおで覆おおい尽くされ、突撃に移った戦士たちを炎と飛び散る鉄片の雨が押し包んだ。
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　爆ばく発はつが収まったとき、オードン族の戦士たちは指揮命令系統も何も存在しない逃げ惑まどう兵士の群れと化していた。

　それを見たビーゼンがたまりかねたように叫んだ。

「族長！　我々の攻こう撃げきは完全に読まれていました、このままでは全滅します！　三回目のロケット弾だんの一いつ斉せい射しや撃げきが始まる前に撤てつ収しゆうを！」

「くそ！　撤収だ！　退却の角つの笛ぶえを吹け！」

　爆発音に混じって、いくつもの角笛の音が響き始め、それを聞いた騎き兵へいたちは次々に馬首をめぐらせて退却を始めた。




　その日の夜、ハネイスの街は退却してきた負傷者と、打ちのめされた戦士たちのうめき声で満ちていた。

　二日前、意気揚々と作戦会議を開いていた会議室で、サゴンは苦虫を嚙かみ潰つぷしたような顔で、部下がまとめた被害報告を聞いていた。

「……以上が、今回の作戦における死者及び負傷者数であります……現在国際赤十字の医療チームが負傷者の治療に当たっておりますが、病院が空くう爆ぱくを受けたため、満足な治療ができず、今後死者数はさらに増えると思われます」

「くそ！　センドルクめ！　やつらは何ゆえにあれほどの高度から建物を狙ねらって精密爆ばく撃げきができたのだ？　政府軍のパイロットにそれほどの腕うでがあるとは聞いておらんぞ？」

　サゴンが忌いま々いましげに言ったとき、会議室にオードン族の幹部が駆かけ込んできた。

「セリカスタン国営放送で、センドルク大統領が、今回の空爆について発表しております！」

「どうせ自分たちこそが正義だとまくしたてる、プロパガンダだろう」

　聞く必要も無い、とでも言いたげに顔をしかめたサゴンに向かって、その幹部は小さく首を振った。

「ええ、基本的に宣伝であることには変わりはありませんが、その中に今回の空爆は、特殊な誘導爆ばく弾だんを用いて行っている、という言葉がありまして、ハネイスの学校と病院に対する空爆は、その誘導爆弾の設定ミスだ、と弁明しております」

　サゴンは顔を上げた。

「テレビはどこだ？」

「こちらの部屋です！」

　サゴンは、会議を開いていた部屋を飛び出すと、部下の指示に従って、奥の一室に飛び込んだ。

　そこは、この市庁舎の建物の一角にある休きゆう憩けい室しつだった。

　床ゆかには色鮮あざやかな毛織物が敷き詰められ、その上に丸いクッションが半円形に並べられ、部屋の中央には中国製のテレビが置かれている。

　そのテレビのブラウン管の中では、センドルク大統領が目の前に置いた爆ばく弾だんの模型を指差して説明していた。

『……このたびのハネイスに対する空くう爆ばくで、国際赤十字およびユニセフの関係者に犠牲がでたことは遺い憾かんであり関係各局に対し、ここに謝罪するものである。しかし、これは目標選定の誤りであり、空爆自体を誤りだと判断したわけではない。

　我々よりもはるかにこの種の最新式兵器の取り扱いに慣れている米国軍でさえ、目標選定のミスを犯し、誤ご爆ばくを犯すことを考えれば、不慣れな我々がこのようなミスを犯すのも無理は無い。だが、これはあくまでも目標選択の誤りであり、いったん目標と定めたものは、このＧＰＳ誘導爆弾から逃れることはできないことの証明である！

　我々セリカスタン政府は、国際的に認められたセリカスタンの唯一の主権者であり、この私こそがセリカスタンという国家の代表者であり、正当なる法の執行者である。

　わが政府の機関に対する攻こう撃げきは、すべて犯罪であり、政府機関の定めた法と規則に反対するものはすべてテロリストである！

　我々は法と正義の執行者である！　我々は屈しない！　我々のこの誘導爆弾はテロリストどもがどこに逃げ込もうと、正確に追い詰め、その上に降り注ぐであろう！

　だが、恭きよう順じゆんの意を示すものは別だ。

　我々は戦いを望んでいるわけではない。武器を棄すて、われらと共に新しいセリカスタンを築く意思のある部族を我々は歓迎する。

　部族の長おさよ、諸君らの前に示されたこの二つの道の選択を誤ってはならない！　圧倒的な空爆の前に一族を滅亡に追いやるか、それとも私の下で生まれ変わった新生セリカスタンの中で名誉ある地位を占めるか。それを決めるのは諸君たちである』

　センドルク大統領の言葉が終わらないうちに、サゴンがはき捨てるように言った。

「クソ野や郎ろうめ！　言いたい放題言いやがって。何が新生セリカスタンの中で名誉ある地位だ！　三世代遡さかのぼってセルム族の血族が証明できぬものは役人になれないという身分制定法なんて法律を作っておきながら！　貴様が欲しいのは仲間じゃない、下働きをする奴ど隷れいだ！」







　　　第六章　「約束」







　センドルク大統領のテレビ演説は、セリカスタン全土に放映され、その内容はキンリの里でも受信されていた。

　龍たつ也やがこの放送の内容を聞いたのは、放送があった次の日の昼下がりだった。

　客人まろうどの間では、龍也がリューカ姫ひめの作ってくれたセリカスタン語とロシア語の対訳表を眺めながらパソコンで、色々な言葉を日本語からロシア語に、そしてセリカスタン語に訳して遊んでいた。

「えーと可愛かわいい女の子、ってのはロシア語で『[image: ] [image: ] [image: ][image: ] [image: ]』それをセリカスタン語にすると『セルラゥ、ジンムウィタス』って言うのか……今度リューカ姫にささやいてみようかな……なんちゃって……」

　自分で言った言葉に自分で照れてひっくり返ったところにサラサの声がした。

「入るで。ええか？」

　龍也は慌あわてて起き上がると、いつもどおりにあたりに散らばっている着換えやパソコンの機材を片付けながらドアに向かって答えた。

「どうぞ！」

　ドアを開けて部屋の中に入ってきたサラサはバザールで買ってきた『バウズ』と呼ばれる肉まんの包みを差し出して笑った。

「どうじゃ？　少しは言葉がわかるようになったか？」

「ああ、うん、話すのはまだちょっと無理だけど、単語なら聞き取れるようになったような気がする……あくまでも気がするだけなんだけどね」

　そこまで答えたとき、龍也はサラサの表情が優れないのに気がついた。

「何かあったの？　また政府軍が攻めてきたとか……」

　サラサは、首を振った。

「あ、いや、このキンリの里には直接関係無いんじゃが……オードン族の本ほん拠きよ地ちのハネイスの街で小学校と病院が政府軍の空くう爆ばくを受けての。子供と病人、けが人合わせて三百人以上が死亡したそうじゃ……よその部族が損害を受けるんは別にどうっちゅうこともないが、政府軍がなりふり構わん攻こう撃げきに出たとなると、わしらものんびりはしとられんけぇのぉ」

　サラサの言葉を聞いた龍也は目を見開いた。

「小学校と病院が空爆？　なんでそんな場所を？」

「センドルク大統領は、テレビで目標選定のミスじゃゆうてぬかしとったが、あれは空爆に国連と国際赤十字の職員を巻き込んだせいで、国際的に非難を浴びたことに対するポーズじゃの。ほんまは誤ご爆ばくなんかじゃのうて、見せしめじゃ」

「見せしめって……俺おれを殺しにきた、あのシーデって子を殺して晒さらし者にしようとしたのと同じようなことかい？」

　サラサは不ふ機き嫌げんそうな顔で答えた。

「そうじゃ。お前はそのことをずいぶん嫌きらっとるようじゃが、そうやって態度で示さんとこっちの考えとることは伝わらんじゃろう？」

「そんな……殺すとかそう言った態度じゃなくて、言葉で伝えればいいじゃないか！」

　両手を広げて不服そうに言った龍たつ也やを見て、サラサは半分あきれたような顔で答えた。

「お前は馬鹿か？　言葉なんか信じるやつがおるかい！　このセリカスタンじゃあ、信じられるんは力だけなんじゃ！」

「でも……俺おれはリューカ姫ひめの護モリ人トになるときに、誓ちかいの言葉を言ったじゃないか。あのとき、俺を信じてくれたんじゃないのか？」

　サラサは、嚙かんで含めるようにゆっくりと言った。

「同じ部族の言葉は信じるんが当たり前じゃ。お前はリューカ姫を助けるためにわしが頼んだ日本人観光客の役をやってくれとるし、キンリの客人まろうどになることを選んどる……言ゆうなればキンリの里の人間と同じになったんじゃけぇ、その言葉を信じるのは当たり前なんじゃ」

　龍也は納得いかない、という風に首をひねった。

「でもなあ……同族の言葉が信じられるんだから、違う部族の人の言葉も信じられると思うんだけどなあ」

「そんな節操のうに他人を信じとったら、命がいくつあっても足りんで。自分だけじゃのうて、自分の家族や一族にも災わざわいが及ぶに決まっとるわ」

　そう言ったあとで、サラサは意地悪そうな微笑を浮かべた。

「お前の言葉が通じるかどうか試してみるか？」

「試すって？」

　怪け訝げんな顔をする龍也に向かってサラサは客人の間の奥を指差して言った。

「政府軍の偵てい察さつ部隊はほとんど捕ほ虜りよになっとるし、セルム族の督とく戦せん隊たいの連中は追い返した。そろそろシーデを釈しやく放ほうしたらんと、ゆうて思うとったところじゃ。

　龍也、お前、自分を殺すなゆうてシーデを説得してみぃ。お前が言ゆうように言葉に力があるんならそれができるじゃろう。難しい言葉は無理じゃけぇ、わしが通訳したる」

　龍也はもう一度目を丸くした。

「ええっ？　俺が説得するの？　あの子を？」

　今さらのように驚く龍也をサラサはにらんだ。

「お前が自分で言ゆうたんじゃろうが、言葉で伝えればええ、ゆうて……自分の言ゆうたことは自分で責任持たんか！　ほなら、あのシーデゆう子供んところに行くで」

「あ、待ってよ！　パソコンの電源が入れっぱなしだから……」

　部屋を出ていこうとしたサラサに向かって龍たつ也やはそう声をかけて、マウスのカーソルをパソコンの終了オプションに合わせてクリックし、電源オフを選択してから慌あわててサラサのあとを追った。

　シーデが収容されている洞どう窟くつの奥に向かって歩きながら、サラサは追いついてきた龍也に空くう爆ばくとシーデの関係について説明し始めた。

「空爆を受けた南部州のハネイスの街は、オードン族の本ほん拠きよ地ちで、あのシーデの故郷でもある。親や家族、友人なんかの安否も気になるじゃろう。あの子には、俺おれを付け狙ねらうんはもうやめて、故郷に帰れ言ゆうんがええじゃろ」

「それで帰ってくれるかなあ？」

「どうかのぉ、それはお前次第じゃ」

　サラサは小さく声を上げて笑ったあとで、言葉を継いだ。

「わしがいくら説得しても、シーデは納得せんじゃろう。わしの心の中にも他部族の言ゆうことなんか信じるもんか、と思う気持ちがあるけぇの。じゃが、お前ならそれができるかも知れん……お前は無防備で底抜けのお人好しじゃけぇの」

　そう言いながら通路の奥を曲がったところで、サラサが立ち止まった。

「どうしたの？」

　龍也がそう言って前を見ると、そこに、びっくりしたような顔のリューカ姫ひめと巫み女こたちが立っていた。

「あれ？　リューカ姫と……長おさ巫女さま……なんでこんなところに？」

　長巫女のヤンカが笑いながら言った。

「あの、シーデという子を着換えさせるついでにお風ふ呂ろに入れたのですよ。

　着ていた服は洗濯するので、その間、姫巫女様の子供の頃の服を着せたのですが、女の服は着たくない、そんな服を着るくらいなら死んだ方がマシだ、とか、裸はだかでいたほうがいい、とか、わめき散らして、もう大変でした。まるで、拾ってきた山猫ねこをお風呂に入れたときみたいでしたわ」

　その言葉を聞いたサラサは、驚いたように聞いた。

「じゃあ、あの子は今、裸なの？」

「いえいえ、着ていた服の洗濯が終わるまで、ということで、やっと説得しまして……今は姫巫女さまの小さかった頃の服を着ておりますよ」

　長巫女であるヤンカの言葉を聞いたサラサはほっとしたような顔になった。

「ああ良かった、これから龍也と一緒にあの子の説得に行こうと思っていたんだけど、素っ裸の女の子のいるところに、龍也を連れていくわけにはいかないからね」

　そのとき、リューカ姫ひめがサラサに聞いた。

「あの……私も一緒にいていいですか？」

「姫巫み女こ様！　とんでもありません！　あの子は何をするかわかりませんよ！」

　慌あわてたようにとめたヤンカに向かってリューカ姫は笑って首を振った。

「大丈夫です、サラサ殿どのがついていれば百人力です」




　シーデは、うすいピンクのワンピースを着て、牢ろう獄ごくの真ん中で不ふ機き嫌げんそうに胡坐あぐらをかいて座っていた。

　サラサと龍たつ也や、そしてリューカ姫の三人が近づいてきたのを鉄格子越しに見上げたシーデは唇くちびるを尖とがらせてぼそっと言った。

「何の用だ……」

「お前にオードン族の情報を教えてやろうと思ってな……政府軍の攻勢がはじまって、南部州の街や村は空くう爆ばくを受けている。ハネイスでは小学校と病院が爆ばく撃げきされて三百人近い死人が出たそうだ」

　サラサの言葉を聞いたシーデの表情が一瞬曇った。

　……母さんは大丈夫なんだろうか？　三百人以上の死人が出ているってことは、怪け我が人はもっと多いはずだ。

　病院も爆撃されたってことは、治療も受けられないってことなのかな？

　シーデの脳裏に、一瞬、血を流し、怪我をして横たわる母親の姿が浮かんだ。

　しかし、シーデはそれを振り払うように首を振ってサラサをにらみつけた。

「だから何だ！　いい気味だと嘲あざ笑わらいに来たのか？」

「いや、違う……これからシマオオカミの言葉を伝えるからよく聞け……」

　サラサはシーデに向かってそう言ったあとで、振り向くと、龍也に向かって日本語で言った。

「龍也、シーデを説得してみぃ」

「あ、うん」

　龍也は小さくうなずいてから牢ろう屋やの扉を見て言った。

「だったら、まず、ここから出してあげたいな。こんな鉄格子の中にいたんじゃ、何を言っても信用してもらえないと思うんだ」

「じゃが、逃げられたら……ああ、ほうか。どっちにせえ釈しやく放ほうするつもりじゃけ、同じことか」

　サラサは納得するようにうなずくと、屈かがみこんで牢屋の鉄格子の扉の鍵を開けた。

「出な……」

　シーデは疑り深そうな目でサラサをにらみつけた。

「こんな格好で外に連れ出して……僕を見世物にして笑うつもりか！」

　その言葉を聞いたリューカ姫が、にっこり笑って首を振った。

「だれも笑いませんよ。だって、それは普通の女の子の格好です……そうですよね龍たつ也や」

　龍也の脳内で変換されたセリカスタン語の意味は、サラサから通訳された日本語と、ほとんど変わりが無かった。

　……「萌もえタン」の個人授業の成果かな。

　龍也はそんなことを考えながら、セリカスタン語で答えた。

「セルラゥ、ジンムウィタス（可愛かわいい女の子だよ）」

　龍也の話したセリカスタン語を聞いて、シーデは、ちょっと顔を赤らめながら、唇くちびるをつん、と尖とがらせてそっぽを向いた。

　サラサは、その虚きよ勢せいをからかうような表情で笑いながら声をかけた。

「と、いうわけで、出な。あんたは今から客人まろうどだ」

　その言葉を聞いたシーデは、信じられない、という風に目を見開くと、目の前にいる龍也を指差した。

「客人？　なんでだ？　僕はこいつを殺しに来たんだぞ！　僕は暗殺者だ！　それを客人にするというのか！」

　サラサから言葉を通訳された龍也はうなずいた。

「ディラグゥイ、ラウン、テンジン（テンジンの名にかけて、私が決めた）」

　口をぽかんと開けたままのシーデに向かって、サラサが真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「……というわけだ、となればこんなところに置いておく訳にはいかぬ、客人の間で接待しよう」




　龍也が使っている客人の間に座ったシーデは、目の前の座卓の上で湯気を立てているチャイの入ったカップを見て、疑わしそうに言った。

「……毒か？」

　サラサはシーデをにらんだ。

「馬鹿言うな、同じポットから注いだチャイだぞ」

　油断の無い目つきであたりの様子を窺うかがっているシーデを見て、龍也があきれたように聞いた。

「あのさあ、そんな風に、周りの人間は全部敵だって思い込んで、ずーっと生きていくのって辛つらくない？　もっと楽に生きようとか思わないの？」

　サラサの通訳を受けたシーデは、怪け訝げんな顔で聞いた。

「どういうことだ？　楽に生きるとはどういうことだ？」

「だからさ、こう、もっと自分が楽しむことを考えないの？　おしゃれをして男の子と話をするとか、ゲームやカラオケ……は無いから……そうだなあ、屋台で美お味いしい物を買って食べるとか、みんなで集まって歌ったり踊おどったりする、そういう楽しみ」

　シーデは龍也の言葉を鼻で笑った。

「はん！　そんなチャラチャラ遊ぶなんてことが毎日できるわけがないだろう！　そんなことができるのは、年に一度の祭りの日や、婚こん礼れいの日だけだ！　それに僕は戦士だ！　そういった自分の楽しみを捨てて、オードン族のために、一族の未来のために闘うのが僕の仕事だ！」

　その言葉を聞いて、龍たつ也やは思った。

　……確かに、俺おれが日本でやっていたようなゲーセンだカラオケだ、という日々は、このセリカスタンじゃあ通用しない。この国では、生きていく、ただそれだけのために毎日必死に働かなきゃならない。そんな余よ裕ゆうは無いのかもしれない。

　……でも、だからといって誰もが殺すか殺されるかという毎日を送っているわけじゃないよな。

　龍也は聞いた。

「俺は、君の故郷に行った事は無いけど、ハネイスの街というのも、この里の中みたいに平和でのんびりとしているの？」

　シーデは胸を張った。

「このようなチンケな村と一緒にするな、ハネイスの街には水道も映画館も病院もあるのだぞ！」

「その街の中はどうなの？　ここみたいに平和でのんびりしているの？」

「当たり前だ、族長サゴン様の威い徳とくがしっかり行き渡っている。盗ぬすみを犯す者も、人を傷つける者もいない、そのようなものはオードン族の掟おきてに従って厳しく罰せられるのだ」

　龍也は笑った。

「なんだ、じゃあここと同じじゃないか。キンリ族もオードン族も同じってことだろう？　キンリの里だって、盗みをするものや、人を傷つける者は厳しく罰せられるんだ。だから、こんな風に市いちが立ってみんなのんびり買い物ができるんだと思うよ」

「……何が言いたい？」

　警戒するような目で自分をにらむシーデに向かって龍也は言葉を続けた。

「だから、本当は、みんな同じだって言ってるのさ。オードン族もキンリ族も、本当のところは誰も闘いたくない、って思ってるんじゃないのかなあ？」

「馬鹿なことを言う、貴様も闘っただろう、お前は軍ぐん師しではないのか？　軟弱なことを言う軍師だな。よくそれで戦車軍団を追い返せたものだ」

　嘲あざけるように言ったシーデの言葉を、龍也はあっさりと認めた。

「うん、でも、俺は思うんだ。本当の軍師ってのは、戦って勝つ方法を考えるんじゃなくて、戦わなくても済む方法を考える人間のことじゃないかって……。

　君みたいな子供が、自分の楽しみを捨てて、オードン族のために戦う、なんてことは、当たり前なのかもしれないけど、俺はそうは思わないな……」

　サラサが訳した龍也の言葉を聞いたシーデは叫んだ。

「お前はニセ坊ぼう主ずと同じだ！　そんなのは下らないキレイゴトだ！　誰が信じるものか！　殺さなければ殺されるんだぞ！　黙って殺されろって言うのか？　笑って殺されろって！　そんなことできるわけがない！　サゴン様はこうおっしゃっている！　力に抵抗できるのは力だ！　我が一族を殺しにくるものを根ね絶だやしにしなければ、我が一族に平和はこない！　その日のために戦えと！」

「だから……力に対して力でぶつかることしか考えていないから、セリカスタンから戦争が無くならないんだ！」

「では、どうすればいい！　言うだけなら簡単だ！　お前はさっき、オードン族の故郷、ハネイスの街に空くう爆ばくが加えられて三百人以上の死人が出ているって言った……これは力じゃないのか？　僕の故郷に爆ばく弾だんを降らせて、僕の家族や友達を殺しているあいつらを、どうやったらやめさせることができる？　笑って死ねばいいのか？」

　そして、シーデは鼻で笑った。

「はん、確かにそうさ、笑って何もせずにオードン族が一人残らず死んでしまえば空爆をする必要も無いからな！　そうなればお前らキンリの人間も、安心してこのセリカスタンを支配できるというわけだ。お前の言葉など誰が信じるもんか！　オードン族が空爆で死んでいくのを喜んでいるくせに！」

　サラサからシーデの言葉を聞いたとき、龍たつ也やの脳裏に、オレヌ村で受けた空爆の光景が甦よみがえった。

　シグルムの供く物もつの団だん子ごを差し出した女の子が、もの言わぬ姿で横たわっている光景。

　平和な、のどかな村が、跡形も無く破壊され、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ人々。

　龍也は叫んだ。

「馬鹿野や郎ろう！　人が死んでいくことを喜ぶやつがいるもんか！　ましてや、死んだのは兵士じゃない！　何の罪も無い子供なんだぞ！」

「噓うそだ！　お前は噓をついている！　だって他ほかの部族は敵だ！　たとえ子供でも敵の子供だ！　だから死ぬのを喜んでいるくせに！」

「その考え方をやめろ、って言ってるんだ！　よその部族も自分の部族も同じだ！　同じセリカスタン人じゃないか！　いや、違う、それより何より同じ人間じゃないか！」

「だから、そんなキレイゴトを言うなって言っているだろう！」

　激しいやり取りを通訳していたサラサが、肩かたをすくめた。

「私が間に入っているせいかな……説得力が無いのは。私はなんとなく龍也の言っていることがわかるような気がしてきたんだけどね」

　それを聞いたリューカ姫ひめが微笑ほほえんだ。

「いえ、そうでもないと思います……タツヤの言っていることは、ちゃんとあの子に伝わっています。タツヤは自分の言葉を信じていますから」

　シーデは龍たつ也やをにらみつけて言った。

「オードン族もキンリ族も同じだとお前が言うのなら、空くう爆ばくをやめさせてみろ！　できやしないだろう！　だとしたらお前らはセンドルクと同じだ！　きさまらもセンドルクも同じ穴のムジナだ！」

　自分を、あの空爆を命じた大統領と同じだと言われた龍也は怒りのあまり、我を忘れて叫んだ。

「ああ、やめさせてやる！」

　龍也がとんでもない事を口走ったのを聞いて、サラサは一瞬あっけにとられたあとで、すばやく頭をめぐらせた。

　……風向きが変わったな。今までシーデの頭の中には、龍也を殺すことしかなかった。一つの点しか見えない狂信者だったけど、龍也の話を聞いて、この子の中に今までとは違うものの見方が芽生えたんだ。

　……これなら交渉ができるかもしれん。

　サラサは、シーデが余計なことを言い出す前に、すばやく言げん質ちを取った。

「お前は今、オードン族に対する空爆をやめさせることができたなら、シマオオカミの言葉を信じると言ったな？　それに間違いは無いな？」

　シーデは、一瞬目を見開いたあとで、自分が口走った言葉の意味に改めて気づいたように口を二、三回ぱくぱくと開けたり閉じたりした。

　そして、何かを言おうとしたその機先を制するようにサラサは続けた。

「よかろう、シマオオカミの神しん算さん鬼き謀ぼうをもって、オードン族に対する空爆をやめさせてみせよう。しかし、その代わりお前はシマオオカミの命を狙ねらうのを猶ゆう予よしろ。あきらめろ、とは言わん、猶予するだけだ。

　今、ここでシマオオカミを殺すことと、空爆をやめさせることのどっちがオードン族にとって利があるか、考えてみろ！　もし、空爆をやめさせることができなければ、そのとき、再びシマオオカミを殺しに来るがいい！」

　シーデは黙り込んだ。

　その小さな頭の中で必死に考えているのが誰の目にも明らかだった。

　そして一分ほど続いた沈黙のあとで……。

　シーデはゆっくりと口を開いた。

「本当に……お前は政府軍の爆ばく撃げきをやめさせることができるのか？」

　サラサは重々しくうなずいた。

「うむ、テンジンの名にかけて……キンリの里の者がテンジンの名にかけて誓うという意味はお前も知っておるじゃろう？」

　シーデは小さく、こくんとうなずいた。

　それがシーデの返事だった。

「よろしい、お前は今からこのキンリの里の客人まろうどじゃ。この部屋はタツヤが使っておるから、巫み女この控え室をお前に与える。衣食住そのすべてについてキンリの里が面倒を見る……その代わり、よいな？　約束は守れよ？」

　シーデは誇らしげに胸を張って言った。

「オードン族の誇りにかけて、僕は約束を守る！」




　シーデが長おさ巫女のヤンカとリューカ姫たちに連れられて部屋を出ていったあとで、サラサから一連のやり取りの内容を聞かされた龍たつ也やは、呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやいた。

「どーすりゃいいんだ？」

「最初にお前が言ゆうたんじゃけ、お前が考えろ」

　龍也は半分面白がるような表情で答えたサラサをすがるような目で見た。

「……イリジウム貸してくれない？」

　サラサは、肩かたをすくめた。

「またか……言っとくが、今回は前回のような単純な話じゃないぞ？　この前は敵の正体もなんもかんもわかっとった。じゃけえ正面から戦うんじゃのうて、凌しのぐことを考えればよかった。じゃが、今回はそうは行かん。戦って、勝たにゃいけん。まして相手はジェット攻こう撃げき機じゃ。あの匿とく名めい掲示板ゆうんは複雑な事情を説明できる場所じゃないし、ましてや責任ある回答なんか求めること自体が間違いのような場所じゃからな」

「でもなあ、俺おれ、あそこぐらいしか知らないし……」

「わかった。受信用の簡易パラボラも借りてきとるけ、一緒に持ってきてやるわい……」

　小さくため息をついてそう言い残し、部屋を出ていったサラサを見送った龍也は、がっくりと肩を落として、力なくパソコンの前に座り込むと電源を入れた。

　サラサが持ってきた衛星携帯電話は、以前のものとは形が違っていた。

「あれ？　イリジウムじゃないの？」

　ノートパソコン型の四角いアンテナを窓際に置きながらサラサは答えた。

「うむ。同じ機種ばかり使うとると、怪しまれるけえの。スラーヤに切り替えたんじゃ……インターネットに繫つなぐんなら、こっちの方が通信速度も速いけぇ」

「イリジウムは二・四ｋｂｐｓだから、掲示板を見るのにも時間がかかるからなあ」

　そんなことをつぶやきながらパソコンをインターネットに繫いだ龍也は、自分宛あてに数十通のメールがきていることを知って、少し眉まゆをひそめた。

　……一週間繫がないだけで。こんなにＳＰＡＭメールがきてるのか。本当になんとかならないかな、この出会い系の業者のメールってやつは。

　そんなことを考えながらメールの選別を始めた龍也の目が一通のメールの上で留まった。

　それは日本外務省からのメールだった。

　……外務省？　なんで俺おれのところにそんなお役所からメールがくるんだ？

　自分のことが、日本では内戦に巻き込まれて失しつ踪そうした高校生として連日報道されているということを知る由も無い龍たつ也やは、怪け訝げんそうな顔で、そのメールを開いた。

　メールの内容は、要するに、このメールの受信者が天あま山やま龍也本人であるなら、安否確認のために首都にある日本領事館に連絡を取るように……できれば出頭するように……という内容だった。

　そして添てん付ぷされているファイルを開いてそれを読んだ龍也の目が丸くなった。

　それは、両親からのメッセージと、ネット配信された『内乱中のセリカスタンで日本人高校生失踪！』という見出しのニュースだった。

　龍也にショックを与えたのは、両親の書いた龍也の安否を気遣づかう切々とした手紙ではなく。自分がニュースソースになっている、という事実だった。

　……うわあ、ヤバイよこれ！　今頃、俺おれのことを叩たたくスレとかが立って『馬鹿は死ね！』とか『救出に血税使うな！』とかの書き込みが一杯だぞ。

　下へ手たすれば、顔写真から住所から、行きつけのゲーセンまで暴ばく露ろされちゃってるかもしれない！

　それと同時に龍也の心の中に怒りが湧わいてきた。

　……でも、俺は何も悪いことはやってないぞ。人を殺したわけでも何かを盗ぬんだわけでもない。ちょっとした不注意はやっちゃったけど……結果的にこんな風なことになっただけなんだ。俺だって、この内戦の被害者なんだ！　なんで俺が叩かれなくちゃならないんだ？

　何でもいいんだ、自分が優位に立てる部分があればそこを拠より所にして、正義の味方になったかのように他人を貶おとしめる……。

　俺はこいつらと同じことをやってきたんだ。

　……どうしよう？　匿とく名めい掲示板を見に行ってみるか、それともやめておくか……。

　しばらく迷ったあとで、龍也は小さくうなずいた。

　いや、やめよう。見て、読んだって、俺には何もできない。書き込むことをやめさせられるわけじゃない。俺は悪いことは何もしてないんだから正々堂々と生きていればいいんだ。

　領事館に行って、本当のことを話して堂々と事情を説明してやればいい。陰口なんかに惑まどわされることは無いんだ。

「でも……首都にある領事館かあ、遠いなあ」

　天てん井じようを仰あおいでつぶやいた龍也を見て、サラサが言った。

「どしたんじゃ？　首都がどうかしたんか？」

「あ、いや、今見たメールにね、首都にある領事館に来いって、外務省から……」

「外務省じゃあ？　お前はそんな大物なんか？」

　目を丸くしたサラサを見て、龍たつ也やは慌あわてて首を振った。

「違うよ！　大物とか、そんなんじゃないよ、行方ゆくえ不明になっちゃったから、心配しているだけだと思うよ」

「一国の外務省が、たった一人の安否を気遣づかうんじゃろうが？　それが大物の証しよう拠こでのうて、なんじゃ言ゆうんじゃ」

　龍也は頭を抱かかえた。

「えーと、だから、それが日本では当たり前というか、マスコミが煽あおるからやらなきゃならないというか……」

「マスコミが取り上げるゆうこと自体が、お前が大物の証拠じゃろうが？」

「いや、違うんだけど……もういいよ、そういうことにしておくよ。うまく説明できないや……」

　言葉を探すように視線を迷わせたあとで、あきらめたようにそう答えた龍也を見て、サラサが考え込むようにつぶやいた。

「ほうか……お前ならやれるの……」

「なんのこと？」

　座卓の上に置いたパソコンを挟はさんで、その向かいにサラサが座った。

「実を言ゆうとの、先日捕ほ虜りよにしたナガス族の連中は、元空軍の兵士じゃった。そいつらから今回の空くう爆ばくに関して色々と聞き出したんじゃが、やっぱり情報が古うての。誰かが空港に行って、現状を見てこんことには、実際のところはようわからん。

　じゃが、人の多い首都ならともかく、空軍基地の周りは一般人の立ち入りは禁止じゃ。白昼うろうろしとったら、あっという間に捕つかまって銃じゆう殺さつじゃ。ほじゃけ、空港のへんをうろついとっても疑われん人間でなかったら、偵てい察さつは無理なんじゃ」

「疑われないような……そんな人いるの？」

　怪け訝げんそうに聞いた龍たつ也やを見て、サラサは、さらっと答えた。

「お前じゃ」

「ええっ！」

　目を丸くして。思わず叫び声を上げた龍也に向かってサラサはこともなげに言った。

「お前は外国人じゃ、内乱の続くセリカスタンから脱出するために空港に行って、そのへんをうろついとっても、なんら不思議は無かろう。うむ、まさに偵察のためにテンジンが遣つかわしたような人間じゃ」

「ちょっとまってよ！　なんで話がそこに行くんだよ！　俺おれは首都にある領事館に顔を出さなきゃならないかもしれないって話をしただけだよ！　なんで空港の偵察だの何だのって話になるのさ！」

　サラサは皮肉な微笑を浮かべた。

「空くう爆ばくをやめさせてみせる！　とタンカを切ってみせたどっかの誰かの手助けをしようと思うとるだけのことじゃが？　迷めい惑わくか？」

「あ……」

　龍たつ也やの顔にあった理り不ふ尽じんさに対する怒りが一気に消え、戸と惑まどうような表情に変わった。

「いや……だって、その……俺おれは軍事的なことなんか何も知らないし、セリカスタン語だって満足に話せないわけだし……」

「軍事的なことは、今夜にでも、ナガス族のシャクドー中ちゆう尉いから聞きゃあええ。シャクドー中尉は、空くう爆ばくがナガス族の支配域にも拡大するんを防ぐためじゃったら、なんぼでも協力するじゃろ。言葉に関してはリューカ姫ひめが、さらに親身になって教える言ゆうとったぞ、問題はなかろう？」

　龍也は、真剣な顔になって考え込んだ。

「確かになあ……空爆をやってるセンドルク大統領と同じだと言われて、かっとなって思わず口走っちゃったこととはいえ、俺が自分で言った言葉だしなあ……。

　あのままシーデって子に狙ねらわれ続けて、ネマコルさんやサラサさんに迷めい惑わくかけ続けるわけにもいかないし……空爆をやめさせる方法を俺なりに何とか考えてみるよ、自分で言った言葉に責任とらなきゃな」

　サラサは、龍也の顔をまじまじと見てつぶやくように言った。

「お前、初めて会おうたときより……ええ男になったのぉ」

「え？」

　顔を上げた龍也と目が合ったサラサは、ちょっと赤い顔になって目を逸そらした。

「あ、いや、なんでもない……それと……今夜、キンリ族の会議があるんじゃ。政府軍の空爆によってセリカスタンの勢力図がどう変わるか、我々キンリ族はどうするんがええんか、そういう方針を決める会議なんじゃが……出席するか？」

　龍也は首を振った。

「いや、いいよ、俺が顔出しても言葉わかんないし、サラサさんに通訳してもらうのも大変だしね……俺に関係することがあったら、あとで教えてくれればいいよ」

「ほうか……ほうじゃったの。タツヤは客人まろうどであって、キンリの者じゃないんじゃ……里を救ったとはゆうても、この里の将来には縁の無い人間じゃった。つい、その辺のことを忘れてしまうんはわしの悪い癖くせじゃな」

　サラサはそう言ってちょっと寂しそうに笑った。




　その日の夕方。

　キンリの里の奥にある集会所では、キンリ族の長老以下の主だったものが集まって会議を開いていた。

　会議の話題は、空くう爆ばくに復ふく讐しゆうを叫んでインナルドを攻略したオードン族の敗北の知らせと、ナガス族の静観、そして政府軍の精密爆ばく撃げきの秘密がＧＰＳ誘導爆ばく弾だんであることなど、一連の国内の動きの報告のあとで、今後のキンリ族の対応に移った。

　長老の一人が憂ゆう鬱うつそうな顔で言った。

「このままでは済むまい。間違いなく政府軍の攻こう撃げきがあるじゃろう」

　列席者の間から賛同のつぶやきが漏もれた。

「リューコフの戦車部隊を撃げき退たいできたのも僥ぎよう倖こうのようなものじゃ……本気で政府軍に攻め込まれてはまず勝ち目は無い」

「うむ、あのオードン族でさえ敗北続きと聞く、我々のような弱小部族はひとたまりもあるまい」

　族長のフタルニが、考え込むように言った。

「どこか有力な部族と同盟を結ぶことができればいいのじゃが……それは至し難なんの業じゃ。この国では他ほかの部族は皆敵であり、よほどのことが無い限り他部族を信用し同盟を結ぶということがない」

　集会所の中に沈痛な空気が満ちた。

　誰もが絶望的なため息を漏らすだけの沈黙が続いた。

　やがて、サラサがつぶやくように言った。

「我らキンリ族は弱小です。それゆえに軽んじられ、相手にされてきませんでした。しかし、この弱小さが利点になるかもしれません……」

「それはどういうことかね？」

　怪け訝げんな顔をするフタルニに向かってサラサはゆっくりとした口調で説明を始めた。

「他ほかの部族はすべて敵であり、信用できない。これがこのセリカスタンの常識です。自分たちを裏切るかもしれない相手と同盟を結ぶ者はおりません。しかし、我々キンリ族は弱小であります。たとえ裏切ったとしても大勢に影響ないと思われれば、その分警戒も薄いのではないかと思われます」

　長老の一人が自じ嘲ちようするように答えた。

「取るに足りない勢力と思われれば確かに警戒はされぬだろう。しかし、そのような取るに足りない相手と同盟を結ぶメリットも無い。相手にされぬという点では同じではないのかね？」

　サラサは悔くやしそうにうなずいた。

「確かにそのとおりです。あのリューコフの戦車隊が攻めてくる前に、いくつかの部族に対し、祖そ霊れいの地を守る戦いに加勢を！　と、お願いに行きましたがどこも門前払いでした……祖霊を敬い祀まつる意志はあるが、兵は出せない、と言われました」

　フタルニはうなずいた。

「さもありなん。他の部族にとっては、祖霊よりも生きている人間の方が大切なのじゃ。祖霊の地を守るは我らキンリの役目であり、他ほかの部族にはそのために血を流す義理は無いのだ……双そう方ほうに利があれば別だが、キンリ族だけが得をする取引に応じる理由が無いというのも事実じゃからな」

　長老たちは顔を見合わせてため息をついた。

「そういわれて見ればそのとおりじゃ。我がキンリ族には、兵力も財力も無い。他の部族からすれば、我々と手を結んでも何の利益も無いということじゃ」

　暗い顔をする長老たちを見回して、サラサが言った。

「あきらめるのは早いと思います。何もせぬ前からあきらめてしまっては開ける道も開きません。私は、今ならば望みがあるのではないかと思います。あのときと今とは状況が違います。話の持っていきようによっては、同盟を結ぶことができるかもしれません」

　サラサの言葉の意味を計りかねたのだろう。互いに怪け訝げんな顔を見合わせる長老たちを見て、フタルニが、その疑問を代表するように尋ねた。

「あのときとは状況が違うとはどういう意味かね？　戦力が増えたわけでもないのに……」

　サラサは小さくうなずくと説明を始めた。

「ええ、確かに戦力が増えたわけではありません。しかし、軍ぐん師しシマオオカミの策によりセリカスタン最強と言ゆわれていたリューコフの戦車隊を撃げき退たいした、という事実が我がキンリ族を見る目を大きく変えたのではないかと思うのです。

　戦力としては弱小、しかし侮あなどれない、というこの立場を生かして交渉すれば、いずれかの部族と、軍事的な同盟を結べるのではないかと思うのです」

　フタルニが考え込むように言った。

「うむ……確かにシマオオカミの名はセリカスタン中に響き渡っておる。戦力は無い、しかし侮れない、というのは効果があるかもしれんな……」

　サラサはうなずいた。

「ダメで元々です、じっとしていても現状は変わりません。ここは動くべきときと存じます」

　長老たちは互いの顔を見合ったあとでうなずいた。

「うむ、そうじゃな、サラサの言うとおりじゃ、ここは動くべきであろう」

「して、どこに話を持っていく？」

「オードン族との同盟は論外であろうな。話が通じるのはナガス族ではないか？　ナガス族の捕ほ虜りよを釈しやく放ほうして、シャクドーの息子むすこを送り届けるついでに、同盟を結ぶというのはどうであろうか？」

「確かに……オードン族どもはどうにも血なまぐさくて信じることはできんが、ナガス族ならば……」

「うむ、ナガス族とて、とても心の底から信じることのできる相手ではないが、オードン族よりはマシであろう」

「ナガス族は、族長がおらぬから、何を考えているか読めんのが難点じゃが、その分無む茶ちやなことはするまい」

　長老たちはがやがやと話をしながら、互いにうなずきあった。

　反対する声が無いことを確認したフタルニが、重ねて聞いた。

「では、ナガス族に対し同盟を持ちかけるとして……使者には誰を？」

　集会所にいる長老たちの視線が、サラサに集まったが、サラサは笑いながら首を振った。

「私は少々名が売れすぎております……以前にも一度ナガス族の下を訪れましたが、その際もかなり警戒されておりました……」

　座の中に軽い笑いが広がった。

「確かにサラサの名を知らぬものはおるまい」

「外見の美しさと内に秘めた戦士の力……能力にあふれるがゆえにサラサが警戒されるのも無理はない。使者となるには、才が立ちすぎておる」

　長老たちの言葉を聞いたフタルニがうなずいた。

「確かに、使者に求められるは才ではない。愚ぐ鈍どんなまでの誠実さじゃ。この者の言うことに噓うそは無いと信用される者でなくては同盟の使者は務まらぬ」

「ふむ……となると、誰が良かろう？」

　座に居並ぶ長老たちは、思いあぐねて黙り込んだ。

　そのとき、少女の声がした。

「その役目、私では務まりませぬでしょうか？」

　それは、リューカ姫ひめの声だった。

「姫巫み女こ様！」

　その場にいた全員が驚きの声を上げる中で、リューカ姫はにっこり笑った。

「私ならば、警戒はされません……違いますか？」

「しかし、姫巫女様にもしものことがあれば！」

「サラサがいます……お忘れですか？　この内戦のきっかけとなったグィーランの街で開かれた部族長会議のときも、サラサは私の付き添いとして共に出席し、あの部族長爆ばく殺さつの騒ぎの中で無事に私をこの里まで送り届けてくれたのですよ？」

「しかし……姫巫女様は、このキンリの里の護まもり神であります。よほどのことが無い限り、この里から出ることは無いと誰もが信じております……」

　リューカ姫は笑ってうなずいた。

「そうですよね、誰でもそう思っています。まさか私が里から出るとは思ってはいないでしょう。政府軍も、きっとナガス族の長老の方々もそう思っていることでしょう。まさか、この内戦の真っ最中に。

　だからこそ私が行くべきだと思うのです。キンリ族が、どれほどの決意を持ってこの交渉に臨んでいるのか、それで理解してもらえるはずです」

　長老たちが、互いの顔を見合わせて、小声で言い合っているところに、今まで黙ったまま会議のやり取りを聞いていたネマコルが静かに手を上げた。

「我々も護衛に当たりましょう。警戒されぬように、姫ひめ巫み女こ様の直近に近づくことなく、旅行者や行商人に姿をやつし、姫巫女様のあとさきを警戒して参ります……リネト衆の総力を挙あげて姫巫女様をお護まもり致します」

　居並ぶ長老たちを見回して、フタルニが言った。

「危険であることは言うまでも無い。だが、この使者の果たす役割は、その危険を冒おかすに足りるものであろう。

　姫巫女様の覚かく悟ご、しかとお伺いした。わしは、この里の未来を姫巫女様に託したいと思う……異論のあるものはおるか？」

　長老たちは無言だった。

　フタルニは、サラサとネマコルに向かって静かにうなずいた。

「では……姫巫女さまの護まもり、よろしく頼む」

　サラサとネマコルの二人は同時に頭を下げた。

「かしこまりました」

　そして、ネマコルが顔を上げてフタルニに聞いた。

「姫巫女様はいつごろご出しゆつ立たつの予定でしょうか？　事前に手の者を街道沿いに放たねばなりませぬゆえ……」

　フタルニは一呼吸ほどの間考えたあとで静かに言った。

「なるべく早い方が良いが……拙せつ速そくに事を起こしては間違いも起こる……五日後ではどうかな？」

「かしこまりました。ではそれまでに手のものを街道沿いに放ち、護りを固めておきます」

　ネマコルは再び頭を下げた。




『私とサラサで、ナガス族のところに行くことになった』

　次の日の夕方、部屋でいつものように言葉の練習をしていた龍たつ也やは、リューカ姫の言葉の意味をそう聞いて、思わず日本語で聞いてしまった。

「ええ？　本当に？」

　リューカ姫は一瞬目を見開くとで、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで答えた。

「ハイ、ホントウデス」

「……え？」

　……ハイホントウデスって、セリカスタン語はどういう意味だっけ？

　龍也は一瞬そう考えたあとで、それが日本語だということに気がついた。

「ああ、日本語で、はい、本当です、ってことか……びっくりした、てっきりセリカスタン語かロシア語で答えたのかと思った」

　リューカ姫ひめはにこにこ笑いながらうなずいた。

「タツヤモイッショ、途中マデ」

「え？　あ、ああそうか、俺おれは首都にある領事館に行かなくちゃならないから、途中までは一緒にいくことになるんだな」

「ワタシ、ニホンゴハナシタイ、タツヤノクニノコトバ、ハナシタイ。ダカラ、サラサニオシエテモラッテルノジャ」

「うーん、微び妙みように広島弁が混じっているけど……」

　龍たつ也やはそうつぶやいたあとを、セリカスタン語で続けた。

『日本語、ニハヌウイ・レル・上手だよサンツムウグイ』

　リューカ姫の顔が、ぱっと明るくなった。

「アリガトウ」

　……えーと、いやいや、お世せ辞じじゃなくて……ってセリカスタン語でなんて言うんだろう？　まだそこまで複雑な言い回しは教わって無いし……同じような意味なら通じるかな？

　龍也はセリカスタン語で答えてみた。

『噓ではないキユル・グラウイ』

　リューカ姫は一瞬考えてから答えた。

「キュルソ、ラグウィ、ノホウガイイデス」

　……そうか、否定の意味のキュル、という言葉は、強すぎるから、あいまいにする意味でキュルソと言ったほうがいいのかな？

　龍也は、リューカ姫に向かって大きく両手で×を作って『キュル』と言ったあとで、今度は顔の前で小さく手を振りながら『キュルソ』と言ってみた。

　リューカ姫はにっこり笑ってうなずいた。

　……よしよし、ちゃんと意味が通じたぞ。

　龍也が嬉うれしそうにうなずいたとき、誰かがドアを叩たたいた。

『誰セレム？』

　セリカスタン語で聞くと、女の子の声がした。

『僕だよ！　シーデだ！　入っていい？』

『いいよ』

　龍也は何の気なしに軽く返事をした。

　昨日きのうまでは、こんなに軽く部屋に迎え入れることなど考えられなかっただろう。シーデは龍也の命を狙ねらっていた暗殺者だったのだ。

　しかし、昨日、暗殺を猶ゆう予よすると誓った直後からシーデは変わった。

　それは、シーデの待たい遇ぐうの変化によるものだった。

　客人まろうどとして扱うとテンジンに誓ちかった龍たつ也やの言葉のとおり、シーデは賓ひん客きやくとして部屋を与えられ、衣食住のすべてについてどんな望みにも応じると告げられた。

　清潔な衣服と、柔らかな上質な毛織物が敷き詰められた部屋。そして豪ごう華かな食事。

　それは、貧しい生活をしてきた十二歳さいの少女にとって、劇的と呼べる環境の変化だった。

　そのすべてが、シマオオカミの一言で実現した、という事実が、シーデの心の中にあった敵意を別の意識に変えた。

　今まで触ふれたことも無い柔らかな寝具に包まって一晩寝て起きたとき、シーデの気持ちは確信に変わっていた。

　……シマオオカミはすごい。

　あの人なら本当に空くう爆ばくをやめさせることができるかもしれない。そして、僕のお母さんを守ってくれるかもしれない。

　シーデの中で龍也は、夢を現実に変えることのできる魔法使いになっていた。

　ドアを開けて顔を覗のぞかせたシーデは、屈くつ託たくの無い笑顔を浮かべた。

　その笑顔は、リューカ姫ひめのお下がりのピンクのワンピースが似合う、普通の女の子の笑顔だった。

　部屋の中に飛び込んできたシーデは、龍也の横に座ると、前に置かれているノートパソコンをしげしげと見つめたあとで龍也を尊敬した目で見上げて言った。

『すごいなあ、シマオオカミって……自分のパソコン持ってるなんて、すっごいお金持ちなんだね』

　その声には親愛の情すら滲にじんでいた。

『ちがうよ、俺おれは　金持ち　違う。普通の人』

　龍也が、セリカスタン語の単語を選んで答えると、シーデは目を丸くして、龍也にもたれかかってパソコンを覗のぞき込んだ。

『噓うそだよ、だって普通の人は、パソコンなんか持ってないよ。やっぱりシマオオカミは普通の人じゃない』

　リューカ姫の目に不満の光が灯ともった。

　シーデがいる場所はつい昨日きのうまで自分がいた場所だった。

『日本　ヤパナ・普通　ロウグイ当たり前アナンダ』

　龍也が、笑いながら途と切ぎれ途切れに答えると、それを聞いていたリューカ姫が強い口調で言った。

「イマノマチガイ『当たり前、普通、日本』コレガタダシイ。タツヤ、ヤリナオシ！」

　そう言って唇くちびるをつん、と尖とがらしたリューカ姫を見て、龍也は戸と惑まどった。

　……あれ？　なんで急に機き嫌げんが悪くなったんだ？

　さっきまで、あんなに、にこにこ笑って、いい雰囲気だったのに……俺おれ、なんか気に障さわることでもやったかなあ？

　今まで、まともに女の子と話もしたことのない龍たつ也やに、女の子の心理など知る由も無かった。

　龍也は、にっこり笑うと小さく頭を下げた。

「ごめん、じゃあ最初から言い直すよ……」

　そう言って、セリカスタン語で正しく言い直したが、リューカ姫ひめのつんとした態度は変わらなかった。

「えーと、じゃあロシア語でもう一度今のを……」

　その場の雰囲気を変えようとした龍也がパソコンに入力し始めると、龍也の横にいたシーデが目を丸くして身を乗り出してきた。そしてさらに龍也に身を寄せて肩かたに抱だきつくようにして、パソコンの画面を覗のぞき込んだ。

『シーデ、邪じや魔まになるから、タツヤから離れなさい』

　リューカ姫の口調は優しかったが、その言い方には有無を言わさぬ迫力があった。

　びくっと首をすくめて龍也から離れようとしたシーデを見て、かわいそうになった龍也はリューカ姫に言った。

『問題ないよ、彼女は、邪魔にならないから』

　そう言ったつもりだったが、セリカスタン語の意味は少し違っていたようだった。

　シーデが目を丸くして聞いた。

『なぜ、僕が必要なの？』

　龍也が『邪魔ではない』というつもりで使った単語は『欲している』という意味だった。だが龍也は自分の言った言葉の意味を取り違えたまま、さらに言った。

『君は、小さいから　邪魔じゃない』（君は小さな女の子だから欲している）

　シーデは、目を戸と惑まどったように揺らしたあとで下を向いた。

『それって……どういう意味？』

　セリカスタンでは、いわゆる結婚年ねん齢れいが日本よりはるかに早い。十二、三歳さいで結婚し、十四、五歳で母親になることもめずらしくない。

　シーデが下を向いたのは、一種の恥じらいだった。しかし、龍也はそれすらも誤解した。

　……リューカ姫に怒られたから、しゅんとしちゃったんだな。

　なんだかんだ言っても、結局は十二歳の女の子なんだからな。何か言って元気づけてやらなくちゃ。

　……そうだ、女の子を誉ほめる時には、まず服から誉めろって何かの本に書いてあったっけ。

　そして、龍也は、シーデを元気づけるつもりで。にっこり笑って言った。

「セルラゥ、ジンムウィタス」（可愛かわいい女の子だから）

　ここで龍也が今まで言った言葉を順番に並べてみよう。龍也はシーデのことをこう言ったことになる。

『問題ない、私は彼女を欲している、なぜなら彼女は子供で、可愛かわいいからだ』

　ニュアンスを変えれば、これはもう、間違いなくロリコン男の愛のささやきである。

　リューカ姫ひめは、青ざめた顔のまま黙って、龍たつ也やの言葉を聞いていたが、そのうち何かに耐えられなくなったのだろう、いきなり立ち上がると、部屋を出ていこうとした。

　龍也は慌あわてて立ち上がるとリューカ姫のあとを追った。

「どうしたの？　何かあったの？」

　部屋の出入り口のドアのところでリューカ姫は振り返った。

　目に涙なみだが浮かんでいた。

　立ちすくんだ龍也に向かってリューカ姫は言った。

「私は必要じゃないんでしょ？　そうよね、言葉なんか覚えたって、日本に帰れば、きっと忘れちゃうものね！」

　早口のセリカスタン語は、龍也には聞き取れなかった。

「ちょっとまって！　なんて言ったの？　もう一度！」

　しかし、リューカ姫はそのまま部屋を飛び出すと、走っていってしまった。

　呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送っている龍也を見て、シーデが、おろおろしたような声で言った。

「僕のせいだ……僕がシマオオカミになれなれしくしたから、姫巫み女こ様が怒ったんだ……どうしよう？」

　龍也には、シーデの言葉の意味は半分くらいしかわからなかったが、リューカ姫が怒った理由はシーデでは無いような気がしていた。

　……どうしよう？　リューカ姫に謝りに行ったほうがいいかな？　でも、気を悪くした原因が俺おれにあるなら、しばらく顔を見せない方がいいかな？

　嫌きらわれちゃったのに、追いかけていっても、逆効果かもしれないし、リューカ姫の意思を尊重した方がいいよな。

　自分に自信というものを持ったことの無い龍也にとって、その消極的な態度は当たり前のことだったのかもしれない。

　誤解から始まったトラブルの解決方法には、二つの方法がある。誤解を積極的に解きにいくか、それとも、ほとぼりが冷めるまで消極的に待つか。

　このどっちが正しいか、という話ではない。そのときのケース・バイ・ケースで、解決方法は変わるのだ。

　そして、龍也のケースでは、その消極策は裏目に出た。

　自分は必要とされていない、と思い込んだリューカ姫は、放置した龍也の行為を宣戦布告と受け取ったのだろう、里の中で出会っても、つんと知らんふりをするだけだった。

　次の日、リューカ姫という教師を失って途と方ほうに暮れた龍也が一人でパソコン相手に勉強していると、シーデがおずおずと顔を出して言った。

『シマオオカミは……言葉の勉強してるの？』

　龍たつ也やは寂しそうに笑って答えた。

『リューカ姫ひめ、怒った、俺おれ、一人で勉強』

『僕のせい？』

　悲しそうな顔で尋ねたシーデを見て、龍也は笑いながら首を振った。

『違う、俺のせい』

　シーデは少しほっとしたような顔になって、龍也の前に座った。

『僕でよければ、お手伝いするよ。言葉の勉強……覚えなくちゃいけないんだろう？』

『ありがとう、あと三日しかない、だから頼む』

　龍也がそう言って頭を下げると、シーデは顔を輝かせた。

『シマオオカミのためなら喜んで！』

　シーデは、ロシア語の読み書きはできなかったが、龍也はすでにリューカ姫から、セリカスタン語をなんとか意志の疎そ通つうができる程度に教えられていたので、何度も意味を取り違えたり、違う言葉を選んだり試行錯さく誤ごを繰り返しながら、日常会話を教わり始めた。

　そんな中で、龍也は自分が言った『邪じや魔まにならない』という意味が『欲している』という意味だと知った。

『欲しているって……つまり、どういう意味？』

　シーデは耳の先を赤くして小声で言った。

『女の子に言うとしたら……結婚するとか、ベッドを共にしたいって意味だよ』

　龍也の顔から血の気が引いた。

『じゃあ、あのとき、俺は君に向かって、君はかわいい小さな女の子だから俺の嫁よめになるか、一緒にベッドに入ろうって言ったのか？』

　シーデは真まっ赤かになって下を向いた。

『何度も言わないでよ！　そんな言葉堂々と言うもんじゃないよ。そういうのはそっと耳元でささやくものなんだから……』

　龍也は天を仰あおいだ。

　確かあの時、俺は、君が欲しい、みたいなことをシーデに向かって二、三回繰り返したような覚えがある。

　……リューカ姫が怒るわけだ。

　どうしよう？　なんと言って誤解を解こう。

　そして龍也は思い当たった。

　……誤解を解くも何も。俺とリューカ姫がつきあっているなら俺に責任はあるけど……これは勝手にリューカ姫が誤解したんだよな。俺に責任は無いはずだ。
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　うん、俺おれから謝るのは筋違いだ。そもそも俺が言葉をよくわからないってことはリューカ姫ひめも知っているはずなんだから。

　恋愛経験のほとんど無い龍たつ也やに、シーデに愛をささやいたことで、なぜリューカ姫が怒ったのか、その心理まで考える余よ裕ゆうは無かった。

　そんな龍也の表情を見てシーデが聞いた。

『シマオオカミはリューカ姫が好きなの？』

『シマオオカミは姫巫み女この護モリ人ト。大事にする　当たり前』

　慌あわてて首を振ってそう答えた龍也を見て、シーデは微笑ほほえんだ。

『シーデはシマオオカミが好きだ』

『お兄さんとしてだろう？』

　兄、という言葉を聞いてシーデの顔に一瞬影が差した。

『兄じゃない。兄は嫌きらいだ。母さんを家から追い出した』

　その言葉を聞いて、龍也はサラサから聞いたシーデの身の上を思い出した。

　……そうか、確かシーデはサゴンの腹違いの妹で、母親の身分が低いので一族からはつまはじきにされていたってサラサさんは言っていたよな。

　だから、兄、という言葉が嫌いなんだ。

　龍也はにっこり笑って言った。

『私が兄の代わりになるか？』

　シーデは目を見開いたあとで、はにかんだように首を振った。

『兄じゃ嫌いやだ……兄より好きだから』

　その言葉を聞いた龍たつ也やは、どぎまぎしたように答えた。

『君は子供だ』

　シーデは言い返した。

『子供じゃない、結婚だってできる。シマオオカミは僕が欲しいと言ったんだよ』

　龍也は思わず日本語でつぶやいた。

「えーと、だから、その、それは間違いで……俺おれはまだ犯罪者になりたくないんだけど……」

　そして頭の中でセリカスタン語を並べ直してから言った。

『私は君を妹だと思う、好きだ、でも欲しいのとは違う』

　その龍也の言葉を聞いたシーデは一瞬目を伏せたあとで思い直したように顔を上げて微笑ほほえんだ。

『わかった、シマオオカミは兄だ……本当の兄ではない、大好きな兄だ』

　龍也は、胸の中でほっとため息をついたあとでうなずいた。

『では、勉強を続けよう妹よ』

『わかりました、兄さん』

　そして二人は顔を見合わせて笑った。

　だが、シーデと龍也がセリカスタン語の勉強を続けている、という話を聞いたリューカ姫ひめの態度はさらに硬化した。

　龍也とリューカ姫とが、まったく口をきかない日々が続き。そしてついに、リューカ姫が使者として里を出る日がやってきた。

　サラサの乗るキンリの里の中で最も足が速いと言われている馬と、リューカ姫が乗る白馬のシグルムと、そして龍也が乗る、キンリの里で一番おとなしい年老いた馬の三頭が里の広場に引き出され、三人の周りを里のものが見送りのために取り巻いていた。

　フタルニが進み出て、サラサの手を握った。

「姫巫み女こを頼みましたぞ、戦士サラサよ」

「命に代えましても！」

　サラサとうなずきあったあとで、フタルニは龍也の前に進み出た。

「軍ぐん師しシマオオカミ殿どのよ、首都のアーデンは遠く、道中は危険だ。だが、我がキンリの里のリネト衆が陰に日向ひなたに、常にあなたを護まもり、無事アーデンまで送り届けるであろう……」

　龍也は頭を下げてセリカスタン語で言った。

「お心遣づかい、痛み入ります」

　フタルニは嬉うれしそうに微笑ほほえんで一礼したあとで、最後にリューカ姫に向かって言った。

「姫ひめ巫み女こよ、ここ数日ふさぎ込んでいたが大丈夫か？」

　リューカ姫は笑ってみせた。

「大丈夫ですわ、お祖じ父いさま。リューカは無事に使者の役目を果たしてみせます」

　三人が馬に乗って、キンリの里の人々の見送りを受けながら、歩き始めた頃。それと前後してバザールの外れにある荷物置き場から、数両の馬車が里から走り出していた。

　その一番後ろの馬車のごとごと揺れる荷台の中で、毛織物の包みの間に潜ひそんだカルケン軍ぐん曹そうが、横にいるシャクドー中ちゆう尉いに向かって嬉うれしそうに言った。

「やっと家に帰れるんですね！　いやあ、長かったなあ、家に帰るの一年ぶりっすよ」

「喜んでるけどなあ、俺おれたちはこのあと政府軍の勢力下の地域を抜けて行かなきゃならねえんだ。検問に引っかかったり、戦闘に巻き込まれたりしねえって保証は無いんだぞ」

　カルケンの顔が歪ゆがんだ。

「ええっ！　そんなのないっすよ～内戦始まって、セルム族にとっ捕つかまって、歩兵にされて、やっとのことで生き延びて、苦労ばっかりしてきたのに、ここで殺されちゃったら元も子もないですよ～」

「うるせえ、恥ずかしいから泣き言並べるんじゃねえ！　キンリの里の連中は、俺たちを手みやげにしてナガス族と同盟を結ぶつもりだ……途中でみやげ物をダメにするようなことはしねえと思うから、それほど心配しないでもいいかもしれねえな」

　シャクドーの言葉を聞いたカルケンは不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「政府軍の検問受けて、死ぬかもしれないって言った舌の根も乾かないうちから、大丈夫かもしれないって……どっちを信じればいいんですか？　そんないいかげんなことばっかり言っているから女の子に振られるんですよ、中ちゆう尉いは」

「うるせえ！」

　馬車の中に、ごん！　という鈍い音が響いた。

「痛い！　痛いですよ～」

　御ぎよ者しや席に座って行商人に扮ふんしていたリネト衆の一人が、低い声で言った。

「ちょっと、静かにしていてくれないか？　ここはまだ里の近くだが、どこに政府軍の情報屋が紛まぎれ込んでいるかわかりゃしないんだ」

「悪い、静かにする……」

　シャクドー中尉は頭を下げたあとでカルケンを蹴け飛とばした。

「見ろ、お前のせいで怒られた」

「俺っすか！」




　馬車に詰め込まれたシャクドーたちナガス族の連中が、お約束のどたばたを繰り広げていた頃。

　馬に乗ったサラサとリューカ姫ひめと龍たつ也やの三人も、里の谷あいを抜けて平原に出る細い間かん道どうに馬を進めていた。

　リューカ姫ひめも龍たつ也やも黙ったままだった。

　その二人の様子を見ても、サラサは微笑ほほえむだけで何も言わなかった。

　……どっちも、もう限界なのに。龍也の方からでもリューカ姫の方からでも、何でもいいから話しかければ、あんたらは仲直りできるんだぞ。

　でも、まあ、それを決めるのはあんたらだ。龍也も、なんとか自分の気持ちを伝えるくらいには話せるし、聞ける。

　もう私が間に入って、どうのこうの口を挟はさむ必要はないからね。

　そして、サラサは、無口な、それでいてインテリでロマンチストだった祖そ父ふの顔を思い浮かべていた。

　……祖じ父いさんも、こんな風にキンリの姫巫み女こと恋に落ちたのかな？

　祖母おばあさんは、リューカ姫の血筋の遠縁で姫巫女をやっていたけど、一族の大反対を受けながら、姫巫女の責を返上して祖父さんと一緒になったんだって言っていたけど……。

　キンリの里を出た一行は、昼過ぎにグルデンの街を望む高台にまでやってきた。

「あそこからは北ほつ国こく街道を使って隣街のグィーランに向かう定期トラック便が出ている。あの街には、もうネマコルの部下のリネト衆が二人ほど入って、お前のその馬を受け取るために待っておる。安心して街に入るがよい」

　サラサの言葉を聞いていた龍也は、懐なつかしそうに言った。

「懐かしいな……俺おれは、ここでネマコルさんたちと出会ったんだよな。もう一年ぐらい前のような気がする……」

　龍也の言葉を聞いたサラサが笑いながらうなずいた。

「そうか、確か、ここでタツヤに聞いたんだったな。このままグルデンの街に行くか、それともわしらについてくるか？　とな……」

　サラサはそこで言葉を切ると、グルデンの街を指差して続けた。

「それと、お前を護まもるリネト衆が、領事館にたどりつくまで行動を共にするが、決して気け取どられぬように、よほどのことが無い限りお前に話しかけることはせんし、お前にも見つからんように動く。ここからはお前一人でトラックとバスを乗り継いで首都のアーデンまで行かねばならんということじゃ……何て言えばいいのかわかるか？　言ってみるがええ」

　龍也はセリカスタン語で答えた。

『グィーランの街に行く車はどれですか？』

『いくらで乗せてくれる？』

『二十五デアナなら払える』

　龍也の言葉を聞いたサラサは笑った。

「よしよし、それだけ話せれば、大丈夫じゃ、姫さまの教育の甲か斐いがあったな」

　龍たつ也やは、知らん顔をしているリューカ姫ひめに向かって笑いながら話しかけた。

『えーと、まだ怒ってるかもしれないけど……ありがとうリューカ姫。君のおかげでセリカスタン語が話せるようになったことを本当に感謝している。

　……君と話ができるようになれば……君の事をもっと知ることができると思ったけど……それはちょっと無理だったみたいだね。

　君が俺おれのことを怒ってるのはわかる……でも、俺のどこが悪いのか俺にはわからない。

　だから謝っておくよ、ごめん』

　そして、龍也はそっぽを向いたままのリューカ姫に向かって頭を下げると、サラサに手を振って、乗っていた馬を坂道に向かって走らせた。

　セリカスタンの人々に比べれば、へっぴり腰ごしで、馬の揺れと身体からだの揺れのタイミングも合わない、見ている方が怖くなるような馬の乗り方だったが、ここで初めて馬に乗ったときから見れば格段の進歩の跡あとが見える乗り方だった。

　そして、坂道を下り終わったところで、丘の上にいるサラサたちに手を振ると、龍也はそのまままっすぐ街の中に向かって馬を進めていった。

　……なんだかんだ言っても、あいつも立派に男の背中になってきたな。

　そんなことを考えたサラサは、そのとき、そっぽを向いていたリューカ姫の肩かたが小さく震えているのに気がついた。

　……この子も意地っ張りなところがあるから、自分から謝ることができないんだな。

　ケンカの原因が自分にあることに気づいているのに、相手にあんな風に言われたら、たまんないだろうな……。

　……全く、二人とも実に初うい々ういしいというか不器用というか。ここらでお節せつ介かいしておかないと、あとのダメージが大きいかもしれんな。

　サラサは、そっぽを向いているリューカ姫に近づいてそっと言った。

「リューカ姫……今は確かに空港は閉鎖され、国外に脱出する手段はありませんが、外国人は別かもしれません……領事館に顔を出したタツヤは、もしかするとそのまま国外退去になってしまうかもしれません……そのことをお考えになりましたか？」

　リューカ姫は振り向いてサラサを見た。

　顔色は青ざめ、目が驚きよう愕がくでまん丸になっていた。

　……やっぱり考えていなかったのね。その辺はまだ子供ってわけか。

　サラサは、小さくため息をついてリューカ姫に言った。

「まだ、声は届きます……タツヤに何か言ってあげて下さい。このまま一生の別れになってしまうかもしれませんよ？」

　リューカ姫は、半分涙なみだ目めになってうなずいた。

　そして、グルデンの街に向かって歩いていく龍也の方を見た。

　街に向かって歩いていく龍也の背中に向けられたその視線には、リューカ姫の想いが込められていた。

　その視線を見て、サラサは思った。

　……もし、ここにタツヤがいて、この目を見ることができたら……言葉なんかいらないだろうね。

　シグルムの鐙よろいにかかる両足に力を入れ、鞍くらの上に立ち上がったリューカ姫ひめは両手を口にあて、メガホンのようにして叫んだ。

「タツヤー！　ゴメンナサイー！　マッテル！　ワタシ、マッテル！」

　そのカタコトの日本語の叫びが、あたりの山々に小さく木こ霊だまして帰ってきたとき。

　遠く小さくなった龍たつ也やが、馬の上で大きく手を振った。

「……届いた！」

　リューカ姫は目からぽろぽろと涙なみだをこぼしながら、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。







　　　第七章　「領事館」







　トラック便と遠距離バスを乗り継いで、首都アーディンのバスターミナルに降り立った龍也は、近代的なビルが建ち並ぶアーデンの街並みを見上げて、ぽかんと口をあけていた。

　首都アーディンの人口は十二万人。日本で言えば、どこかの地方都市、県庁所在地レベルとまでいくかどうか、というレベルの都市だったが、ずっとセリカスタンの辺境で暮らしていた龍也にとって、それは異世界とも呼べる光景だった。

　……へえ……セリカスタンにも、高層ビルってあったんだ。

　セリカスタンの人が聞いたら怒るような感かん慨がいを抱きながら、龍也は背負っていたリュックからガイドブックを取り出して首都アーディンの地図を広げた。

「えーと、日本領事館はどっちだ？」




　アーディンの中心部から少し外れた、高台の高級住宅街の中に日本領事館はあった。

　そのあたりの住宅は、どれもみな敷地の中を見通すことのできない高い塀へいで囲われている。

　その高い塀へいの上には、鉄かブロンズで作られた槍やりの穂先のような尖とがった金物がびっしりと並べられており、なんというか実にものものしい。

　低い塀と生いけ垣がきに囲まれた高級住宅街しか見たことの無い龍たつ也やにはその家並みは、家と言うより城や砦とりでに見えた。

　……近寄るな、って雰囲気だよなあ、やっぱり、治安が悪いからなんだろうな。

　そんなことを考えながら日本領事館の前に立った龍也は、怪け訝げんな顔になった。

　門が閉まっており、建物の中は、なんとなく静まり返っている。

　脇わきにある、通行をチェックするための詰め所にも誰もいない。

　……あれ？　今日は定休日か？　でも平日だよなあ。お役所って平日は開いているものなんだけど。

　そんなことを考えながら門の脇を見ると、白いＡ四サイズの紙が張られていた。

　顔を近づけると、そこにはタイプライターでキリル文字がびっしり打たれていた。

　……まいったな。パソコンに打ち直して翻訳するって方法があるけど……時間食うだろうなあ、スキャナーがあれば楽なんだけど。

　でもこの張り紙の意味がわかんないと話にならないし……。

　門の前で龍也が迷っていると、領事館の裏手から手にバケツを持った中年の男の人がやってきた。

　龍也は門につかまって、その男の人に呼びかけた。

「すいません！　日本領事館の方ですか？　ちょっとお願いがあるんですけど！」

　日本語で呼びかけられたその中年男はびっくりしたように立ち止まると、あたりを見回して、門に取り付いている龍也を発見すると、小走りにやってきた。

「ああ、どうもすみません、日本領事館の方ですか？」

　龍也が話しかけると、その中年男は慌あわてて首を振って、ちょっとイントネーションが違う日本語で答えた。

「チガウヨ、ワタシここに雇われていたコックね、名前は陳ちん於おう手てと言うね。今、領事はいないよ、国外に脱出したね……」

「日本人は誰もいないんですか？」

　陳と名乗った中年男は首を振った。

「いるね、逃げ遅れたビジネスマン一人……会いたいか？」

　自分以外に日本人が残っていると聞いて、龍也はほっとしながらうなずいた。

「ええ、お願いします、日本の人と会ってないものですから」

「ちょっと待つね、今ヨンデクル」

　そう言って、陳という男が領事館の建物の中に消えて、一分ほど過ぎたとき、ジャンパーにジーンズというラフな格好の一人の男が、ドアを開けて現われ、小走りに龍也のところにやってきた。

　三十代に差し掛かったくらいの年ねん齢れいの無ぶ精しようひげを伸ばしたその男は、龍たつ也やの顔を見て驚いたように言った。

「ああ、君がウワサの天あま山やまくんか！　なんか日本じゃあ大騒ぎになっているらしいぞ」

　龍也は頭を搔かいた。

「ええ、それで、領事館に顔を出せと言われたので……」

　無精ひげの男は残念そうに言った。

「一足違いだったなあ、外務省の人たちは三日前にここから最後の脱出便でカザフに脱出したそうだよ」

「あなたは？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、無精ひげの男は肩かたをすくめて見せた。

「俺おれも君と同じだ、逃げ遅れたのさ、俺は技術者でね、休暇でセリカスタンの奥地に遊びに行っている最中に内戦が始まって、どうにかこうにか首都に帰ってきたときには、もうみんな脱出したあとだった……ってわけさ。ちょっと待ってろ、今、門を開ける……」

　無精ひげの男は、そう言って門の脇わきにある警備員の詰め所の中に入ってスイッチのようなものを操作した。

　門の下のほうにあった鉄の箱のようなものの中でモーターがうなる音とともに、何かが外れるガシャン、という重々しい金属音が響いた。

「よし、電気錠じようが外れた、人力で開くから開けて中に入りな」

「はい！」

　龍也が頑がん丈じような鉄の門を力を込めて横に引くと、門はゆっくりと開き始めた。そして、人一人通れるくらいの隙すき間まを開けたあとで、ひっかからないようにリュックを下ろして手に持ち、門の中に入った。

　詰め所の中にいた無精ひげの男が笑いながら言った。

「日本国にようこそ。ここは国際法上の日本の領土だからね……悪いがまた門を閉めておいてくれないか？　電気錠は生きているけど、門を動かす電動モーターは殺してあるんだ。治安上の問題でね……」

　詰め所の中を覗のぞき込んで龍也は聞いた。

「警備員の人とか……いないんですか？」

「ああ、領事がいなくなったら、来なくなっちまったそうだ。日本なら、建物や資産の警備も仕事なんだから契約違反ってことになるんだろうけど、まあセリカスタンじゃ仕方ないよ」

　無精ひげの男はそう言って笑ったあとで、ちょっと真ま面じ目めな顔になった。

「初対面だからね、自己紹介させてもらおう。俺の名前は相そう元もと董とう哉や。セリカスタンで建設関係の仕事を請うけ負った日本の会社の技術系ビジネスマンだ……まあ、はっきり言って何でも屋だな。

　あ、そうそう、俺おれの名前を略して『ソウトウ』とか呼ぶなよ、『総そう統とう』って聞こえると、あのナチスのちょびひげの有名人を連想するやつがいるからな……特にロシア系の人間には冗じよう談だん通じないんだ。俺はただの寺めぐりが趣味の普通のサラリーマンで、そっちとは無関係なんだから」

　そう言って笑ったあとで、相そう元もとと名乗った男は、領事館の建物を指差した。

「こんなところで立ち話もなんだ、領事館の中で話そうぜ。ここには日本食みたいな料理を作ってくれる人もいるし、大使館付きのメイドさんも来てくれて洗濯や掃除もしてくれるから、なんとか生きていける。俺は給料をドルに換えて持っていたから当座の生活には困らない。

　一応は回線も来ているからロシア経由でネットも日本と繫つながっているし、まあ無人島に漂ひよう流りゆうすることに比べれば、優雅なものだよ」

「ネットが使えるんですか？」

　目を見開いた龍たつ也やに向かって相元はうなずいた。

「反政府ゲリラが時々ロケット弾だんを打ち込んでくるんだが、それが電話通信局に命中しない限り、まあ大丈夫だろう。三日ほど前には、例の空くう爆ばくの報復攻こう撃げきだとかで、市内に何発もロケット弾が打ち込まれて、大騒ぎになったけど、昨日きのう今日は静かだしね……さあ中に入ってメイドさんにチャイでも入れてもらおう」

「はい！」

　そう答えながら、龍也は心のどこかで、メイドさんの入れてくれるチャイというシチュエーションに心ときめくものを感じていた。




　領事館の中にある応接室に通された龍也の前に、チャイグラスに入ったチャイが湯気を立てていた。

　一礼して部屋を出ていく中年のおばさんメイドを見送って、龍也は小さくため息をついた。その表情を見て、相元は悪戯いたずらっぽく笑った。

「もっと若くて色気のあるメイドさんを想像していたんだろう？」

「あ、いえ！」

　図ず星ぼしを指された龍也の顔を見て、相元は声を上げて笑った。

「メイドさんの仕事ってのは、要するに掃そう除じや洗濯という家事仕事だからね、ああいった経験豊富なオバサンの方が向いているのさ。日本では、メイドさんというと、どうも別のものを連想しがちだけどね」

「はあ……そうですよね」

　頭の中にゲームやマンガのイメージしかなかった龍也は恥ずかしそうに頭を下げた。

「さて、落ち着いたら、まず電話して、君がここにいて無事だということを報告した方がいい。ついでに家族に話しておいたほうがいいな。きっと心配しているだろう」

「ですね……なんか日本じゃあ大騒ぎになってるみたいで……」

　そう言ってうなずいた龍たつ也やを見て、相そう元もとは怪け訝げんな顔をした。

「今はそうでも無いぞ、行方ゆくえ不明になったときはマスコミのニュースに載のったけど、今はもう誰も覚えてないんじゃないか？」

「はあ……そうだったんですか。いや、てっきり大騒ぎになってるかと……」

「マスコミはいつでも獲物になるネタを追っかけてる。追っかけるだけがやつらの仕事だからね、ニュースバリューがなくなれば見向きもしない……まあ、普通の人間に戻ったと思えばいい」

　相元はそう言って笑ったあとで、テーブルの上のカップに入ったチャイを飲み干して立ち上がった。

「電話をかけに行こう。通信状況が悪くなると、時々繫つながらないんだ。そうするとしばらく待たなくちゃならない」

「はい、わかりました！」

　龍也は同じようにカップの中のチャイを飲み干すと、慌あわてて相元のあとを追った。




　電話があるのは二階にある小さな部屋だった。

　壁際の机の上には、数台のパソコンとファックスと、そしてモデムのような機械が置かれている。

　パソコンの画面には、日本語の文字が並んでいた。

　龍也はその文字の並び方に見覚えがあった。

「あれ？　これって……もしかしたらチャット画面ですか？」

　相元は、照れたように、そして半分自じ嘲ちようするように笑った。

「あ、ああ、そうだ。やることが無いとつい、チャットにインしてだべってしまうんだよな……ネット依存症かもしれない」

　龍也は、そのチャット画面が、いつも見慣れているウェブチャットの画面とは違って、実に無味乾燥なイメージなのに驚いた。

「なんか、業務用って感じですね、このチャット……」

「業務用かあ……確かにそうかもしれないな。ウェブチャットしか見たことの無い人には、このＩＲＣの画面はそう見えるだろうね」

「ＩＲＣって？」

　怪訝な顔をする龍也を見て、相元は、画面を指差して説明を始めた。

「ああ、ＩＲＣ（Internet Relay Chat）ってのはね、結構古くから存在するチャットシステムでね。ブラウザ依存のウェブチャットと違って、直接起動させる専用ソフトで動かすから、システムに負担をかけないので、仕事しながらでも起動させておいて、息抜きに参加できる軽くて高速のチャットなんだ。

　ウィンドウズユーザーがメインになった今は、チャットと言えば専用ソフトを使わない、ウェブチャットのことを指すけど、昔はチャットと言えばこのＩＲＣを言ったんだ」

　相そう元もとは、龍たつ也やが抱かかえていたノートパソコンを指差して言葉を続けた。

「君のパソコンに入っているかもしれないウィンアンプとかそういったソフトは、実を言うとこのＩＲＣのチャットルームで、開発者たちが、いろいろアイディアを出しあって、生まれたものなんだ。開発系のチャンネルに入ると、いろんなことをやっているよ」

「へえ、知らなかった、チャットって趣味とかそういった気のあった仲間だけが集まってダベっている場所だとばかり思ってた」

　感心したようにうなずいた龍也を見て、相元は微笑ほほえんだ。

「そういう場所もある、というかいわゆるウェブチャットっというのはそういうものさ、仲間が集まって、好きなことをおしゃべりする場所だ。

　でも、このＩＲＣには、それだけじゃなくて、何か共通の目的を目指す人だけが集まって色色議論したりアイディアを出し合っているチャンネルがいくつもあるんだ。だから、君の言っていた業務用チャットというのも、あながち間違いじゃないね。

　いろんなチャンネルがあって、そこに参加してくる人の中には、その道のプロがいたり、専門的知識の持ち主がいたり、実に面白いぞ」

　龍也の脳裏に、サラサと共に匿とく名めい掲示板の軍事マニア板で、リューコフの戦車隊を撃げき退たいするアイディアを募集したときのことが甦よみがえった。

　……あそこは、確かに自由でいろんな人の情報が書き込まれていたけど、ほとんどが無責任で、情報の正確さとか、出所があいまいなものが多かった。

　まあ、元々そういう場所なんだから仕方ないんだけど、あそこが使えたのは、サラサさんというプロが一緒にいて、役に立たない情報と、役に立つ情報を取捨選択できたからだ。

　……もしかしたら、このＩＲＣチャットなら、匿とく名めい掲示板のような無責任な出所のわからない情報を並べるんじゃなくて、もう一歩進んだ専門的な情報を手に入れることができるかもしれない。

　……ひょっとすると、ここで聞けば、空くう爆ばくをやめさせる方法とか、その糸口がつかめるかもしれない。うまくすれば、シーデとの約束を果たせるかもしれないんだ！

　龍也は、目の前に一本の光の筋が見えたような気がした。

「その、ＩＲＣのチャンネルの中に……軍事的な知識のある人が集まる場所はありますか？」

　思わず意気込んだ龍也を見て、相元は怪け訝げんな顔になった。

「軍事って言うと？　兵器系の知識かい？」

「あ、いえ、知識とか情報だけじゃなくて、なんというか、たとえば架か空くうの設定で城に立て籠こもった敵をどう攻略するか、とか、少ない戦力で敵の空爆を中断させる方法とかの作戦を練ったりそういうことができる人が集まるチャンネルです」

　相そう元もとは腕うで組みをして考え込んだ。

「うーん、どっちかというとそいつは軍事というより戦史マニアとかそっちの系列だな。軍事と言うと幅広すぎて、兵器の性能や技術だけを論じている場所もあれば、補給とか国際戦略まで話が広がっている場所もあるしね……まあ、夜にでも聞いてみるとするか、今はとにかく、君が生存しているという情報を報告することが先だ、そこに座ってくれ、交換手を呼び出してみるから」

「はい、すみません、お世話になります」

　そう言って頭を下げた龍たつ也やを見て、相元は笑った。

「気にしなくていいよ、勝手に住み着いた居い候そうろうとしては、家賃ぶんくらいは領事館の職員の手伝いしなくっちゃって思ってるだけだから」




　日本への国際電話は十五分ぐらい待たされたあとでやっと繫つながった。

　外務省の担当官に電話で事情を説明したあとで、相元は龍也を手招きした。

「外務省の人が、君と話をしたいそうだ……手短に頼む。国外との回線はなんとかなるけど市内通話がいつダメになるかわかんないからな」

「わかりました！」

　龍也は、慌あわてて受話器を受け取り耳に当てた。

　思ったより明めい瞭りような声が飛び込んできた。

『ああ、天あま山やま龍也くんですね？　無事で何よりです……』

　外務省の担当官は、そう言うと、矢継ぎ早にさまざまな質問をした。

　そのどれもが、龍也の個人的なデータに関する質問だった。

「あの……もしかして、俺おれのこと疑ってます？」

　龍也が聞くと、電話の向こうの担当官は少し笑ったように答えた。

『うん、電話だからね。悪いが確認させてもらったよ。人定事項に関する手続きみたいなものだから気を悪くしないでくれ……まあ、今の質問で君が天山龍也本人であることは確認できたわけだ。さて、知ってのとおり、今、セリカスタンにいる日本人は君と相元氏だけだ。このあとの対処方法について、相元氏に説明したいから、電話を代わってくれないか？』

「あ、はい、わかりました」

　龍也はそう言うと、受話器を相元に差し出した。

「外務省の人が、電話を代わってくれって……」

「ああ了解」

　相元は龍也の手から受話器を受け取ると、耳に当てて話し始めた。

「え？　ああ、はい、そうですね。ええ、それが先決です……え？　あ、いや、それはまだ確認してません……昨日きのう今日は平穏ですよ、ロケット弾だんの爆ばく発はつ音も聞こえませんし……いやあ三日前は首都のあちこちで爆ばく発はつ音とキノコ雲が立ち昇ってたそうですから……各国の領事館も軒並み閉鎖されちゃってますよ……ええ、はい、そうです」

　その会話を横で聞きながら、龍たつ也やはしみじみ思った。

　……日本語の会話を聞くだけで、なんとなくほっとするのは、やっぱり俺おれが日本人だからなんだろうな。




　一時間後、相そう元もとと龍也は、二十階建てのセリカスタン共和国外務省ビルの六階にある、外国人登録窓口に来ていた。

　殺風景な待合室の壁には、見るからに作り笑いを浮かべた子供たちにセンドルク大統領が囲まれている写真や、戦車や飛行機をバックに胸を張るセンドルク大統領といった、プロパガンダの見本のようなポスターが貼はられていた。

　リューカ姫ひめと一緒になってやったセリカスタン語の特訓の成果だろうか、そのポスターに書かれたロシア語が龍也には読めた。

「[image: ] [image: ]」（国民の父親）か……。

　これと似たような写真や構図を、どっかで見たことあるような気がする。もしかしたら歴史の本か何かだったかもしれない。ナチスドイツのポスターにこんな写真があったような気がする。

　……それにしても、どうして、こう、独裁者ってみんな似たようなイメージを作ろうとするんだろう。

　龍也は、ポスターに描かれたセンドルク大統領の顔を見てつぶやいた。

「……お前はヒトラーの尻尾しつぽだ」

　そのつぶやきを聞きつけた相元が聞いてきた。

「ガンダムがどうかしたか？」

「あ、いえ、ガンダムの話じゃなくて……」

　龍也が慌あわてて首を振ったとき、事務室の中から若い女性事務員が出てきて、相元を呼んだ。

「おっと、君の身分証明と市内のパーミッションカードができたようだ、あれを持っていないと、領事館から一歩も外に出られなくなるからな、ちょっと貰もらってくる……」

　そう言い残して事務室の中に消えた相元の背中を見て、龍也は思った。

　……相元さんじゃないけど、もし、俺おれがこのセリカスタンの現実を知らないで、さっきの俺の言葉を聞いたら、やっぱりアニメのガンダムを思い浮かべるだろう。

　でも、独裁者ってのはアニメの中や物語の中だけにいるんじゃない。俺が生きている現実のこの世界にも存在しているんだ。

　貧困も犯罪も暴力も殺人も、アニメやマンガの中だけにあるんじゃない。

　でも。日本にいた頃の俺にとって、それはアニメやマンガの中の出来事と同じだった。

　それは、自分ではどうしようもないものだった。

　現実に存在する貧困も犯罪も暴力も殺人も、テレビの画面の中のアニメや、週刊誌のマンガの中のお話のように、俺おれには手も足も出ないただ見ているだけの世界の出来事にしか見えなかったんだ。

　俺は……世の中の嫌いやなことや知りたくないこと、自分に責任が降りかかってきそうなめんどくさいことは『関係ないね』と言って自分でスイッチを切れば、自分のところまで届かないと信じていた。

　でも、現実はやってくるんだ。目をつぶって耳を塞ふさいで、丸まって、俺には関係無いんだと叫んでも、現実はやってくる。俺が、この現実に生きている限り、現実からは逃げられない。そのとき、龍たつ也やの脳裏に、サラサと必死になって戦車を撃げき退たいする方法を探したあの夜のことが甦よみがえった。

　……俺はあのとき、本気だった。現実から逃げずに現実を何とかしようと必死だった。

　そして……なんとかなった。

　現実は、テレビの中のアニメやマンガの中の物語じゃないからこそ、変えることができる。それは……ほんの少しだ。でも、全く動かないわけじゃない。何とかしようと思ってなんとかすれば、自分の思った良い方向に変えることはできるんだ。

　龍也が考えんこんでいるところに相そう元もとが戻ってきて、龍也の顔写真の入ったラミネートカードのようなものを二枚差し出した。

「ほい、これが君のパスポート代わりの外国人登録身分証明と、市内通行許可のパーミッションカードだ。こいつがあれば、とりあえずセリカスタン国内に在留できるし、このアーディンの街の中ならどこに行っても問題は無い。これでもし警官や兵士に呼び止められても身み柄がら拘こう束そくされずに済むぞ」

「どうもすみません。パスポートが盗ぬすまれちゃって、どうしようかと思っていたんです……それにしてもずいぶんと手続きが早いんですね。即日交付なんて日本の運転免許証みたいだ」

　龍也の言葉を聞いた相元は笑いながら肩かたをすくめて見せた。

「本当なら一週間から二週間かかる。今回は俺のコネとドルがモノを言ったみたいだな」

「コネとドルって？」

　言葉の意味を図りかねた龍也が怪け訝げんな顔をするのを見て、相元は右手の人差し指と親指で丸を作ってみせた。

「こいつだよこいつ」

「それって……お金ってことですか？」

「そうそう、日本大使館の名前が入ってる便びん箋せんに、特別の便べん宜きを払ってくれ、という文章を打って、適当にその辺にあった印鑑を押した紹介状とドル紙し幣へいを渡したのさ、向こうにしてみれば身分証明書を急いで発行する書類上の体てい裁さいさえ整っていればいい、あとはその特別サービスをするための賄わい賂ろさえもらえればいいってことさ」

「賄賂？」

　驚いたように目を見開いた龍たつ也やを見て、相そう元もとはもう一度肩かたをすくめた。

「賄賂ってのは悪いことのように思ってるみたいだけど……まあ実際悪いことなんだけど……こういった発展途上国では、ある意味仕方ないものかもしれない。

　こういった国じゃあ、一族のボスに気に入られるかどうかで、人生が大きく変わるんだ。出世したければ、というよりも今の自分のポストを守りたければ、ボスに賄賂を贈るしかない。そのボスに贈る金を作るために、末まつ端たんの公務員たちはみんな取れるところから取るのは当然だってわけさ。俺おれたち外国人はドルを持ってるからいいお得意先なんだ」

「日本じゃ考えられないや」

　首をひねる龍也を見て相元はうなずいた。

「なんだかんだ言っても世界で最も腐ふ敗はいしていない公務員を抱かかえている国の一つじゃないかと思うよ、日本という国はね。特に末まつ端たんの公務員があれだけしっかりしている国は無いよ」

　そして、相元は龍也に手渡した二枚のカードを指差して聞いた。

「通行許可証も身分証明書も手に入ったし、どうだ？　これから空港に行ってみないか？」

　龍也は驚いた。

　サラサから命令された空港に併設している空軍基地の偵てい察さつを、どうやってやればいいのかと思っていたところだったからだ。

「空港に行けるんですか？　軍事基地だから近づけない、みたいなことを聞いたんですけど……」

「外国人は大丈夫なんだ、もらったカードを首から提げておけば、まず呼び止められない。なぜか知らないけど、空港は閉へい鎖さされているのに、アメリカやヨーロッパのビジネスマンっぽい連中がうろうろしてやがるんだ。あいつらが出入りできるなら俺たちにも国外脱出の道があるのかもしれない……だめもとで直接交渉してみようかと思ってね」

　そう言ったあとで相元はちょっと真剣な目で付け足した。

「君の言ったとおり、今のセリカスタンは内戦中だから、安全第一に考えるならアーディンの街の中をうろうろしないでこのまま領事館に戻って、そこでじっとしていた方がいい……どうする？　やめておくかい？」

「あ、いえ、ちょうどよかったと……」

「ちょうどよかった？」

　怪け訝げんな顔をする相元に向かって、龍也は慌あわてて首を振った。

「いや、なんでもありません！」




　外務省のビルから空港に向かって、緑色の四輪駆く動どう車を走らせながら、相元が助手席に座っている龍たつ也やに聞いた。

「さっき家に電話したとき、電話に出たのは、お母さんか？」

「え、ええ母です」

「泣いていただろ？」

「あ、はい、よくわかりましたね？」

　驚くように聞き返した龍也を見た相そう元もとは、当然だろうなあ、という表情で微笑ほほえんだ。

「俺おれのお袋ふくろもそうだからさ。家に『無事だから心配するな』って電話するたびに心配して泣くんだ……かと言って電話しなきゃしないでもっと心配するし……参るよな、母親に電話口で泣かれると」

「相元さんのお母さんは、子供が相元さんみたいな立派な大人おとなになっても、心配して泣くんですか？」

　相元は笑いながら肩かたをすくめた。

「俺が立派な大人かどうかは別にして、息子むすこが何歳さいになっても親にしてみれば子供だから、心配するのも無理はないのさ……」

　そして相元は、口調を変えて話しかけてきた。

「そういえば天あま山やまくんは●×▲という、市長になって都市を運営するコンピュータシミュレーションゲームやったことあるかい？」

　相元が口にしたゲームタイトルは、知らない人がいないくらい有名なシミュレーションゲームだった。

「ええ、ありますけど……あのゲームがどうかしましたか？」

　相元は悪戯いたずらっぽい笑いを浮かべて言った。

「あのゲームで失策を重ね過ぎて、市長の職を追われるときに『あなたの母親を先頭に立てたデモ隊が市庁舎に押し寄せてきました』って説明文が出るの知ってるかい？」

「いえ……知りません、それがどうかしたんですか？」

「母親ってのは最後まで息子の味方をするって意味さ。つまり自分の母親がデモ隊の先頭に立っているってことは、もはやあなたには一人の味方もいません、という意味なんだと思うね。母の愛ってのは、息子からすれば、ありがたい反面、正直うんざりするときもあるな……」

　相元の言っている言葉の意味が少しわかるような気がして、気恥ずかしくなった龍也は、話題を変えるように、乗っていた幌ほろつきの小型ジープのような自動車の車内を見回して言った。

「それにしても相元さんってすごいですね、自分で使える自動車なんか持っているんですねえ」

「ああ、このＵＡＺか、こいつはセリカスタン政府の内務省の車さ。俺の仕事はセリカスタン内務省から請うけ負った仕事でね。その仕事で必要だから車を貸せ、どんな車でも無いよりはマシだから文句言わないって言ったら、このオンボロジープを寄こしやがった……エアコンもカーステレオも無いこんな殺風景な車、乗るの初めてだろう？」

「え、ええ、まあ……」

　サラサに拾われたときに、道なき道を猛もうスピードで走る車に乗って、死ぬかと思いました……と正直に言わない方がいいような気がして、龍たつ也やは言葉を濁にごした。

　空港に向かう道路は、首都の中央にある巨大なセンドルク大統領の像が立っている国家中央広場から東に延びる道路の突き当たりにある。

　片側四車線の広い中央通りは中心部から離れるに従って路上にバリケードが置かれてだんだん車線が削けずられていき、空港に近づくにつれて、車が停止させられて、パスポートやパーミッションカードを確認される検問所が増えてきた。

　検問所の警戒に当たるのも、制服姿の警官から、完全装備を身につけた兵士に変わり、検問場所に停車している車も、乗用車っぽい警察車両から、車体を緑色に塗った幌ほろ付きのトラックや、迷彩色の装そう甲こう車しやなどが目に付くようになってきた。

「なんか……厳重な警備が行われてますねえ」

「空港とかは戦略目標だからね、いつ反政府ゲリラの標的になるかわからない。外国人を除く一般人は立ち入り禁止だそうだ……」

　相そう元もとはそう言ったあとで、眉まゆをひそめて言葉を継いだ。

「さっきも言ったけど、国際空港は閉鎖されてるし、鉄道も運休中、街道の国境線は閉鎖されていて道路は通れない。セリカスタンから出入りするルートは全部塞ふさがれているはずなのに、なぜか知らないけどアメリカ人のビジネスマンみたいな連中が、空港をうろついていやがるんだよな……あいつらが出国の方法を知っているなら、教えて欲しいもんだな」

　やがて、車の窓を流れていくフェンスの向こうに、広い滑かつ走そう路ろと国際空港らしい建物が見えてきた。

　国際空港と呼ばれているが、その規模はせいぜい日本の地方空港レベルだろうか？　ひときわ大きくて立派なターミナルビルだけが、ここは国際空港である、と自己主張しているように見える。

　フェンスの向こうに広がる空港の中には、飛行機の姿がほとんど見当たらなかった。

　コンクリートが張られた滑走路と待たい機き路ろの上には、旅客機の姿は一機も無く、空港の奥の方に隣接している空軍基地の中に、灰色と水色の混じったような色で塗られた太い胴体と四つのプロペラを持った輸送機らしい飛行機が、ぽつんと留まっているだけだった。

「旅客機は一機も無いんですね、あの輸送機はセリカスタン軍の飛行機でしょうか？」

「あれは……セリカスタン軍の飛行機じゃないな……ハーキュリーズって名前の西側の輸送機だ。国籍マークがどこにも書いてないけど尾び翼よくに小さくカイトグループのマークが書いてある」

　聞きなれない単語を聞いた龍也は思わず聞き返した。

「カイトグループ？　なんですそれ？」

　相元は小さくうなずいた。

「アメリカのコングロマリットさ。ビジネスマンの連中なら業界紙や、経済新聞とかで読んだこともあるかもしれないけどけど、高校生の君は知らなくて当たり前さ。ここ数年で兵器産業を買収して軍事産業にも力を入れているって話だよ」

「コングロマリットって……複合企業って意味ですよね？」

「そうだね、日本の総合商社みたいなものだけど、アメリカとかヨーロッパじゃあ、自分のところで研究開発と生産部門も持っていて、一国の経済を左右するほどの経済力を持っている会社もあるぐらいさ」

　走る車の窓から見ている龍たつ也やの目の前で、フォークリフトが、その輸送機の機内から、青いコンテナを降ろしていた。

　輸送機の周りで動き回っている人間のほとんどが迷めい彩さい服を着た軍人だった。

　民間企業の輸送機にしては軍人が多すぎるような気がする。

　……そういえばサラサさんが、ＧＰＳ爆ばく弾だんはアメリカが供きよう与よしているけど、それは政府ではなくて、軍事産業の大企業が、テストという名目で供与しているんだって言っていたよな。

　もしかしたらあれがＧＰＳ爆弾かもしれないぞ。

　龍也がそんなことを考えているうちに、車が空港のターミナルビルの前の検問で止められた。

　検問の兵士の口調は今までの検問所のどこよりも厳しいものだった。

　相そう元もとがパーミッションカードを示して、何度も手を振り回して自分たちは外国人で、国外脱出のために空港に来た！　飛行機が来ると聞いた！　と繰り返したが、兵士は聞く耳を持たずに、銃じゆうを突きつけて車から降りるように告げた。

　相元はあきらめたように龍也に言った。

「こりゃあダメだ、素直に降りたほうがいいな」

「わかりました」

　龍也はそう言うと助手席のドアを開けて道路に降り立った。

　相元と龍也は銃を突きつけられたまま、ターミナルビルの一階にある小さな部屋に連行された。




　そこで服のポケットやズボンのベルトの内側まで調べられ、持っていたパスポートやパーミッションカードはすべて取り上げられ持っていかれてしまった。

　そして、その小部屋で三十分くらい放置されたあとで、軍服の胸のところに色とりどりのリボンをつけた、偉そうな軍人がやってきた。

　その軍人は相元と龍也にパスポートやパーミッションカードを差し出して言った。

「私はセリカスタン空軍のクラーゲン少しよう佐さである。立ち入り禁止区域に立ち入った諸君らの身元についての照会が終わった……なんら国際的に背景の無い善良なる日本人である、という回答だった。

　……というわけで諸君らはこのまま帰っていただいて結構である。

　空港閉鎖は当分続くだろう。セリカスタンの国内情勢が安定し、民間空港としての業務が始まるまで、諸君らは空港には縁えんが無い。ここは今、民間空港の機能は完全に停止しており、純粋な軍事施設となっている。

　空港再開のときは、外務省から諸君らに連絡がいくだろう、それまでここに近寄ってはならない。今日のところは警告のみでお帰しするが、もしこの次にここに来るようなことがあればスパイ行為として身柄を拘こう束そくさせていただく」

　相そう元もとが卑ひ屈くつな微笑を浮かべて言った。

「いやあ、アメリカのカイトグループの輸送機に乗せてもらえないかと、直じか談判しようかと思ってやってきたのですよ……あの輸送機は自由に出入りしているみたいですし……」

　クラーゲン少しよう佐さは、相元の言葉を鼻で笑った。

「それは無理だ。カイトグループの方々は、我が空軍への軍事用技術の供きよう与よのために来国されている。あの輸送機には、世界中で欲しがっている新兵器の部品やユニットが詰め込まれているのだ。とても乗客……それも完全な部外者を乗せるような余よ裕ゆうはないだろうな、まあ、あきらめたまえ……」

　ターミナルビルから追い出された二人は、車に乗り込むと、空港をあとにした。

　相元は自じ嘲ちようとぼやきを混ぜたような口調で言った。

「あーあ、行き当たりばったりで動いてもダメってことか……まったくなんでこう、この国は内戦とか内乱とかが好きなんだろうな、日本とかアメリカとかに比べれば、はるかにのんびりしているくせに、戦争だけは無くならないんだよなあ」

　相元の言葉を聞いた龍たつ也やは、セリカスタンに来てからずっと考えていた疑問を口にした。

「どうして、このセリカスタンって国では内戦が終わらないんでしょう？」

　ハンドルを握った相元は、考えることも無く、即座に答えを返した。

「うーんそうだなあ、やっぱり織お田だ信のぶ長なががいないからじゃないのかな？」

　……織田信長かあ……確かサラサさんも同じようなことを以前言っていたよな。

　織田信長って、そんなに重要人物だったのかな？　秀ひで吉よしと家いえ康やすの天下統一の基礎になるものを作ったって言われていることは知ってるけど……。

　龍也は、ちょっと首をひねると、不満げに聞いた。

「俺おれが教わった織田信長って人は、桶おけ狭はざ間まで今いま川がわをやっつけて、秀吉を部下にして安あ土づち桃もも山やま城を作って、明あけ智ち光みつ秀ひでに謀ぼう反はんを起こされて京都の本ほん能のう寺じで死んだ人、くらいのことだけで、あとはテストに出そうな単語と年号だけしか教わってないから、織田信長って人が一体何をやった人なのか今ひとつピンとこないんですよねえ」

　龍也の言葉を聞いた相元さんは、小さくため息をついたあとで面白そうに笑った。

「今の日本史の授業ってのは、入試対策でテストの答えになりそうな部分しか教えてくれないんだなあ……それは受験技術勉強であって、本当の勉強じゃないよなあ……」

　相そう元もとは、車のハンドルを握って借り物のオンボロジープを市街地に向けて走らせながら、ゆっくりと説明を始めた。

「えーと、織お田だ信のぶ長なががいた戦国時代後期の日本ってのはまさにこのセリカスタンみたいな状態だったんだろうな。室町幕府という名前の中央集権的な政府はあったけど、実効力は皆無で、各地方は大名の一族が押さえている。そしてその誰もがすべての国を支配することを夢見て戦っているって状況だ。

　織田信長は、その戦争を容よう赦しやなく進めた。宗教的権威とか、古い制度に守られた権威とかそんなものはすべて無視して合理的に、勝つことだけを求めて戦争を続けた。

　この合理性が他ほかの戦国大名には無かった点だ。だから比ひ叡えい山さんを焼き討うちしたり、最後まで抵抗をやめなかった一いつ向こう宗しゆうの門徒を『根ね切り』といって子供まで皆殺しにしたり、容赦しなかった」

　龍たつ也やは目を見開いた。

「ええっ？　信長って子供まで皆殺しにするようなひどいことをやってるの？」

　龍也が自分の言葉に驚いたのを見て、相元はちょっと満足そうに微笑ほほえんで話を続けた。

「もしも戦国時代の織田信長がやったことを今の俺おれたちが見ていたら、まず正視できないだろうな。なんで同じ日本人でこんな殺し合いをしなくちゃならないんだ！　って叫びたくなると思うね。現代の基準から見たら、血に餓うえた大量殺さつ戮りく者としか言いようが無いことをやっているんだ。

　でも、彼は英雄として名を残した。なぜなら、織田信長のその苛か烈れつとしか言いようの無い圧倒的な力の支配があって初めて日本は統一されて、戦国時代という名前の内乱が集結したからだ。センドルク大統領がやっている空くう爆ばくは、要するにそれと同じことさ」

　龍也の脳裏に、オレヌ村で見た空爆の被害の光景が再び甦よみがえった。

　崩くずれた家々と、すべてを失って呆ぼう然ぜんと立ち尽くす村人と……そしてもの言わぬ姿で横たわる女の子。

　小学校や病院に対する空爆は、きっとあの何十倍という犠牲者を生んだのだろう。

　そして、その空爆は今も続けられている。

　今、このときにもあの女の子のような犠牲者が生まれている。

「つまり……相元さんは、センドルク大統領の空爆を認めるんですか？」

　龍也の言葉には相元の言葉を咎とがめる響きがあった。

　しかし、相元は大人おとなの余よ裕ゆうを見せてうなずいた。

「認めるも何も無い、俺は仕方がないことだと思っている。

　圧倒的な軍事力で抵抗できないようにして、内乱を集結させる……という方法論はセンドルク大統領だけが使っているわけじゃない。

　どの部族も皆同じ方法論で戦っている。今、空爆を受けて、非戦闘員が殺されているオードン族は被害者に見えるかもしれない。でも、もし政府軍の力が弱くて、この首都がオードン族に占せん領りようされたら、オードン族はこの首都に暮らしているセルム族の一般市民をどんな風に扱うだろう？　非戦闘員だから何も手を出さないと思うかい？」

　龍たつ也やは一瞬考えたあとで首を振った。

「それは……無いような気がする。オードン族はきっと、ひどいことをすると思う……」

「そうさ、オードン族だけじゃない、ナガス族だってそうだ。情勢が変われば簡単に政府側にいるセルム族に対する加害者に変わるだろう。このセリカスタンの部族は誰も皆、相互不信と疑ぎ心しん暗あん鬼きとそこからくる恐怖で凝り固まっている。

　何もしなければ殺される。殺される前に殺せ。一族の誰かが殺されたら殺し返せ、復ふく讐しゆうだ怨おん念ねんだ一族の恨うらみだ……この、こんがらがった負の感情を解き放つことなど誰にもできやしない……」

　そして相そう元もとは真ま面じ目めな顔で龍也に聞いた。

「君は、日本にいた頃、コンビニにパンを買いに行くときに狙そ撃げき兵に狙ねらわれるかもしれない、と心配をしたかい？」

「そんな心配するわけありません！」

　目を見開いて首を振る龍也に、相元はたたみかけた。

「なぜだい？　その日は狙撃兵が休みだと知っていたからかい？」

「休みも何も、日本には狙撃兵なんて存在しないからです！」

　龍也の答えを聞いた相元は満足そうに微笑ほほえんだ。

「そう、平和ってのはそういうことを言うんだ。単にその場に狙撃兵がいないことを言うんじゃない。最初から狙撃兵に狙われることなんか考えなくてもいい、相互の信頼が成り立っている世界のことを平和って言うんだ。でも、この国の人々にはそんな世界があることなんか想像すらできないだろう。だから、この国の人々はみんな自衛のために銃じゆうを持つんだ。

　銃を持てば、殺されない。殺そうとすれば自分が殺されるからね。この国だって見た目は実に平和だ。バザールの中で撃うち合いなんか起きやしない。でもみんな銃を持っている。この平和は相互信頼の上に成り立っているわけじゃない、互いが銃を突きつけあう相互威い嚇かくと相互恫どう喝かつの上に成り立っているんだ」

「じゃあ、このセリカスタンには本当の平和なときは来ないのですか？」

　相元は小さく首を振った。

「いや。この国に平和が来るときがあるかもしれない。一つはどこかの部族の中から織お田だ信のぶ長ながが現れて、死し骸がいの山を築いて全土を平定したとき……そしてもう一つは部族の長おさや人々が相互信頼の上に築かれた日本のような国家を知って、そうなりたいと願ったときだ……いずれにしろ当分先の話だろうな」

　龍也は身体からだを自動車のシートに預けて、考え込むようにつぶやいた。

「なぜ、そんなに時間がかかるんだろう？」

「人が変わるのには、時間がかかるのさ。それに、今のセリカスタンの指導者たちには、他人を動かすという意識が無いからね」

「他人を動かす？」

　怪け訝げんな顔をする龍たつ也やを見て相そう元もとは笑った。

「他人というのは他ほかの部族という意味さ。これも、要するに相互信頼と同じことなんだけどね。族長にとって自分の部族というのは身内みたいなものだから、動かすのは簡単だ。でも、他の部族を動かすにはその部族の連中との間に信頼関係が必要になる。今みたいに、各部族同士で争ったり殺しあったりしているうちは絶対に統一なんかできやしない。

　部族の誰かが、本当の実力を手に入れることができたらこの国も変わる事ができるかもしれないがね……」

「本当の実力って……どういう意味ですか？」

　相元は真ま面じ目めな顔で聞いた。

「信のぶ長ながは、たった一人で刀や槍やりを振り回して、何万もの軍ぐん勢ぜいをやっつけて、天下統一を成し遂げたのかい？」

「いえ、違います、そんなことができるのは、ゲームのヒーローだけですよ」

「そうだね、普通の人間に、そんなことができるわけが無い。信長は、部下に命じることでそれを成し遂げた……つまり、信長の周りには、信長のために命を懸かけて戦おう、と思う部下がたくさんいたってことさ。本当の実力ってのは、この人のために戦おう、とか働こう、と思わせる人間をどれだけ自分の周りに集めることができるか、という力のことを言うんだ」

「すごいですね相元さんって……」

　感心したように小さく首をひねった龍也を見て、相元は素人しろうとマジシャンが手品の種たね明かしをするときのように微笑ほほえんで言った。

「いやあ、実を言うとこれはビジネスマンが読む『戦国大名に学ぶ部下の管理術』みたいなビジネス書の受け売りなんだ。俺おれが考えたわけじゃない」

「そんな本読んだこと無いからなあ」

「高校生が読んだって意味がわかんないと思うよ、会社に勤めて部下ができて、人を使うようになって、自分の身体からだで体験しないと、本当のところはわからないと思うけどね」

　龍也は、その相元の言葉に嫌いや味みな響きを感じ取らなかった自分に少し驚いた。

　……以前の俺なら、間違いなくムカついただろう。

　だって、経験とか年ねん齢れいってのは絶対に追いつかない、追い越せない、年上の大人おとなたちだけに与えられたアドバンテージだ。

　そこに立ってものを言われたら、絶対に言い返せない。それは対等じゃないしフェアじゃない。そういうことを言う大人はずるい、大人は汚きたない。

　……俺おれはそんな風に考えていた。

　でも……サラサさんとか、ネマコルさんとか、プロフェッショナルな大人おとなを見て、その考えが、どんなに馬鹿げたことなのかわかった。

　俺がサラサさんやネマコルさんと対等なわけがない。対等なのは、人間と人間という立場で見た部分だけだ。フェアじゃなくて当たり前なんだ。対等じゃなくて当たり前なんだ。絶対に勝てないんだ。

　黙って考え込んでいる龍たつ也やに向かって相そう元もとが心配そうに聞いた。

「どうした？　大人になればわかるよ、って言われたので怒ってるのか？」

「あ、いえ、そんなことはないんですけど……」

　相元の言葉が半分以上当たっていることに少し驚きながら龍也は言葉を続けた。

「あの……相元さんも、俺ぐらいの歳としのとき、大人の人からそんな風に言われたらムカついたんですか？」

　相元は小さく声を上げて笑った。

「はははは、君ぐらいの歳で、そう言われてムカつかないような聞き分けのいい良い子は、将来出世しねえな。自分を信じてない証しよう拠こだ。

　君ぐらいの歳の男ってのは、世界と自分が対等だと思ってる。先生だろうが親だろうが先せん輩ぱいだろうが、全部対等じゃないと納得できない。人間は平等に扱われるべきだ！　というわけだ。まあそれが理想的な社会であることは間違いない。

　でもな、現実社会では、対等に扱えと主張するなら、仕事も責任も対等に背負わなきゃならない。責任を果たして結果を対等に出して、初めて対等に扱えと主張できるんだ。社会ってのは結果を出せるかどうかで決まる。

　たとえば将しよう棋ぎとか囲い碁ごの世界なんかそうだろ？　小学生や中学生でも、将棋が強ければ大人を追い越して昇段するし、それ相応の扱いをしてもらえる。これは結果を出したからだ。

　結果を出して、初めてそいつの言葉に説得力が出る。

　まあ、俺が言ってたのは、ただの甘ったれた自己中なガキのたわ言だったんだな……と今になってからわかる。経験を積んで、世の中と自分は対等なんかじゃないんだ、ということを見に染みて理解しない限り、これはわかんない概がい念ねんだよ……」

　そして相元はもう一度笑ってみせた。

「……だから、大人はみんな『大人になればわかるよ』って言って、それを聞いた若い連中が馬鹿にするな！　と、ムカつくってわけさ」

　龍也はあいまいな微笑を浮かべてうなずいた。

「……なんとなく、わかってきたような気がします」

「その歳でその辺のことがわかれば、たいしたものだな」

　相元がそう言って小さくうなずいたとき、道の先の方に日本領事館が見えてきた。







　　　第八章　「知恵袋」







　相そう元もとと共に日本領事館に戻った龍たつ也やは、とりあえず当座の生活の場所として、二階にある小さな部屋を貰もらった。

　シングルベッドに、事務机に小さなソファ、というどこかのビジネスホテルのようなその一室は、ＶＩＰの随行員などが泊まる部屋らしかった。

　ベッドの上でリュックの中身をぶちまけて、自分のノートパソコンを取り出しながら、龍也は、さっき車の中で相元に言われた言葉を思い出していた。

　……結果を出せ。結果を出さなくちゃ説得力は無い……か。

　きっと、俺おれたちにとっては一番嫌いやな言葉だよな。だって、結果を出すために努力したり、挑戦したりするのが嫌で、結果を出せないから文句を言っているんだもの。

　そして龍也は思った。

　……それがわかってきたように思えるのは、きっと俺は結果を出したからなのかもしれない。

　めっちゃくちゃ他力本願で、俺がやったことは、単にインターネットでアイディアを募集しただけのことかもしれない。誰だってやれることだし。偉くもなんともないけど。

　でも、その結果、キンリの里は戦車の攻こう撃げきを免まぬかれて、俺は感謝された。

『タツヤ、アリガト……タツヤ、ダイスキ……』

　龍也の脳裏に、あのとき祝しゆく宴えんでリューカ姫ひめが言った言葉がよみがえった。

「……結果を出すと、やっぱりいいことあるよな」

　龍也は照れたように、そうつぶやくと、ノートパソコンと付属機器を抱えて相元の部屋に向かった。

　部屋に来ている回線を使ってネットに繫つなぎ、相元から貰もらったＩＲＣクライアントソフトをダウンロードしてから、龍也は相元に聞いた。

「俺が聞きたいのは、このセリカスタンの現状を変える方法なんです。俺にはそんな力はありませんけど、もし、俺がセリカスタンのどっかの部族長だったら、この空くう爆ばくや内戦をやめさせる方法があるのだろうか？　とかそんなことをずっと考えていたんです……どんな話題のチャンネルにインすればいいんでしょう？」

　龍也の言葉を聞いた相元は一瞬驚いたように目を丸くしたが、すぐに納得したように小さくうなずいた。

　……いきなりセリカスタンの現状を変える方法だとか言い出したからびっくりしたが、まあこのくらいの年ねん齢れいの子にはよくあることだよな。

　今まで何の問題意識も持たずに生きてきて、いきなり過か酷こくな現実を見せられて、使命感に目覚めるとかそういうことって。

　東南アジアの貧しい子供達を見て、ショックを受けて日本に帰って急にボランティアに目覚めたりするのと同じことかもしれないな。

　まあ、ハシカにかかるみたいなものだけど、現実に目覚めるのは別に悪いことじゃない。

　ここは一つ大人おとなとして協力してやるべきだろう。

　相そう元もとは首をひねって考え込んだ。

「うーん……そういう理由だったら、軍事というより、どっちかというと創作系のチャンネルの方がいいなあ。政治的な観念論や、哲学論じゃなくて具体的な方法論を論じるチャンネルの方がいいだろう」

　相元はしばらく考え込んだあとで、パソコンを操作して稼か動どう中のチャンネルの検索画面の中からいくつかのチャンネルを指差した。

「ここは、仮想戦記や、ＳＦなどの読者と作家が『もしも○○が××だったら？』という架か空くうの歴史や戦争を論じる『ＩＦチャンネル』という場所だ。ここに、インして……そうだな「空くう爆ばくを受けている遊牧民が逆転勝利する方法はありますか？」とか発言すれば、興味のある人がきっと食いつくと思うよ。俺おれも一緒にインしてやるから、場の空気に慣れるまで、適当にＲＯＭしていてくれればいい」

「わかりました、お願いします」

　龍たつ也やはそう言って頭を下げると、自分のノートパソコンのクライアントソフトを起動させた。

　チャット画面では、ちょうど話題が尽きたのだろう、誰も発言しないまま三十分ほどが過ぎている。

　接続している人は二十人以上いるらしいが、どうやらインしているものの、べつのことをしていたり他ほかのチャンネルに繫つないでいるのだろう。

　相元がまず「souto」というハンドルネームでインして挨あい拶さつを書き込んだ。

〈Souto〉『こんにちはー、おひさしぶりです、どなたかいませんか？』

　しばらくすると、常じよう駐ちゆうしていた何人かが挨拶を返してきた。

〈Bno〉『ども！』

〈Aka〉『久しぶりじゃのー』

〈Cat〉『まだ幽ゆう閉へい中ですか～？』

　龍也はしばらく自分のハンドルネームを何にするか考えていたが、やがて小さくうなずくと、そのチャンネルにインした。

　ハンドルネームは〈Sima〉だった。

〈Sima〉『はじめまして、Soutoさんに教えられて、遊びに来ました、よろしく』

　龍也が挨拶すると、気軽な返事が返ってきた。

〈Cat〉『よろしく！』

〈Aka〉『はじめましてじゃー』

〈Bno〉『どもどもです』

　ノートパソコンから顔を上げて、龍たつ也やは相そう元もとに聞いた。

「なんか、軽い人ばかりですね、今日はプロっぽい人は来てないんですか？」

　相元は笑いながら首を振った。

「どういった部門のプロのことを言っているのかわかんないけど、今、君の挨あい拶さつに答えてくれた三人は、みんなプロだぜ。〈Aka〉って人は、シミュレーションゲームとかのシステムやシナリオ作ってるプロのゲームデザイナーだし〈Bno〉ってのは、仮想戦記やライトノベル書いてるプロの作家だし。〈Cat〉ってのは、この『ＩＦチャンネルサーバー』の管理人で、情報管理ツールのプロだ。いずれ劣らぬ博はく覧らん強きよう記き、物知りのカタマリみたいな連中さ……」

　そして相元はにやっと笑った。

「論より証しよう拠こだ、これからネタを振ってみよう、さっき俺おれが言った『空くう爆ばくを受けている遊牧民が逆転勝利する方法はありますか？』というやつだ、まあ見てろよ」

　そして、相元はチャットに、その質問を書き込んだ。

　さっそくインしていたメンバーの何人かが食いついた。

〈Cat〉『それは面白い』

〈Bno〉『そういった劣勢の状況から、アイディア一発で逆転する話は好きだなあ』

〈Aka〉『勝利条件はなんだ？　どの時点で勝利となる？　相手を完かん膚ぷないほどに叩たたきのめさねば勝利ではないのか。それともその局面、つまり空くう爆ばくを中止に追い込むことで勝利とするのか、そこを決めねば話ができんぞ。それと使える武器の設定はできているのか？』

　画面を見ていた相元が、顔を上げて龍也に言った。

「会話に加わってごらん。大丈夫、ここに来る人はみんな大人おとなだからちょっとぐらいピントが外れたことを発言しても荒れることは、まず無いから」

「はい、わかりました……」

〈Sima〉『実を言うと、その質問は私がSoutoさんに聞いた質問です。そうしたらここで聞いてごらんと言われたものですから……』

〈Cat〉『おや、そうでしたか』

〈Bno〉『なかなか面白い設定だけど、もしかしたら小説か何かにするつもりなのかな？』

〈Aka〉『いや、まあそこまで詮せん索さくせんでも、与えられた条件をいかにクリアする方法を考え出すかという、これはブレインストーミングだからして、わしらは考えてアイデアを出せばいいのではないかな？』

〈Bno〉『まあ、言われてみればそうだなあ、そっちの方に思考がいくのはまあ職業病だ』

〈Aka〉『というわけでSimaくんよ、さっきの質問に答えてくれ。勝利条件と、装備のレベルだ』

〈Cat〉『あと、条件としては、あくまでも現実の話としてなのか、どうかってところも聞いておきたいものですな。装備は中世の弓矢で、たった数十人の戦力で、空くう爆ばくを食らわすことができるだけのシステムを維持できている軍隊を、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめす方法を教えてくれと言われても困る』

〈Bno〉『超能力者とかオーバーテクノロジーという超自然の存在に頼らないで、それが現実にできるなら、その存在はやっぱり超自然以外の何者でも無いと思うなあ』

　龍たつ也やは、セリカスタンの現状をそのまま設定にしてチャットの画面で発言した。実在の国名を出さない方がいいような気がしたので、あくまでも架か空くうの国という設定にして。三つの部族が争い合い、政府軍が優秀な装備で固めた軍隊を持っており、そして空軍で爆ばく撃げきを加えている。他ほかの部族はせいぜいゲリラに毛が生えた程度の装備しかない。地の利があるのと、人数の差でなんとか全滅しない程度に戦えるが、空爆には手も足も出ない、という内容を示したのだ。

　質問を書いて発言して、十秒しないうちにAkaというハンドルネームの人が答えた。

〈Aka〉『これは、今、内戦が行われているセリカスタンの現状に近いんじゃないか？』

〈Bno〉『そうですね、情報があいまいな部分もありますけど、セリカスタンの国内事情に実に似ていますな。おそらくモデルはそこじゃないの？　〈Sima〉さん』

　龍也は慌あわてて打ち込んだ。

〈Sima〉『はい、実はそうなんです……よくわかりましたね』

〈Aka〉『大人おとなを舐なめてはいけない』

〈Bno〉『おなかを壊こわすから』

〈Aka〉『わしは不衛生食品かー！』

〈Bno〉『まあ、冗じよう談だん抜きで。世の中には知ろうと思えばいくらでも知ることのできる情報は転がっているんだな。んでもって世の中には、それを「知りたい」と思う人間と「知らなくてもいいや」と思う人間の二種類がいるってわけさ』

〈Cat〉『んでもって、ここには知りたいと思う人間がゴロゴロいるというわけですな』

〈Aka〉『さっきSimaくんから聞いた状況で、一つ思い出した設定があるな。ギャビン・ライアルという人の書いた「本番台本」という小説だ』

〈Bno〉『このチャンネルは十八歳さい未満禁止のネタはダメですよ』

〈Aka〉『そういうネタを振るでない！　これは真ま面じ目めなサスペンス小説だ！　作者はあの「深夜プラス・ワン」を書いているギャビン・ライアルなんだからな！』

〈Cat〉『Simaさんは読んだことあるのかな？　ギャビン・ライアルの本は』

　龍也は素直に書き込んだ。

〈Sima〉『小説で読んでいるのはライトノベルくらいで、それ以外はほとんど読んだことがありません。外国の翻訳小説も、まだ一冊も読んだことがありません』

〈Aka〉『そうかー、本は読んだ方がいいぞ、ライトノベルに物足りなくなったら、いろいろ手を広げてみるのもいいと思うな』

〈Bno〉『えーと「本番台本」ってのは確かアレですよね。主人公が雇やとわれパイロットで、第二次世界大戦を舞台にした映画を作るので、その当時の爆ばく撃げき機を操そう縦じゆうしてくれと頼まれて、南米だかどこだかに行って。そこで革命に巻き込まれる話』

〈Aka〉『そうそう、映画撮影という理由でアメリカの双発爆撃機Ｂ25を持ち込んで、そいつ使って、南米の独裁政権を倒そう、という話だ。

　独裁政権の空軍が使っているのはジェット機で、こっちはオンボロのプロペラ機、それも一機、正面から戦ったら勝ち目は無い。そこで主人公は考えるんだな。「飛行機が時速二百キロでレンガの塀へいにぶつかったらどうなる？」とな。どうなると思う？』

　それは自分に対する問いかけだと理解した龍たつ也やは、答えを打ち込んだ。

〈Sima〉『当然壊こわれますよね』

〈Bno〉『そうそう、たとえジェット機でも、レンガ塀にぶつければ壊れるわけだ。でも、ジェット機が自分からレンガの塀にぶつかりに行くことは無いよな』

〈Sima〉『操そう縦じゆう者がいれば当然避けますよね』

〈Aka〉『そう、そこで主人公は発想を逆転する。ジェット機は時速二百キロでレンガ塀に突っ込んでいくことはない。ならばレンガ塀を時速二百キロで飛行機にぶつければいい。

　というわけで、Ｂ25の機体にレンガを積み込んで、飛行場に突っ込み、レンガをジェット機の上にぶちまける。

　飛行機はジュラルミンでできている。二百キロで投げつけられたレンガは飛行場に置かれたジェット機の翼つばさやコックピットをぶち抜いて、これを使えなくした。かくして独裁者の空軍は無力化された……という話だよ』

〈Cat〉『確かにシチュエーションは似ていますねえ。問題は政府軍以外に飛行機を持っていないというところでしょうか？』

〈Aka〉『そのまんま使えとは言っていない。ようは発想の転換をすべきだということだ。戦争の歴史を見ても、指揮官が固定観念にとらわれることが一番悪い結果を生むんだ。日にち露ろ戦争の旅りよ順じゆん戦とか、第一次世界大戦のソンムの塹ざん壕ごう戦とかを見ればよくわかる』

　なんとなく話が濃い方にいきそうになったので、龍也は慌あわてて書き込んだ。

〈Sima〉『要するに、目的を達成する方法は一つじゃないということなんですね？』

〈Cat〉『そうそう、空くう爆ばくを中止させることが目的ならば、そのためにどうすればいいか、ということを考えればいい。飛んでくる爆撃機を撃げき墜ついするだけが方法じゃないってことだね』

〈Bno〉『飛行機を飛べなくしても爆撃は中止させることができる。機体、燃料、そしてパイロット。このどれが欠けても飛行機は飛ばない。そうやって考えていけば、いくつも攻略法は見つかる』

〈Aka〉『あとは、それぞれの要素を攻略する難なん易い度を考えればいいってことだな』

〈Bno〉『パイロットを狙ねらうなら、一服盛るとか、色仕掛けで転ばすとか、別に銃じゆうを撃うったり戦ったりしなくても、使い物にならなくする方法はいくらでもある』

〈Cat〉『Bnoさん、好きだからねえそういうの』

〈Bno〉『強いやつがこれをやると「卑ひ怯きよう」と呼ばれて反感を買うが、弱いほうがこれをやると「計略」と呼ばれて好感を持たれるのだな』

　チャット画面に飛び交うアイディアや視点のほとんどは、今まで龍たつ也やが思いついたこともないものだった。

　……考えるってのは、こういうことを言うんだな。勉強になるなあ。やっぱり発言者が明らかになっているから、匿とく名めい掲示板とかに比べると、情報の正確さや責任の度合いが違うからだろうな。

　……でも、さっき聞いた『本番台本』っていう本のアイディアは捨てがたいなあ。爆ばく撃げきをするには爆ばく弾だんと飛行機とパイロットが必要だから、そのどれかを攻こう撃げきして使えなくすればいいってのも言われてみればそのとおりだけど、なかなか考え付かないよな。

　……そういえば、あのナガス族の捕ほ虜りよになっていたシャクドー中ちゆう尉いって、確かセリカスタン空軍のパイロットだったよな。

　ということは、もし、飛行機がどっかにあれば、あのレンガ塀べいを飛行機にぶつける、って作戦をやれるかもしれないんだ。

　……どっかに飛行機が無いかな？　確かサラサさんがスラーヤ衛星携帯電話持ってたから、電話で聞いてみようか。







　　　第九章　「同盟」







　サラサとリューカ姫ひめは、ネマコルたちの護衛のもと、ナガス族の本ほん拠きよ地ちであるヌルカの街に来ていた。

　周囲を大きな城壁で囲った旧市街地。サラサはその真中にある尖せん塔とうが立つ古い神しん殿でんの手前に立って、ナガス族の長老たちとの会談に向かおうとしていた。彼女の胸元に入れてあった携帯電話が鳴ったのはそのときだった。

　サラサは、会談場所まで付き添っていたナガス族の案内人に向かって手を上げた。

「申し訳ない。電話だ、ちょっと待ってくれ」

　そして、携帯電話の相手が龍たつ也やだと知ってあわてて耳に当てたサラサは、龍也の話を聞いて思わず眉まゆをひそめた。

「飛行機が手に入らんか、じゃと？　いきなり何を言い出すんじゃお前は。国外脱出のために使うんか？」

『違うよ、サラサさん！　例の空くう爆ばくをやめさせる方法を思いついたんだ！　そのために、飛行機が必要なんだ。パイロットはナガス族のシャクドー中ちゆう尉いがいるから、あとは飛べる飛行機さえあれば、なんとかなりそうなんだ！』

　携帯電話から聞こえてくる龍也の声を聞きながらサラサは考え込んだ。

　……飛行機か。確かに、地上部隊を送り込んで空港を制圧するなんてことは、とてもできないが、飛行機で空爆ができれば、空港の機能を停止させることができる。

　だが、このセリカスタンの空軍部隊はあの首都にあるだけで……いや、違う。もう一個あった。

　十年前の内戦のときに、ハネイスの近くにある飛行場を拠きよ点てんにしてオードン族に攻こう撃げきを仕掛けていた、軽飛行機部隊があったはずだ。

　……でも、あの飛行機は確か、ユーゴスラビアの初等練習機を改造したちゃちなプロペラ機だったな。

　サラサは小さくうなずくと龍也に向かって答えた。

「うーんと、確かに飛行場はある。ほじゃが、そこは今オードン族の支配下じゃぞ。そこに飛べる飛行機が残っとるかどうかもわからんしの。ましてやそこにある飛行機は、脚あしも引っ込まんようなプロペラ機じゃ。大きな爆ばく弾だんなんぞとても積めるようなシロモノじゃなかったと思うがの」

『それでもいいんだ！　飛べる飛行機なら、いくらでも使い道はあると思うんだ……なんとかその飛行機が手に入らないかな？』

　サラサはため息をついた。

「あのな、飛行場は、今、オードン族の支配下にあるゆうたろうが。知ってのとおりオードン族の連中は話して通じる相手じゃない。お前さんに刺し客かくを送り込んでくるようなやつらじゃぞ。まず交渉は無理じゃの」

『でも、今、空くう爆ばくで犠牲者が出ているのはそのオードン族なんだから、その空爆をやめさせるために必要なんだ！　って言えば協力してくれるんじゃないかな？』

　サラサは小さく首を振って携帯電話に答えた。

「悪いが、オードン族に交渉する前に、目の前におるナガス族の爺じいさんどもと手を結ぶのが先決なんじゃ。これから対談が始まるけぇ、これで電話を切るで。またあとでこっちから連絡をいれる」

『あ、ちょっと待って、リューカ姫ひめに……』

「リューカ姫も忙しいんじゃ切るぞ」

　龍也の言葉に、そう答えてあっさり電話を切ったサラサに、リューカ姫が真剣な目で聞いた。

「今の電話は……タツヤですね？　どうしたんですか？　まさか国外退去になったとか……」

　サラサは安心させるような微笑を浮かべて首を振って見せた。

「御安心下さい。そういう内容ではありません。それどころか、例の空爆をやめさせる方法についてなにやら思いついたそうでして、飛行機が手に入らないか？　と聞いてきたのですよ」

「飛行機？」

　目を丸くするリューカ姫を見て、サラサはうなずいた。

「そうです、まあ当てが無いわけではありませんが、飛行機が手に入りそうな場所はオードン族の支配下でして、今の状況では無理ではないかと思われます」

　リューカ姫はしばらく考え込んでいたが、やがて何かを心に決めたように小さくうなずいた。

「……わかりました。それがタツヤの……シマオオカミの望みなら、私もできる限りのことをしたいと思います……そのためにも、このナガス族の長老との会見を失敗させるわけにはいきません！」

　その決意あふれた言い方にサラサが少し驚いたとき、二人のいる控え室に、ナガス族の接待役の男がやってきて一礼した。

「会談の用意ができました、こちらへどうぞ」

　セリカスタン東部州にあるヌルカの街で、この地方一帯を勢力下に置くナガス族の長老たちと、キンリ族の特使であるリューカ姫との会見は、なごやかに始まった。

　サラサが連れてきた、政府軍に無理やり徴用され、危険な任務を押し付けられていたナガス族の兵士たちという手土産みやげと、そして姫巫み女こであるリューカ姫が直接訪れたことは、ナガス族の長老たちにかなりの好印象を与えたのだろう。

　ナガス族の兵士たちを殺さずに捕ほ虜りよにし、なおかつ東部州まで連れてきてくれた事に対する長々としたお礼の言葉と、それに対する礼の言葉のお返し、というセレモニーが終わったあとでリューカ姫は、単刀直入に話題に入った。

「ナガス族のご長老の方々も、現在のセリカスタンの内戦の状況は、ご存知のことと思います。このままでは、各部族はあの政府軍の空くう爆ばくに各個撃げき破はされてしまいます。部族間で同盟を結び、あのセンドルク大統領の暴ぼう虐ぎやくに対抗しようではありませんか！」

　その単刀直入さを、長老たちはリューカ姫ひめの熱意の表れと取ったようだった。

　長老たちは微笑を浮かべて互いの顔を見合った。

　やがて、白く長いひげを生やした長老の一人が静かに言った。

「しかし、どうやって対抗するというのだ？　政府軍の武器や装備は、新型で強力じゃ。いかにして戦うというのかね？」

　隣にいた長老がうなずいた。

「ナガス族の総力をもって戦ったとしても、とても勝てる相手ではない。ましてやキンリ族の兵力を足したところで、なんの力になろう？　同盟を結ぶ理由があるのかな？」

「理由はあります！」

　胸を張ってきっぱりと言い切ったリューカ姫を見て、長老たちは、目を見開いた。

「ほう、理由があるとな？」

「聞かせてもらおうではないか、その理由とやらを」

　リューカ姫は、ナガス族の長老たちを見回して、ゆっくりと言った。

「兵力とは、単に銃じゆうを持って戦う人数だけのことではありません。その少ない兵力でも、効果的に使う、その方法さえあれば、手持ちの兵力を何倍にも何十倍にも使いこなし、数十倍の兵力の相手を翻ほん弄ろうし、その意志を挫くじくことができます。

　我がキンリ族には、その方法を熟知した軍ぐん師しがおります」

　長老は、リューカ姫の言葉を嘲ちよう笑しようするように言った。

「軍ぐん師しシマオオカミとかいう男のことかな？　なんでも異邦人よそものだそうだな。名前も聞いたことの無い、どこの馬の骨ともわからぬ者など信じることはできんな」

　リューカ姫はその嘲ちよう笑しようをさらりとかわして、微笑ほほえんでみせた。

「確かにこの者は、名もない、異い邦ほうのものです。しかし机き上じようの空論を振りかざす口先だけの者ではありません。キンリ族が、実際にこの者の指揮の下で、セリカスタン最強の地上部隊と言われていたリューコフの戦車隊を退けたことはご存知のはずです。シマオオカミの実力を語るとき、この事実と結果を提示するより他ほかに言葉が必要だとは思いません。

　御長老が、実績も結果も無くとも名が高い方が、信用できるというのなら、私は黙って引き下がりますわ」

　リューカ姫を嘲笑した長老が、ばつが悪そうに視線を逸そらしたのを見て、白く長いひげを生やした長老が笑った。

「一本取られたな、ナギーよ」

　その言葉を聞いた長老たちの間に、笑いが広がった。

　後ろに控えて、リューカ姫ひめの対応をはらはらしながら見守っていたサラサは、小さく安あん堵どのため息をもらした。

　……物もの怖おじしないというか、素直というか……リューカ姫のような裏も表も無い真まっ直すぐな人間が言うことの方が、このナガス族の長老みたいな海うみ千せん山やま千せんの妖よう怪かいジジイどもにとって一番効果的なのかもしれないわね。

　リューカ姫は、胸を張って言った。

「同盟を結ぶ理由、その利点は他ほかにもあります。ご存知のようにセルム族はセリカスタン政府を標ひよう榜ぼうし、政府軍のほとんどを握っています。しかし、その数は多くありません。

　他の大部族であるオードン族や、ナガス族を攻略する力はありますが、その二つを同時に攻め滅ぼすだけの兵力を持っておりません。『セルムに兵なし！』これが同盟の最大の理由です」

　長老たちはうなずいた。

「うむ、確かにセンドルクの率いる政府軍は二正面作戦ができるほどの兵力は無い。ナガス族にその矛ほこ先さきが向かったときに、北方でキンリ族が呼応して立てば、ナガス族に兵力を集中することはできん。同盟は我々にとって有利に働くことは事実じゃ」

　自分の言い分を認めるようなその言葉にリューカ姫は目を輝かせた。

「では……私たちの提案を認めていただけるのですね」

　長老たちはお互いの顔を見合ってあいまいな微笑を浮かべた。

「いやあ、有利になるというのは一方的な見方じゃな」

「そうそう、キンリ族が我らを裏切ってセンドルクにつかぬという保証が無い」

「ナガス族は油断しております。今なら攻め落とせますと告げ口すれば、センドルクは大喜びじゃ。キンリ族を優遇するかもしれん」

「案外それが目当てではないのかね？」

　リューカ姫は真剣に首を振った。

「いいえ！　そのようなことがあるはずがありません！　センドルク大統領は、我がキンリの里を欲しているのです！　私たちをあの地より追い払い、あの地に眠ねむるレアメタルを採掘することを目的にしているのです！　そのような者と手を結ぶわけがありません！」

　その真剣さを揶や揄ゆするように長老の一人が言った。

「言葉だけではどうとでも言えるでのう……ここは一つ態度で示してもらえんか？」

「態度……と申しますと？」

　警戒するように聞いたリューカ姫を見て、長老が笑いながら言った。

「姫巫み女こにこのナガスの一族のところに輿こし入れしてもらうとか……」

「うむ、婚こん礼れいによって部族の絆きずなを強めるというのは昔はよくやられていた方法じゃな」

　リューカ姫ひめは下を向いた。

「私はキンリの姫巫み女こです。それは……無理です……でも……」

　その、苦悩する表情を見ていたナガス族の最長老は、周りの長老をたしなめるように言った。

「お主ら、冗じよう談だんにしては度が過ぎる。見よ姫巫女殿どのが悩んでおられる。あの純真さを見習わねばいかんぞ」

　長老たちは声を上げて笑った。

「いやいや、冗談ですぞ、姫巫女さま、本気になさるな」

「これはキンリ族の本気の度合いを確かめるために仕組んだことでしてな。他意はないのじゃよ」

「うむ、他部族を信じるというのは、並大抵のことではない。自分の部族の命運がかかっておるのだからな。まあ勘かん弁べんしてくれ」

「まあ、今の姫巫女殿の悩みようから見ても、この同盟の話、信じるに足りるものであることはよくわかったわい」

　会談の風向きが、同盟締結に向かったのをサラサは見逃さなかった。

　サラサは最長老の目を正面から見み据すえて言った。

「……では、キンリ族を信頼していただけるのですね？」

　長老たちは互いの顔を見合ったあとで、全員が同時にうなずいた。

　そして白く長いひげを生やした最長老が宣言するように言った。

「我がナガス族はキンリ族を盟めい友ゆうと信じる。我がナガスの地に敵が向かいしときは、キンリの者、これの背後を討うち、キンリの里に敵向かいしときは我がナガスの者、この背後を討つ。利害同じなる我がナガス族と汝なんじらキンリ族は今、このときから盟友である！」

　その言葉を聞いたサラサは、胸の中で小さく笑った。

　……利害同じなる、ってことは、利害が同じでなくなったら、さっさと同盟関係を解除するってことね。

　利に敏さといナガス族らしい言い方だわ。でも、その分実にわかりやすいのはありがたい。

　リューカ姫は静かに頭を下げた。

「ありがたきお言葉でございます。わがキンリの里は、兵の数少なしといえども、その腕うで前まえは一いつ騎き当とう千せん。軍ぐん師しシマオオカミの智ち謀ぼうと共に、必ずやナガス族の方々のご期待に応こたえてみせましょう」

　ナガス族の長老たちはそれぞれにうなずくと、ぱんぱん、と二回手を叩たたいた。

　それはナガス族の誓せい印いんだった。

　リューカ姫とサラサも同じように顔の前で二回手を叩くと、ナガス族の長老たちは、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　公式の会談はこの誓せい印いんの儀式で終わったのだろう。長老たちは、ざっくばらんに話し始めた。

「いやあ、姫ひめ巫み女こ殿どのはたいしたものじゃ。その落ち着きぶりをうちの孫どもに見せてやりたいくらいじゃ」

「うむうむ、ご立派な姫巫女さまになることじゃろう」

「それにしても、久々に若い娘むすめと話ができて楽しかったわい」

「うむ、ここのところ、話し相手はいつも軍の指揮官とか、偵てい察さつの兵士とか、むくつけき男どもばかりじゃったからな」

「サラサ殿の色気と、姫巫女殿の清純なる気を吸って、このジジイも若返りましたぞ」

　集会所の様子を見ていた接待係が、部屋の奥に合図すると、色鮮あざやかな民族衣装を身に纏まとった若い女性たちが、大きな盆ぼんに料理や果物くだものを持って部屋の中に入ってきた。

　白いひげの長老が嬉うれしそうにリューカ姫に言った。

「さあ、盟めい友ゆうとなったその祝しゆく宴えんです。ごゆっくりお楽しみください」

「ありがとうございます」

「かたじけない……」

　リューカ姫に続いて頭を下げたあとで、サラサは小声でつぶやいた。

「どうやら、ナガス族の連中は、最初から同盟を結ぶつもりだったみたいですね」

「どうしてわかるんですか？」

　怪け訝げんな顔をするリューカ姫に、サラサは目の前に並んだ豪ごう華かな料理を視線で示してから小声で応こたえた。

「この料理ですよ。会談が決けつ裂れつすれば、この祝典の料理は無む駄だになります。利害に聡さといナガス族がそんな無駄なことをするはずがありません」

　リューカ姫は笑ってうなずいた。

「ならば、両思いだったということではないですか、喜ぶべきですよ」

「それはそうなんですが……やっぱりナガス族ってのは一ひと筋すじ縄なわではいかない相手ですね」

　サラサが釈しやく然ぜんとしないような表情でうなずいたとき、長老の中の一人が近寄ってきてサラサに頭を下げた。

「私はミナス・シャクドーと申します。本来ならば政府軍の兵士として殺されるところをサラサ殿に助けられたチミカ・シャクドーの父親でございます。この場をお借りしてお礼を申し上げます」

　サラサは慌あわてて居住まいを正して頭を下げた。

「あ、いえ、我らの敵は政府軍とはいえ、それはセルム族のみ。ナガスの兵を殺すのは理に合わぬと思っただけのことです」

　シャクドー中ちゆう尉いの父親は、感心してみせた。

「いや、その寛かん大だいさが実にすばらしいですな。我がナガス族も、他部族はすべて敵であるという考えを改めねばなりませんな」

　そのとき、横でサラサとシャクドーの会話を聞いていたリューカ姫ひめが言った。

「そのとおりです。部族同志が争うのではなく、手を結ばねばならないのです。そうでなければこのセリカスタンに真の平和は訪れないでしょう。たとえばオードン族とナガス族が手を結べば、充分センドルク大統領の率いる政府軍に対抗できるのではありませんか？」

「オードン族と手を結ぶですと？　そんなことできるわけがない。なぜならあいつらは人間じゃありませんからな。血に餓うえたオオカミのようなやつらですぞ、あんなものを信じるなど、とてもとても……」

「信用できるかどうか、ではなく、敵の敵は味方だと思い込むことはできませんか？　共にセンドルク大統領と戦う相手として……」

　笑いながら顔の前で手を振ったシャクドーに、リューカ姫は食い下がったが、その言葉もまた一笑に付されてしまった。

「敵の敵は味方、とはよく言われる言葉ですが……相手がオードン族なら私は敵の敵もまた敵なりとお答えします。まともに話もできん相手を味方にはできませんからな……」

「では、オードン族と同盟を結ぶつもりは無いのですね？」

　リューカ姫の真剣さの真意を測りかねたシャクドーが、困こん惑わくする表情を浮かべたところに、サラサが助け舟を出した。

「シャクドー殿どの。実を言うと、我がキンリの軍ぐん師しシマオオカミが、飛行機を探しておるのです。しかし、今、政府軍以外に飛行機を持っている可能性があるのは、ハトウ飛行場を押さえているオードン族だけなのです。

　シマオオカミは、ナガス族のパイロットとオードン族の飛行機を使いセンドルクの空くう爆ばくをやめさせる秘策を持っております。リューカ姫ひめがオードン族との同盟にこだわるのはそういうわけなのです」

　シャクドーは驚いたように目を見開いた。

「センドルクの精密爆ばく撃げきをやめさせる手段があるのですか？　それは一体どのような……」

　リューカ姫は、すまなそうな顔で、小さく首を振った。

「申し訳ございません。残念ながら、その秘策はシマオオカミどのの心中にございます。私も知らされてはおりませぬゆえ御ご勘かん弁べんを」

「はあ、左様でございますか……しかし、姫巫み女こ殿はそのシマオオカミなる者を心から信頼されておるようですなあ」

「はい、それはもちろんです。我が一族の危機を救いし勇者にございますゆえ」

　リューカ姫は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。




　祝しゆく宴えんが終わったあと、ナガス族から与えられた賓ひん客きやく用の建物に案内されたサラサは、リューカ姫ひめの部屋で、しばらくなにやら打ち合わせをしたあとで、そっとその建物から抜け出して、夕暮れの迫るヌルカの街の中に消えていった。

　そして、二時間ほど過ぎた頃。夜の闇やみに乗じてサラサが戻ってきた。

「首尾はいかがでしたか？」

　心配そうに聞くリューカ姫に向かって、サラサはうなずいてみせた。

「ご安心下さい。毛織物の行商人に扮ふんしてバザールに入っていたネマコルたちと、無事に接触できましたので、姫さまの指示を伝えておきました」

「そうですか、それは良かった！」

　リューカ姫の表情がぱっと輝いたが、それを伝えたサラサの顔色は芳かんばしくなかった。

「本当にサゴンの元に赴おもむくおつもりですか？　サゴンに話が通じるとは思えません」

「ええ、私もそう簡単に話が通じるとは思えません。しかし、さきほどあなたが言ったのではありませんか。タツヤがオードン族の飛行機を使って空くう爆ばくをやめさせる方法を思いついたと……ならば、誰かがそのことをサゴンに伝えなくてはなりません。そしてそれができるのは私と、そしてサゴンの妹であるシーデだけだと思うのです」

　リューカ姫の言葉を聞いたサラサは、あきらめたように首を振った。

「オードン族の族長サゴンのところにシーデを連れていっても、ナガス族の捕ほ虜りよたちのように手土産みやげになるとは思えません。サゴンにとって、シーデは道具です。それも失敗した不良品の……返しても、こんなものいらんわい！　と言われるのが落ちではないかと思いますが……」

　リューカ姫はうなずいた。

「そう……だと思います。あの、サゴンという人は自分たちの部族以外はすべて敵だ。敵は殺すものだ、としか考えていないのだと思います。でも、そうじゃないんだ。協力し合うことで、センドルクの空くう爆ばくから自分たちの部族を救うことができるんだ、ということを教えてあげなければいけないと思うんです。

　心を込めて話せば、きっとサゴンもわかってくれると思います……キンリの姫巫み女こはうそをつかない、ということを……」

　サラサは大きくため息をついた。

「……確かに、龍たつ也やが考えている方法とやらに効力があれば、姫巫女さまの言うことはウソにはなりません。しかし……果たしてどれほどの効果があるものやら、まったく見当もつきません。愚ぐにもつかぬ馬鹿げた方法で、まったく効果がないとしたら、キンリの姫巫女の名に傷がつきます。私はそれを恐れているのです」

　リューカ姫はきっぱりと言った。

「私は、タツヤを信じます……あの人はシマオオカミの名に恥じぬ人だと思っております。私の心は揺るぎません」

　サラサはしばらく黙ったままリューカ姫の顔を見ていたが、やがて小さく肩かたをすくめて微笑ほほえんだ。

「わかりました……ここは一つあのシマオオカミを信じてみましょう。サゴンが、姫ひめの言葉を聞くかどうかわかりませんが……実を言うと私もサゴンに今のシーデを会わせてみたいと思っています。

　きっと、サゴンは餓うえた犬のような目をした、陰気で尖とがったシーデの姿しか見たことが無いでしょう。今のシーデの笑顔を見たとき、サゴンがどんな顔をするか楽しみなのは事実ですね」

　リューカ姫は真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「シーデがあんな風に笑うようになったのは……タツヤのおかげですよね……部族とか国とか関係ない、人間と人間だ……なんて、あんな風に大きな心を持った人に会ったのは初めてです」

「まあ、そうかもしれませんね。死んだ爺じいさんもよく言っておりました。セリカスタン人は一つにならなきゃいかん。きっちり国を作らんとろくなことにはならん、この国にも明治維新が必要じゃ……と」

「メイジイシン？」

　聞きなれない言葉に怪け訝げんな顔をするリューカ姫にサラサは簡単に説明した。

「タツヤの国……日本という国で百五十年ほど前に起こった革命です。それまで日本は小さな何百という国に分かれて、それぞれに領主がおりました。それを全部廃止して一つの国という意識を国民に持たせたのです」

「ソビエト時代のようにですか」

　サラサはうなずいた。

「はい、あれに似ております。そして、それが日本では実に上う手まくいったのだそうです」

　リューカ姫は、どこか憧あこがれが混じったような口調でつぶやいた。

「……このセリカスタンも、そんな風ふうになれば、日本のような豊かな平和な国になれるのかもしれませんね」




　サラサとリューカ姫が、キンリの里からやってきたシーデと合流し、ナガス族の本ほん拠きよ地ちであるヌルカの街を出たのは、それから三日後だった。

　オードン族の勢力圏である南部州に向かって馬を進めはじめたとき、サラサが横に並んだネマコルに小さく頭を下げて言った。

「余分な仕事を増やしてすまん……」

　サラサに頭を下げられたネマコルは、微笑ほほえみを浮かべて首を振った。

「いや、気にすることは無い。リネト衆の役目は、姫巫み女こ様をお護まもりすることです。たとえそこがオードン族の本拠地であろうと族長サゴンの館やかたであろうと、姫巫女様が行くと言えばそれに付き従い、命を掛けてでもお護りする……それだけのことです」

　サラサは小さくうなずいた。

「そうだね……役目なんだよね。リューカ姫ひめも自分が姫巫み女こという役目だということを知っているから、ここまで頑がん張ばれるんだよね……自分が誰かのために役に立つから、役に立てるから頑張れるんだな……」

　ネマコルは、少し考え込むように言葉を選んで答えた。

「リューカ姫は、キンリ族のことだけを考えていた今までの姫巫女様とは違います。あの姫はもっと大きな広い目で、自分とキンリ族を見ている。あなたもそうだろう？　サラサ殿どの。あなたも護モリ人トという自分の役目を果たすためだけに、姫巫女と共にいるのではなかろう？」

「うーん、そうかもしれないなあ。でも、私は広い目じゃなくて。もっと狭い目、つまり役目とか仕事じゃなくて、好きでやっている部分があると思うんだ」

　小さく首をかしげてそう言ったサラサを見てネマコルは笑った。

「それは別に不思議なことではない。仕事も役目も好きだからできるのだ。好きでもない仕事や役目は労役だ。そこには喜びも達成感も無い。違うかね？」

「違わないね。確かに好きだからやれるんだな」

「そう、そして難しければ、難しいほどやりがいもある……オードン族の支配区域で、我々が活動することは、実に難しい。オードン族は排他的で、よそ者は常に監視され警戒される。そんな中で姫巫女様の安全を確保するために動くのは、至し難なんの業だ……」

　そして、ネマコルは白い歯を見せて笑いながら言葉を継いだ。

「……だからこそ喜びと達成感が期待できるのだ。易やさしい仕事や手慣れた仕事を繰り返していたのでは、決して手に入らぬ喜びがそこにはある！」

　そして、ネマコルは大きく振り返ると、後ろにいたリューカ姫に向かって一礼して言った。

「姫巫女殿！　リネト衆はこれより先行し、護まもりにつきます！」

「ご苦労様です」

　深々と頭を下げたリューカ姫に、ネマコルはもう一度一礼してから、まわりにいたリネト衆に向かって手を振って合図を送り、馬の速度を上げて走り去っていった。

　ネマコルたちを見送ったシーデは、乗っていた馬をリューカ姫の脇わきに寄せて小声で言った。

「あの……姫巫女様……」

「なんですか？　シーデ」

　リューカ姫が小首をかしげて微笑ほほえむのを見て、シーデは下を向いてつぶやくように言った。

「あの……シマオオカミと、僕のこと……誤解してる？」

　リューカ姫は目を見開いたあとで、にっこり笑って首を振った。

「いいえ。あれは私が悪かったの。私がシマオオカミを信じていなかったのがいけないのです。シーデには責任はありません」

　その言葉を聞いたシーデの顔がぱっと明るくなった。

「そう、良かった！　僕のせいでシマオオカミが誤解されていたら、どうしようかと思ったんだ。シマオオカミは僕のことを好きだって言ってくれたけど……それは妹としてだって言っていたよ、だから安心して！」

　リューカ姫ひめは一瞬戸と惑まどったような目でシーデを見たあとで微笑ほほえんだ。

「そう？　良かったわね」

　その言葉の中に潜ひそむ寂しさに気づかなかったシーデは、屈くつ託たくの無い微笑みを浮かべてうなずいた。

「僕の本当の兄さんは好きじゃない。でも、僕は、あのシマオオカミという兄さんは大好きだ！」その微笑みを見て、リューカ姫は心の中で小さくため息をついた。

　……妹としてでも、好きだって言われたシーデがうらやましいなあ。

　リューカ姫は、その天性のカンの良さで、龍たつ也やが自分を好いているということはわかっていた。でも、やはり口に出して言ってもらいたいと願うのは、女心というものなのだろう。




　その日の午後、サラサたちは『竜りゆうの谷』とよばれる谷あいを抜けて、南部州の東側にある静寂の草原と呼ばれる平原に入った。

　谷を抜けたとたん、サラサたちを屍し臭しゆうが襲った。

　平原を渡ってくる風が、動物の死体が腐敗するときの悪あく臭しゆうを乗せて吹き付けてくる。

「うわ、臭くさいよ、なにこれ？」

　鼻をつまんでシーデが騒ぎ立てるのをサラサが制した。

「騒ぐな、臭いのはわかっておる……臭においの元はあれだ、見ろ、馬の死し骸がいが山ほど転がっている……」

　サラサの指差したところには、真っ黒に腐敗し膨ふくれ上がった何百という馬の死骸が転がり、幾羽ものハゲワシがその上空を舞っていた。

「ひでえなあ、何があったんだ？」

　顔をしかめたシーデがつぶやくのを聞いたサラサは、眉まゆをひそめたまま答えた。

「あそこで死んでいる馬は……オードン族の戦士が乗っていた馬だ……」

「うそ……」

　目を見開いたシーデに、サラサは静かに首を振ってみせた。

「オードン族は、空くう爆ばくの報復のために、この先にあるインナルドの街に攻め込もうとして、政府軍のロケット弾だん攻こう撃げきを食らったのだ。馬の死骸の間に地面に刺さった白い棒ぼうのような物がいくつか見えるだろう？　あれはロケット弾だんの不発弾だ……一個大隊の集中砲ほう火かで降り注ぐロケット弾の数は千四百発を超える。中には信管が不良品だったものもあったのかもしれん」

　シーデは、馬の死骸が転がる平原を凍こおりついたように見つめていたが、やがて耐え切れないように視線を逸そらした。

「……馬があんなに死んでるってことは……それに乗っていた人間も死んでいるってことだよね」

「そうだ……オードン族はこの戦いで千人近い死者を出したと聞いておる……」

　シーデはそのサラサの言葉を聞きたくない、という風に首を振った。

「オードン族は最強の戦士なんだ！　何千人殺されたって……こんなことで負けたりしない！　だって……戦士は死ぬことが役目なんだ！　死んだって悲しむもんか！　みんな喜んでるはずだ！」

　リューカ姫ひめが、シーデを諌いさめるように言った。

「戦士でも、家族にとっては父であり兄であり、そして息子むすこです……死ぬことが役目だなんて、それを喜ぶ者がいるわけがありません！　シーデの言うことは間違っています！」

「……だって！」

　リューカ姫に食ってかかろうとしたシーデは、リューカ姫の目に涙なみだが浮かんでいるのを見て、戸と惑まどったようにつぶやいた。

「……なんで……姫巫み女こさまは、泣いているんだ？」

「この地で死んでいった人々の無念を想ったら、涙が出たのです……死んだ人の御み霊たまを慰め、そして来世へと導くのが私たちキンリの巫女の役目です」

「だって……あそこで死んだのはオードン族だよ？　キンリの戦士じゃないんだよ？」

　リューカ姫は静かに微笑ほほえんだ。

「セリカスタンの死者の御霊はキンリの里にやってきて、そこで祖そ霊れいの仲間となります。キンリの巫女の前に、部族の区別はありません。オードンもナガスもセルムもキンリも、このセリカスタンにいる七つの部族の御霊はすべてキンリの里で祀まつられるのですよ……」

　リューカ姫は馬を降りると、その場に両膝ひざを着いて胸に手を当てて鎮ちん魂こんの祈りを唱えた。

　そして胸に下げたキンリの護ご符ふを右手に持って立ち上がると、静かに弔とむらいの歌を歌い始めた。

「この地で倒れし戦士たちよ

　その望み半ばに倒れし戦士たちよ

　その勲功いさおしは子の元に、その勇ましさは氏族の歌に

　歌い継がれ語り継がれ、消して忘れ去られることは無い

　戦士よ、戦士の御霊よ安らかに

　祖霊となりて子孫を守りたまえ

　子、孫をなし孫、その子を為す

　消え去ることなく続く汝なんじが血を守りたまえ

　戦士よ、戦士の御霊よ安らかに」

　歌い終わったリューカ姫はもう一度護符を胸に当てて、鎮魂の祈りを捧ささげると深々と一礼した。
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　シーデは、そのリューカ姫ひめの真しん摯しな姿を複雑な表情のまま黙り込んで見つめていた。

　鎮ちん魂こんの祈りを終えたリューカ姫にサラサが言った。

「急ぎましょう。日が暮れるまでにハネイスに入らねば。このあたりは最前線ですからいつ戦闘に巻き込まれるとも限りません」

　馬を急がせながら、サラサは思った。

　……ウワサには聞いていたが、凄すさまじい損害だな。サゴンは力押ししかできんから、いつかはこういうことになると思っていたが……この分だとオードンの連中もかなり先行き不安になっているのかもしれんな。

　三人がハネイスに入ったのは夕暮れが近づき始めた頃だった。

　地平線に沈む寸前の赤い太陽の光が照らし出したハネイスの街並みは、ひどい状態だった。

　新市街地の大きな建物の多くは完全に破壊され、巨大な廃はい墟きよと化していた。バザールが開かれていた中央広場には、爆ばく弾だんが落ちた跡らしい大穴が開き、日干し煉れん瓦がを積み上げて作られた旧市街地は爆ばく撃げきの衝しよう撃げきで崩くずれ落ちたのだろう、そこにはただのレンガの山が広がっているだけだった。

　いつもは賑にぎやかに人々が行き交うはずの中央通りも人影はまばらだった。市内に向かうサラサたちがすれ違うのは、皆、怒りも恐怖も感じなくなったような無表情な顔の人々と、ロバの背に家財道具を積んで町から逃げ出す避ひ難なん民みんたちだけだった。

「ひどい状態ですね……これはすべて空くう爆ばくのせいなのですか？」

　リューカ姫ひめが、怯おびえたような表情であたりを見回して、聞いた。

「ええ、間違いありません。一日に二回から三回、必ず空爆があると聞いております」

　サラサがそう答えたとき、ロバに乗った避ひ難なん民みんの老人と話をしていたシーデが、泣きそうな顔で戻ってきた。

「ひどいよ！　センドルクのやつ、一番最初に病院と水道局を爆ばく撃げきしたんだよ！　怪け我が人も病人も治せないし、清潔な水が手に入らなくなったので、身体からだの弱い人や怪我人が、ばたばた死んでいるんだって……こんなことになっているなんて思ってもいなかった……」

　そして、シーデはぽろぽろと涙なみだをこぼしながらリューカ姫に聞いた。

「ねえ……シマオオカミはこれをやめさせることができるの？　本当に？　それができるの？」

　リューカ姫はきっぱりとうなずいた。

「ええ、できます。あの人にはそれだけの知恵があります！　私はあの人のお手伝いをするためにこのハネイスまで来たのです」

　その言葉を聞いたサラサも同じようにうなずいた。

「そう、そのためには他ほかならぬオードン族の協力が必要なのだ。サゴン族長が、私たちの言葉を聞いて、協力さえしてくれれば、この無残な空爆を止めることができるのだ」

　シーデは目を輝かせてうなずいた。

「うん、大丈夫！　兄あに者じやは……サゴン族長は、オードン族のみんなのために頑ばん張ばっている立派な人だ！　姫ひめさまの話をちゃんと聞いてくれるはずだ！」

「なら、いいのだがな……」

　サラサはそうつぶやくと、夕ゆう闇やみの迫る廃はい墟きよの街を見回した。

　……さて、オードン族の本ほん拠きよ地ちはどこに移したのかしら？

　以前の司令部だった市役所の建物なんか跡あと形かたもなく吹っ飛ばされちゃってるみたいだし。

　その辺にいる治安部隊の民兵をとっつかまえて聞くとするか。

　サラサは小さく笑って自分の考えにツッコミを入れた。

　……逆に、わたしらがとっつかまるかもしれないけどね。




「キンリの姫巫み女こと、護モリ人ト役のサラサを捕とらえただと？」

　ハネイスの街から少し離れた谷あいにあるデーイ村。

　オードン族の軍事司令部は空くう爆ばくを受けたハネイスからこの村に疎そ開かいしていた。

　サゴンは空爆を警戒し、この村のように両側が切り立った崖かけに挟はさまれた空爆されにくい地形へ転々と本部を移し、そこで配下の兵士たちに指示を与えていたのだ。

　このデーイ村の真ん中にある村長の自宅と隣接する村の集会所に、臨時のオードン族軍事司令部が置かれていた。

　表に光が漏もれぬように、カーテンを引いた集会所の広間では、族長のサゴンが蠟ろう燭そくの灯あかりの下に広げた地図を覗のぞき込んで、参さん謀ぼうたちと作戦を立てていた。

　そこに飛び込んできた部下から、リューカ姫ひめと護モリ人トであるサラサが捕とらえられたという報告を受けたオードン族の族長サゴンは、驚いたように目を見開いて、その部下に聞いた。

「本物なのか？　よく似たただの旅行者ということはあるまいな？」

「はい、族長がシマオオカミ暗殺のために送り出した、あのシーデが連れて参ったようです」

　その答えはサゴンの想像を超えていたのだろう。サゴンの目が限界まで大きくなった。

「シーデだと？　闇やみ師しが失敗したときに殺されたのではないのか？　なぜ生きて、それも姫巫み女こを連れてきたのだ？」

　部下は首をひねった。

「さあ……よくわかりませぬが、どうやらサゴン殿どのと同盟についての話をするということで、ここまで連れてきたようでございます」

　その答えを聞いたサゴンの顔に、微笑ほほえみが広がった。

「そうか！　わかったぞ！　シーデのやつめやりおったな。オードン族の力を利用しようとする姑こ息そくなキンリ族の企たくらみを逆に利用して、姫巫女と護人のサラサをここまで連れてきたに違いない！　シマオオカミの暗殺に失敗したとなれば生きて帰るわけにはいかぬが、この手土産みやげで自分の失敗を帳消しにしようと精一杯考えたのであろう！」

「して……キンリの姫巫女と護人のサラサをいかがいたしましょう？」

「うむ……」

　サゴンはしばらく考えたあとで、小さくうなずいた。

「殺しても構わんが……まあ大事な人質だ。姫巫女と護人のサラサを別々にして、この村の中央にある食糧倉庫に閉じ込めておけ！　サラサには、妙みような真ま似ねをすれば姫巫女を殺すと言っておけばおとなしくなるだろう。あの女め狐ぎつねは何をするかわからぬからな」

「了解しました！」

　一礼して去っていった部下を見送ったサゴンは、部屋の中にいた参謀たちを見て、笑いながら言った。

「……それにしても、自分から人質になりに来るとは馬鹿というかなんというか、まさしく飛んで火にいる夏の虫だな」

　参謀の一人が、不安そうに答えた。

「しかし、キンリの姫巫女は、交渉に来たのではありませんか？」

　サゴンはその言葉を鼻で笑った。

「交渉？　ふん！　ならば軍ぐん勢ぜいを連れてこいと言うのだ。兵力も持たぬものの話など聞く気にもなれん。キンリの里が我々に刃向かわぬように、姫は人質にしておけばよい」

「護モリ人トのサラサはいかがいたしますか？」

「サラサか……いい女だが……あいつは危険すぎるな。長く置いておけば何をするかわからん。そうだな……しばらく様子を見るが、オードンの戦士たちの慰なぐさみ者にしてから殺した方がいいな。首を切り取ってキンリの里に送り届けてやれば、キンリの里の者どもも、我々に逆らう気は起こすまい……」

　蠟ろう燭そくの灯あかりの揺らぎの中で笑ったサゴンの顔は、三流のホラー映画に出てくる悪役によく似ていた。

　そのサゴンの言葉を、控え室の後ろで聞いていたシーデは、手足の震えを抑おさえることができなかった。

　……ひどい、ひどすぎる、なんでそんなひどいことができるんだ兄あに者じやは！

　兄者は信じてない、誰も信じていないんだ！　自分たちの一族以外は全部敵だと思っているんだ！

　シーデは、そのとき、自分の考えが以前と違っている事に気づいた。

　……それは正しいことのはずだ。僕はそう思ってきた。

　でも、なぜだろう、今、僕は兄者のことが憎にくい、そして恥ずかしい！

　他ほかの部族は全部敵だ、なんてウソだ！

　シーデの脳裏に、静寂の草原で、累るい々るいと横たわるオードン族の馬の死し骸がいを見て涙なみだを流し、そして鎮ちん魂こんの歌を歌っていたリューカ姫ひめの姿が浮かんだ。

　……姫巫み女こさまは、死んだオードン族の戦士のために泣いてくれた。祈りを捧ささげてくれた。あれはおためごかしでもなんでもない、本当の鎮魂の祈りだった。

　僕は……他の部族の戦士が死んだからといって、それを泣く人なんかいないと思ってた。

　他の部族の人間が死ねば、ざまあみろと笑って喜ぶようなやつばかりだと思っていた。

　でも、あの姫巫女さまやシマオオカミのように、他の部族のために一生懸けん命めいになってくれる人間だっているんだ。

　……僕は間違っていた。

　いいや違う！　僕だけじゃない！　兄者も間違っているんだ！

　でも、僕になにができるんだろう？　僕が頼んだって……泣いて頼んだって、絶対にサゴン兄さんは僕の言葉なんか聞いちゃくれないだろう。

　僕は……結局、何もできないただの子供としか見てもらえないんだ！

　母さんの所に行きたいけど、そんなのは後回しだ！　今は姫巫女さまとサラサさんを助け出すのが先だ！

　……リネト衆って人たちに知らせればいいのかな？　でも、どうやって知らせればいいんだ？　どうする？　どうすればいい？　キンリの里に戻って、助けを呼んできたほうがいいのかな？　でも、どうやってあそこまで行こう。

　シーデの頭の中に色々な考えがぐるぐると回っていた。

　そのとき、シーデの脳裏に龍たつ也やの顔が浮かんだ。

　そうだ！　シマオオカミだ！

　僕には何も思いつかない。でも……シマオオカミならなんとかしてくれる！　シマオオカミに知らせれば、きっと姫ひめ巫み女こさまとサラサさんを助け出してくれるはずだ！

　確か……シマオオカミは、首都にある日本の領事館に行くって言っていたよな……ここからキンリの里に行くよりも、首都のアーディンの方が近い！

　……よし！

　シーデは何かを決意したように小さくうなずくと、集会所の建物の裏口から夜の闇やみの中に姿を消した。




　その頃、村はずれにある馬小屋では、馬の世話を終えた二人の厩きゆう務む員いんが、水みず桶おけを持って自分たちの控え室に戻ろうとしていた。

　この馬小屋には、オードン族の戦士たちが乗る馬が数十頭まとめて飼かわれていた。

　オードン族は騎き馬ば戦闘を得意とする遊牧民の出身であり、軍隊の近代化に伴い正規軍は自動車化されたが、いわゆる民兵のレベルの移動はすべて馬に頼っている。

　社会インフラの発達していないセリカスタンの辺境では、ガソリンなどの燃料の補給や交換部品の調達などの手間を考えれば、自動車より馬の方がはるかに信頼性が高いのだ。

　休きゆう憩けい室しつに向かって歩いていた二人の厩務員のうち、背の低い丸っこい体型の方が小さな声で左右を気にしながら話しかけた。

「おい、さっき兵士コマンドが連れてきた白はく馬ば見たか？」

「ああ、見た見た、いい馬だなあれは……ここにいる軍馬なんか、あれに比べればロバの仲間に見えちまうぜ」

　話しかけられた背の高い方の厩務員が感心したように答えると、背の低い方の厩務員がさらに声を潜ひそめて言った。

「ちょっと小耳に挟はさんだんだけどよ、さっきキンリの姫巫女が捕つかまったそうだ……なんでもサゴン族長に同盟を持ちかけにきたらしい」

「おい、ほんとかよ！　じゃあ、あの馬は、キンリの神馬ってわけか！」

「ああ、そうだ。普通の馬じゃねえわけだ……丁てい寧ねいに世話しねえと罰が当たるぜ」

　そう言ってうなずいた仲間の顔を見て、背の高い方の厩務員がつぶやいた。

「馬の世話で罰が当たるなら……姫巫女さまを閉じ込めてる族長はどうなるんだろうな？」

「知らねえよ、そんなの……俺おれたちは俺たちで精一杯のことをすりゃあいいんだ。サゴン様にはサゴン様の考えがあるんだろうよ」

「まあ、違いねえな、お前の言うとおりかも知れねえや……とりあえずメシにしようぜ」

　二人がそんなことを言いながら馬小屋の外れにある部屋に入ったとき、小さな人影が、すばやくその背中を横切って馬小屋の中に消えた。

　人影は、馬小屋の中を忍び足で移動すると、一番奥にある仕切りの中にいる白はく馬ばの前に立って、小声で言った。

「シグルム……僕がわかるかい？　シーデだよ、一緒に旅をした仲間だ……」

　シグルムは、小さくぶるるる、と鼻を鳴らして、首を振った。

　シーデは、ほっとしたように肩かたの力を抜いたあとで、真剣な目になって言葉を継いだ。

「姫ひめさまが捕つかまっているんだ、一大事なんだ、僕を乗せてくれ！　いいかい？　鞍くらを載のせるよ、暴れないでおくれ……」

　シーデはそう言うと、馬小屋の仕切りの上に掛けてあった姫巫み女この鞍を取り上げて、シグルムの背中に乗せた。

　シグルムは、びくっと身体からだを震わせたが、暴れることもなくじっとシーデが鞍をつけるのを待っていた。

　腹帯をまわしてバックルで止め、水袋をくくりつけたシーデは、手た綱づなを解いて、鐙あぶみに足を掛けてひらりとシグルムにまたがった。

　シーデが手綱を緩ゆるめ、腹を蹴けるとシグルムはゆっくりと馬小屋を歩み出た。

　……大丈夫だ。シグルムは僕の言うことを聞いてくれる！

　シーデは大きくうなずくと、シグルムに向かって叫んだ。

「さあ、行くよ！　お願いだシグルム！　僕をシマオオカミのところに連れていってくれ！　アーディンへ！」

　シグルムは、一気に走り始めた。

　蹄ひづめの音に驚いた厩きゆう務む員いんが飛び出したその鼻先を、一本の白い槍やりが走り抜けた。







　　　第十章　「救出」







　龍たつ也やが首都のアーディンにある日本領事館に来て一週間が過ぎようとしていた。

　自分の部屋で、リュックに荷物を詰め込んでいる龍也を眺めていた相そう元もとが、咎とがめるように言った。

「ここはこのセリカスタンで、一番安全な場所だ。どうして危険の中に飛び込みたがるのか俺おれには理解できん。ましてや君は未成年だ。俺には君を保護する義務があるんだぞ」

　ノートパソコンの電源コードをまとめながら龍也は答えた。

「相元さんにはお世話になりっぱなしだし、このことでもご迷めい惑わくをかけているんだということはわかっています。でも。俺はキンリ族の所に戻らなきゃならないんです……」

　相元は、わけがわからない、という風ふうに首を振った。

「君がキンリ族に保護されていて、キンリ族に恩義を感じているとか、祖父が元日本兵だったという女の人の話とか、一緒に旅をしている姫ひめ巫み女このこととか、事情は聞いた。そしてその人たちが、オードン族の所に行って音信普通になってしまった、ということもだ。でも、だからと言って君がキンリ族のところに帰る理由にはならないだろう？　君は日本人で、キンリ族にしてみれば異い邦ほう人じんでしかないんだぞ？　君はただの旅行者の高校生だ、何の関係もないんだ！」

　……違うんだよ相元さん。関係あるんだ。俺……ひょんなことからキンリ族の英雄になっちゃったんだ。

　……そう言えたらどんなに楽だろう。でも……きっと信じてもらえないだろうなあ。

　龍也が、そんなことを考えたとき、龍也の部屋のドアをノックする音と共に、メイドのおばさんの声がした。

『馬！　きました！』

　龍也と相元は思わず顔を見合わせた。

「馬？　何のことだろう？」

「相元さんが呼んだんじゃないんですか？」

「俺には車がある、馬なんかに用は無い」

　相元がそう答えたとき、メイドのおばさんが続けて言った。

『女の子が乗ってる！　疲れてる！　倒れそう！』

「女の子？」

　怪け訝げんな顔をする相元を押しのけて、龍也はドアを開けて叫んだ。

『女の子って？　どんな子？』

　メイドのおばさんはびっくりしたように門の方を指差して言った。

『小さい子、男の子みたいな子』

　……リューカ姫ひめじゃないみたいだけど……誰だろう？　とにかく倒れそうだって言うんだ、すぐに行かなくちゃ！

「相そう元もとさん！　ちょっときて下さい！」

　龍たつ也やは、何が起こったのかと目を丸くしている相元に向かってそう言い残すと、玄げん関かんに向かって走った。

　玄関の扉を開けて、顔を上げた龍也の目に飛び込んできたのは、門の外に座り込んだ白い馬の姿だった。

「シグルム！」

　そのまま門に走り寄った龍也は、道路に座り込んだシグルムの向こう側に、首に抱だきつくようにして倒れこんだ小さな人影を見つけた。

　それは、キンリの里にいるはずのシーデだった。

「シーデ！　どうしてここに！」

　そう言いながら、警備員の詰め所に飛び込んだ龍也は電気錠じようの解除スイッチを押して、あとを追いかけるようにして領事館を出てきた相元に向かって叫んだ。

「門を開けて下さい！　その子と、その馬は知り合いなんです！」

「え？　あ、ああわかった！」

　相元がそう言って開け始めた鉄の門に飛びついた龍也は一緒に力をあわせて扉を開けると、外に飛び出して、シーデの脇わきに膝ひざをついた。

「どうした！　大丈夫か、シーデ！」

　埃ほこりと砂さ塵じんにまみれた真っ黒な顔のシーデは、薄目を開けて龍也の顔を見ると、途と切ぎれ途切れに答えた。

「ああ、シマオオカミ……お願い、姫ひめさまを助けて……サゴン兄様がサラサさんとリューカ姫を捕つかまえて、人質にしてしまったの……言うことを聞かないサラサさんを殺すって……」

　そして、それだけ言うと、シーデはそのまま気を失ってしまった。

　龍也は、シーデを抱だき上げると、目を白黒させている相元に向かって叫んだ。

「医者をお願いします！　この子と……そして馬の医者です！」




　一時間後。

　往診してもらった医者を玄関まで送っていた相元が、シーデが寝かされている部屋に戻ってきた。

「過労と脱水症状と低血糖だそうだ……点てん滴てきを受けて、三日ほどカロリーの高いものを食べさせて寝かせておけば命に別状は無いそうだ……馬についても、過労らしい。筋肉内の乳酸を中和させる飲み薬を飲ませて、養よう生じようすれば、こっちの方も問題ないそうだ……」

「どうもすみません……色々迷めい惑わくかけちゃって……」

　頭を下げた龍たつ也やを見て、相そう元もとは大きくため息をついた。

「君が来てから、まあ退屈はせずに済んでいるが……説明してくれないか？　これはどういうことなんだ？　それと……」

　相元はそこで言葉を切ると、ベッドで寝ているシーデを指差した。

「……さっき、あの子は君の事をセリカスタン語でシマオオカミとか言わなかったか？　シマオオカミといえば、キンリ族のところに現われた天才軍ぐん師しと呼ばれる男のことだそうだが、聞いた話だと、シマオオカミは実にカッコイイ美男子で、人の心を読むことのできる能力を持ち、さらに武芸百般の腕うで前まえだそうだが……そのシマオオカミと君がどう繫つながるんだ？」

　龍也は、小さくため息をついて、頭を下げた。

「今まで黙っていてすみません、実を言うと……シマオオカミってキンリ族の所にいた、俺おれのことなんです……」

「なんだって！」

　相元の下あごが、かくん、と音を立てて開いた。

　龍也は、そもそもの始まり……裏路地の変な店で一服盛られて、荷物や財さい布ふやパスポートまで全部取られて放り出されたところから……リューコフの戦車隊をサラサとネマコルが撃げき退たいし、自分がシマオオカミと呼ばれることになったところまでのいきさつをかいつまんで話した。

　その話を聞き終わった相元は、大きくため息をついた。

「……いや……信じられんが……君の言うとおり、間違いは無いのだろう」

　大きくうなずいたあとで、相元はあらためてベッドに寝ているシーデを見た。

「……君がシマオオカミと呼ばれるようになったいきさつは、まあ何とか理解したが……問題はこの子だ。この子は一体何者なんだ？」

　龍也は悩むように首を振ると、説明を始めた。

「何から説明したらいいのかなあ……えーと、キンリの里にいる祖そ父ふが日本兵だった、という女性に助けられた話はしましたよね。その人がキンリ族の姫ひめ巫み女こを連れてオードン族のところに交渉に行ったらしいんです。そうしたらそこで捕つかまってしまったそうで……あの子は、オードン族の子なんですけど、要するにその人と姫巫女を助けてくれって言いに来たんです」

　相元は怪け訝げんな顔で聞いた。

「オードン族の子が、なんでキンリの姫巫女の助けを、君に求めてくるんだ？　君はあの子にとって何なんだ？　恋人か？　保護者か？」

　龍也は首を振って答えた。

「いえ……暗殺目標です」

　相元の下あごが、再びかくん、と落ちた。




　ベッドの脇わきに置いたパイプ椅い子すに座って、龍たつ也やはシーデの寝顔を見ていた。

　メイドのおばさんが、寝かせる前に身体からだと顔をお湯で濡ぬらしたタオルで拭ふいたので、さっき見たときより顔色が白く見える。

　細い腕うでに刺さった点てん滴てきの針を止めている白い絆ばん創どう膏こうが痛々しい。

　相そう元もとは、メイドのおばさんと一緒にシーデの着換えや、食料品を買いに行っており、今、部屋の中にいるのは、シーデと龍也だけだった。

　目の前で静かに寝ているシーデの顔を見ていた龍也の目に涙なみだが滲にじんだ。

　……オードン族の本ほん拠きよ地ちからこのアーディンまでの距離を一昼夜、シーデはシグルムに乗ったままひたすら駆かけた。

　途と中ちゆうで、シグルムに水を飲ませたり、休ませたりはしたのだろうが、それはとても子供が……それも十二歳さいの女の子がやれることじゃない。

　でも、この子はそれをやった。

　俺おれに助けを求めるために、自分たちの部族の人間でもなんでもないリューカ姫ひめとサラサを助けてくれと伝えるために。

　……この子は俺を信じている。俺に、リューカ姫ひめとサラサを助け出す能力があると信じているんだ。

　この子は俺の正体を知らない……だからそんなことを考えるんだ。

　俺にはそんな能力なんかない！

　だって、俺は、普通の日本の高校生で……特殊能力どころかバイクの免許すら持ってない。

　俺は確かに、パソコンとネットで、知識を集めてキンリの里に攻めてきた戦車隊を撃げき退たいした。

　でも……それは俺の力じゃない。サラサさんやネマコルさんという人の力があったからできたことだ。それは俺がやったことじゃない！

　龍也の口から自じ嘲ちようするような笑い声とつぶやきが漏もれた。

「は、ははは、何が勇者だ、何がシマオオカミだ！　そんな肩かた書きもらって喜んでいたって、結局俺一人じゃ何もできやしないじゃないか。俺は天あま山やま龍也であってシマオオカミなんかじゃないってことなんだ！」

　龍也はこのとき、自分の無力さを思い知った。

　心の中で自分自身が叫んでいた。

　無理だ！　できっこない！　リューカ姫とサラサさんを助けるなんで無理だ！　第一オードン族の所に行く手段だって思いつかない！

　もし行ったって、俺に何ができる？　失敗するに決まっているんだ！

　……そうだ！　逃げちゃえばいい。

　お前はこの国の人間じゃないんだ……お前が責任を負う必要は無いんだ！

　目の前にいる、このシーデって子も、オードン族に捕つかまったサラサさんもリューカ姫ひめも見捨てて、全部放り投げて目と耳を塞ふさいで、そのまま日本に逃げちゃえばいいんだ！

　日本に戻れば誰もお前を責めるやつはいない。今までと同じ生活が待っているんだ！

　知らん顔して生きていけばいい。誰も俺おれを責めるやつはいない。俺がシマオオカミだったなんて知ってるやつはいないんだ！

　龍たつ也やは、がくがく震える自分の両膝ひざをがっしりとつかんだ。

　そして、自分自身の中でささやくもう一人の自分をにらみつけた。

　……違う！

　お前が言うことは間違っているんだ！

　……確かに俺は、自分を大切にしろって教わった。だから今まで痛い思いからも辛つらい思いからも逃げてきた。それが当たり前で、当然のことだと思っていた。

　……でも。そうやって、自分を大切にして、先回りして、できない理由を見つけて逃げて自分を守るたびに……俺は自分が嫌きらいになった。

　自分が好きになれないまま、自信も能力も、どんどん失っていくような気がしていた。

　でも、あのとき、リューカ姫と、この里の人たちのために何かをしようと思ったとき、そして、それを成し遂げたとき。

　気分が良かった、サイコーだった。俺は初めて、心の底から自分を褒ほめたいと思った。

　自分で自分が好きになったんだ！

　龍也の脳裏にリューカ姫の笑顔が浮かんだ。

『タツヤ、アリガト……タツヤ、ダイスキ……』

　……あのとき、俺は結果を出した。その結果が俺に自信をくれた。自分で自分を信じる力をくれたんだ。

　だから、キンリの里での暮らしはあんなに楽しかったんだ！

　楽しく生きたいなら……逃げちゃいけないんだ！

　何とかしろ！　何とかするんだ！　あきらめる前に動け！　考えろ！　現実は変えられる！　ほんの少しだけど変えることができるんだ！

　龍也は大きく深呼吸すると、目の前にいるシーデを見てうなずいた。

　……シーデ、安心しろ。

　シマオオカミは……ここにいる。シマオオカミは、もう逃げない！

　……俺は……軍ぐん師しだ！

　軍師ってのは剣を振り回したりしない。その代わり数万の軍ぐん勢ぜいを動かして戦うんだ！

　そうだ……相そう元もとさんが言っていたじゃないか！　実力ってのは人を動かす力だって！

　……俺にできなければ、代わりに誰かを動かせばいい！

　龍也は考え込んだ。




　次の日の朝。龍たつ也やは相そう元もとの運転する車に乗って、セリカスタン内務省のビルの前に来ていた。

　目の前に立つ近代的なビルを見上げて、相元は心配そうに聞いた。

「なあ……本当にここでいいのか？」

「ええ、大統領警護隊の本部があるのはここでしょ？」

　事もなげに答えた龍也を見て、相元はもう一度心配そうに聞いた。

「そりゃそうだが……本気でその……サラサさんとかいう女の人の救出を頼むつもりか？」

「ええ、一晩考えて出した結論です。確かに今、政府軍はキンリ族を敵として見ています……というかセルム族以外は全部敵だと考えています。でも、全部が全部そう考えているわけじゃないと思うんです。

　この大統領警護隊の隊長をやっているシャリフ大たい尉いという人は、昔サラサさんと一緒に働いてた人で、サラサさんのことを案じているそうですから、きっと力になってくれると思うんです……」

　そして龍也は笑ってみせた。

「相元さんは言いましたよね、本当の実力とは他人を動かす力だって。

　俺おれにはサラサさんを助け出す力はありません、でも、助けることのできる人を知っているなら、その人に助けを求めることは間違っちゃいないと思うんです」

「そうか……まあ、こないだあんなえらそーな講こう釈しやくをぶった身としては、君の言うとおりにするしかないわけだが……それにしてもたいした度胸だな君は……」

　感心したように言った相元を見て龍也は小さく肩かたをすくめた。

「度胸なんかありませんよ、どうしていいかわかんなくって、そして思いついたのがこの方法だけだったんです。こういうのを開き直りって言うんだと思いますよ」

　車を駐車場に停めた相元は、エンジンを切ると、小さくため息をついた。

「開き直れるのも一つの才能さ……それにしても、まあ、運がいいと言うかなんというか、俺の仕事も内務省の関係で請うけ負ったものだったんだ。だから内務大臣とかの名前を使えたから根回しと顔が利いたんだが、普通は実戦部隊の将しよう校こうなんかと会えるもんじゃ無いらしいぞ。まあ、負傷して今は療養中だから会えるらしいけどな」

　車から降りた相元に続いて助手席から降りた龍也は、相元に聞いた。

「そういえば相元さんの仕事って、どんな仕事だったんですか？」

　相元はにやっと笑って答えた。

「全長七メートルのセンドルク大統領の大理石像を乗せて、常に太陽の方を向くように回転する台座を設計してすえつける仕事さ」




　シャリフ大尉は、足を引きずりながら戸と惑まどいを隠かくせない様子で応接室に向かって歩いていた。

　……なんで日本人のビジネスマンが俺おれに用があるのだろう？

　俺は現場の指揮官で、そっち方面とは縁えんが無い。

　日本は軍事技術の輸出は認めていないし……警察業務関係の装備もアメリカの方が遥はるかに進んでいるし安価だ。

　シャリフは、もう一度小さく首をひねると、応接室のドアを開けた。

　応接室には若いビジネスマン風ふうの日本人と、もう一人、どう見てもティーンエージャーにしか見えない少年が待っていた。

　そのビジネスマンはシャリフとの挨あい拶さつが終わると、単刀直入に切り出した。

「キンリ族の、サラサ・クルティムという女性を知っていますか？」

「サラサ？」

　シャリフは驚くのと同時にサラサにまつわるウワサ話を思い出していた。

　……そういえば、サラサには日本人の血が流れているというウワサがあったな。本人は笑って否定していたが、あの流りゆう暢ちような日本語といい、まんざら噓うそでも無さそうだった。

　もしかしたら、この日本人はサラサの血けつ縁えんの者かもしれないな。

　シャリフ大たい尉いは小さく首を振った。

「残念ですが、サラサは今、ここにはおりません」

「ええ、存じております」

　シャリフは怪け訝げんな顔になった。

「ご存知じでしたか……では、私に何のご用なのですか？」

　相そう元もとは、龍たつ也やの顔を見てから静かに言った。

「サラサ嬢じようは、今、オードン族の族長サゴンの捕ほ虜りよとなっております。このままでは近日中に処刑されるでしょう。彼女を助けるために力を貸していただけませんか？」

「なんだって？　それはどういう意味だ？　それよりも、なんでそんなことをあんたら日本人が知っているんだ？」

　龍也は相元と顔を見合わせ、小さくうなずくとセリカスタン語で言った。

「私が……キンリのシマオオカミです」

　シャリフ大尉は目を見開いたまま絶句した。




　その日の夜。

　南部州にあるデーイ村の入り口の待たい機き所しよでは、見張りを終えたオードン族の戦士たちが五、六人集まって小さな火を囲んでいた。

　燃える炎ほのおを見ていると夜目が利かなくなるし、自分の居場所を敵に教えることになるため、見張り場所で火を燃やしたり、タバコを吸うことは厳禁である。

　しかし、こういった後方の休きゆう憩けいポイントでは、逆に火を燃やして温かな飲み物などを供給し精神をリラックスさせることが大切なのだ。

　火の周りに集まった戦士たちは、みな一様に緊張から開放された人間特有の、微笑にも似た表情で焚たき火を見つめている。

　一人の戦士がつぶやくように言った。

「おい、聞いたか、三日前にキンリの姫ひめ巫み女こが捕つかまったときの話……」

「ああ、聞いた、なんでも、この空くう爆ばくをやめさせる秘策とやらを持ってきたらしいな」

　初耳だった者もいたのだろう、何人かが興味深げな表情を浮かべた。

「空爆をやめさせる？　どうやって？」

「相手はジェット攻こう撃げき機だぞ、それもすげえ高度だ、対空機き銃じゆうじゃ届かないんだぞ」

　最初に話を振った戦士が手元の小枝で焚き火をかき回して、焚き木を足しながら言った。

「ナガス族に名パイロットがいるらしいんだ。そいつに、うちのハトウの飛行場で手に入れた飛行機を操そう縦じゆうさせて、空軍基地に奇襲攻撃をかけるという作戦らしい」

「ということは、ナガスと同盟を結べってことか？」

　顔の前に飛んできた火の粉を手で払いながら、別の戦士がうなずいた。

「そりゃあどう考えても無理だ。サゴン族長は、ナガス族の、あの日和ひより見みっぽいやりかたを心の底から嫌きらってるからな」

　焚き火をいじっていた戦士が声を潜ひそめて答えた。

「でもよ、好きだ嫌いだとか言っている場合じゃねえような気もしねえか？　クルマの街の診療所が空くう爆ばくされたのは三日前だ。昨日きのうはコアの街が狙ねらわれた。

　政府軍のやつらは、診療所とか集会所とかを狙って爆ばく撃げきしてきやがる……傷の手当てができねえ怪け我が人や子供たちがバタバタ死んでいってるんだ。

　頼みの戦力も、ここのところガタガタになってきてるしよ。これが、ナガス族から持ちかけられた話だって言うなら、そりゃあ信用できねえけどよ、キンリの姫ひめ巫み女こが持ってきた話なんだからなあ……だってよ、巫女は噓うそつかないんだろ？」

「ああ、キンリの巫女は噓つかないし、秘密を守る。ましてや姫巫女だ。まず約束は守るはずだ」

　あとから話に加わってきた別の戦士が、周りにいる連中に温かいチャイの入ったカップを配りながら言った。

「でもよ、あれだって？　族長はキンリ族の姫巫女の護衛の女戦士、あの女を慰なぐさみ者にしてから殺せって命令したそうだな」

　カップを受け取った男は小さく礼を言ったあとで笑った。

「おう、ありがとよ、冷え込む夜には温ったけえ飲み物が一番だ……さっきの話だけど、あの女、いい女だから、楽しみにしてるやつがいるんじゃねえのか？」

　焚き火をかき回していた戦士は、棒ぼうと首を同時に振って答えた。

「馬鹿なこと言うんじゃねえ！　キンリの姫ひめ巫み女この護衛だぞ。変なことしてみろ、末まつ代だいまで祟たたられる。子供が早死にして氏族が絶えちまう……」

　その言葉を聞いた周りの連中が、それぞれにうなずいた。

「弾たま除よけの護ご符ふの効果もなくなっちまう、それどころか必ず死ぬってウワサだぜ」

「よせやい、ただでさえ、キンリの巫女どもは、見習いの若い女でも、どっか不気味なんだからよ」

　戦士の一人がそう言って顔をしかめたとき。

　見張りの待たい機き所から五十メートルほど離れた向こうの暗くら闇やみの中に突然、ぼうっと赤い炎ほのおが灯ともった。

　知っている人間が見れば、それは信号弾だんなどに使用される硝しよう酸さんストロンチウムの炎色反応だとわかっただろうが、知らない者には、その炎の赤さは尋じん常じような色には見えなかった。

「なんだ？　何の明かりだ？」

「赤い炎だぞ？」

　待機していた戦士たちは、背中に背負っていたＡＫを構えると、安全装置を外し、銃じゆう口こうを炎に向けた。

　戦士たちの見ている前で、その赤い炎はすうっと消えた。

　そして、地の底から響いてくるような老ろう婆ばの声が、どこからともなく聞こえてきた。

「……キンリの巫女に仇あだなすものは誰じゃ……キンリの巫女を殺すものは誰じゃ……」

　戦士たちの間にざわっという空気が流れた。

「キンリの巫女に仇なせば……七代祟るぞえ……」

　声のした方角を見た戦士の一人が声にならない悲鳴を上げた。

　村の一番外れにある家の屋根の上に白い髪かみを振り乱し、乱らん杭ぐい歯ばをむき出した一人の老婆がうずくまっていた。

　老婆は歯をむき出すと、そのままふわりと宙に舞い上がり、音も無く地面に降りると白い髪を振り乱しながら走り出した。

　老人とは思えない速度で走った老婆は、家の影に飛び込みながらケタケタと笑って叫んだ。

「祟りじゃぁ！　祟りじゃぁ！　キンリの巫女の祟りが襲うぞぉ！　オードン族に滅亡の日が来るぞぉ！　子供は早死にし疫えき病びようが流は行やる！　馬は子を産まぬ！　一族の滅びがはじまるのじゃぁ！」




　村の集会所で、不気味な老婆が一族の滅びを告げて消えた、という知らせを受けたサゴンは、首を振って叫んだ。

「キンリの巫女の祟りだと？　馬鹿な！」

　報告に来た参さん謀ぼうは真剣な目で答えた。

「しかし、戦士たちはみな怯おびえております、このままでは逃亡するものも出るのではないかと……」

「ええい、臆おく病びよう者ものめ！　くだらんデマに惑まどわされおって！　そんなものを恐れるなと伝えろ！」

「しかし、見張りの者が何人も、得体の知れない老ろう婆ばの姿を目撃しております！」

　サゴンは参さん謀ぼうを見み据すえて言った。

「臆病者は暗くら闇やみに鬼おにを見る！　そこにはいない鬼をな！　それはおそらくキンリの巫み女この小こ細ざい工くだ！　我がオードン族に臆病者の血筋はいらん！　もし、そのようなことを言いふらすやつがいたら、一族から追放すると兵士どもに伝えろ！　……それと、倉庫に監禁してあるキンリの姫ひめ巫女とサラサの監視要員を増員しろ！　キンリ族の狙ねらいはあいつらの奪だつ還かんだ！」

「かしこまりました……」

　一礼して去ったオードン族の参謀を見送って、サゴンは奥歯をギリギリと嚙かみ締めてつぶやいた。

「くそ……姑こ息そくなことをやりおって、キンリの巫女どもめ……サラサを生かしておいたのが間違いだった！　見せしめのために明あ日すあの女の首を切り落とし、キンリの里に届けてやる！」

　サゴンが、オードン族の戦士が動揺していることを知ったその怒りを、捕とらえたサラサにぶつけてやろうと決めたその頃。

　サラサとリューカ姫が捕らえられているデーイ村の村外れの茂みの中で、シーデが白髪しらがに見立てた羊の毛で作ったカツラを脱ぎながら、面白そうに笑っていた。

「見張りの人、みんなびびっていたよ。めちゃくちゃ面白かった！　もっとやったほうがよかったかな？　シャリフさん」

　シーデに話しかけられたシャリフは着込んでいた黒い戦闘服の肩かたをすくめて言った。

「あれくらいで充分だ。お前の役目は、この村にいる連中のキンリの巫女に対する不安感を煽あおることだ。そうすれば脱出する姫ひめ巫女さまに銃じゆうを向けることをためらうはずだ。やりすぎると逆効果だからな」

　そしてシャリフは、振り返ると、後ろにいた巫女装しよう束ぞくの若い娘むすめに頭を下げた。

「ご協力を感謝するよ、カヤンさん」

　カヤンと呼ばれた若い巫女は、笑いながら小さく首を振った。

「姫巫女を助けるのは当然のことですわ。私のような見習いの者でも力をお貸しできることは巫女として喜びです。それにしてもネマコル様から話を聞いたときは驚きました。まさかキンリの姫巫女とサラサさまを人質にするなどという乱暴な真ま似ねをサゴン族長がするとは思いもよりませんでした……」

　シャリフの横にいたネマコルが悔くやむように言った。

「ええ、その点は我々の失敗です。サゴンはあのとおりの直情型人間ですから……一応心配はしていたのですが、まさか問答無用で監かん禁きんするとは……」

　小さく首を振ったネマコルを見て、カヤンと呼ばれた若い巫み女こは慰なぐさめるように言った。

「普通の人間の常識が通用しない……それがサゴンですから仕方ありません、ご自分を責めないで下さい」

　横で話を聞いていたシャリフが、カヤンを見て感心したように言った。

「それにしても、お若いのに、よく、あんな老ろう婆ばのような、しわがれ声が出ますねえ」

「巫女として神しん託たくをするときは、なるべく低い声を出すように心がけております……若い声で話すと信用してもらえません。それもまた修行のうちなのです」

　カヤンがそう言って笑ったとき、暗くら闇やみの中から一人の若者が音も無く浮かび上がるように近づいてきて、シャリフとネマコルに小さく頭を下げ、小声で言った。

「リネト衆の準備……完了しました」

「わかりました、では五分後にもう一度騒ぎを起こしますので、ネマコル殿どのとリネト衆は、その隙すきにあの穀こく物もつ倉庫の床ゆか下したに入り込んでサラサと姫ひめ巫女を救出して下さい」

　そう言いながら杖つえをついて立ち上がったシャリフを見て、ネマコルは少し不思議そうな顔でつぶやくように言った。

「それにしても、政府軍の兵士であるあなたとこうやって同じ目的で働くのは二回目だが……我々は本当に敵同士なのかな？」

　シャリフは肩かたをすくめた。

「さあな、俺おれも何が何だかわからなくなってきた。サラサを助けるために、志願した部下を率いてきてみれば、ここでお前さんたちとばったり出会って、目的は同じということで共同作戦をすることになったわけだが……もしかしたら、俺はシマオオカミを名乗るあの日本人に騙だまされているのかもしれないな」

「我々とあなた方は、確かに立場は違うが、利害は同じだ。ならば同じ目的のために協力するのは当然のことだ……というわけだな」

　ネマコルがにやっと笑ったのを見て、シャリフが不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「俺たちの目的はオードン族の本ほん拠きよ地ちの偵てい察さつだからな……別にサラサを助けるために来たんじゃねえぞ」

　ネマコルはもう一度楽しそうに笑った。

「まだ右足の傷口の抜ばつ糸しも終わってないような怪け我が人が、わざわざ偵察に来なくちゃならんほど、政府軍には人材がいないのか？」

「ああ、そうだ、セリカスタンには人材がいないんだ。だから国が豊かにならねえ。人の上に立って人を育てることのできるサラサみたいな人材は貴重なんだ。だから偵察のついでに助けるのさ」

「違う部族でもか？」

　ネマコルのツッコミをさらりと受け流したシャリフは遠くを見るような目で言った。

「そうさ、本当のことを言えば俺おれだって純血のセルム族じゃねえんだ。母親の祖そ母ぼが違う部族でね、父方からはずっと白い目で見られてきた。だからわかるんだ、部族で人を分けるってことの馬鹿馬鹿しさがな。シマオオカミって名乗ったあの日本人が部族なんか関係ない、同じセリカスタン人だ、って言ったとき、俺は自分の考えていることをずばっと言い当てられたような気がしたのさ……先祖代々キンリ族に生まれて、リネト衆をやっているあんたにはわかんねえかもしれないけどよ」

　ネマコルは両手を胸の前で小さく上げてため息をついた。

「わかった、あんたは部下と一緒に偵てい察さつに来た……そういうことにしておこう……それより、脱出のときに気をつけろよ、あんたは怪け我が人なんだから」

「大丈夫だ、俺にも手助けしてくれる部下はいる。極めて個人的な理由の作戦行動に志願する大馬鹿野郎が十人ばかりね……いざとなったらそいつらが俺を担かついで逃げてくれるそうだ」

　シャリフの言葉を聞いたネマコルは微笑ほほえんだ。

「いい部下だな」

「ああ、いい部下すぎて怖いぜ。俺にそれだけの価値があるのかどうかいつも考えていなくちゃならねえからな」

「それを考えられるってことは、あんたはきっといい指揮官なんだろう……さて、時間だ、そろそろ行く」

「サラサに会ったらよろしくな、こっちは騒ぎを起こしてすぐに退散するからな」

　ネマコルはシャリフに小さく手を振って闇やみの中に消えていった。




　デーイ村の中には、落ち着かない空気が漂ただよっていた。

　村の中心部にある集会所の周りに配置されているオードン族の族長警護部隊の戦士たちは、いつものように油断無い視線をあたりに投げているが、その視線の中には、どこか怯おびえたような色が混じっている。

　この怯えが、村全体に漂う落ちつかない雰囲気の原因なのだろう。

　そのとき、村の北側で、シュボン！　という、どこか気の抜けたような発射音が聞こえ、村の中にいた戦士たちの間に緊張が走った。

　そのどこか気の抜けたような音は、小口径の迫はく撃げき砲ほうの発射音にそっくりだったからだ。

　しかし、その音のあとは、砲ほう弾だんが空気を切り裂さいて落下する音も爆ばく発はつ音も続かなかった。その代わりに……。

　シュパァアアアアア！

　燃焼音と共に、谷あいにあるデーイ村全体が真昼のような明るさに包まれた。

　谷の上に、パラシュートをつけた照明弾だんが打ちあがっていた。

　照明弾はマグネシウム燃焼発光特有の白い光を谷全体に投げかけ、白い煙けむりを引きながらゆっくりと落ちてくる。

「なんだ！　どうした？」

「ありゃ何だ？」

　あたり一面が真昼のように照らし出される中で、戦士たちが驚き騒ぐ声を聞いたサゴンが、指揮所に使っている集会所を飛び出して照明弾だんを見上げ、すぐにはっとした顔になって目をつぶり、視線を逸そらして叫んだ。

「見るな！　目がやられるぞ！」

　その言葉が終わらないうちに、ふっと照明弾が消えた。

　今まで真昼のように村を照らしていた照明弾を直じかに見つめていた見張りたちはあわてて目を瞬しばたたいた。

　明るい照明弾を直に見て、いきなりそれが消えたのだ。瞳どう孔こうが元に戻るまでの十秒ほどの間、戦士たちの視力は完全に衰えていた。

　見張りたちが目を押さえてうろたえる間を、すり抜けるようにして何人もの人影が村の中に走り込んだ。

　彼らは手に持ったビンの中に入れてあった水を、次々に村の中にあったかがり火に振りかけて消して回った。

「あ、おい！　何をするんだ！」

　目の前でかがり火を消された戦士が狼ろう狽ばいしたような声を上げると、その人影は冷静な声で答えた。

「目標にされるぞ、火を消せ！」

「あ、ああ、なるほど」

　戦士がうなずくのを見て、男は不思議な微笑ほほえみを残して夜の闇やみの中に消えていった。

　デーイ村の中の灯あかりが次々に消され、家々を漆しつ黒こくの闇やみが包み込み始める。夜目が利かなくなった戦士たちが右往左往する中で、いきなり村の北側で銃じゆう声せいが響き渡った。

　それはＡＫのような小しよう銃じゆうの銃声ではなかった。十二・七ミリ口径以上の重じゆう機関銃の発する重々しい銃声だった。

　それも一門や二門ではない、少なくとも三箇所から発射されているようだ。

　誰かが、叫んだ。

「襲しゆう撃げきだぁあ！　北から攻めて来たぞぉお！　政府軍だぁあ！」

　その声は、襲撃を告げるにしては妙みように浮き足立った、人を不安にさせるような響きを持った叫び声だった。

　村の中にいた戦士たちの中の一人が、思わずその声につられて村の北側に向かって二、三歩ととっと走った。

　それを見ていた周りの戦士も同じように走った。

　一人が三人となり、そして六人が走り出したとき、村の中にいた戦士たちが一いつ斉せいに北に向かって動き始めた。

「持ち場を離れるな！　敵戦力を確認するまで、そこにいろ！」

　我に返った何人かが慌あわてて仲間を押し留とどめようとしたが、そのとき、再び村の北のほうから叫び声がした」

「援軍をぉ！　敵は多いぞぉ～早く来てくれぇぇ！」

　裏返ったような、心細いような悲鳴にも似た心を騒がせる声だった。

　いったん立ち止まった戦士たちの中で何人かが再び走り出し、それを止めようとする者との間で騒ぎが起こりはじめた。

　うす暗い穀こく物もつ倉庫の中で椅い子すに座っていたリューカ姫ひめは、目に希望の光を浮かべて、高窓から聞こえてくる人々の騒ぎを聞いていた。

　……間違いない。あの浮き足立った声はリネト衆の人寄せの術だ。

　機関銃じゆうの音とあの声を聞けば、誰でも応援に行きたくなってしまう。リネト衆にはそう思わせる声を出すことができる。

　ネマコルが来てくれたんだ……でも、あの機関銃の音は何だろう？　リネト衆は機関銃を持ってないはずだけど。

　リューカ姫がそう考えていたとき、倉庫の扉の前で、うっ！　という押し殺したような低いうめき声と、どさっと重い砂袋を床ゆかに投げ出すような音がした。

　そして扉の鍵を開ける音と共にネマコルの声がした。

「大丈夫ですか？　姫巫み女こさま！」

「ネマコル！」

　扉が開くと、そこにネマコルが立っていた。

「遅くなりました、お迎えに参上いたしました、今なら脱出できます！」

「サラサは、この倉庫の別の部屋に監かん禁きんされているはずです！　探し出さないと！」

「今、配下の者が探しております！」

　ネマコルがそう答えたとき、右手の奥からサラサの声がした。

「大丈夫です！　私はここに！　無事助け出されました！」

「よし、ではもうここには用は無い。逃げましょう！」

　倉庫の前を警戒していたリネト衆が、大丈夫！　という風ふうに手を振るのを見て、サラサとリューカ姫は倉庫から飛び出した。

　人々の騒ぐ声と機関銃の銃声の中に馬の蹄ひづめの音が響いた。

　見ると、村の馬小屋の方角から、何頭もの馬が一団となって村の中に走り込んで来るところだった。

　広場にいた戦士たちが馬に踏まれぬように慌あわてて道を開ける中、走り込んできた馬の群れには誰も乗っていないように見えた。しかし先頭の馬の鞍くらの脇わきには、一人のリネト衆が、ぴったりと身体からだを伏せていた。

　馬の群れが倉庫の前に差し掛かったときに、そのリネト衆が身体を起こして叫んだ。

「さあ、早く乗って下さい！　追っ手が来ぬように他ほかの馬は鞍の腹帯を切ってきました！」

「よくやった！」

　ネマコルは笑ってうなずくと、その中の一頭の手た綱づなを取り、ひらりとまたがった。

「さあ！　馬に！」

　サラサとリューカ姫ひめが、すかさず後続の馬にまたがったとき。集会所の前では、サゴンが立って両手を振り回しながら、右往左往する部下たちを怒ど鳴なりつけていた。普段からは程遠い泡あわをくった姿は滑こつ稽けいですらあった。

「貴様ら！　何をやっている！　北の敵に応戦しろ！　あ、いやその前に倉庫を調べろ！　キンリの姫巫み女こどもが逃げ出すかもしれん！　まったく気の利かん馬鹿どもめ！」

　くそ、してやられたわ。キンリ族のやつらを侮あなどっていたか。

　そう歯ぎしりするサゴンの目が倉庫に向けられるとまん丸になった。

「見ろ！　キンリの姫巫女と女め狐ぎつねが逃げるぞ！　撃うて！　殺せ！　逃がすな！」

　しかし、その場にいた戦士たちは互いの顔を見合わせるだけで誰一人として銃じゆうを向けようとはしなかった。

　それを見たサゴンは逆上した。

　目の前に立っていた戦士に飛び掛かると、持っていたＡＫを奪い取って叫んだ。

「ええい！　銃をよこせ！　俺おれが撃つ！」

　その叫びを聞きつけたサラサは、馬に鞭むちを当てると、そのままサゴンに向かって突っ込んでいった。そしてサゴンの脇を走り抜けながら、すれ違いざまに思い切りサゴンの顔面に膝ひざ蹴げりをぶち込んだ。

　うぐぅ！

　声にならない声を上げて、その場にひっくり返るサゴンを振り返ってサラサは叫んだ。

「キンリの巫女を敵に回した罰だよ！」

　そのまま一団となって村を走り抜け、村の境を越えたとき、最さい後こう尾びの馬に乗ったリネト衆が空に向かって信号弾だんを打ち上げた。

　パーン！

　乾いた破は裂れつ音と共に、緑の星が空中で炸さく裂れつして散った。




「信号！　緑一発！」

　村の北側に配置した武装トラックの屋根の上に身を起こし双そう眼がん鏡きようでそれを見ていた兵士の報告を聞いたシャリフがうなずいて叫んだ。
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「よし、こっちも逃げるぞ！」

「了解しました！　ま、確かに潮しお時どきですな」

　トラックの屋根の上で機関銃じゆうを撃うっていたポンズが、そう言って銃じゆう手しゆ席から合図をすると、トラックは、がくん、と揺れて走り出した。

　周りに隠かくれていた数台のトラックも同じように走り出した。

　ライトを消したまま、砂じや利り道を猛もうスピードで飛ばすトラック。その運転席の上にある銃手席の出入り口から助手席に下りてきたポンズがにやっと笑いながら言った。

「どうしやすか？　シャリフ大たい尉い」

「どうするって、何がだ？」

　ポンズ曹そう長ちようはにやにや笑いを浮かべたまま聞いた。

「このまま前線基地まで帰りますか？　それともキンリの里に行きやすか？」

　シャリフは目をむいた。

「馬鹿言え、これは任務だ、ちゃんと基地に帰って報告するに決まってるだろうが！」

「まあ、大尉がそうおっしゃるなら別に俺おれたちは構いませんがね」

「そのにやにや笑いをやめろ」

　不ふ機き嫌げんそうに答えたシャリフは目をつぶって考え込んだ。

　……それにしても、照明弾だんで見張りの目をひきつけ、短時間で消すことで一時的に夜目を利かなくする。その隙すきに明かりになるかがり火を消し、サラサたちの捕とらえられている納な屋やに近づく。そして中に入って助け出すのと同時に村の反対側で陽動攻こう撃げきをかけ、馬を走り込ませてそれに乗って逃げる。

　……あのシマオオカミという少年は、一体どこからこんな方法を思いつくのだ？

　もしかしたら、本当に軍事的な才能があるのかもしれんな。




　サラサたちが、ナガス族の本ほん拠きよ地ちであるヌルカの街に帰ってきたのはそれから二日後だった。

　リネト衆の妨ぼう害がい工作で追っ手の馬を出すことができなかったのだろう。サゴンの配下の追つい撃げきを受けることは無かったが、常に緊張して夜通し馬を走らせるという経験は、リューカ姫ひめに想像以上の負担だったのだろう。オードン族の支配区域を抜け、ナガス族の支配区域であるダワフの村の宿屋についたとたん、倒れこむようにして眠ねむってしまった。

　サラサたちは、リューカ姫の大事を取って、そのダワフの村で一泊し、次の日に、このヌルカの街に帰ってきたわけである。

　リューカ姫とサラサを出迎えたのは、知らせを聞いてやってきたナガス族の幹部と、龍たつ也やの身辺警護のため首都に潜せん入にゆうしていた二人のリネト衆だった。

　ナガス族の幹部たちと儀ぎ礼れい的な挨あい拶さつを交わしたあとで、サラサは二人のリネト衆に小声で尋ねた。

「なんで、あんたらがここにいるの？　まさか、龍也は日本に帰っちゃったとか……」

　二人のリネト衆は顔を見合わせたあとで笑った。

「その逆です、サラサ殿どの……我々は、あの方のあとについて移動していたところ、この街まで来てしまっただけのことでして……」

　リネト衆の言葉を聞いていたリューカ姫が、目を見開いて身を乗り出した。

「では……あの人がこのヌルカの街に来ているのですね！　どこにいるのですか？」

　ネマコルから、自分たちをサゴンの下から救出した一連の計略が龍也の立てたものだと聞いたリューカ姫にとって、もはや龍也は正しよう真しん正しよう銘めいの勇者以外の何者でもなかった。

　今すぐにでも龍也に会いたい！

　……それが、リューカ姫の偽いつわらざる想いだった。

　目を輝かせてあたりを見回したリューカ姫を見て、リネト衆は済まなそうに首を振った。

「いえ、こちらには見えておりません。正体をナガス族に知られるわけにはいかないということで、バザールの外れにある宿屋に部屋を取り、そちらでお待ちです……」

「そう……ですか……」

　リューカ姫は目に見えるほどにがっかりとした顔になったが、すぐに気を取り直したように微笑ほほえんだ。

「考えてみれば……すぐ会えるんですよね」

「まあね、同じ街だし、心配することはありません……しかし、外国人が、よくもまあ一人でこのヌルカの街まで来れたものだね」

　感心したようにつぶやいたサラサを見て、リネト衆がうなずいた。

「あの方は、大統領警護隊のシャリフ大たい尉いから、戦闘区域を通り抜ける許可証をもらい、このヌルカの街の一番近い政府軍の物資集積所まで軍のトラックに便乗して、やってきたのです。我々はやっとそこで追いついて正体を明かして、このヌルカまで一緒にやってまいりました……先ほど大統領警護隊と共同作戦を取ったということをネマコル殿どのから聞いて、やっと合点がいったところです」

　サラサは少し照れたように頭を搔かいた。

「なんというか……こう、腐くされ縁えんに助けられたような気がするな……今回は」

　サラサの言葉を聞いたリューカ姫ひめは微笑ほほえんだ。

「腐れ縁なんかじゃありません。れっきとした人の縁だと思います」

「人の縁ですか……シャリフは何かと偉そうにする嫌いやなやつでして、きっと今回も恩に着せた、とか考えているんだろうなと思うと、どうにも腹の虫が収まらないんですけどね」

　不満そうにサラサがつぶやいたところに、ナガス族の長老たちがやってきた。

　長老たちは、リューカ姫たちがオードン族の虜ろ囚しゆうになっていたことを聞いて、取るものもとりあえず駆かけつけたようだった。

「これはこれは、無事で何より」

「サゴンめには、恐ろしい罰が当たることでございましょう」

「ですから申したでしょう、あの熊男に道理を説いても無む駄だだということが」

「さあ、私どもの家で旅の疲れを癒いやし下さいませ」

　ナガス族の長老たちは、口々にそう言うと、リューカ姫ひめとサラサを連れて、街の中心部にある来らい賓ひん用の邸宅に向かって歩き始めた。

　困ったような顔をするリューカ姫に近づいて、サラサが小声で言った。

「龍たつ也やはあとで私が呼んできます……ご安心を」

　リューカ姫は、ほっとしたようにうなずくと、ナガス族の長老たちに向かって社交的な微笑を浮かべて言った。

「ありがとうございます、でも、私はオードン族との交渉をあきらめてはおりません。政府軍の空くう爆ばくを押さえ込む秘策は、オードン族の協力なくしてはなりたたないのです」

　リューカ姫の言葉を聞いたナガス族の長老たちは目を見開いた。

「なんと……まだ交渉をあきらめぬとおっしゃいますか！」

「話してわかる相手ではないのですぞ？」

　リューカ姫は首を振った。

「いえ、サゴンはあのとおり傲ごう慢まんな人物です。まず相手を殴なぐりつけて言うことを聞かせようとする。そしてそれが通用しなかったとき、初めて交渉のテーブルにつく……そういう人物です。だとしたら、今回の件は、サゴンにとって交渉を考えさせるきっかけになるのではないかと思います。

　政府軍の空くう爆ばくを押さえ込む方法が見つからないかぎり、あの爆ばく弾だんはいずれ、このヌルカの街にも降り注ぐでしょう……これはもはや、オードン族とかナガス族とかキンリ族とかそういったレベルの問題ではないのです」

　ナガス族の長老たちは互いの顔を見合ったあとで言った。

「うむ、その件については今夜にでも話すとして、今は一息入れるのが先です」

「そうそう、このような場所で話すことでもありませんからな」

「わかりました、お世話になります」

　そう答えて頭を下げたサラサは、ナガス族の長老たちの態度に微び妙みような変化が現われているのに気づいていた。

　……この爺じいさんどもは、姫ひめ巫み女こが本気だってことにやっと気づいたんだ。そして……本当に政府軍の空爆を止める手段があるんだってことに。

　サラサは、ヌルカの街の中心部にあるバザールの方角を見て、つぶやいた。

「……お前さんの秘策にすべてがかかってるってことだな、タツヤ」




　ヌルカの街の中心部にあるバザールから、一本裏に入った通りに、その宿屋はあった。

　大きく開けられたその部屋の窓からは、バザールの客を呼ぶ掛け声も、古いラジカセから流れる民俗音楽も、いななくロバの声も足音も全部一緒になった、潮しお騒さいにも似たざわめきが聞こえてくる。

　……路地一本入っただけで、結構静かになるものなんだな。

　サラサは、そんなことを考えながら、目の前に座って、にこにこと無防備に笑っている若者を見て言った。

「お前がシャリフに連絡してくれたけえ、こうやって無事にサゴンの下から逃げ出すことができた。ありがとう。それについては礼の言葉も無いわ……」

　サラサは素直に頭を下げたあとで顔を上げて聞いた。

「……で、これはネマコルから聞いたんじゃが。わしとリューカ姫を救い出すときに使つこうたあの計略は、お前の考えじゃそうなの。お前、どっからそんな方法を思いついたんじゃ？」

　龍たつ也やは、照れたように笑ったあとで答えた。

「え？　あの照明弾だんの目め潰つぶしをどうやって思いついたかって？　いやあ、日本で読んだ小説にあったんだよ、捕つかまった女の子を救い出すときの方法として、自家製の照明弾使って目潰しするってのが……本当に上う手まくいくとは思わなかったなあ」

　龍也の答えを聞いたサラサは怪け訝げんな顔になった。

「小説の中に出てきた方法じゃと？　そりゃどういう小説じゃ？　軍事小説か？」

「いや、ライトノベル……高校生や中学生なんかの若い人向けの小説さ」

　首を振って答えた龍たつ也やを見て、サラサは目を見開いた。

「なんと！　日本の若い者もんは、そげな奸かん智ちに長たけた計略を小説で勉強しとるんか……恐ろしい国じゃのぉ！」

「あ、いやその小説くらいだよ、そんなこと書いてるのは。まあ風変わりな作家だからあんまり売れてないみたいだし、絶対にベストセラーになれないと思うな」

「まあ、小説にせえ何にせえ、お前のおかげで無事にこうやって脱出できたわ。あらためて礼を言わせてもらうで」

「ううん、俺おれのやったことと言えば、あのシャリフ大たい尉いに会って、サラサさんとリューカ姫ひめを助けてくれと頼んだだけだよ。俺は何もしてないんだから」

　慌あわてて首を振った龍也を見て、サラサは微笑ほほえんだ。

「いや、お前が動かんかったら、リネト衆だけでやらんといけんかったろう。それを考えりゃあ、シャリフの助けは実に心強かった思うで。

　軍ぐん師しは自分では動かん。人に利りと仁じんと義を説いて、口こう舌ぜつによって人を動かし、勝利するんじゃ。お前は本当の軍師になったんかもしれんのぉ……」

　そしてサラサは真剣な目で龍也に聞いた。

「お前の……空くう爆ばくをやめさせるゆう秘策を聞かせてくれ。飛行機をどうゆうふうに使うんか、それを……」

「うん、わかった……これはね『本番台本』って小説に出てきた方法なんだけど……」

「また小説か！」

　思わず顔をしかめたサラサを見て、龍也は言い訳するように言った。

「アイディアは小説からもらったって、問題ないじゃない。現にサラサさんを救出したアイディアは小説からもらったんだよ。あとはどうやってそのアイディアを現実に当てはめるかってことだと思うんだ」

　サラサは疑い深そうに聞いた。

「まあ、ええ。とにかくお前のその秘策ゆうんを聞かせえ」

「うん……まず、サラサさんに聞くけど、もし空爆している政府軍のジェット攻こう撃げき機が、時速二百キロでレンガ塀べいに衝しよう突とつしたらどうなると思う？」

「そりゃあ、当然壊こわれるわ」

「そうだよね。ジェット機は壊れる。でもジェット機が自分からレンガ塀に突っ込んでいくことはありえない……」

「ほれもそうじゃ。お前、何が言いたい？　持って回った言い方せんと、もっと単刀直入に言わんか！」

　イライラするように言ったサラサを軽くいなして、龍たつ也やは言葉を続けた。

「まあ、演出だと思ってよ……とにかくだ。ジェット機が時速二百キロでレンガ塀べいに突っ込んでくれないのなら、こっちからレンガ塀を持っていってやればいいわけさ。つまり、時速二百キロで、レンガの塊かたまりをジェット機にぶつけてやればいい。ジェット機は鉄製じゃない、ジュラルミンというアルミ合金でできているから、時速二百キロの速度でぶつけられたレンガでも簡単に穴が開く。

　でも、この通りにやろうって言ってるんじゃない。ようは、空くう爆ばくをやめさせるために空港を爆ばく破はしたり飛行機を撃げき墜ついしなくてもいいってことなんだ。空爆ってのは飛行機を飛べなくするだけで、できなくなるわけだから。そういう風ふうに考えれば、もっと効果的な方法があるかもしれない。その方法を、実際にパイロットだったシャクドー中ちゆう尉いとか、みんなと考え出そうってことさ」

　サラサは、一瞬落らく胆たんしたような表情を浮かべたあとで、それを振り払うように首を振った。

「確かに、お前のそのレンガ爆ばく弾だんの話は、実効があるかどうかわからんし、実際にやるゆうても問題が山積みしとるような気もする……じゃが、実際に飛行機が手に入ったら、十分通用する方法じゃゆうんも確かじゃ。

　今まで、手も足も出ん思うっとった政府軍の空爆に一いつ矢し報いる方法が見つかっただけでも十分価値がある。

　じゃが……本当にいけるのか？　ここまで話を大きくして、他ほかの部族を巻き込んでおいて、すまん、無理じゃった、ゆうんは通用せんぞ」

　そしてサラサは龍也をにらんだ。

「……ほいで？　今度はだれから聞いたんや？　このアイディアは」

　龍也は肩かたを落した。

「なあんだ、知ってたの？　ＩＲＣのチャットで、攻略法を募つのってアイディア詰めたってこと……」

　あからさまにがっくりとした表情を見たサラサは、思わず微笑ほほえんでしまった。

「わかりやすいやつじゃな……どうにもお前が考えついたとは思えんからな。おおかた誰か知恵のある者から聞いたのじゃろうと、見当をつけただけのことじゃ。じゃが、卑ひ下げすることは無いぞ。わしらが必要としているのは、物知り馬鹿ではない。無知なる賢人じゃ」

「物知り馬鹿と、無知な賢人？」

　怪け訝げんな顔をする龍也を見て、サラサはうなずいた。

「そうじゃ、物知り馬鹿ゆうんはな、ただ、知識を覚えとるだけで人より賢いと勘かん違ちがいしとる馬鹿じゃ。こいつにできるんはせいぜいテスト問題の採点くらいのもんじゃな。何かを考え出す能力が無いけえ問題に突き当たっても『どうすればいいのか』を考え付かん。

　それに対して無知なる賢人ゆうんはな、確かに覚えとる知識は少ないかもしれんが、問題に突き当たったときに『じゃあ、どうすればいいんだろう？』と考えることができる人間なんじゃ。

　足りない知識を他人に聞き、そのアドバイスや情報を組み合わせ、問題を解決する方法を考え出すことのできる応用力に富んだ人間のことじゃ……」

　そして、サラサは龍たつ也やを指差して言葉を付け足した。

「お前は、その無知なる賢人だとわしは思うぞ……」







　　　第十一章　「部族連合」







　その三日後。

　ナガス族とオードン族の支配域が隣接するあたりにある小さな村ダワフ。

　その村の中央広場に面して建ち並ぶ店や民家の中にある、この村で唯一の小さな宿屋の食堂ホールに、ナガス族の指導者である六長老と、オードン族の族長サゴン、そしてキンリ族の姫ひめ巫み女こリューカと護モリ人トのサラサが一同に会していた。

　六人の長老たちは、いつものように、とぼけたような微笑ほほえみを浮かべたポーカーフェイスでいるのに対し、サゴンは顔に包ほう帯たいを巻き、不ふ機き嫌げんそうな目でサラサをにらみつけていた。

　自分にサゴンの視線が注がれているのを知りながら、サラサは涼しい顔のまま微笑んでいた。

　サゴンの視線に気がついたナガスの最長老である、瘦やせた白いひげを伸ばした老人が、わざとらしく聞いた。

「いかがいたしたかな？　サゴン族長どの……なんでも、落馬して鼻の骨を折ったということだが？」

　サゴンはサラサをもう一度にらみつけると、煮えくり返るはらわたを押さえるように腹に手を当てて答えた。

「うむ……疳かんの強い牝めす馬うまめに不覚を取った……」

「すべての馬が言うことを聞くと思ってはいかんな……馬には馬の意思がある。大事にせねば祟たたるぞ」

「そうそう、民が困る。馬は民の心の中の支えじゃからな。見た目だけで判断しては禍か根こんを残すぞ」

　ナガスの長老が、しれっとした表情で諭さとすのを聞いていたサゴンは、不満そうにうなずいた。

「おうよ、確かに……それを思い知らされたわ。兵の数少なしといえども軽んずべからず、という言葉をな」

　ナガスの長老たちは笑った。

「そうじゃな、お前さんの言うとおりじゃ。ゆえに誰もキンリの里に兵を向けぬのじゃ。その代わりキンリの里もまた他ほかに兵を向けることはない……そうやってキンリの里はあの谷を守り続けてきたのじゃからな」

　小太りの老人が、サゴンに水を向けるように言った。

「その、キンリの里に兵を向けた大馬鹿者は、今度はお前さんの街を空くう爆ばくしておる。こいつをなんとかせねばなるまい？」

「何とかできるものなら、とっくになんとかしておるわ！」

　不ふ機き嫌げん丸出しで答えたサゴンをなだめるように、最長老が長いひげをなでながら言った。

「キンリの姫ひめ巫み女こは、そのための秘策を持ってきたではないか。お主ぬしも聞いたであろう？　シマオオカミなる軍ぐん師しが立てた奇策を」

「ふん……レンガをぶつけたくらいで空くう爆ばくが収まるとも思えんがな」

　鼻で笑ったサゴンの言葉を、サラサは、さらりと受け流した。

「要するに、飛行機さえあれば、レンガですらジェット機を壊こわせるということだ。空からの攻こう撃げきが可能ならば、可能性は一気に広がる」

　その言葉のあとを押すように、ナガス族の長老が言った。

「わしらナガス族の中からパイロットを出す、お主らオードン族のところからは飛行機を出す。互いに立場は対等じゃ、お主の面子めんつも立つ。これであの空爆をやめさせることができれば、お主も文句はあるまい？」

　サゴンはしばらく黙って考え込んでいた。

　長い長い沈黙が続いた。

　会談の場にいる全員の視線がサゴンに集中していた。

　やがて、その沈黙を破ってサゴンがつぶやいた。

「……これは同盟ではない。互いの利害が一致しただけの取引だな」

　その言葉が流れたとたん、会談が行われている部屋の空気が一気に緩ゆるんだ。

「うむ、構わんよ、取引にしろ何にしろ、空くう爆ばくができなくなれば、センドルクの馬鹿も少しはおとなしくなるじゃろう……地上戦ならわしらにも勝ち目があるからな」

　そう言ってにやっと笑った長老を見て、サゴンの顔色が変わった。

「お前ら……中国から武器をもらうつもりか！」

　長老たちは互いの顔を見合ってから、静かに笑った。

「なあに、まだわからんよ、だがその話をしておけば、センドルクも我らを攻める前に少しは考えるじゃろう……こいつは保険じゃよ」

「姑こ息そくな手を……」

　顔をしかめて吐はき出すように言ったサゴンを見たナガスの最長老は、若者を諭さとすようにゆっくりとした口調で答えた。

「姑息でも何でも結構。戦って死ぬのだけが人生ではあるまい……敵の死人の数は栄えい誉よじゃが味方の死人の数は自じ慢まんにはならんぞ、のうサゴン族長どの？」

　サゴンは黙って考え込んでいたが、やがて顔をあげてリューカ姫ひめを見て言った。

「キンリの姫巫み女こどの……このナガス族の長老の言葉、間違いは無いな？　巫女の名において誓せい約やくするか？」

　リューカ姫は、サゴンの猜さい疑ぎ心しんに満ちた目を正面から見つめてきっぱりと言った。

「テンジンの名とキンリの姫巫女の名に懸かけて、間違いはございません！」

　サゴンは、リューカ姫の視線に込められた意志の力に、一瞬たじろいだように身体からだを引いたあとで小さく咳せき払ばらいをした。

「うむ……わかった……キンリの姫巫女がそう言うのなら……ナガス族どもを信じてやろう……」

　ナガス族の長老たちは一様に微笑ほほえみを浮かべてうなずいた。

「賢明な選択じゃ。それは譲歩では無いぞサゴン殿どのよ。オードン族の未来のためを考えれば最良の選択じゃったと気づくときが来るじゃろう」

　サゴンは不ふ機き嫌げんそうな表情のまま、ふん、と鼻を鳴らして顔を逸そらした。

　このとき、サゴンの脳裏には、夕べ、シーデから聞いた、シマオオカミの言葉が響いていた。リューカ姫とサラサに逃げられ、面目を潰つぶされたサゴンは、最初、このナガス族との会談を蹴け飛とばすつもりだった。

　会談を申し込んだ使者が帰ったあとで、部屋で荒れていたサゴンの元にシーデがやってきたのはそのときだった。

　シーデは、つかつかと部屋の中に入ってくると、その場に片膝ひざをついて言った。

「おそれながら申し上げます。キンリのシマオオカミの策をお受けになるべきだと思います」

　サゴンは、一瞬あっけに取られたように目を見開いたあとで、我に返って叫んだ。

「うるさい！　貴様！　誰の許しを得てここに入ってきたのだ！」

　シーデは顔を上げると、サゴンの目を正面から見つめて言った。

「誰の許しも得ていません！　正しいことをするのに、誰の許しも必要ないと思うからです！」

「なんだと？　貴様……」

　怒ど鳴なりつけようとしたサゴンの言葉の機先を制してシーデは叫んだ。

「兄あに者じやには、同じ人間だ、という言葉の意味がおわかりですか？」

「同じ人間？」

「そうです、同じ人間です。オードン族もナガス族もキンリ族も関係ない、これらは全部同じ人間であり、殺しあってはならない、という考えです！」

　サゴンは、そのシーデの言葉を鼻で笑った。

「ふん、どっかの坊ぼう主ずが言いそうなセリフだ！　そんなキレイゴトでこの世の中を生き抜いていけるものか！　誰もが他ほかの部族は敵だと思っているのだ！　殺さなければ殺されるのが、この世の中の掟おきてだ！　弱気になれば負ける、負けるわけにはいかんのだ！　わが一族の長おさとして俺おれには責任がある！」

　シーデは首を振った。

「その、キレイゴトを信じている者がいます！　シマオオカミです！　闇やみ師しの長と共にキンリの里にシマオオカミ暗殺に向かった僕は捕とらえられました……敵に捕つかまった暗殺者はどうなるかご存知ですよね？　兄あに者じや……」

「普通は縛しばり首か斬ざん首しゆか、どっちにしろ公開処刑されて晒さらし者にされるのは間違いないな……」

　シーデは大きくうなずいた。

「そうです、キンリの里でもそれは当たり前のことでした。でも、シマオオカミは僕を殺さなかった！　僕に生きろと言って、釈しやく放ほうしたんです！」

　サゴンは笑った。

「大馬鹿だな、自分を殺しにきた暗殺者を釈放するやつがあるもんか。何度でも殺しにくるのに決まってるのに……」

「そう……僕は何度もシマオオカミの命を狙ねらいました。闇師の長と、兄者に言われたとおりに……何度も捕らえられ、それでも僕を殺さずに何度も釈放した……ぼくもシマオオカミは大馬鹿か、僕をからかって遊んでいる嫌いやなやつだと思ってた……」

「違うのか？」

　怪け訝げんな顔をするサゴンに向かって、シーデは静かに言った。

「シマオオカミは、僕のことを客人まろうどとして扱えと言った。そして、僕に向かって、オードン族に対する空くう爆ばくをやめさせてみせると約束したんだ」

　サゴンはわめいた。

「噓うそをつくな！　意味がわからん！　どこに自分を殺しにきた相手を客人として扱い、そいつらの部族が受けている攻こう撃げきをやめさせようと思うやつがいる！　自分を殺しにきた相手は敵だ！　そいつらの部族も敵ではないか！」

「僕もそう思いました、そして聞きました、なんで敵の部族を助けようとするのかと……そうしたら、シマオオカミは真ま面じ目めな顔で言ったんです……同じ人間だ。殺しあうのはいけない……と」

　サゴンは理解できない、という風ふうに二、三回ぱくぱくと口をあけたり閉じたりしたあとで、吐はき捨てるように言った。

「そいつは偽ぎ善ぜん者だ！　最低の噓うそつき野や郎ろうだ」

　シーデは叫んだ。

「違う！　偽善者でも噓つきでもない！　シマオオカミは本気でこの空くう爆ばくをやめさせようとしているんだ！　だから、こうやってナガス族とオードン族の間に立って、手を結ばそうとしているんじゃないか！　兄あに者じや！　いつまで意地を張ってるつもり？　あなたが意地を張リ続ければ続けるだけ空爆は続く！　戦士だけじゃなくて女も子供も死んでいく！　オードン族の未来に責任があるというのなら、意地を張るべきじゃない！」

　サゴンは逆上した。

　シーデの言葉は、サゴン自身で気づいていたことだった。それを、目の前にいる小こ娘むすめに指摘されたことで、サゴンの自制心は完全に吹き飛んだ。

「おのれ！　許さん！　殺す！」

　サゴンはそう叫ぶと懐ふところに入れてあった護身用のマカロフ拳けん銃じゆうを取り出してシーデの額ひたいに突きつけた。

　額に銃じゆう口こうの冷たさを感じながら、シーデはサゴンの目を見つめてはっきりと言った。

「僕はあのとき死んでいます……殺されてもかまいません！」

　その目には、反抗の色も、自己陶とう酔すいの色も浮かんではいなかった。

　そこにあるのは、ただ純粋な悲しみと、一筋の憐れん憫びんの色だった。

　サゴンは、ゆっくりと銃口を下げて、そしてうめくように言った。

「出ていけ……お前はもうオードン族の人間では無い！　どこへでもいって野の垂たれ死にするがいい！」

　シーデはゆっくり立ち上がると、サゴンに深々と一礼して、何も言わずにサゴンの前から立ち去った。

　サゴンはシーデの顔を思い浮かべていた。

　……俺おれは、あのとき、負けていたのだな……あのシーデめに。

　サゴンは大きく息を吐はくと、意識を目の前のナガス族の長老たちに戻した。

　俺は自分自身に愛あい想そを尽かしかけていた。だがそれを認めたくはなかったのだ。

　……この、ジジイどもの言っていることにも一理あるのを認めねばなるまい。

　サゴンは、長老たちの顔を見回して、ゆっくりと言った。

「わかった、休戦だ。オードン族はナガス族と相互不可侵の誓せい約やくを結ぶ。それでいいな？」

　座の空気が一気に動いた。

　会談の行く末を心配そうに見守っていたオードン族の戦士とナガス族の戦士の間に、ほっとした空気が流れ、それはざわめきとなって部屋の外にも広がっていった。

　そのざわめきを聞きながらサゴンはもう一度シーデの顔を思い浮かべた。

　……あと五年くらいしたら。ひょっとすると、いい女になっているかもしれんな、わが妹よ。




　オードン族とナガス族の間で、休戦が成立し相互不可侵の誓約を結んだ、というウワサは、あっという間にセリカスタン全土に広がった。

　最も衝しよう撃げきを受けたのは、セリカスタン政府首脳だった。

　当初の作戦であった、敵対する最大部族であるオードン族とナガス族のうち、まずオードン族を屈服させ、その後ナガス族と交渉する。その作戦手順は、あくまでもこの二つの部族が敵対し続けるという前提の下で立てられたものだったからである。

「これはどういうことだ！　なぜ宿敵同志であるオードン族とナガス族が休戦するのだ！」

　大統領府の執務室で、その知らせを受けたセンドルク大統領は、思わず大声で叫んだが、その場にいた参さん謀ぼうたちは誰一人満足な答えを返すことができなかった。

　センドルク大統領は、不ふ機き嫌げんそうな顔のまま秘書官に向かって告げた。

「会議だ！　閣かく僚りようを集めろ！　対応策を練る！」




　大統領府の中にある内務省の執務室で、会議室で報告するための資料を受け取って目を通していたリネム内務大だい臣じんは、その資料の量がいつもの倍近いにもかかわらず実に的確にまとめてあるのに驚いた。

「……これをまとめたのは誰？　ずいぶんきっちりとまとめてありますね」

　リネムが顔を上げて、秘書官に尋ねると、秘書官は恥ずかしそうに答えた。

「実を申しますと……わが内務省のスタッフではないのです。海軍省から応援で回ってきた事務官の方が作成した書類でして……」

　リネムは思わず内心で舌したを巻いた。

　……海軍提てい督とくのキシトンのところにいた事務官の女の子が、これほどやり手だとは思わなかったわね。

　海の無いこのセリカスタンで、海軍の仕事なんかあるわけがない。せいぜい月に一回メルフェル湖に置いてある武装モーターボートを訓練と称して乗り回すことぐらいしかやることはないと思っていたけど……これは認識を改めないといけないわね。

　リネムは秘書官に向かって言った。

「この書類を作った海軍の事務官を呼んで。ちょっと話がしてみたいわ」

「かしこまりました」

　秘書官が一礼して部屋を出ていって、三分しないうちに執務室のドアがノックされ、秘書官の声がした。

「海軍から出向されている、トルテ事務官をお連れしました」

「どうぞ、お入りなさい」

　リネムが答えると、秘書官が、小柄な二十代前半の赤毛の女性を伴って執務室に入ってきた。

　その赤毛の女性はリネムの前で一礼すると、緊張した面持ちで申告した。

「海軍省から出向しています、トルテと申します！」

　リネムは、その緊張を和やわらげるような微笑を浮かべてうなずいた。

「別に叱しつ責せきするつもりで呼んだわけではないから安心して。その逆よ。あなたのまとめてくれた資料を読んだんだけど、実にきれいにまとめてあったわ。各部族の内部情報とか、氏族の勢力関係とか、血族間の仲の良さとか悪さとか全部まとめてあって、オードン族とナガス族の内情が手にとるようにわかったわ……」

　そしてリネムは、目の中にあった笑いを消して聞いた。

「これは、各部族の中に存在する情報提供者のもたらした情報をまとめたファイルの中にあったものよ。そのファイルは膨ぼう大だいなもので、そこから有用な情報を探し出し、関連する情報とつき合わせて正確さを判断し、取捨選択するという能力は、普通の事務をやっている人間には絶対に身につかないスキルよ……いわゆる情報収集機関の仕事をしていないとね……トルテ事務官。あなたは海軍省で何をやっていたの？」

　トルテは、しばらく言葉を探すような表情のまま下を向いていたが、やがて顔を上げた。

「セリカスタン海軍は実働部隊がありません。戦うべき敵がいないのです。我々海軍に籍を置くものにとって、守るべきものはキシトン提てい督とくと、そしてこの海軍という組織だけです。

　ご存知のとおり、キシトン提督は、人が良すぎて他人を疑うということを知りません。あの方をそのままにしておけば、この権力闘争の厳しいセリカスタン政府内では、おそらく無事には済まないでしょう。実体の無い海軍といえども、国家予算を使えるポストに変わりはありません。私腹を肥やすために海軍提督の座を狙ねらう者がいるかもしれません……」

「……それは」

　そんなやついないわよ、と言おうとして、リネムは思いとどまった。

　……いるかもしれない。この国の政府の中には、国家予算を自分の口座に入れて、そこからスイス銀行に送金している局長クラスの官僚がゴロゴロいるのだから。

　リネムはうなずいた。

「……そうね、あなたの言うとおりかもしれないわ。キシトンは狼おおかみの群れのなかでのんびり草を食べている羊のようなものかもしれない……続けてちょうだい」

　先を促されたトルテ事務官は小さくうなずいて言葉を続けた。

「はい……ですから我々事務官は決めたのです。キシトン提てい督とくが安心して歩けるように、事前にその道のどこに穴があるか地雷があるのかそれを確認し、穴があればそこに近づかないようにお知らせし、地雷があれば処理して、キシトン提督が楽しく生きていけるように私たちが頑がん張ばろうと。

　そのために、このセリカスタンの権力構造の中に入り込み、誰が何を企たくらみ、何をやろうとしているのか、それを協力者を使って調べてきたのです」

「協力者？」

　リネム大だい臣じんの目が鋭くなった。

「それって……要するにスパイってこと？」

　トルテは首を振った。

「いいえ、スパイではありません、協力者です。要するに、このセリカスタン政府のすべての機関の中で事務を行っている女性職員が協力者なのです。国家機密も、上司のプライベートな行動も、噂うわさ話のネットワークを通じてすべて収集できます。私たちはそうやって今までキシトン様をお守りしてきたのです」

　リネムは大きくため息をついた。

「そういうことね……いわゆる給湯室情報ネットワークを押さえていたってわけね……でも、そんな大事なことを私に話してしまっていいの？」

　トルテはうなずいた。

「リネム大だい臣じんは、公私共にキシトン提督を蔑さげすんだり、馬鹿にするような言動は一切ありませんし、他ほかの大臣の方のように国家予算で私腹を肥やすようなことは一切なさっておりません。

　私たちは、リネム大臣ならば信用できると判断しました。お願いです、キシトン提督を守る私たちの行動をご理解下さい！」

　リネムはしばらく黙ったままトルテを見ていたが、やがてふっと笑った。

「わかったわ、別に問題があるわけでは無いわ。それどころか有用な活動と言ってもいいかもしれないわね……」

　そこで言葉を切ったとき、トルテの肩かたから、ふっと力が抜けたのがわかった。

　リネムは悪戯いたずらっぽい表情を浮かべると言葉を続けた。

「……逆にあなた方のその能力をお借りしたいの……空軍司令官ソナムルの企みを調べてもらえないかしら？」

「ソナムル閣かつ下かをですか？」

　目を見開いたトルテに向かってリネムはうなずいて見せた。

「そうよ、あの男は陰いん謀ぼうを企くわだてるのが大好きな男よ。今回の空くう爆ばくに関しても何やら裏がありそうだわ……」

「わかりました。では、あとで仲間に連絡しておきます！」

　リネム大臣はうなずいたあとで、笑ってみせた。

「事情を聞いて、知らん顔はできません。あなた方の行動の裏づけと責任は、この私が取ります。安心して仕事に当たって下さい」

　執務室を出たトルテは、胸の中でリネム大臣の言葉を反はん芻すうしていた。

　……事情を知って、知らん顔はできない。行動の裏づけと責任は私が取る……か。

　いまどき、あれだけのことを言い切れる上司がこのセリカスタン政府の中に何人いるだろう？

　めんどくさい話とか、責任を負わされそうな話を部下が持ってくると、聞かなかったことにしよう、とか聞いてないから私に責任は無い、とか、勝手に部下がやったんだ、とか言い張るようなやつばっかりなのに……。

　内務省の空気がいいのは、やっぱりあのリネム大臣がしっかりしているからに違いないわ。

　セリカスタン海軍事務官であるトルテが、心の中でそんなことをつぶやいて小さくうなずいた頃。




　セリカスタン南部州にあるハトウ飛行場では、使える飛行機があるかどうか、その調査が行われていた。

　ハトウ飛行場は、ハトウの街の郊外に広がるだだっ広い平原のど真ん中に作られている。

　周囲にはフェンスも何もなく、滑かつ走そう路ろは、未み舗ほ装そうである。

　コンクリート舗装の飛行場が当たり前の日本人の感覚から見れば、そこはただの草が生えた平原にしか見えないだろう。

　旧ソビエト連れん邦ぽうでは、このような未舗装、未整地の滑走路を使用するのは当たり前で、ジェット機などのエンジンの空気取り入れ口が、離着陸時に草などを吸い込まないように、機体の高いところに設計されているほどである。

　そのだだっ広い草原のような滑走路を渡ってきた風が、大きく開いたトタン作りの格納庫の入り口から吹き込んで、出口を求めて屋根や窓を揺すっていた。

　渦うず巻く埃ほこりの中で、顔をしかめながらシャクドー中ちゆう尉いが、格納庫の中に並んでいる小型のセスナ機のような単発のプロペラ機を点検しているカルケン軍ぐん曹そうに聞いた。

「どうだ？　飛べそうか？」

　埃をかぶった飛行機のエンジンカウリングを開けて中の様子を見ていたカルケン軍曹は、難しい顔をして首をひねった。

「一度バラしてみないとなんとも……でも、このユーゴスラビア製のＳＯＫＯ　Ｐ─２クラージって飛行機は、固定脚ですから油圧装置とかの心配がない分整備は楽ですし、なんてったってレシプロエンジンでプロペラ回して飛ぶやつですから、ジェットエンジンに比べれば、手間は遙はるかに楽ですね」

　風防ガラスを開けて、コックピットの中を覗のぞきこんだシャクドー中ちゆう尉いが、計器板を眺めてぼやくようにつぶやいた。

「だけどなあ、こいつは固定脚だから空気抵抗が大きくて速度が遅いんだよな……最大速度が三百キロ行くか行かないかで、爆ばく弾だん搭とう載さいしたらもっと遅くなるわけだ……対空砲ほう火か食らったら一発で落とされちまうんじゃねえかなあ？」

　レンチを持って、エンジンの内部の状況を確認していたカルケン軍ぐん曹そうは、あっさりと言った。

「なあに、大丈夫ですよ」

「おいおい安やす請うけ合いするな、何の根こん拠きよがあって大丈夫だなんて言えるんだ」

　エンジンを覗き込んでいたカルケン軍曹は、怪け訝げんな顔で振り返った。

「根拠？　ああ、意味が違います。私は飛ばないから大丈夫だと言っただけでして……痛い痛いやめてください中尉どの！」

　シャクドー中尉は、カルケン軍曹の頭をヘッドロックするように抱かかえ込んで叫んだ。

「うるせえ、誰がお前の心配しろって言っている！　心配するなら俺の心配しやがれ！」




　その日の夜。

　飛行場のあるハトウの街の宿屋では、サラサとそしてネマコルと龍たつ也やたちが、飛行機の状態についてシャクドーとカルケンからの報告を聞いていた。

「結論から言うなら、飛行可能だ……」

　シャクドーがそう言うと、その場に居合わせたメンバーたちの間に、ほっとした空気が流れた。

　しかし、シャクドーは厳しい表情のまま言葉を続けた。

「……だが、部品の劣化からくるエンジンのパワー不足や固定脚という飛行機の構造上、どう見ても時速二百キロ出るかどうか、というところだな。

　レンガをぶつけるという最初の計画は無理かもしれん。速度が遅い。それにジェット機は滑かつ走そう路ろに出ている機体だけじゃない、格納庫の中にも何機か待たい機きしている。一機や二機壊こわしたって、意味がない」

　サラサが聞いた。

「じゃあ爆ばく弾だんを格納庫に落とせば？」

「確かにあの飛行機は小型爆弾を翼よつ下かに二発搭とう載さいできる。だが、問題はどこを探しても爆弾が見つからない。あるのは中に砂が詰まった模擬弾だんだけだ」

「迫はく撃げき砲ほうの弾たまならあるぞ。爆弾の代わりにはならんか？」

　ネマコルの言葉を聞いたシャクドーは、慌あわてて首を振った。

「馬鹿なことを言わないでくれ。迫はく撃げき砲ほうの信管ってのは木の葉っぱが触ふれただけでも爆ばく発はつするって言われてるくらい鋭敏なんだ。そんな危あぶないものをどうやって積むんだ？　座席の脇わきに転がしておくなんてのはごめんこうむるぞ！」

　カルケン軍ぐん曹そうがさらっと言った。

「じゃあ信管抜いておけばいいじゃないですか」

「馬鹿かお前！　信管抜いた弾たまを落とすならレンガとかわんねえだろうが！　お前の脳みそも信管抜けてるんじゃねえのか？」

　そのとき黙って話を聞いていたシーデがサラサに聞いた。

「ねえ、あのロケット使えないかな？」

「ロケット？」

　怪け訝げんな顔をするサラサに向かって、シーデは両手を広げて見せた。

「うん、砂に刺さっていたやつ、白くてこーんな長いやつ」

「ああ、あの不発弾だんか！」

　サラサは、納得したようにうなずいたあとで、シャクドーたちに振り向いた。

「オードン族が政府軍の攻こう撃げきを受けたところに、ロケット弾の不発弾が落ちてたのよ、爆発しなかったみたいで、ひん曲がってたけど、あれの弾だん頭とう部を取り外せば、爆ばく弾だんの代わりに使えそうだと思うんだけどね」

　シャクドーはちょっと考え込んだあとでうなずいた。

「……使えるかもしれんな。状態を見てみないとわからんが、上う手まくバラせば信管も再利用できるかもしれん」

「でも、不発弾だからな、そう簡単に分解はできん。いつ爆発するかわからんぞ」

　心配そうに言ったネマコルを見て、シャクドーはあっさり言った。

「大丈夫、手先が器用で機械に詳くわしくて、ついでに地雷撤てつ去きよとか不発弾処理とかのレクチャー受けてきたやつがいる……なあ、カルケン？」

「俺おれっすか！」

「お前の他ほかに誰がいる！」

　目を見開いて抗議しようとしたカルケンにぴしゃりと言ってからシャクドーはそこに居並ぶ人々に向かって言った。

「知ってのとおりあのロケット弾は全長が三メートル以上あるが、弾頭部分の炸さく薬やくは十九キロしかない。迫撃砲の弾よりは大きいが爆弾に比べれば爆発力は小さい。不発弾を爆弾に改造するのはカルケン軍曹がなんとかするとしても、飛行機に搭とう載さいできるのは二発だけだ。二発の爆弾で、どうやったらあの基地にある飛行機を全部無力化できる？　いや、まあ、正確に言えば全部の飛行機を無力化する必要は無いんだ。ＧＰＳ爆弾積んで投下高度まで上昇できるＬ─39アルバトロスって飛行機だけを無力化すればいいんだが……問題はそのアルバトロスは予備機を入れて全部で十二機あるってことだ。その全部を飛べないようにしなければ空くう爆ばくは続くぞ」

　サラサが、思いついたように言った。

「燃料タンクを狙ねらうってのはどう？　燃料がなけりゃ飛行機は飛べないわ……」

　シャクドーは首を振った。

「いや、あの基地の燃料タンクは地下にあるんだ。ロケット弾だん改造の爆ばく撃げきなんかでは、とてもダメージをあたえることはできないだろう。それに、燃料タンクも一箇所じゃないんだ」

　ネマコルがつぶやいた。

「では、可哀かわいそうな気もするがパイロットの詰め所を狙うというのはどうだ？　パイロットを倒せば飛行機は飛べん」

　シャクドーは、同じように首を振った。

「残念なことに、全部のパイロットが同じ場所に待たい機きしているわけじゃないんだ」

　その場にいた全員が考え込んだ。

　そのやり取りを、サラサと一緒に聞いていた龍たつ也やはじっと考え込んでいた。

　……空爆をやめさせるために、飛行機を飛べなくする……飛行機が飛ぶために必要な要素は、機体、燃料、パイロット……他ほかになにかあったっけ？

　どう考えてもこれくらいしか見つからない……やっぱり爆弾一個じゃダメなのかな。

　……いや、違う方法もあるはずだ。もっと別の方向から考えてみよう。

　あのＩＲＣのチャットで教わったように、何かを止めたければ、それを構成しているそれぞれの要件を考えて、その要件を阻そ害がいすることで、全体を妨ぼう害がいする、という方法を取ればいいんだ。

　だから、俺おれは空爆を構成する要件である飛行機を飛べなくする方法を考えようとした。でもそれは難しいということがわかった。でも、ここであきらめちゃいけないんだ。こういうときこそ……なんだっけ、サラサさんについ最近言われたこと。あ、そうだ「ならば、どうすればいいのかを考える」んだ。

　空爆を構成する要件ってのは……飛行機と……爆ばく弾だんだよな。

　飛行機がダメなら爆弾をなんとかすればいいのかな？

　そういえば……あの爆弾はＧＰＳで誘導される精密爆弾だって言ってたよな。位置座標を入力すれば爆弾が勝手に目標に向かって落ちていくんだって。

　……そうか！　爆弾だ！　爆弾を何とかすればいいんだ！

　龍也は、サラサを通じてシャクドーに聞いた。

「シャクドー中ちゆう尉いのパイロットの腕うでは確かなんですよね？」

　シャクドーは笑いながら胸を張った。

「ああ、自じ慢まんじゃないが、ってことは結局自慢なんだが、狙ったところに爆弾落とす自信はある。ＧＰＳ誘導装置なんかなくたって、夜間爆撃やってみせるぜ。そんな芸当ができるのはセリカスタン空軍じゃ俺おれだけだ。言っちゃ悪いが他ほかの連中は夜間爆ばく撃げきすらやっと、という連中ばかりさ」

「それで、ＧＰＳ誘導装置に頼ってるってわけですね」

「そうさ、あれが付いていればパイロットは照準しなくていい、指示された高度と位置で爆ばく弾だんを投下すればあとは爆弾が勝手に仕事してくれるってわけさ。パイロットはただの運うん搬ぱん人だ」「そのハイテクの爆弾は輸入品なんですか？」

　シャクドーは肩かたをすくめた。

「輸入に決まってる、国産のわけがない。全部アメリカからヨーロッパ経由で運び込まれてるのさ。空軍基地で身柄拘こう束そくされたときに、灰色の西側の輸送機を見たことがある。きっとあいつがＧＰＳ爆弾を運び込んでいたんだろうな」

　その答えを聞いたとき、龍たつ也やの脳裏に、輸送機の中から青いコンテナを運び出している光景が甦よみがえった。

　……そうか、やっぱりあれがＧＰＳ爆弾だったんだ。

　爆弾が仕事をするってことは、要するにその爆弾を使えなくしてしまえば、空くう爆ばくはできないってことなんだ！

　龍也は期待に震える足にぎゅっと力を入れて聞いた。

「もし、ＧＰＳ爆弾がなければ、セリカスタン空軍には、今までのような空爆を続けることができますか？」

「そりゃあ爆弾を落とすことはできる。でもどこに落ちるかはわからない……下へ手たすれば味方の上に落とすかもしれない……セルム族の高官のコネでパイロットになった連中の腕うで前まえはひどいものだから……」

　そこまで答えてから、シャクドーは龍也の質問の意味がわかったのだろう、目を見開いた。「そうか！　そうだ！　飛行機にこだわることはねえんだ！　爆弾だ！　あのＧＰＳ爆弾を使えなくすれば、この空爆はやめさせることができるんだ！」

　ぽかんとした顔をしているサラサやネマコルに向かって、シャクドーは興奮したように両手を振り回した。

「だから、あの爆弾を爆撃するんだ！　あれは全部輸入品だ！　セリカスタンで作ってるわけじゃない。だからあれがセリカスタンに入ってくるその元を止めてしまえば、もう空爆はできねえんだ！」

　今ひとつ意味がわかっていないような顔をするサラサに向かって龍也が言った。

「ＧＰＳ爆弾を運んでくる輸送機を攻こう撃げきしたらどうかな？　ってこと。

　輸送機を壊こわして、爆弾を持ってこれなくすれば、空軍はどこからもＧＰＳ爆弾を手に入れることはできないわけで、そうすれば空爆はできないんじゃないかと思うんだ」

　サラサは目を見開いたあとで心配そうに言った。

「でも、輸送機を壊こわしても、すぐに違う輸送機が爆ばく弾だんを積んでくるかもしれないよ？　そうしたら空くう爆ばくは続くんじゃないの？」

　サラサの言葉を聞いたシャクドーが首を振った。

「いや、そうでもないと思う。これは空軍で聞いたウワサだが、この空爆はアメリカの兵器メーカーのテストを兼ねて行われており、投下しているＧＰＳ爆弾は、全部試作品らしい。

　つまり、実験に使う代わりに無料、もしくはすごく安い値段で提供されているってことだ。考えてみれば、セリカスタンみたいな貧乏国家が、あんなハイテク爆弾をバラ撒まけるわけがない。このウワサは本当だと俺おれは思う。だとすると、ＧＰＳ爆弾は量産品じゃない。次から次に運んできて、湯水のように使えるって品物じゃないってことだ。

　確かに、この作戦は確実じゃない。ひょっとしたらサラサ殿どのの言うとおり、輸送機を破壊してもすぐに代わりの輸送機が爆弾を運んでくるかもしれない。

　しかし、他ほかに方法が無いのならば、これはやるべき価値があると思う。

　それより何より、たった二発のロケット弾だん改造爆弾で、空爆を中止させるとしたら、狙ねらえるのは唯一そこだけだ！」

　その場にいた全員の目が輝いた。

　サラサが、嬉うれしそうに言った。

「何とか光明が見えてきたって感じね。目標が決まったならば次はそれを実行に移す手段よ。クリアすべき問題点を洗い出しましょう。こちらの攻こう撃げき手段となる、飛行機とパイロットと爆弾は、なんとかなりそうだから、それはいいとして、どんな問題点があるかしら？」

　ネマコルがつぶやいた。

「まず輸送機がやってくるスケジュールだな、それがはっきりしなければ、攻撃を仕掛けるタイミングがわからない」

　それを聞いたシャクドーが、にやっと笑って言った。

「それは俺が聞きだそう、蛇じやの道はヘビだ。セリカスタン空軍の中には、部族とかそんなことを超越した知り合いもいる。パイロットってのは結局は個人の技術でね、職人みたいなもので、道を究めた同志は、立場とか部族とかを超えた、個人と個人という関係になっちまうんだ……なんとかなると思う」

　そしてシャクドーは顔から微笑ほほえみを消して言葉を継いだ。

「……問題は、やはりそのとき、地上で誘導する人間が必要だということだ。いくら周到に準備を重ねても、いつどんなアクシデントがあるかわからない。そのために、実際に目標をリアルタイムに見つめ続けて、位置とか動きとかを報告する人間が必要なんだ」

「しかし、空港は立ち入り禁止だ。空爆の有効性はセンドルクも充分に理解しているから、厳重な警戒が行われている。空港周辺の民家は強制移住させられて家を取り壊こわされたって話も聞く。下へ手たに近ずくことすらできんぞ」

　ネマコルがそう言って首を振ると、部屋の中が静まり返った。

　その沈黙の中で、龍たつ也やは自分自身の勇気を振り絞っていた。

　……空港に近づけるのは俺おれだけだ。

　でも。見つかれば俺は間違いなく逮たい捕ほされる。

　龍也の脳裏に、あのとき相そう元もとと空港に行ったときに取調べを受けたクラーゲン少しよう佐さの顔が浮かんだ。

　……あいつは、きっと外国人でも容よう赦しやしないだろう。下へ手たをすればその場で射殺されるかもしれない。セリカスタンというのはそういう国だ。

　いや、捕つかまる前に、爆ばく撃げきを受ける場所にいるってことは、その爆撃に巻き込まれる可能性だってある。これは、とてつもなく危険な仕事ってことだ。

　……でも。

　それができるのは俺だけなんだ。

　龍也は大きく深呼吸したあとでゆっくりと手を上げて、そして言った。

「それは……俺がやります」

「龍也！」

　目を見開いたサラサに向かって、龍也は微笑ほほえんだ。

「この中で、空港の周りをうろついていても、とがめられないのは外国人の俺だけです。俺は、偵てい察さつのためにテンジンがこの世に遣つかわしたような人間なんです……そうですよね、サラサさん？」




　次の日の夕方ナガス族の本ほん拠きよ地ちであるヌルカの街に戻ってきた龍也は、宿舎代わりに使っていた賓ひん客きやく用の邸宅の一室で、ネマコルたちと打ち合わせをしていた。

　西の窓から差し込む夕日が、部屋の壁に掛けられたタペストリーの縁ふちに黒い影を残し、妙みようにくっきりと浮かび上がって見せている。

　龍也は、ふと顔を上げて、窓の外に広がるヌルカの街を眺めた。

　シルクロード時代に作られたいくつもの尖せん塔とうがオレンジ色の夕日の中に並ぶその光景は、あと一時間もしないうちに、薄紫の夕ゆう闇やみの中に沈み、窓の外の光景は墨すみ絵えにとってかわるだろう。

　その龍也の視線を追って窓の外に視線を投げたネマコルが言った。

「日が落ちたら、シマオオカミ殿どのは我々と共に政府軍との最前線を抜けて、セルム族の支配区域に入っていただきます。セルム族の支配区域からならば、そこから首都に向かう手段はいくらでもあります」

「わかりました。シャリフ大たい尉いからもらった通行証がもう一度役に立ちますね」

　そう言って龍也がうなずくと、ネマコルは感心したように笑った。

「まったく……たいしたものだ。どこにでも味方がいるのだからな」

「サラサさんのおかげです、俺おれの力じゃありません」

「いや、人の縁えんを使えるのも才のうちだ……」

　そう言ってうなずいたあとで、ネマコルは真ま面じ目めな顔になった。

「あなたが空港について、輸送機の駐機場所をサラサ殿どのに電話で伝えたあと、我々が空港にロケット弾だんを打ち込む。こいつはナガス族の持っていた旧式のロケット砲ほうで、八発しか撃うてない。

　分解して、丸太に擬ぎ装そうして、空港に届くギリギリの場所まで持ち込んで据すえつける予定だが、問題は、長距離から打ち込むロケット弾は風の影響を受けやすく、空港のどこに落ちるか皆目見当がつかないということだ。もしかすると、偵てい察さつのためにもぐりこんでいるあなたの真上に落ちるかもしれない」

「脅おどかさないでよネマコルさん」

　ネマコルは真ま面じ目めな顔で首を振った。

「脅しではない、これは事実だ。あなたの任務は確かに輸送機を破壊するわけでも、ロケット弾を空港に打ち込むわけでもない。あなたは直接引き金を引くわけではない。

　しかし、あなたが空港で輸送機の動きを確認して。携帯電話でゴーサインを出さなければ、この作戦はスタートしない。あなたが引くのはこの輸送機破壊作戦の全体の引き金だ。

　最も重要でそして最も危険な任務なのだ。よく志願できたと感心する」

　龍也は日本語でつぶやいた。

『知らなかった……なんて今さら言えないよなあ』

「どういう意味だね？　その言葉は」

　興味深そうに聞いたネマコルに向かって龍たつ也やは慌あわてて首を振った。

「うまくいけばいいな、って言ったんです」

「そうだな。それと、作戦が成功したにしろ失敗したにしろ、あなたは空港から脱出しなければならないわけだが……空港に通じる中央道路の検問地点の中で、一般人がなんとか近づけるぎりぎりのところで、変装したリネト衆とサラサ殿どのがシシカバブの屋台を出す予定だ。そこまでなんとか脱出してきてもらいたい……非常に困難なことだが、そこまでたどり着けばあとは我々がなんとかする」

「わかりました、がんばります！」

「では、日没後にお迎えに上がりますので、それまでに荷物をまとめておいて下さい」

　ネマコルはそう言い残すと、一礼して部屋を出ていった。

　龍也は、しばらく黙り込んでいたが、やがて大きくためいきをついてから部屋の隅すみに転がっていたリュックサックを持ち上げて、ベッドの上に置き、荷物を詰め込み始めた。

　……なんというか、どう考えても無事に帰れそうに無いような気がしてきたな。

　でも、まあこれは全部俺が言いだしっぺなんだから、仕方ないよなあ。

　今さら逃げるわけにもいかないし、逃げるのはもう嫌いやだし。こうなればできるところまでやるしかないってわけか。

　龍たつ也やはもう一度大きなため息をついて、リュックサックの中に荷物を詰め込んだ。そして、リュックサックの中にパソコンを入れようとしたとき、龍也はそれの端はしっこに張ってあった日本の家電量販店のシールに気がついた。

　それは、このノートパソコンを買ったときにもらった会員シールだった。

　……年会費を払ってるから、確か新作のゲームが二割引で買えるんだよな。そういえば日本を出てくるときに、いくつか新作タイトルが出るって話だったな。攻略法とか同時フラグの立てかたとか、またネットに書き込んであるんだろうな……。

　そう考えたとき、龍也は声を上げて小さく笑った。

　……ゲーム攻略法に同時フラグか。

　なんか、もう何年も前の話のような気がする。

　ごく普通の、どこにでもいる高校生だった俺おれが、なんでこんなところで、こんなことやってるんだろうな？

　サラサさんに拾われて、キンリの里にいくハメになって……でも、その頃はまだ俺は普通の高校生だったよな。

　……やっぱり、変わったのはあのときからだ。

　リューカ姫ひめを助けたいって思ったときからだ。

　あの瞬間に、俺は天あま山やま龍たつ也やであると同時にシマオオカミになった。

　あの瞬間に、俺の背中には責任が生まれた。俺はそれを背負うことになった。

　日本にいた頃の俺は、責任を負わされるなんて、考えただけで虫むし唾ずが走った。そんなものは誰かどっかの偉い人が背負うものだ。俺には関係無い、俺は普通の高校生だ！

　……そう思っていた。

　確かにそうだ。首から『僕には何もできません、無能で無力な人間です、責任を負わせないで下さい』と書いた札をぶら下げておけば、誰もその人に責任を負わせたり、その人を責めることは無いだろう。

　でも、誰もそいつの言葉は聞かないだろう、話しかけることも顔を見ることも無いだろう。だって……そいつは道みち端ばたに転がっているコーヒーの空き缶かんと同じだ。

　コーヒーの空き缶が、いくら『俺の言うことを聞け！』とか『もっと俺を尊敬しろ！』とか言ったって鼻で笑われるだけだ。

　何もしたことが無い、何の結果も出していないのに、自分のことを『俺は有能で、やればできる人間だ』と信じて胸を張る滑こつ稽けいさに俺は気づいていなかったんだ。

　結果を出して、初めて人は信頼される……いや、結果が伴わなくたっていいんだ。自分以外の誰かのために動く、その意志があって、初めて人は信頼されるんだ。

　そのとき、龍也の思考を中断するかのように、誰かが部屋のドアをノックした。

『どうぞ！』

　龍たつ也やはリュックに荷物を詰めながらセリカスタン語で答えた。

　背中の方でドアのノブが回り、扉が開く気配がした。

　龍也はふと手を止めた。

　その予感は当たった。

「タツヤ……」

　カタコトの日本語を聞くのと同時に龍也は振り返った。

　そこには、目に涙なみだを溜ためたリューカ姫ひめが立っていた。

　リューカ姫は、そのまま部屋の中に駆かけ込むと、龍也に抱だきついて、そして日本語で言った。

「……アリガトウ……タツヤ……アナタノコト、ホントウニ……ダイスキ！」

　龍也は、自分の腕うでの中にいるリューカ姫を、どうしていいのかわからなかった。

　腕と胸に、リューカ姫の体温が伝わってくるのがわかった。

　息使いと、そしてふわっと髪かみが匂におった。

　その温かさが、その髪の匂いが、すべてがいとおしかった……絶対に手放したくないと思った……。

　そして。

　この瞬間がずっと続けばいい、と思った。
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　龍たつ也やの部屋に続く廊ろう下かの端はしでは、シーデが、サラサに捕つかまっていた。

「どうしてシマオオカミのところに行っちゃいけないの？　荷造りのお手伝いするだけなんだよ？　ねえ、どうして？」

　シーデの腕うでをつかんでいたサラサは、にやっと笑ってシーデに言った。

「どうしても！　……あんたもね、あと二、三年したらわかるよ！」







　　　第十二章　「爆弾投下」







　その日、セリカスタンの首都アーディンの空は快晴だった。

　セリカスタン唯一の国際空港であるアーディン空港は、首都の東側にあり、民間空港とセリカスタン空軍のアーディン基地との共用空港だった。

　内戦勃ぼつ発ぱつと共に民間空港としての機能は完全に停止され、今はすべての機能がセリカスタン空軍のために使われている。

　セリカスタンにおける唯一の全天候型航空機運用能力のあるこの空港は、政府軍にとっても最重要施設である。コンクリート製の滑かつ走そう路ろの両側には、空軍の格納庫や各種の施設、そしてそれらを守るための高射機関銃じゆうや地対空ミサイルの陣じん地ちが並び、奇き襲しゆう攻こう撃げきに備えていた。

　民間空港としての機能が停止され、閉へい鎖さされているはずの空港。だがターミナルビルには何人もの外国人が出入りして、内部にあるホテルに泊り込んでいるというのは公然の秘密だった。

　ダークスーツを着込んだ彼らはセリカスタン政府からもらった特別製のパーミッションカードと、カイトグループのマークの入ったカードを首から提げて、完全立ち入り禁止の区域内を我が物顔で歩き回っていた。

　ターミナルビルの中を歩き回る外国人の多くは白人系や黒人系の外国人だったが、中には東洋系の外国人も混じっており、それはカイトグループが全世界を相手にしている国際的な複合企業であることの証明だった。

　そのターミナルビルの外れに、ダークスーツを着てネクタイを締め、サングラスをかけた小柄な東洋系の外国人が、柱に身を隠かくすように立って、空港の中を窺うかがっていた。

　首から提げているラミネートカードには、確かにカイトグループのマークが入っているが、よく見ると、デザインや、色合いが明らかに違っていた。

　その男の正体は龍たつ也やだった。

　あたりを窺って人がいないのを確認した龍也は、そのまま連絡通路の端はしにある柱に隠れて胸ポケットから小型の双そう眼がん鏡きようを取り出そうとしたが、手が冷や汗でぬるぬるしているために、なかなか取り出せなかった。

　ビジネスマン風の衣装に身を固めた龍也は、深呼吸して自分に言い聞かせた。

　……落ち着け！　落ち着くんだ。俺おれはまだ誰にも見つかっちゃいない。

　いや、見つかってるけど怪しまれちゃいないんだ。平へい静せいを装うんだ、自然に振る舞うんだ。

　……なんとかここまでもぐり込めたのは、相そう元もとさんに借りたこのダークスーツと、カイトグループのホームページからダウンロードした企業マークで作ったニセモノの社員証のおかげだ。これを着ている限り俺はここでは怪しまれない……。

　実際に、そのダークスーツの効果は絶大だった。以前、相元と一緒にここに来たときとは護衛の兵士の反応が全く違うのだ。

　龍也を見た兵士の視線はダークスーツ、サングラス、そして首からカイトグループのマークが入ったカード、と順番に移っていくが、その三つを確認すると急激に関心を無くすのだ。

　……多くの人間は、対象が自分の既存のパターンにはまっていると、それだけで安心するってサラサさんが言ってたのは本当なんだな。

　そんなことを考えながら、連絡通路の端はしで空を見ていた龍也の双眼鏡に、灰色の点が飛び込んできたのはそのときだった。

　その灰色の点は、みるみるうちに四つのプロペラを回した太い胴体を持った飛行機に変わった。

　……間違いない。あれはＧＰＳ爆ばく弾だんを運んでくる輸送機だ！　シャクドー中ちゆう尉いの仕入れた情報は正確だったんだ！

　もう、双眼鏡は要らなかった。龍也は固かた唾ずを吞のんで高度を落とし始めた輸送機を見つめていた。

　……着陸したあと、どこのハンガーに停まるんだろう？　爆弾の積み下ろしをする場所は限られている。でも、一つじゃない。

　どこに停まるのかそれを確認して、報告しないと。

　龍たつ也やは、シャクドー中ちゆう尉いから教わった空港内の配置図を脳裏に思い浮かべながら、着陸してきた輸送機の行き先を目で追っていた。

　水色と灰色の入り混じったような色に塗られた輸送機は、着陸するとそのまま滑かつ走そう路ろの東側にある格納庫などが並ぶエリアへと向かった。

　そして手前から三番目のハンガーの前で停止した。

　ハンガーの中から牽けん引いん車しやと地上作業員が出てきて輸送機の前輪にフックを引っ掛けた。

　……あそこに入るんだ、ってことはＣハンガーだ！

　龍也はスーツのポケットから携帯電話を取り出し、通話ボタンを押そうとしたが、手が震えてなかなかボタンが押せなかった。

　……くそ！　何やっているんだ！　肝かん心じんなところでびびってどうするんだ！　俺おれは今、天あま山やま龍也じゃない！　勇者シマオオカミなんだ！

　そして龍也は大きく息を吸って、下腹に力を入れた。

　少し、手の震えが収まったようだった。

　……よし、メモリダイヤルでサラサさんを呼び出すぞ！

　四回目の呼び出し音でサラサが出た。

『どう？　牛はやってきた？』

「うん、Ｃの小屋に入った。まだ乳は搾しぼってない」
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『わかった』

　打ち合わせどおり符ふ丁ちようを使って答えると、短く答えてサラサは電話を切った。

　龍たつ也やは携帯電話をポケットに戻して、もう一度空を見上げた。

　……シャクドー中ちゆう尉いはここから八十キロくらいのところにある前進基地に飛行機を持ってきてあるはずだ。

　滑かつ走そう路ろがなくとも平地さえあれば離陸できる構造になっているから、こんな作戦が立てられるんだって、サラサさんは笑っていたけど……。

　そこを飛び立てば、二十分以内にここにやってくる。ネマコルさんの陽動攻こう撃げきがその直前として、あと十五分ほどで、ここにロケット弾だんが降り注ぐことになる……。

　建物の地下室とか、狭い壁で囲われたトイレとかに隠かくれていろ、ってネマコルさんは言っていたよな……。

　龍也は腕うで時計を見た。

　……いや、まだ時間はある、ギリギリまでここにいて輸送機が移動したりしないかどうか見張っていよう。

　そう思ったとき、龍也の背後に人の気配がした。

　振り向くのと、声をかけられるのは同時だった。

「動かずに、ゆっくりと両手を上げたまえ」

　そこには銃じゆうを構えた三人の兵士と、一人の指揮官らしい男が立っていた。

　龍也はその指揮官に見覚えがあった。以前、相そう元もとと一緒に空港に来たときに捕つかまったクラーゲンとかいう名前の空軍の士官だった。

　……くそ！　これまでか！　ここで見つかるとは。

　もうだめだ。もう逃げられない。

　龍也の足ががくがくと震え始めた。

　見るからに動揺している龍也を見てクラーゲンは、怪け訝げんな顔をしたあとで、銃を突きつけている兵士に言った。

「おい、こいつのサングラスを外せ」

　兵士の一人が手を延ばして、龍也のサングラスをむしりとった。

　クラーゲンは、ちょっと目を見開いたあとで、面白そうに言った。

「これはこれは……あのときの日本人の少年ではないか。こんなところで何をやっているのかね？　……まあいい、話はあとでゆっくり聞かせてもらおう。持ち物を取り上げて、詰め所につれてこい」

　クラーゲンが合図をすると、三人の兵士が龍也の服のポケットに手を突っ込んで、所持品を取り上げ始めた。




　その頃、空港から二十キロほど離れたところにある放牧地の真ん中では、ネマコルが時計を確認していた。

「……時間だな」

　ネマコルはそうつぶやくと、自分の後ろに建っている古びた板作りの小屋に向かって手を振った。

　それは家畜の飼料にする干ほし草くさなどを詰め込んでおく小屋で、この牧草地にはそういったものがいくつも点在している。

　ネマコルの合図を受けたリネト衆が、小屋によじ登って屋根を取り外し始めると、積み上げられた干草の中から横一列に並んだ八本のパイプのようなものが姿を現わした。

　ネマコルはそれを見上げてつぶやいた。

「ナガス族のところにあった旧型のルーマニア製のロケット発射筒が、どの程度効果があるかわからんし、ロケット弾だんは狙そ撃げきと違って風任せ運任せだからな。空港まで届くことを願うしかないな……」

　ネマコルはもう一度時計を見た。

　……よし、時間だ。

「撃うて！」

　ネマコルの声と共に、ズバババババ！という噴ふん射しや音と、もうもうとした推進薬の燃焼ガスを残し、八本のパイプの中から、八つの火の玉が飛び出した。

　それが首都の方角に向かって飛んでいくのを見送ったあとでネマコルは部下に向かって叫んだ。

「よし！　逃げろ！　すぐに政府軍の武装ヘリが飛んでくるぞ！　以後は単独行動を取り、都市部の人ごみに紛まぎれ込め！」




　その八発のロケット弾は、きゅるるるるる、という空気を切り裂さく独特なサイレンのような飛ひ翔しよう音を立てて、空港を含んだ広い範囲に着ちやく弾だんした。

　空港内に落下したのは二発だけだった。一発は滑かつ走そう路ろの端はしで炸さく裂れつし、そしてもう一発は、ターミナルビルの前のだだっ広い駐車場で炸さく裂れつした。

　龍たつ也やはこのとき、ターミナルビルにある警備部隊の詰め所で取り調べを受けていた。

　机の上には、龍也の持ち物である携帯電話や、小型の双そう眼がん鏡きようや、リューカ姫ひめの手作りの護ご符ふなどが並べられていた。

　クラーゲン少しよう佐さが、そこに置かれていたカイトグループの偽ぎ造ぞう社員証を持ち上げて言った。

「こうやって見ると実にずさんな出来だが、確かに遠目から見ればこのマークで警備の兵士を騙だますことくらいはできそうだな……だが、これはカイトグループの内部の人間に通用するようなものではない……ということは、だ」

　クラーゲン少しよう佐さはそこで言葉を切ると、龍たつ也やを正面から見み据すえて言葉を継いだ。

「君の目的は、あのカイトグループの輸送機にもぐりこむことではなく、この空港のターミナルビルに侵入することだったと推察できる。

　君は、ここにさえ入れれば良かった。君の目的は国外脱出ではなく、この空港にあった、ということだ……違うかね？」

　龍也は首を振って必死に言い訳を並べた。

「いや、違うんだ、俺おれはカイトグループの社員に化けて輸送機に乗り込もうと思っただけだ。俺は一刻も早くこの国から逃げ出したかっただけだ」

　クラーゲン少佐は、その龍也の言い訳を鼻で笑った。

「それはおかしいな。その格好といい、この偽ぎ造ぞう社員証といい、実に用意周到に練られたものだ。これだけ綿密に計画を練っておきながら、最後の目的が、輸送機にもぐりこむためだ、なんて、なんでそこだけそんなにずさんなのかね？　首尾一貫してないじゃないか」

「だから……空港に潜もぐり込むだけで精一杯でそこから先は考えていなかったんだ！　それだけだよ、他ほかに何の目的も無いんだ！」

「君は自分が外国人だから、手荒な真ま似ねはされないと思い込んでいるかもしれないがね、それは大きな間違いなんだよ……君に口を割らせる方法はいくらでもあるんだ、君の想像を絶するような方法がね……」

　クラーゲン少佐がそう言って、爬は虫ちゆう類るいのような微笑ほほえみを顔に浮かべたそのとき。

　何の前触ぶれも無く詰め所の窓ガラスが一瞬にして吹き飛んだ。

　衝しよう撃げき波はのあとに轟ごう音おんが響き渡り爆ばく風ふうと共に夥おびただしい量の砂さ埃じんが室内に吹き込み、物が壊こわれる金属音と悲鳴がその轟音のあとに続いた。

　衝撃波と同時に椅い子すと一緒に床ゆかに投げ出された龍也が目を開くと、目の前の床に、取り上げられて机の上に置かれていたはずの携帯電話が転がっていた。

　龍也はそれを拾い上げて立ち上がると、そのまま倒れているクラーゲン少佐を飛び越えて部屋を飛び出した。

　龍也は、ここにロケット弾だん攻こう撃げきが加えられるのをあらかじめ知っていた。

　予想していたのと、全く予想していなかったのでは、行動に取り掛かるレスポンスが全く違う。このレスポンスの差が、龍也と他ほかの兵士との行動力の差に繫つながった。

　龍也の脳裏には、輸送機の位置のことしか無かった。もし、あのあと輸送機が移動していたり、積み下ろしが終わっていたら、攻撃は中止しなくてはならない。

　驚き騒ぐ兵士たちとすれ違いながら空港を見下ろす窓のところにやってきた龍也は、安あん堵どのため息をついて、その場にへたりこんだ。

　輸送機は、まだその場に停まったままだった。

　機体の後ろにある荷物を降ろす大きな扉が下がっており、そこから運び出した青いコンテナがいくつも周りに積まれているが、作業員の姿が無い。

　……ロケット弾だん攻こう撃げきを受けたんできっと退たい避ひしているんだろう。

　今なら、確実にあの輸送機と爆ばく弾だんを始末できる！

　早く来い！　何やってるんだ！　シャクドー中ちゆう尉い！

　その龍たつ也やの思いが通じたのだろうか、滑かつ走そう路ろの北のほうにぽつんと小さく点が見えた。

　しかし、その点は、こんどは龍也の思いを裏切るかのように、なかなか近づいてはこなかった。

　速度が遅いのだ。

　黒い点はやっとのことで翼つばさが判別できるくらいの大きさになった。

　翼を左右に振り、敵味方識別行動を取りながら、シャクドー中尉の操そう縦じゆうする単発のセスナ機のような飛行機は近づいてきた。

　不審がっているのだろう、基地の中の対空くう砲ほう陣じん地ちの高こう射しや砲ほうや機関銃じゆうがその飛行機を追って旋せん回かいしている。

　だが、誰も撃うたないのは、やはり味方かもしれないという迷いがあるのだろう。

　何より航空兵力を持っているのは自分たちだけだという認識が、彼らの攻撃の手を止めているのかもしれない。

　シャクドー中尉の操縦する飛行機は、滑走路の端はしに差し掛かったところで、急にぐぅっと高度を上げた。そして機体を少しひねった、と思ったとき、機体の下から何か白くて細長いものが二個、ぽん、と離れた。

　龍也の見ている前で、その二つの白くて細長いものは、まっすぐ輸送機の上へと落ちていった。

　ロケット弾の信管は、衝しよう撃げきを与えるのと同時に爆ばく発はつする触発信管だが、不発弾だったために信管の感度が鈍くなっていたのだろう。二個のロケット弾改造爆ばく弾だんは、輸送機の上で爆発せずに、そのまま機体を貫いて、その機内で爆発した。

　輸送機が一瞬ゴム風船のように丸く膨ふくらんだように見えた、次の瞬間。そのゴム風船は炎ほのおの塊かたまりとなって四方に広がった。

　音より先に衝撃波がやってきた。

　龍也の見ている前で、ターミナルビルの滑走路側の窓ガラスが粉々に砕くだけ散り、爆風が吹き込んできた。

　事務室の中にあるロッカーが転がり、書類が紙ふぶきのように舞う中で龍也は左のふくらはぎに鋭い痛みを感じてその場に転がった。

　見ると、大きなガラスの破片が刺さっていた。

　その破片は、あまりに大きく、下へ手たに抜くともっと悪いことになるような気がした。

　気を失うような痛みの中で、龍也は思った。

　……逃げなきゃ……なんとかして逃げ出さなきゃ。もしあのクラーゲン少しよう佐さに捕つかまったら文句なしに殺されるだろう。

　あの少しよう佐さなら、この件と俺おれのことを結びつけることぐらい朝飯前だ。

　ターミナルビルの中に、火災報知器のベルの音が鳴り響く中を龍たつ也やは痺しびれにも似た激しい痛みを感じる左足を引きずりながらビルの出口を目指した。

　ビルの出口には、逃げ出そうとする人と、状況を確認するために飛び込んできた兵士たちとで大混乱になっていた。

　今頃になってから射しや撃げき命令が出たのだろう。滑かつ走そう路ろ脇わきに配置されていた対空くう砲ほう陣じん地ちが高射機関銃じゆうを撃うち始めた。

　その銃じゆう声せいと、怒号が入り混じる騒音の中を、龍也はなんとかビルを脱出した。

　だだっ広い駐車場の中に立つ街灯の柱によりかかると、龍也は自分の左足を見た。

　左足のふくらはぎに刺さったガラス片からの出血は止まらない。

　……このままじゃ出血多量で死ぬかもしれない……止血しなくちゃ。何かヒモのようなものがないだろうか……。

　胸ポケットをまさぐろうとした龍也は自分のネクタイに気がついた。

　……そうだ、これがあった、これで足を縛しばろう。

　龍也はその場に座り込むと、ネクタイを外してそれで左ひざを強く縛り上げた。

　心なしか出血の量が減ったようだった。

　……よし、あとは中央通りに出て、何が何でもサラサさんのいるところまでたどり着くんだ。

　がんばれ！　リューカ姫ひめに約束したじゃないか！　ちゃんと帰るから心配するなって。

　シーデとの約束を守っておきながら、リューカ姫との約束守んなかったら、きっとまた怒るぞ！

　龍也は自分自身にそう言い聞かせると、街灯の柱につかまって身体からだを起こして、左足を引きずりながら中央通りに向かって歩き始めた。

　そして、やっと中央通りに面したバス停にたどりついたところで、龍也は再びへたりこんだ。

　目の前に、首都の中央広場に通じる広い中央通りがあった。

　……サラサさんとリネト衆の人たちが、空港に一番近い検問所の近くの屋台でシシカバブ売りに変装して、俺が出てくるのを待っているはずだ。

　あそこまでたどり着けばなんとかなるんだ。

　真まっ直すぐ伸びるその一本道は、左足を負傷した龍也にとってフルマラソンより遠く感じた。

　……でも、行かなくちゃ。

　俺は帰るんだ……。

　帰るって……どこに？　日本？　いやキンリの里か？　俺はシマオオカミだよな、違ったっけ？

　貧血を起こし始め、意識がぼやけはじめたとき。龍たつ也やは一人の迷彩服姿の兵士に声をかけられた。

「どうした？　負傷しているのか？　すぐに救護所に連れていってやる、俺おれにつかまれ！」

　龍たつ也やの意識が急にはっきりした。

「いや、いい、俺は行かなくちゃならない場所がある」

　そのカタコトのセリカスタン語を聞いた兵士の顔つきが変わった。

「お前……外国人だな？」

「そうだ、日本人だ」

　龍也はそう言ってパーミッションカードを提出しようとして気がついた。

　……そう言えばあのとき取り上げられたままだ。メガネも吹っ飛んでいるし、俺が日本人だという証しよう拠こは何も無い。

　龍也は慌あわてて言った。

「俺はカイトグループの社員だ、ここには仕事で来ている」

　兵士の顔に浮かぶ不審の色はますます濃くなった。

「カイトグループの方が、どうして持ち場を離れて街中に向かおうとするのかね？　あの人たちはこのターミナルビルから外には出ないことになっているはずだ……それにどう見ても君は若すぎる。ちょっと我々と一緒に来てもらおう、どうやら君は保護を必要としているようだからな」

　兵士に腕うでをつかまれたとき、龍也は、目の前が真っ暗になったような気がした。

　あと、あと少しだったのに。ここまでか……終わりだ。もうダメなんだ。

　足が震えているのは、傷の痛みのせいだけではなかった。

　そのとき、あたりの空気を震わせて、爆ばく発はつ音が響き渡った。

　振り返ると、ターミナルビルの向こう側から、爆発を意味する大きなきのこ雲が立ち昇っていた。

　……誘ゆう爆ばくだ！　輸送機の爆発と炎ほのおで、周りにあるＧＰＳ爆ばく弾だんが誘爆しているんだ！

　その煙けむりを見たとき、なぜか、龍也の足の震えが収まった。

　……なぜだろう？　今、俺の心の中にあった恐怖が消えた。

　無くなったわけじゃない。だけど、それに代わる何かが俺の中にある。

　でも心のどこかで、満足している俺がいる。

　……シーデと、そして他ほかのみんなに約束したことを果たせたって満足感がある。

　でも……。

　龍也の脳裏に、自分の腕の中で泣いていたリューカ姫ひめの顔が浮かんだ。

　……リューカ姫との約束だけは破っちゃったかもしれないな。無事に帰ってきますって約束したのにな……。

　そんなことをぼんやり考えていた龍たつ也やは、両脇わきから突きつけられたＡＫの銃じゆう口こうで我に返った。

　それは、もはや完全に容疑者の扱いだった。

「車に乗れ、首都まで連行する！　下へ手たな真ま似ねをすると射殺する！　いいな！」

　兵士がそう言って龍也を連行しようとしたそのとき、後ろから声がした。

「その者は我々が預かる、諸君らは負傷者の救護に当たってくれたまえ」

　振り向くと、そこに黒い戦闘服に身を固めた兵士たちがいた。

「あんたらは……」

　兵士たちの真ん中から、少し右足を引きずるようにして大たい尉いの階級章をつけた男が進み出て言った。

「我々は大統領警護隊である。その少年の身み柄がらは我々が預かる。首都における一次的治安業務は我々の職分だ、違うかね？」

　そしてその大尉は不満そうな顔をする兵士を見て笑った。

「安心したまえ、君の手柄を取り上げるわけじゃない。もしこの少年がこの件との関連が明らかになったとしたら、その最大の功労者は君だ。ちゃんとこちらから君の名前を上じよう申しんしておく。ならば文句はあるまい？」

　兵士は、自分の心を見透かされたことで、少し狼ろう狽ばいしたように言った。

「あ……いえ、大尉殿どのがそうおっしゃるならこちらとしては構いませんが……」

「では、こちらで預かろう……」

　大統領警護隊の大尉はそう言うと、後ろにいる下か士し官かんに言った。

「ポンズ曹そう長ちよう！　こいつをうちの装そう甲こう車しやに乗せろ、俺おれが取り調べる！」

「了解！」

　ポンズと呼ばれた下か士し官は進み出ると龍也の腕うでを取って、小声で言った。

「車の中で衛生兵に傷の手当てをさせます、あと少し我が慢まんして下さい」




　首都に向かって走り始めたピラーニャ装そう甲こう車しやの中で、衛生兵が龍也の傷の消毒とガラスの破片の除去をやっているのを眺めながら、シャリフ大尉は、半分あきれたように言った。

「それにしても……君は、とんでもないことをやってくれたもんだな」

　傷の痛みに顔をしかめながら龍也は答えた。

「僕は……空くう爆ばくをやめさせたかっただけです……」

「君の言っていることの意味はわかる。だが、それがどんな結果を生むかわかっているのか？」

「どうなるか、そんなことはわかりません、でも俺は、普通の子供や女の人や老人の上に爆ばく弾だんをばら撒まくことだけはやめさせたかった……それだけです」

　シャリフは黙ったまま龍也の言葉を聞いていたが、やがて龍也を見み据すえて言った。

「確かにこれで空爆の犠牲者は無くなるだろう……だが、それによってゲリラ戦と爆弾テロそして地上戦が激化することは間違いない。

　そして政府軍が押さえている地方都市を攻め落とされれば、その街に住んでいたセルム族の女子供は皆殺しにされる。空くう爆ばくの犠牲者の数よりも多くの人が死ぬ。

　万が一にも、この首都が陥かん落らくすれば、その死者は万を超えるかもしれない……君はそのことを考えたのか？」

　龍たつ也やは正直に首を振った。

「考えていませんでした……でもそんな悲ひ惨さんなことになるまえに、なんとかしなくちゃいけないと思います。人間ってそんなに愚おろかな生き物じゃないと思うんです！　殺されたから殺し返す。やられたからやり返す。そんなことを繰り返していたんじゃいつまでたっても平和なときなんかやってきません。同じセリカスタン人同志で殺しあう……同じ人間同志で殺しあう……それって間違っていると思うんです」

　シャリフ大たい尉いはため息をついた。

「君のその、真まっ直すぐさが、俺おれには眩まぷしい……日本人ってのはどうしてそんなお人よしのままで生きていけるんだ？」

「わかりません……でも、俺は自分の言っていることは間違っちゃいないと思います」

　龍也の言葉を聞いたシャリフ大尉は唇くちびるの端はしに自じ嘲ちようするような笑いを浮かべた。

「そうか……確かにな。君の話を聞いていたら、今の大統領が進めている方法では、このセリカスタンに本当の平和がくるかどうかわからない……俺もそんな気がしてきたよ」

　空港を出て市内に向かってしばらく走ったところでシャリフ大尉は装そう甲こう車しやの運転手に車を止めるように言った。

　検問所と、そして変装したサラサがいるシシカバブの屋台は道路の反対側にあった。

　シャリフは応急手当てを終えた龍也に向かって言った。

「ドアのロックはしていない。そのドアを開ければ君は逃げられる」

「いいんですか？」

　目を見開いた龍也に向かって、シャリフは肩かたをすくめてみせた。

「ああ、俺は疑いをかけられている日本人の少年を取り調べ、そして容疑が無いから釈しやく放ほうした。それだけのことさ」

　ドアを開けて道路に降り立った龍也は、振り返ってシャリフに話しかけた。

「あの……」

「なんだね？」

　龍也は、一瞬迷ったあとで、思い切って言った。

「俺と一緒にキンリの里に来ませんか？　あなたならみんな歓迎してくれると思うんです」

　龍也の言葉を聞いたシャリフは声を上げて笑ったあとで、微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「悪いが……そうはいかない、こう見えても俺は士し官かんでね。政府を裏切るにしては、少々借りが多すぎるのさ……じゃあな、サラサによろしく言ってくれ。もしかしたら今度会うときは首都決戦で互いに敵味方になるかもしれん、とな」

　そして、龍たつ也やの前で装そう甲こう車しやのドアが閉じた。

　走り去っていくピラーニャを見送って、龍也は思った。

　……今度会うときは首都決戦って……どういう意味だろう？




　その日、大統領府で開かれた政府首脳の会議は大荒れに荒れた。

　責任を追及するセンドルク大統領と、全責任は首都防衛の総責任者であった大統領自身にあると主張するソナムルの間で、激しい口論になったのだ。

　ほとんどつかみ合いになりそうな二人の間に割って入ったのは海軍提てい督とくのキシトンだった。

　キシトンはその無防備な笑いを顔全体に浮かべてソナムルを諭さとした。

「いやあ、いい機会ですよ。空くう爆ばくをおやめになったらどうですか？」

「お前に何がわかる！」

　横から口を出したキシトンを見て、ソナムルが吼ほえたが、キシトンの表情は変わらなかった。

「いえね、やっぱりバンカーバスターで大統領官邸を狙ねらうなんてのは、やめた方がいいと思うんですけどね。同じ政府の同じ仲間なんですから仲良くしないとまずいですよ」

　ソナムルの顔から血の気が引いた。

「な、なんのことだ？」

「いやあ、ちょっと小耳に挟はさんだんですけど、まさかそんなことをするわけがありませんよね、はははは」

　屈くつ託たくの無い表情で笑うキシトンと、凍こおりついたようなソナムルを見比べていたセンドルクが地の底から響いてくるような低い声で言った。

「ソナムル、そこを動くな、聞きたいことがある……」

　ソナムルはセンドルクの方に振り返って慌あわてて両手を振り回した。

「大統領閣かつ下か、これは何かの間違いです、あのキシトンの言うことなど！」

「そうだ、キシトンの言うことなど信用できん」

「そうですよ、ですから……」

　大統領は、そのソナムルの言葉に首を振った。

「いや、違う。わしが言っておるのは、キシトンの言葉の中にあった『まさかそんなことをするとは』という部分が信用できんということだ！　ＧＰＳ爆ばく弾だんへの入力記録を確認するまで貴様を拘こう禁きんする！　警護隊！　ソナムルを捕とらえろ！」

　会議室に、大統領警護隊の兵士が入ってきたのを見たソナムルは、何かわけのわからない言い訳のような言葉をつぶやきながら逃げ出そうとした。

　それを追いかけた大統領警護隊の兵士たちに会議室の真ん中あたりで捕つかまったソナムルが大声でわめいた。

「無実だ！　私はハメられたんだ！　そこにいるキシトンに！　やつこそ本当の黒幕ですぞ！　大統領！　私は無実です！」

　そのドタバタを見ていたリネムが心の中でため息をついた。

　……どうしようもないわね。この人たちは。

　無能という前に、人の上に立つということがどういうことかわかっていない。

　そしてリネムの視線は、勝ち誇ったような微笑を浮かべているセンドルク大統領に移った。

　……悩むとか警戒するならいざしらず、こんなことで喜んでいるなんて……この人も結局はこれだけの人だったのかしら。子供の頃からずっと面倒見てきたけど、そろそろ嫌いや気けがさしてきたわね。

　そしてリネムは大きくため息をついた。

　……ほんっと！　馬鹿な弟の尻しり拭ぬぐいはもうたくさんだわ。







　　　第十三章　「シマオオカミ将軍」







「あ、痛て！」

「ごめんなさい！」

　左足の傷の包ほう帯たいを取り替えるときに傷口に触ふれられた龍たつ也やが思わず声を上げると、リューカ姫ひめが恐縮したように首を引っ込めて謝った。

「あ、いいんだ、思わず言っちゃっただけだから、気にしないで」

　龍也は慌あわてて首を振った。

　キンリの里にある客人まろうどの間は、南に向いた窓から差し込む日の光で、今日も暖かかった。

　龍也は、目の前でいそいそと自分の右足の包帯を替えているリューカ姫の顔をずっと見ていた。

　……なんか、嬉うれしそうだな、こうやって包帯を取り替えているときのリューカ姫って。

　あのあと、サラサと合流した龍也は、仲間たちに守られて、このキンリの里に戻ってきた。

　途中の診療所で傷口を七針ほど縫って抗生剤を大量にもらった龍也は、傷の様子を見ながらキンリの里で療養することになったのだ。

　龍たつ也やの視線に気づいたのだろう。リューカ姫ひめが小首を傾げて、不思議そうな顔で聞いた。

「どうかしましたか？」

「あ、いや、なんでもない、ただ……嬉うれしそうだなあって思っただけ」

　リューカ姫は、にっこり笑った。

「ええ、嬉しいです！　タツヤ様が無事に帰ってくることができて、私は本当に嬉しいんです！」

　その笑顔のすべてが、自分に向けられていることを知った龍也は恥ずかしくなり、話題を逸そらすように聞いた。

「えーと、そういえば……サラサさんはどこにいったの？」

　自分の言葉を逸らされたのがちょっと不満だったのだろう、リューカ姫は少し唇くちびるを尖とがらすようにして答えた。

「サラサ殿どのは、オードン族とナガス族の同盟の式典に行きました。空くう爆ばくをやめさせたシャクドー中ちゆう尉いをオードン族は名誉族長にするそうです……オードン族が他ほかの部族の人間を名誉族長にするなんて初めてのことらしいです」

　龍也は笑いながら言った。

「まあね、シャクドー中尉は、それだけのことをやった勇者なんだもの、当然といえば当然だよ」

　リューカ姫は龍也を見て微笑ほほえんだ。

「でも、それを言うならタツヤ様も勇者です」

「俺おれなんか勇者じゃないよ、俺は何もしてないもの」

　龍也は、慌あわてて顔の前で手を振った。

「そんなことありません」

　リューカ姫は龍也の手を取ってそのまま自分の胸に当てた。

「タツヤ様は……私の護モリ人トです、この世で一番大切な私の勇者です……」

　手を引っ込めることもできぬまま龍也は黙って赤くなるしかなかった。




　真まっ赤かになった龍也が硬直していたその頃。

　南部州にあるオードン族の本ほん拠きよ地ちハネイスの中央広場では、瓦が礫れきの山を片付けた跡に久々のバザールが開かれていた。

　露店の数は以前よりずっと少なく、活気も無かったが、そこに集まる人々の顔には、空爆の恐怖が無くなったことからくる明るさが満ちていた。

　やがて、バザールが開かれている広場に面した家の二階にあるバルコニーの上に、サゴンが立った。

[image: ]

　右側にサラサ、左側にシャクドーを従えたサゴンは、大声でバザールにいる人々に向かって呼びかけた。

「皆の者！　聞け！　もはや空くう爆ばくを恐れることは無い！　このナガスの勇者とキンリの勇者、そしてシマオオカミという名前の軍ぐん師しの叡えい智ちによって、ソナムルの爆ばく撃げきは終わった！

　我がオードン族はその恩義に応こたえ、ナガス族そしてキンリ族と同盟を結んだ！

　ナガス族もキンリ族も敵ではない、友である！　我らの敵はセルム族とやつらが率いる政府軍ただ一つだ！」

　そこで言葉を切ったサゴンは口調を変えた。

「そして……私は、この戦いを通じて、一つの事実を知った。それは、他ほかの部族の者……いや、異国の者でも、信じるに足りる者がいるということだ！

　その者の名はシマオオカミ！

　今だから告白するが、私は彼に刺し客かくを送り込み、彼を亡き者にしようとした。しかし、彼はその刺客を捕とらえても殺そうとはしなかった。

　それどころか、その者は自分を殺そうとした一族……つまり我らオードン族を空爆から守るとテンジンに誓ちかいを立て、そしてそれを守ってのけたのだ！

　それを聞いたとき、私は自分が恥ずかしくなった！　そして誓った。我がオードン族の戦士をシマオオカミに差し出すことを！

　よいか、皆の者！　今、このときより、オードン族を率いるは我にあらず！　シマオオカミなり！　シマオオカミは軍ぐん師しにして我が一族の将しよう軍ぐんなり！

　称たたえよ！　シマオオカミ！　称えよ我が将軍シマオオカミ！」

　ハネイスのバザールに集つどった数千人が歓声を上げる中で、サラサは、はるか北の空の下にあるキンリの里にいる龍たつ也やに向かって、胸の中で呼びかけていた。




　……龍也、あんた、当分帰れそうに無いな。







　　　あとがき




　電撃文庫の読者の方には半年振りのご無ぶ沙さ汰たとなりました『小さな国の救世主・おざなり将軍の巻』いかがでしたでしょうか？

　この物語は実は五月刊の予定で書き上げてあったものですが、諸般の事情により今月発売となったものです。

　いまや電撃文庫といえば、押しも押されもせぬライトノベル業界の雄ゆうとして、知らない人はいません。アニメ化コミック化される作品は数知れず、毎月毎月怒ど涛とうのように刊行される新刊の山……という現状で半年も間を空けてしまいましたので、ひょっとしたら読者の方は一巻の内容など、もうお忘れになってしまっているかもしれません。

　そういうときは、本棚の奥から一巻を引っ張り出して、お読み直しして戴いただければ幸いです。

　きっと半年経たって忘れていますから新鮮な気分で再読できるのではないかと……。




　さて、このあとがきを書いているちょうど今、テレビで、旧ソビエト連れん邦ぽうのウクライナ共和国にいた元日本兵の方が来日した、というニュースが流れています。

　私がこの話を書くためにいろいろ取材したときにも、同じように戦後祖国に帰らずに、現地の人と結婚して旧ソビエト連れん邦ぼう内で暮らして、お亡くなりになった日本兵の方のお話を聞きました。

　こういった方は実際に何人もいらしたようですが、冷戦時代には全くソビエト連邦の情報が外に出ませんでしたので、今になってから、やっとこういった方々の消息がわかるようになってきたわけです。

　この物語に出てくる「サラサ」の祖そ父ふの設定は、こういった実在した方々のお話を元にしたもので、いわば事実に基づいて書かれています。

　また、作品中で龍たつ也やが「エスカリボルグ」（おかゆまさき先生の承しよう諾だく済み）と名付けた革かわの棍こん棒ぼうは、一巻の著者紹しよう介かいの写真に写っているものですが、これも実際にカザフスタンで売られていた実物を買ってきたものです。

　私は、実在する世界を舞台にするお話を書くときには実際に取材を重ねます。事実から虚きよ構こうを組み立てて、読者の方に「あるわけないけど、あるかもしれない」と思わせる物語を書くこと。それが私のポリシーです。

「小説なんてのはいわゆる『想像の世界』の中での出来事なんだから、現実に取材したり、現実の品物やデータを見ても意味が無い」

　ということを考える人もいらっしゃいますし、そうやって、現実世界から完全に遊離した理想郷を作り上げる能力のある方も現実に存在します。それを否定する気は全くありません。

　ただ、私にはそういった作品世界の作り方ができないだけなのです。




　私の脳内には「推論はいくら綿密なものでも空論に過ぎない」という確固とした価値観が培つちかわれています。つまり「いくら推理が綿密で、それが真実を言い当てていようとも、物証が無ければ、公判は維持できない」という考え方です。

　小説というのは突き詰めてしまえば作者の「だってそうなんだもん」という一言に読者の方が納得するかどうかにかかっているわけです。そして、私はその「だってそうなんだもん」を「だってそうだった（実証）」と言わなければ気がすまないだけのことかもしれません。

　実証して、確認して、納得してから書けば、たとえ「こんなことできるわけがない、この作者は馬鹿だ」と言い出す人がいても、私としては「ああそうなの？」と笑っていればいいだけのことです。




　人が死ぬ、殺される、目の前で人が死んでいく、自分の腕うでの中で子供が息を引き取る。

　そういったシーンを、小説に書いて、もし「こんなこと考えるわけねえよ、馬鹿じゃないの？」と思われても私は笑っていられるでしょう。

　それは全すべて、私が実際に体験してきたことなのです。


（経験値だけで小説を書いている　　鷹たか見み一かず幸ゆき）
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鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部で物語製造業を営む零細業者の一人。四分の一世紀以上警察官として勤務していたが健康上の理由で退職し作家になった変り者である。様々な現場に遭遇し、事実は小説よりも奇なり、を身を持って体験したこと数知れず。経験値だけで作家をやっていけそうだとのこと。現在続刊執筆中。
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イラスト／Himeaki

いろんな意味で「RIDE」する事が好きで、ぬいぐるみをこよなく愛する絵描きです。さまざまなGEARの使い分けに近頃少々記憶喪失ぎみ……。
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